
くはじめに＞

「1995年1月17日」。私たちは数え切れないくらいこの言葉を耳にし、目にしてきた。

もう、その日から6年の歳月が過ぎようとしている。この日起こった阪神・淡路大震災は

非常に多くの犠牲者と被災者を生み出した忌まわしい出来事であるが、地域社会に

生きる一人一人の人間を試すきっかけとなる出来事であったかもしれない。

震災後、 3ヶ月が過ぎ、私たちの住んでいる有野台にもいくつかの仮設住宅が建設

された。そして、仮設住宅への支援という目的で、 20名ほどの地域の住民が集まっ

た。

この活動記録集は1995年5月14日に、有野台ボランティアを立ち上げて、北区有

野台・五社・有馬の6ヶ所の仮設住宅に関わり、 1999年9月12日に、仮設住宅での活

動を終えるまでの『有野台ボランティア通信』と、「活動を振り返る座談会」と「ボランティ

アヘのアンケート」の三部から成っている。

『有野台ボランティア通信』は初めは、ボランティアどうしの活動や情報を知ることを第

1の目的として書かれていたが、途中からはその目的に加え、ボランティアの支援者に

向けて、私たちの活動や仮設住宅の状況を発信するという意味が加わり、有野台ボラ

ンティアの仮設住宅での活動が終了するまで、書き継がれてきたものである。

「活動を振り返る座談会」は1999年10月31日と11月21日の2回にわたって、のベ

8時間、ボランティアの視点から見た仮設住宅に関わる活動を振り返りながら、活動に

参加したメンバーが議論したものをテープに録音し、編集したものである。「座談会」で

は、プライバシーには、できる限り配慮しつつ、『通信』では書けなかった部分まで議論

がなされた。

「ボランティアヘのアンケート」は1999年9月から10月にかけて、4年4ヶ月の活動に

参加したメンバーにいくつかの質問をしたもので、「活動を振り返る座談会」に出席で

きなかったメンバーの声もあり、「座談会」と内容は重複するが、「座談会」を補うものに

なっている。

記録集の全体を見渡して言えることは、被災者の生の声が少ないということだが、被

災地から少し離れた地域にできた仮設住宅に、その地域のありふれた住民がボランテ

ィアとして、どんな思いで関わっていったかという意味では、非常に興味深い記録集に

なっているように思える。ボランティアが前面に出すぎているという面はあるが、ボラン

ティアから見た震災後の5年をまとめたという意味では、貴重な記録集と言えるかもし

れない。

振り返ってみると、ほとんどのメンバーがボランティア活動が初めてという中で始まっ

た仮設住宅に関わる活動は、失敗や試行錯誤のくり返しだった。それでもメンバーが

入れ替わりながら、仮設住宅の最後の入居者が公営住宅に移られるまで、活動を続け

ていくことができたのは、 1つには少しずつ生まれてきたボランティアどうしの絆の深ま
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りだろうし、それ以上に仮設住宅の住民の方たちと親しくなることで、たくさんのことを

学んだことだろう。被災者＝弱者という図式では、語ることができない喜怒哀楽を含ん

だ普通の生活が仮設住宅の生活の中にもあること、住民の方たちはいろいろな問題を

抱えながらも、自らの日々の生活を送っておられること。そうした姿を見ることで、私た

ちは逆に刺激を受け、元気づけられていったように思う。それが仮設住宅の住民とボラ

ンティアで、協力してクリスマス会をしたり、お花見をしたりという形で、実になっていっ

たように思う。いつもお互いに良い関係が保てたわけではないし、いろいろな問題もた

くさんあった。しかし、この住民の方たちとの関係は私たちがボランティア活動をしてい

く中での大切な宝物だったように思える。

最後に、残念にも仮設住宅で亡くなった方、恒久住宅に移られてから亡くなった方

のご冥福を心からお祈りしたい。また、新しい生活を歩まれている方々のご健康を心か

らお祈りしたい。

有野台ポランティア 田辺正則 2000年12月記

く追記＞この記録集はプライバシーの観点から、一部の方のお名前をイニシャル

で仮名にしてあらわしている。

また、この記録集を編集する際に、のべ8時間にわたる座談会のテープ起こしを録音

状態が悪い中、根気良く仕上げてくれた有野台在住の谷川慎治君に心から謝意を表

したい。

さらに、この記録集の出版に際して、資金難の中、カンパによる支援やその他、色々

な形で出版に協力してくださった方々にも心から謝意を表したい。
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写真による活動紹介

【'95年10月8日】
有野台第2住宅／自治会結成大会
＜有野台地域福祉センターにて＞

--ざ

【'95年10月10日］
“ふれあい KOBE'95~
＜箕谷にて＞

ー一， 

【'95年12月10日】
五社住宅／自治会結成大会
く有野公民館にて＞

【'96年3月17日］
五社住宅ふれあいセンター開所式ともちつき大会
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【'96年4月18日）
有野台第1•第3・東有野台住宅お花見
く切畑公園にて＞

【'96年6月8日】
花の苗ブレゼント
く有馬住宅にて＞

【'96年7月6日］
フラワーアレンジメントとお茶会
＜五社住宅にて＞

【'96年8月］
家庭菜園と花だん

＜五社住宅にて＞

【'96年8月25日］
バーベキュー大会と茶話会
く五社住宅にて＞
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【'96年8月25日】
バーベキュー大会と茶話会
＜五社住宅にて＞

【'96年l0月27日］
有馬住宅食事会

【'96年10月5日J
有野台第3住宅集会所オープン

('96年ll月12日］
有野台第1住宅昼食会
く有野台地域福祉センターにて＞

【'96年ll月17日】
五社住宅カラオケの集い
＜有野公民館にて＞

['96年12月8日】
有馬住宅集会所オープン
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【'97年1月5日］
兵庫商業高校の獅子舞い
＜五社住宅にて＞

【'97年2月5日】
有野台第1住宅食事会
く有野公民館にて＞

【'97年2月】
五社住宅雪景色

【'97年4月9日】
6住宅合同お花見
く切畑公園にて＞

('97年9月24日】
大正琴演奏会と茶話会
く有野台地域福祉センターにて＞
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【'97年10月10日】
五社住宅パスツアー

【'97年ll月16日】
有馬住宅食事会
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【'97年ll月】
空カンで猪よけを作った菜園
＜五社住宅にて＞

【'97年12月21日】
6住宅合同クリスマス会
く有野台会館にて＞

('98年2月ll日】
五社住宅もちつきと鍋大会
＜五社住宅ふれあいセンターにて＞
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【'98年4月5日】
6住宅合同お花見
く切畑公園にて＞

【'98年7月19日】
6住宅合同大正琴演奏会と食事会
く有野台地域福祉センターにて＞

【'98年5月24日】
6住宅合同食事会
＜湯谷川公園にて＞

【'98年9月20日）
6住宅合同はたっこ太鼓の演奏会と食事会
く有野台地域福祉センターにて＞
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【'98年10月25日】
有馬住宅お別れ会

【'98年11月13日】
有野台第2•五社住宅合同紅葉狩り
く有馬瑞宝寺公園にて＞
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('98年12月23日】
有野台第2住宅もちつき大会
く有野台第2住宅ふれあいセンターにて＞

【'98年12月25日】
五社住宅クリスマス会
＜五社住宅ふれあいセンターにて＞

【'99年1月24日】
有野台第2•五社住宅合同フルート・トリオ演奏会と食事会
く有野台地域福祉センターにて＞

【'99年4月ll日】
6住宅合同お別れ会と同窓会
く切畑公園にて＞

【'99年9月12日】
有野台ポランティア打ち上げ会

く有野台地域福祉センターにて＞

，
 



｀ 四 仮設住宅の全景

●有野台第1住宅 (25戸） ●有野台第2住宅 (91戸）

●有野台第3住宅 (26戸） ●東有野台住宅 (18戸）

●五社住宅 (165戸） ●有馬住宅 (45戸）
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？翌ドラン；；アふ
6月1日` ネn0てのボランティアと・クレの崖ま＇）があリ 3した。毎

加者1さ向＃さん．中野さん、渫采谷さん、）II田さん、中村？ん、三浦

？ん．山山奇さん．オ俎lざん、上記ん、田辺¢l0名。イ反葬住名に入届

”hだ森口づ枯ゥ今加していただ 39した。

自己邸介のとそ ,1、少し緊在屍味杞で皆ざんも、レだい！＜才1すと

けて｀なぐヤク‘ガ、 Iくぎ砂｀ガ会，＜ガリ 3レた。 rポランテ4アがfm栽

住宅に入居ざれた方たちのれも屈しをし和'Jr多にある不即が呟特ち
よべ Iゞずとをしれ1砂力‘Jr,fヽざいち3さんがおれるえで用があ和き,,;t-J~ん

を預応てあげたい」力‘ど、いろんな意見が出のれすレた。 がた、お0さん

會‘ら 13按を終直ゃ仮設仕宅，こ遠むKて力'5の生；・舌の中心合も（松l辺‘：炊

鰭 13,特.,てし浪咋‘1)ヽ．．、 都和‘i即炊節釦、ブ・ロJヽ°ンガ和噴遠Iという話）

“日ぃ9した。

今後の珀會力,,、｀知むlて石雇訊・されもした。

1. 「印｀各すく知釈l畠I,レ-」「くらし^ だ^）怯（北丘・北神片i).Jt.lJ配布
Z. 1粛底,~入店？れたオたうとの交流会を閉＜こと

3. ぐ‘幻配鼻わ買v1珂り吟伝い（皇で）

うた、ハ` ・ザーも今1岳宦現の方向て．．和ぃていく立とに初そうげ。

ー
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< 6月の5舌叡予定）．．．王見在来定した：：りた可す
6月78
（＊） 

6月9B
（金）

6月IO日
(:.t:） 

6月II8 
(EJ) 

6月IiB 
（日）

仮設訪間 90:00~ 

仮設it閉 IO:00 ~ 
イTiititr月 I..oo ~ 

北Eぶランティア・之．ソいワーク （西鈴訥台． 0.,.:.i,ざわネ99m)

90: 00 ~ 
仮設仕名1び居された旅如む絃（肴野合如知訟此ンター1-:t)

9 : 00 ~ 

X• 1 . 6 月 19 8 （月） ~6 月 16B（多）9がほ錢訪朋の予定が入がいれま
せん。和oて・き和1I虐．電託尾柊古くだそい。

2. 遇1日^ °^ースて＂彰 {f,1， 買ぃ物心今伝ぃ心ぐランティアぇ””あJ3す。

子定が会え 9ざ、いって＂もこ・会加下でい。
有野台ポうンティア
9g1-7511 
（文看(9四辺にあリ3す）I

2
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竺ポラン97ふ；和野台ポランティア (q91)75II 組集 田辺正貝＇」

6月188、仮設仕宅に入居された方とのを表会が行われました。あい

に〈パ雨て．、しだが、第1住宅•第2底•第3住宅•更府剪台柱宅砂／6 名4会加

か`、かれた。 IB呑朋半I呑戸間tレたが；よしャふ）に応が•咲そ9ぽ。者2住宅の

祖的樽谷さんのお1:．訊か炉匂続ば雌してくだもたれtが雌し

た。箕2イ主名でi1、コ••3当者去北琺心・クごとが話題叩、後日釦這訣す

和に初3した。打た、東和野台住宅の船倉さんIな白治釦切,,積極的なょうて` ヽ

絋5ボ沈和’もて．？狂i戸分伝ば狐lぷと思t• 。

6月22B、埼2回のミー和ンゲがお）3した。 6月羊心段階r"有野台Iて

411所和仮設仕宅のうす｀お留名ぉ咤£f幻、 I合If"匹通リ訪問し終辺し

だ。今後遁設住宅，→鳩3いた方とポうンティアと叶応）tとがウ形臼って

いく力‘、iぃ9:..t噂玄鈷れた。 湛浬谷さんがう rI専ti軒、古該加すか：：とが迷

＇をr、・ぉ宅もあわうた".Jという指摘があ）3した。石危心社たちがうンディアたi1位＜

和生所の力、自治釦方． I粒祝望ィアの方も仮設訪問知ハている釘＂すし、セーJL

訂砂名＇）、入届払衣方心 9て1ahむわしいてじもあるよが思い 山品戸い‘ジ＼3
材。

rぉ荼会バうなことをして、皆さんが｀ 位3.,1 訊が＇灼て•さる場 2 つくろう J というオ是度

勺｀か）れた。今り参の；舌9りの大 ~1i 糸ふとして 1さ、 1留守の古宅ヤ年釈；のお

1人暮らしのî 仮^謡訪問,;糸委，11年’ら、 お茶会が．．て・・クトに出て否しゃべ＇）

れて和場をか1いくという方釘て.. .々,てい<:..とにか）9した。

ぶテ｛ングゎ盆／中で、京省Pの；和免ボうンティアのオ心和加麻具1心`、

39箱 l和n樗か揺桜がが')、 4ヵ所の 4鈴雑住宅の~I~~渡しす3:.t-1,

ガ`）令レた。
(1) 
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6月248 、 “,J池あいわ9- と今綬，，寸、••ウンティア治わをキ吏訂す3会’’

K、山峰尺んと田辺ヵ‘̀ 会`加しれた。イ反t}仕宅パ此会の方、市内の各1eE

のポうンティ7岬 qii; 1i-r.:・クバゎ知0があリれた。 ふれあいセ；,-,i仮

設住宅 JOOPを恥立1:1っ速話される：：と1<tふているの（・すが、 100和酎＂も

ズ^°-スがあ3ところが11建設が可§区絡切：とです。各才、・・ランテ（ア団か禿

古の町、 液設ィ只宅て巧雌死のことが取）上1f・られ3した。 ，3、れあぃセン9-

を rだ火て冷気索に箱3人る丸と位置ぶ9ている”舛く、 喰届兎人をひ

紐枯もし合ぃの場にした"'.1（西対ポ磁｛ア）、 r（20~309l1/）戸数4が板殺住宅

て••も釦和品が必号＂あも(N601磁媒を積必邑紹令）I江｀の意見が~'JIした。

す 1'" ,~ ~かやがテ斗 (I 日テ北）で｀ぁ荼会や Jヽがな炉”：令噴hをしている更噂＃地域

釦叙ネ・ノト<J-']滋-11、格イ反設I,テ注甘1作かいが必柔知と咲苫され、B常9り
（掌t和）

戯；知埠，£もっ：：とり重要ぴ‘••指植iでかれた。
中野らんと回如＂

6 月22日,~オ是供訊た覆祠遺具，i6月278戸有野台住宅K
碩 C)レれし和 6月30日l可3名が主名に記和3伽呵ふ整理。船319ん．

凜終g..t田5ん．冨田でん．白＃さん．滋野払、田辺り加..ホぃんぃ紐匹

と。叙斗品の中K早あI＜おぅ度いした狂；；ぃ炉）がおので、食料品も合わtてお配）

す3:.l-1~-rd...') れた。

7月28、 第2住宅わテント張9と和研窟且な心配布。天気予毅1さ
双 b.,.1を匹いのTぃ

大雨て・□翻ヵ、う要がLんr'}幻われ功ている．わけ’）バため,,砂釘い額いした
靱払．叫奇さん遂ィ言さん＾て注人と；益野双ぷ、テンい方（さお仕七し、代セ

，，で主人・

砂＂:...Iざ手定をく吐：rf1、初資項椅l<bm． 山山令で人．中野払．中村3いが

約,~芦th ,̀11 回')‘ぜ月 3んと田辺バ、品祠名今ガい、ヽく。すぐi< 519‘ て^．？て、

虹lゞク）ヽ・・タする。途中外紐叫••贔け沼社と・J、いなも＜い叫が知Po
(2) 
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瞑咽板）屯れ、 品籾I^ 邸流が少し混乱するが、・逢＜ん吟9察浪吋t的,~

餃 ')9切況れる。配和・'かとi璃すると、西川さいがしや；群ぶんのおむ心
羞

が麻ふたiを和田和遊んている。塩I以遊ぶ＂天才 t改めて丹，じする。

7月7日、靭がら小雨。ぉ茶釦 7月13日は），＜延期となる。
今傍の；合動予定

7月138（木） お茶会（第lは名） IO:00~ 

7月/6日(S)

7月17日（月）

仮設i環 l.. 00~ 
池ぷi~ I度け誌巾していが9古森箪りし存す。

ブルーツ • 1ラワー ・ ）ヽ°ーク＾日炸可｀ （北叶濤） q:3D~ J6:oo 
JJ I日1ん．山且奇1ん．ヤ付さん．滋野払．g辺速ヵm‘・決定．

7月1q日（水） 第3回Sーティンク" /0: 00 "-" 
負休計の；舌勤ゃん9ヽ．．ー^ 店さんのスケ迂9しの確認なら

で`そ廷；うこ＂念加和い。屡理ガ方93l8B（文）和て邑£
如活官n可絆ナi哨gゃ9躙帯2違終衣でい。
で月主～8月ま）

X· 省2位宅（有9私‘動てあお荼会も千定し1心す。今のところ函•函 ・ 迄·召，の
ぃゎ•加9‘JB£ 考えており3す。

(l) 
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？吟ドラン；；アぷ届野台ポランティア (q~,)'1511 縁集 田辺、正利 ・

7月13口、箸11t宅てお茶会が＇あ ‘}9レた。 上田？んt中心<gmaター70

を知、告ぃシー Lをしさ、和• テ—づiしをセf和外叫さん．三卦i芯船I~ん

森炉ん．否野払．謹2んb・各、和声が9̀111回＇）、ウ`しすら第 1佐われが出T

彩豆）II釦んIされ笈紅や世放をし1千さる。第5住宅がも谷垣でん．舜

ざん．大釦んが妥5か、／SI拉月も心I1 ¥. V?道 1にも‘浩后。 17B1.，79レー

”丑）りl：：：距`h籾 (191名礼広な渡レし1先く。た3たぎえ軒如釦すが'

Jヽ..サ:..t2からBとiか）、べゎとした出店dlこざわい。 f易1・しが力切強払
和・‘.；託ヵ荼がとなんなく切、途が品釦ん珪移‘1,~ん 1さへちげ"Hし£

ぅ9.い
凸,~中ヤt 元•,_ tぷ乍，1 出でかかる。我ぃ陽心・して｀したが‘．氏· ▽知•1

釦、和野幻4庄環”か、名、しいれが'')合改）3した。

咋 17日、北巨のリ1レ砂ュ事業て＂仮詮住宅りふトた J9表以丘力を
対象<7)レツ• 1クワ—・，、0-クに出幻れた。第1仕宅がII人．第2住宅り‘｀・ハ

箸祖む3人、東省野台 b‘•• 以遠町｀、 ポランテ｛アがら,,,,,田5ん．中村でん．

滋野さ人．田辺(/)4人が命加しれた。厘貪クをのゴーラ1名柔し9kt)、ガ9‘q色々

咋祝註を回らム切、丸f-:.')した咽、凧＆合がれ砂と、皆さん，巴，思いに過点れたよ

沢t.位中て”いくっかの出会ぃゃな流がか幻汀す。第1仕咤a若和んIt襟妥＜

されたとさ〇ごとtを々と言4でれてい3したが、第が主名，，谷9豆さんと匝町内だふ幼‘"

わ切、五妖紅ね和,,レた。 9た箸2住宅の冨甘？ん 11中央ETぃ友人だぷ方

とイ配｀雌叫t、IB交お知りられたよう1・す。噴I住宅ヽ 石）,,さんとポ9ンティアの9flffJ

如 3同年配ということりあ‘)，戟争の9令期咋滑を語）冷切改そうてサ。

1 
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7月198、第3回の 3ーティングがあ')3し1く。翫ん 4‘郁釦急和如く｀

紐和船I"Jん．道仔でん．向恥欠4名。箸磁も岡田さんり速切
9逗

く幻、 B項ぶうン7ィアの冶参加わざうぃ^ 言葉をり冴ィぃだた・そgした。 7•8月の

活伝＂、 7月21日（士）,~第 2 住宅てヽ・ タ；京があ·荼会を行うこかなyjした。向＃

さん合‘シ rぉ条舷高3 さがい‘のて．；）＼亀・サ．:.. i 衣てれて,1..J という才是定勺‘•印、 J\‘｀ザ二

と花料同叫，くりテうことにか消した。 9た3月力`SIgこかや,A反桔住名(4ヵ所）1`‘未

刈心咤と新I豆認駅前Iこて・きた板詮は屯 (/¢59）の訪問立中Iじ I~；、古動して

いくとヴ旅1や町，．位l:tJ、')れた。同釦炉1入店1かびゞこと£色心1月い9した

り‘・： 有野碩知紐‘浪？l:出 ・及び、秋祖れ野鑓心ハイキングを計画しおと

いう討も出れた。

←7月本的 8月の治動予定〉
7月298（土）

8月28(＊）
8月38(i) 
籾 68(B) 

8月908（木）
8月lbB（水）

8月208（日）

8月24日（木）

8月26日（土）

8月30B（水）

ダ；京み心荼釦l¥ヽ・ザー（花火）
（第2住宅テント）夜6:30~f:30

':oorv 
IO:00 ~ ］ 

[ 8月］
R月 文 水木金土

＇賣鸞 45
1:99~ ””~ 

@ 7 8 9 
切貪
臀'’/2

1:.,～ 10:”~ 

93 94 95 ⑲ 97 98 99 
喰1:00~ 

@ 21 22 23 
戌
岱25@
切

1:OO~ IO:..~ 1:OO～ 
27 28 29 ⑲ 31 

虫

・X 目ィわみ1i皆れがtしいてとと思令す．予定が’ '”...., 
叙 1が 1gてでもぐ翁加下でい。：台勤祁砂日があらb‘じゎふ祝1lt‘‘、
前日含て．k：：：速終下ヤい。（特』<9；和みの合d前g31.iて3連絡11い）

l :00～ ィ反語訪問

↑.o゚：こ｝（第鑓所心オ）
l..00 ~ 
IO. • ooへ
,.. 00 ~ 
l : 00~ 
” 

(7月］

R月火水木金土

23 24 2S 26 21 2i @ 
””i£ 
”'：．衣
：ヽ90~30 3l 

2
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・~- No.4 
，通信

午絹oi

7月298、箇2仕宕r・・J\•｀サ●:....と夕涼みの荼詰会を行い 3 した。当a,1ふ

舌くんと也ム て．．花、J...芹ゃ紙ゴッ70!貿ぃ{:4祠、そのあと分量の効ぃせフけんの

底Iプをや＇）れた． soo恨！如せつけんを切的r袋に入爪る~,~、 l吟朋半。

2人む和沢／す、力‘••シ｀整究レました。 6鴫、手が心＊げ邸。京年；争

遠ぷ祝7叫 991たり切和 2嘩 J..‘/...t。枯釦ん．有gくん．組込．“払．

私…m••豆＾積み込紆、箕 24士屯へ。箸鑓名に入危？ム1 い 3,：：度逢以んが加

的、渡達：豆知I1しとが,(,・,"知¥<イ紐勺‘万哭められていく。 l}匹 b詞

輝呼1。)ヽ•平の 段恥か｀化3乃叫 、 口沿むり 1てのそ 6`＊}"が出てくる。人出が｀

和くか知て□予定をく吐11..7吟釦店副狂祁。品詞情北蛉1和 I。
l時間もた紐知、じニールシヤ此砂砂屈品判1-S{~とんどをJ切紅し約。

机北＜おれた打、紐品のタオルしゎ、今渡かとがて・さ1狂条灼ぉれ、中ぷ

が：：ことする。 ハ・・サ．との研リのテンLaズI¥°-1m、す--r・i,名荼釦準備ゲて・さてい1、
欠’北9

冷だ‘註、ィぃか、令` きiJくと角らし和か‘むぷる．蒻佳の大野＜は‘..

け令加狂釘、紐1(;，⇔如削，て、 9る。山峰aしぺ為田如ふ「沢加ぁ、

兄％」と呼dA1“l研 1J')でいる。おレが1て1g柑潔の rあ力` が＇）の沢加が tっていた

さうだ。知1-J,1 ルーヽ•J プクワー）＼°-クィ花玖釦..か、 8氏：：：ちが打t.t1f花む‘’`

.t.“”、遠<,ふ1~｀る。それ,,請われるように和いすぐ穫の紅訟糾｀も花

灼印｀さる。佐伯込和＜んがJ以和1ゴもは今わたしでる。第9イi名(IJ

,9、田ね．＠III3んのぷ・うさんをぢ、 ボ・うンティアd'J望月つん舟‘315んのお今1人た5と

い心I9が1 花--):_を知しんて••いわれバ知洪邊？んが｀丈を ^1殺。いつ4ま9Z

1 
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ヵ、大野＜んゃ有名くんバも丈9て懃中。叫知心也、も今もS厄--i:,--J租加Iる．

困ぎ月 t和蒻,......{7il-、嗚2住宅，，叙7さんとボランティアの）II田でんザ9+‘呼
切衷，卜和れがJしている。ゃ穫臼福田さん．弁631で人．也月心くつろいだ

祖りいダえる。和9i夜心am•1'.

勇切疇胴が灼ンティア冷會力'"、おうでしかれ社品朽メンJヽ．．ー^大半

て^、か州じ`め予想心叫心、少しハートガ釦詠。たたが社＃m..積祖
（知．ル紐．蘊直さん）

約14伶加し、私藉めむ紺．喰b‘ て゚・打合した。イ反tを訪間la入居でいたが頑‘；兄を
つがみ、必要心叫坪いをしていがわlずガ冴`＂吋` 、力成 1、r高校底iナでは負桓が＇
文色ヽ 令巧と思，れ和召・和、項ィね終が）に1ヽ 3人だ‘'穴＂註関てさふ｝和ガリぎした。

雑lt方名くし14 テレび壮ンネル括定をし1あIf幻、必0‘るんだ咤面,~ :r.や Iヽうスを19舷

リと精ヵ的＜會nぎ、冷釦や人とのつ？令ぃ4;、も凶マが' K‘91令がて1切‘ぃb`沿廻ぇ

引／た。

9月68、4餌のミーティング栢‘・免リ3した。崎和 l¢名。初知o,さ伊勢島払，
三和っし．8月叫含孝b‘う沼豹1に加ふ沖1凶5枡谷さん、箸2往名；席邊，1んの4名。これ

ま1瑾邸宅に加ん、 8月砂茸項窪i．有馬の入店ヵ‘..！ざし溶リがした。震氾委¢力月

叫咲う、最終碁釦湿9..月m.,た方々召砂，辺紅所生；知品＜珠，JI幻、長
紐入9史れれ1ぃたりと、喜盾,1色々て・しょらが；今うや仮設討昨＂お‘合、した＊ 5`Jり

疲U羨濯わいヽ•3方が｀ダりいように思辺す。五社恥枷増田さんばすが 8月末がシ
品投～鯰印ふ咋fが、中男和ん．向＃さんt中Iし．i:中村さん．羞伐3人が加わて，

邸硝約名＜料した。 3た、ぐ年配サカが舛く 、急が反心にある名9仕名と第

3住宅t対象に通l配^°..,スて＂買沿加砂釦をす3ことに切、滋野？んが
認t19当-11::.tf~な99した。和絃ぷI9 今回,,嗚 I ィ共：て．、、 第 9 • 名31主宕咋lて

2 
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””””す。今@11麻日さん．船 lさん．三和し抒当て....,.
仮設仕屯丑；；紐長期化する叫とが予想され 、 ナふチ• ア5t叡9t3~4年， 4~
埠＾単位もも免泣紺餘和1いくこしが必要¢.,7年だ。 ；古動ん長期伽t紐`い、

；“；面ヽ確保ず名古題パ 1....'} 、 知政1J‘切r、•うンテ1ア邸雌項眼胴細9現助粒
に中レ込む比がJました。氏祁バレ，，ウン）＜綬心幻V‘きたい砂ことになリg

した。

q1110日、籾蝶遣な鯰かれ薪会が御れ、/0月8日に有野紐域
紺止センターて・・終成大会が行か年かかれた。

9月/"¥;/0月ヽ 冶動予定〉

q月l88（月）

9月23B(:t.） 

4月288（木）

/0月1日(B)

I(J月SB(*） 

/()月loB（火）

窮絵（葛lイ荘t) ・・・ 雨知汲f9 枯(*)¢•ぞ濱B

仮言を該閑 I:09 ~ 
仮栢鉢閉 ／9：90~ 

仮殺訪た1 /．．90 ~ 
堡廷］ミーテし9̀. ／9:99 ~ 
心屯ぃKOBE'？S （吝合て．．）

3
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ボムCJ野有

有野ム

9月 I8 日、箋 l 住宅て＂葛1• 第 3合同心認。 f知ぼ砂荏＜なく凪

も）じtも哀ぃのて＂、タープ I:1なして．、、じ＝一9レシートをしぎ、オ几といすと並^ いうとい9初。今回

雌繹のi砂船l1ん．ラネか布'7てお知あまんじり砂滋釦‘"．応.. 

少` 環＜力包1トコンD^ 氾力‘'吹き,tざれ砂l辺かぁ場£沿ヵすの1考労力が、4棟心キ3んが
ガ•湯う入”
岱卜を括て知くだ研）して、あ荼が立てJれていく。第1• 第3住宅あれn l咋｝れと．の結mた；

たが、あ知競恥印紐く加やがな索戦。途中が,gJII田さん力‘"ぉ苓左立てている。

噂^
繹ふ‘’Ja中1,．入リlこくぃヽが、オ紅田でいさが宅可距績年か..'fぶサも租兎叫研・

濱訊食o；れ、瑞訳んa庭a花ゃ野紅嘩追oia＜オ未荼とお知）がの出前。

玖訟..c和 I：紗。他1邊知pf/Iボ‘ぅ才げ'"'伊秘島てん参涌‘でん．駈さん．祖四

森知ん庄飴泣ん．中野3ん。

/0月58、嗚碩IIJミーティンク`； わ氾予定aふ心ふ• 99く、道かん．付＃1ん．項,.,

でん．Jll和．如蹄。似社ミーテイングも叫19愛＜かも，，。）99田1んが茶葬砂T

和、以IJ...にお苓£立て1〈だ？る。ゅぷ）とした気釈` ‘、さーティンク・-：台t力がれネ壻認

砂森祖犀心；｀蒻如絆噂珈＇翌 .tさんと？…豆叫
乏

でん ． 只恥ん．オ直9和~ん~3人て｀‘如れ1過朋ぁ3(·｀らい 9く訊9す和。③べIぷック又。召1位

宅遁即•竹紐砂応？ス吋如紐Iさ 1乃知．枡釦んが柱当加。® /Of/JO 

”ぶバ屯守（黒総会）1む訟ティ了ヵ‘ジ府まれ虹和．⑥／0月298"'五オ遁恥

狂釦あ珈が埠辻てや）、がら伍る：と。ミーテ4ンク''111~t.l ~I if) 11田2しかう

巖知A埓如4条峻i知税lいたリして、加Am'}し叫。

JO月8B、箕磁む鯰釦終成大会雌甘。 9月IOBと9月24虹 2度立準備“

経口ぷ如＜やI13レた。や々 繁頻味4.J::1んが‘謎仕吐勧沿＄孫かれ3レた。

(1) 

22 



会長d国釦ん冶分た頑身の紅如‘；ていくんた北ヴ噂vヽ あやが印急に残）

むした。穿苓ぃ繕題玲,,如＜て1iレ．＄滋註aあ姐自玲＆吋じ心租親，釦
守し玉和、

な')3した。 2住名島絵（西認）の名枯aJ加 、お茶蔦ふを片今にオ岱じ《1たおい心

が付口9レた。

10月108、擁紅‘‘ふれみ1koBE'”’’のイ塩しが知砧れた。

蘇鉛遠雑池、和沈4埠砂．惰91t屯のm'I和 ．和 3ん吠抄が奏加叫

した。笞ュ住キ合沢ん、 第3住宅の，はわん． 91l漆:5んがも卸釘••オ、名119と砂、すは1,.A''

しい人和召．朕咋吋？研滲しt)9`れて●奨`令^ ゜t}知拉、全且，＜砂じ途ん（すば釦5

右野台地Eから1ざ

最俊a恥m..あtヽ・濯借l,＜吼•所％すざれた。全紐：g砒和ク2砂｀さ、 趾,~島船

て．t.樽和しか笑，＜紺およ？枷民咋・うれ1レた．

荊号の通店で、；も和”駐弱4か双もti.,-て資金面の不叡＇恥戎召れ 83北29クU冷した。
如知“..1奇埠鼻所；又寺、沿も長谷II) 宏さんが• 免也信なふはあな！がウて・・ガン）‘゜

が中ひが1をしてくだが'9した。 J.11"'通，9てす。
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拉沿J々im．細点頼や位釦辺い紅 lじI<g釦39客蒻あれれた•ハ:-tf-1ぷ切口
下わた力．9た急む今伝、ヽ に99わ.. 1派知紡tてき譲れ4す。
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II月88、第6回ミー祁ク｀；莉述ぷ）、今後が合會ヵいtヶするかと外蒻いが行

心淵レた。各クiレー1泊和．情3．勇苑蹄クiしーフ゜（コスもズ）が＇船~,でん ．這信1ん ．森訊9ん．

三和．JII田払、五社クi'レー1°（わ砥）が＇ぅ辞谷9ん．杜令払．声目さん．積野ユし．

伊喬島也．中軒J..,．中キ虹．芍恥．向材ざん 麻鳥IJiレー10（エス）が加ゑ．細芯
年 人

ズ劉環

“払．痘、；券外稚如(”'：ス）が山山知．田辺、冒初J汲柱当が；訟野孔遺ま

和と各グiし...7'tl)治か心うすd以や通')1.1。 ＜ここ3(`` 田辺詑〉

I I 月 19B 、 五社,~て。 佳蛉⇔ぃ1(7I語凶知 ()9っ：社）。 log和くな‘，ても加渤‘

街らがヽOt..、ぅ危逆さん．枯谷5ん、；鼓釦＂声"”わる。凡バキュ→の会骨が 1人

700円といウことで知0しにくヵ‘'たのて．ii枷が．．．。向4さんよ9,-P．')ボケッ(41Jte和叫、,S:役

芝噸却応）、（入;,-::毀置瓜lか）今枷象1叩 I1説咽。ふれかもター芝作3紐,-:.:/)

餌紐品非必要な‘“ガf:ヵ‘ってくれそうな‘人に打約してかる。と咋い場と理枷

ユとわらい。細和印砂伐っ3(JI 説哨．た1たい~B切r,:.·(·1決める。

釦 30分ぐらいで終り、和と）＼公＇キ1-か喝澤。礎I<3を連ぶ咽峯紅訊

lべ和,~ガ，ていた。そ咽和 ． 弁逢1ん． 向井さんで個別折債和くまわ対れるが、｀皆也

サ1·i<li っく力‘・；這＄むび’ろうとい9人I~ 出てこが様手。

他ぷ脅47（伊愁篤でん．糾6北．液柔谷）,~皆さん心競湛釦·‘一如ず、合

も紐訊•• 。男，9釦知峰t礼炉lしも刃リ、言切•か）が‘；ていた力‘｀會妙知加初碩

成もあ'}、m加恥c（ぃ様打、年鉛匂れたリ？れてぃた。 ＜浪妥谷3んto〉
II月308、グルーアゴ1玖。寒＜ながお茶が開nなくなが'、 X'masツ')1賎叩

箸 l ． 篇3．勅野知置<:::~,くする。船）3ん ． 道缶ん．森田如9 3人で配差3んたもみ，，

和ォ和。打、紅葬台住宅＾．叫でん、，J浮,,nんl＜令伝，てもう，1 ）ヽ ・ス停応砂

に社、仇合わ）もっl1る。純べ．第3住宅^ 。 4～s/...a力が'9比くんて＇`系てiむで1易示板

枷雄店。最綬,,噴J1我＾．住宅，，間ふ咋池lヰ紅るが、佗屯なくらI¥・ロ土が‘
(S) 
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固<.,Jjレ店）1-:::くい。 "$111さん、イ主知．奥紐．埠釦んが出ておぶヤ4免王
ャ

,.ii,-)• 
IIIさん七1̀＇ぷ茶をいただ＜。 ＜ゴ取り-)-i 91也が和ふる〉

12月38、有馬加7゚の1回目のミテ仁ク‘；令ムが他がンIヽ‘̀-3人1<／9月8Bのミ和ふ絨

過墳咽し、グiレフ゜とし1んも重9り＇ナカ“~れ和。れ1麻馬¢ 3だ個別ti問こし1ない
ぷ

砂がク9V‘，，てミ月1-:.J印^ °-ス1̀'紅濶心宅を拉郎、応9帳』を配和。 4).T'’

屈｀1`` 1週朋心 IOB組ぐヤり鴫心籾閉が必要四宕Eたず此。再訪tm
迄さ：和平ぶん． 全丘窪五．抽ネ• P昧5んの 5阜千。 3た項田和；99/tt

遠環＂’ていな、ぶ叫紐叩棲度があリ、 9月ま9‘52月初ふ9：：年疇I,

狂紅胴＜ゃ遵・やが、 4反鈴拉閉。麻甜滋｛紐底l.:e払d)2つ＂グルーフ°

に加れて｀紐和鴎。今日が命JKitフ,1位；h..ょぶ心らいな力‘~1:. 
計‘”占枷-

"月22B 、ポ9ンティアz·ぅぃ墾親釦屯祐忠こ。て）和和釦,~ん紅土．
ラオでん、 911田でん、漬是2し・伊稔島ュ．濱峯谷ュ、三ぅ爺，J...、中和ん．積四芯

瑶 2人．社和ん、伯＃さん卸叫；訟齊さん、山凶づん．四辺／の／双。こ碩叶）

13 ボうンティア、てし広克れて｀が互ぃ4年ぼ加孝い訊が‘•J"砂滋衣｀しが滋。向

訳い提名ぐ釦4翔知3年 tむ、因があうがムかれた。 B心磁枇‘

むいが沫。比知0か祐＂卸加紐詮況 1想象心知mm。現

恥以 t見3と庖．外9：：ふ絃羞もたくでんあ9うしたり、1g,alもおばしい玲~'{..

した。ペー7-tf.ート(IJftゲむくても釦‘‘虹 反`た芍k釦もら,た')しで13した。 l1位` 恥だが＇

和？て｀• IIだい‘ユ9取ク絃以’’といわれら、ま.,1き'"‘‘ハーイ’’“”れうた93て洸

加如灯いした~ r:祖胡養ぃ力‘..99くて、危^ 、なが厖屈（松‘/3いウしあ` t力しくて、かわ

いくて、声ぃ子でした` と台仮i3息てい9す。 37炒9て＇生かたが (-f1J‘.：あん約大六り＜ガ小I“”
たみたいて.勺.,r内へ・・んけい。，J祐恥知叱和gが 9し力そが加和印Iたと力‘. .J& 

和 3'l夏9釘、 L` 灼‘威1ず祁9砂知四払な1と思うo.Jr如在と同以外てi~恥｀b‘戊りャ
(I,) 
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で｀が1.iしい如択した。内＃慶だうたん合。イオ翌＇年'" 、背がひく（鑓身召紅＇’厄み T・'

した。今と,1想ィ象力‘．．っかな泣切o..Jr勾1-:.でも妙紐ぁ、うせいですぷ` 〈うも知”した。，J小9吟

(9．児童釦会長gLていれた．競ib‘"ま黒で、母釈和祁以て．買ぃ物吋一緒I':り79た＜

がとい.,てぃ3した。｛和t"あ、となしい磁ふ‘し一体生の将業給観恥さ叫叙釦

知。そして牝住nt紐眉1いていな茄た。母が苓砂恥、クムも姦切したがたわ～。（み雰度）

知吋鎧11知砂屈<1Jb‘った。オー）レド'Sスのしス／i•I\ヤ‘”お如わんがlして99た（魚必

ぽ如和碑）。い..,も恥所 Iての Iぎる＾力‘"す拉ぉ匹‘て＂ケが｀，ぶ切て”今もケ1J•し1か炉

珈。こ3.,tウんだ．I.Jr,J、が‘口和砂。登讚t"俣^●'祁I紐＜畑t"ク．lコン．＝ンジンt総 Iて

よくし、碑叫‘ら付立。造ぶ碩11鯰む＇色々 つくリ呑した。竹馬． y四．ク切9竺竹

~;,,,t..カ・バ屯国和13た11! 叩昂祁共てしたが：沿釈'’忍んちゃな子て・した。 1J,I うを

痴晶といつもへんな栢訂紆て・:,j券知：：：：みぶ界恥..ろくなわ1”ごていません。.,り如

憚恥和••おし松元,J..でいるゆ‘'さらv1で、母苺見I＜甘虹心‘リいた。禾砂‘̂r"皆Iて

祁必れていた。近く1咋観もぎfJ‘̀)jクカ‘ったのでいっも比：力‘のあ‘吝閲5.,1563.,た')もしていた!.1

r知 J..の末4和知べ＂、負心知強 vヽ反面、Iガ` かし力切屋て‘・巽紅っても衿のもいやか` ；て

いた。七年虹写真もが` が、か笑辺くて界真届心‘‘'苔労ぽ。母＂憶涜で、卜託＜て、祖母が

知役で‘、学校^ 上がる肴j11近所しがい,1なガ糸Jり、1バ藩9‘う和釈てUしたか．；邸P-ヅ

ゅ苔今でした。 3オヽじ襄自吝中毒，arがリー砕I~ 両条見があおめたそうて｀す。そ小て、るここれ｀＇

絲1"こられたの11貼硫ぬ勺‘もしれません。f成、v..,マみ，色衷ふそ祷．マ•7~苓田競。

A翫 9しやバ心‘いやfしい手。病恥吋。へに。心。妙命，と成で初。まじめ':.Ir公力埠国、

収切滋mi打和湧磨心,~いて、かとガしくてぅ釦如’した。 2.知3学姐I：：ギ山の方へ引祖釦サシ

,a 虹違和1砂、吟政g試,~)＼‘｀レーが9レ Id9月I湛祖ぽぷ知でおと乃書しい小多

如紙這）うした。 (ll~）おむ l 人 tr2人くらぃ？炉頃砂メ今ャ元気四砂'qiグ．ii,-ア
J-cV?lがられてか和ず燕口てしたが、ラ1匹知ぁた．“つ11うれした。マィ^°-スlさ今も給1也

(7) 
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r山間1寸””げ、g然‘，辺‘じ＇んで委ぃ、日々 o」

99月磁8、釦仕吃で、力し一とパ` ーベキューの会。私も渡逢3ん,,t秀ん収、1.t釦合朋
因猜紅心西：箸磁な7雄碩這忍珈如距釦レ和た繋色1さ第2-

杜恥が1く名や,~倉 ．^ぉ叫如庄jしている砂す。昔叫磋＾rうなあt砂む lてき・中＂力‘"
噂... ~1心伽吋、慰•られ、寄碓む皆心加噂吐惑；•3した。九た5松ティアが｀紐釦と，)→お今

知をして和如恥知真祁記レれた。

92月60、第雌］ミーテインク．；知n奢ばll名。 l”あに各厖70の冷動如兄今4合の

；ゆ嘩,~が1濱丘恥琺9麟岱•、細叫和叫珈，~れ喰，色差,~

鯰鉗砂とい9事だが強9')、/2月IOB1寸輝大会が朽いれます・向井でんや淳彩汝

追砂l拉咋砂打玲咋和れいたそうて｀、本当K<•寄秤匹。和2月24日 1て

箋碓宕て｀‘砂遠召袖臼介、紐奴釦有野合第2仕吐衛＂第 ．第3、税
文竺

珈玲ふ研筍大和9や硲y訂．ボ` うンティア道JI9当gのゑ柘送（＃名ぷ吃埠

切：江，，いたもぢ＄紅即）と遣具＂様頃 ，む玲釦‘kt用サ妙紐在とに初恥。

l2月IOB、有野磁遠訂五社住宅白玲必紺成大合が行収臼した。糸舌成が決ふて力‘う

当gm瞑）サりか）短b‘9そヽて．； イ雑ふべ苓祖も知知恩9す力‘.； 届滋レ叩邸も
議咽を加孤、会如囀匹あ、3戎‘"終如た汲IさLL'とお四＜謀釦・進、恥

しましたoその知疱親幻 Iヽ3戸と-ぅ大所帯心女八を知冷良vヽ 磁鉛＂次たと思

ぃ材o劫住宅！さ色々 な，を中＂ケアが必転和 99<、今知紺合は‘うンティ了が維111ク

していくとい9閉佳がし1わく続和召。

12月168、仮毅住宅N恥` 長吋諏楼朋算との連絡令釦・"抒沐、年准名陶

戸鵠し． 珀追名の祖象さん．今田3位とも,~店野邸1/f{TtがIJ J.J.¼h/...../凸私が知

しましたol1以、バ彩合会もl’?．ぷ叫匹：クーn患設I,,.員詞に進ん(;,5藤原台地区にくらI¥‘̀、有
馬・有野台冠丘116っ，，2っ磁名鯰会があやくてさたとうて泣`・絲平9-＂鯰 d：：函吟点で

盆 (8)
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如す。 209輝確な競9尾も知I 葛I•第3・訂9衿ヤ4が叫吟I、和知12

鳩和虹‘”サ滋紅作るこ幼1J砂困難r:期咽吟1枷 9年 I'場所9さな
“すぎヤぃサし、心ふ咋ガ—遵知要i牡な3 紛ムヽうァ牧碩たしてい3止さた大甜油

や9ー幻専設しても、そ小を知運営滋9如i~ありm。：：如う奴和住宅，改磁伶政
寮ぃ

碩這Iさ耶戸t分て・す。私た5 ボカテげてi4冬が采る9て•Kと尼·'て．各住む啓箪Z ふ

心年9—呵即I,て4東,h-tHJ呑いと競和印知知虹｀、 E役所のオ糾国が建設

疇細知住が用9年が．：俵含所，：和＝とが1秘心紗ゎ噂適tす。とりわ91

私がク9<．山呼腹バカ切咤砂I#‘況,<A/;'t-にある第ィ士宅也冬4課滋I,,Wによ.,T住咤が

ll"ゴ•““'
釦釘濯靱もあ）令す。（戎む呟鵡和元心心｀和辺，紐1-:.xiりが心払

だ3咋役所吋年，杖数ぼ況雌心叫閉叩加輯中した。第碓忍ゎ

印尽も「仮投柱砕目知杖産召乍，でも年 9戸敬五ゎ膏厨サ＂祝らて、る拉ヤ雑 f:L

てよく心妓全4叫和遵心藷1てか邸叩。またふれあ、も;9ーに関叩9がと

釦満叫第住宅ざ建釦沿''したが；五社住名は用地渭忍達啜紐

穏四‘リ3した。

92月24B、第2イ士名でのがぢ咤大会4諏＇す。私が東和野紅船倉四J、~111んを、笛

叫·'佳田北皇枷． r妬ん．玉IIIさん．依名 JIけん紅•東印紅2柱店着』忍竺糀、もう

釦 1雌如碕叫和れた。餌滋咽釦い話，て祀、細紐知13丈をがいW'

踪そうで＇、箸咀咤のす？以外にも追移自治会』 iや匡］田39奴＾れ1北‘t"今なれたオた5が＇↓
石の
-rノ

ぢをあレ、そhを玩心レ、もちを引布るとい9た具合に実，寸段知良＜進且い紆．、クイ坪,~配

牙忠おも)Iヽ 箱比入人述，さ5ん咳,,,.られていぎした。し1おくし1船和ば＂采迅． t..そく

的配送i紛諫ぃしうした。 /08甜和11堵31共ふ？名Zゎ連れレ、すぐ泣砒咋宅

叫坂頁さん紅,,じめ絡旧どが見森姜迅、才当,~／てやャりなお約,~ガリ引した 1II頁謁←？i9

1¥.111たので、予定していたり0kglて加kgt諏、含新"fo如 t珠をっ3、有．百往必力々 にも匁5庄
(9) 

30 



r:J床わていたた‘.〈 ことがて'•されたo 木｀、ランティ 7の知た1',さ力合＇）沿 ：：とがプかくかIt'ヽ、 あ•も5や月~t

な｀tそう,~、なたリ Lてい3した。よ全病矮必,iA-:t.峯もr．．てさて、波采谷5人 ． 這ィt,J....イが釦ん母原3ん

む知ふ'1む終出，た釘知先，たリして知り知 1和 11Ill釦し．向＃さん．山崎以↓

知0。笞碓も忠ぃ組ヵ£改めて感凶した。 この大規複豆3っ3丈会を杞四＜ゃ遥3

紐 I<.lヵ月以E釦玖輯叫した嗚2ィ該；咋靱．叫？＼頃］即いて）し・カ‘廷苦弼樟といりたい

知和吋．午後ら雨はふI)3したが、豆日に投取り-r·~たこ双＂片仰初れも今9登が、最知屯

て`‘gわか’乾杯。 要Lい1日をあリカ‘.tうこ・さら3した。 <L、J.....t田辺託〉

1月の活動予定

1月12B（金） 箕8回ミーティンク＂ IO190~ （匹古にて）

(90) 
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有野生こ三｀ 一 No.6 

,96.3.25，』ツJアア通信
和野台ポランティア (q91)'7511 紺集 田辺正戻＇」

今知和じ）中I1胎；しく 府`野台て刃即積祐か）印した。 3た1位 ．酪嘩投

雌か遥底枷濯袖•水Jれが夕りく、年 ·租馬烈和わ嘩扉切、たび砂‘‘

凍終わk甜ばか、入居さかている方々,~'tって 16 知ん＇冬（＜ガリ3 した。

1月109、和距ん．粒砂茨給池噂腔人の3人が設腎J直底葛2{.t

宅J屹疇l項切l潅，て、和野台5住宅遣条臼した。旗淮如14BI吠翫

紐ん．如3ば紅智和島込みきした。麻．恥ia磁也原さん砂、3和；叫紐

”m・し1.Jと9'9指狛如、水約てヽ’3認て心喜きを入れ、水道0I烈含”恥、弗急絡g

ばした。

1月128.富涸，，ミーティングが行われ9した。 30日環叫醗知年3心屯

ター遥溶雑鉦叫斉1人が出席，和、王かれあ心；9-の着ェも1硝 6`0のヤインが如硲辺‘ぶ‘

樟揉払謎oSた各9如介活動奴湘卸あ）、紅心、もi'再却畔必和和戎約が

硝認されれた。

砕厖ヂ吋甜和、1p炉豆1l和 l 努すらメッもジ£-,m 釈る：：とI~ な；げした。

メ．．心虹以戸直）1・す。右しヵ‘系冬も、約ひとい3ぐ春て、r.'だI机し、寒41ザi知令す力'"、
臼 訊`知｀、各和託む。応9さ-*、')て・む‘、お配）し紐釦知、皆様心宅心釦・ゃ，て

印辛註如匹凡 1月258、船‘如心戎終谷さんが長田距舌伍¢0ーナッツ訂

食豆390袋£貿叫1..厨応。有馬11 1訟B、和祐葛l•む・布 ．紅酌．盈が1

1月30Bに鬼項たメい／e-ジむ知いた豆b‘..g砂祖した。豆澄約這9と、ふ遠Aていた岱"'

晴i這ふ如が、安艘ぷ応てくることがク炒知が｀紐象印(•した。

2月48 、宮2底叫叱ヂ澗頑と砒只｀h卯t(/) た？出し、豆多3 と）、~'とが財？

臼ほ。ふ如vヽでン9-(7)蘭所点，さ枯和推進夏のぅ度邊、さんのガ強い求，を和9月て．、93じぎり、
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頭竹．油が用登g滋：恥．JJ"'成．距投刃マ如叩あぃさが、司企＃氏んが打t,<
応んていくとウ翫が冠す和紐r 令 9『‘‘刈和ヤ9-M如呻さんヵふm兌9-93和1主

きした。 の

名たl心く、第1・和鯨飴坪知も訟以却即I印 l.Jとヴ釦切≪池ざ味。箸1

ば祖如恥．咀改．玉I19さん．怠谷3ん｀第沿宅硲13和釦ん．呉3ん．丈前でん、和野

臨知1船和．4豆Ill辺和2れ、か和11気、全訟心Jれた。 （田辺）

印埠宅也和t虚 m ．和3.ハ・デ＾佑レて・1。/(J．．l1n珈ボ‘ランチィア釘合。
90か

趾 1直ばな紅該如知柑寸さんが＇咋かれ、〈べ油瀑'"して知＜知ぶは炊
きI狐訟，J、3ぃ和の合配・火I如吋恥いたが、かわ鍋13灼逹くイ9ふ5ダ6‘hb‘ない。
野如・ヽ登、しす‘:f3.,1おいた恥這灯＇文免 1,11いた砂立知知如か‘(

釦役く。そ小て••い‘ヵ万力‘g繹石も、す｀：鐸狂砂ん初悪栽苔暦。1主知加囀絃
っ11負く。なんt力‘和tm h叫 ,r貪^ 直<。(々 199大和沿‘たい）当知、最如紐
をする予定和たが、算男て＂音和'}2頼ぷ＇た今釦ん ‘..1成四宝2住宅ふれが立
咋辺‘1こり和↑四知て'’、 3洲知渇恥とい9頑 '1令つ。 J8令朋がた砂いしている9‘̀、2人
共リ表て知沖1J、いし、知＇）砂只心で｀れ切＜大和し（年男）に頼ば "rfを着て
もらい、豆ぅ？tするが` 、今tm盛りあ約砂111終絡。tのあ汀‘'と●●こ力‘f春か`． 9らうだをご向
にあいが．叫 1J、て．．知。知四れた力‘紅や人，も打、長11,て、t碕ィアク‘・芦tが1て払，
訳ガすが＂たくさん あ令，たバ、皆でんにお紐を持全てきてもらV'、格5渇.,1砂 0 }¥サと，，れも

輝 Iコ比＾が現樟勺‘‘̀,J、和知でク？〈む残1し3，た。 3棟が灯珈ん、2積味釦ん、14
袖噂づんが知9しげもいIさ良如知、咆う。他ふも私パ頂咽煤だ。ボう泊加叩

芯竹和．切知．棺9和ん．這；ん．卸れば皆必狂l"<J'くれて1むて、御和侯/—• 伊略島,v
々豹珈和3て砂Ptln切知、い'n函れ',1年 （波妥谷）

489が名1柱宅＾石1 1 1~んが釦店屯喝l，，越砂団した。箭日に11 船 3` 9でんが、 当B1ぁ恥

2
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炉釦lざしが紐四、石必•(.'}と堵紐4箪虚ぷ柑した。石III?J...1バむ君'<(

賃判如り砂叫恥1咽ぷ偉I^よいわ畔K総ム1紅位、もgす。
,jiレーブ゚

2月9B、葛9回ミーティング。知和知、和 0,1諏丘。コスモズ1iI睛和

2月I< 9i11 和珈ん．船lづ人 ． 如和岱｀咋‘)和的,~ Jっ^仕名をまか北1し9紅虹o未訪問

心翠り々紐加J¥1いる．掌翌，K紐や辺や即加）して困池砂吠‘`。

印'1.IJi'しーデ直終さん硲,1五如釦会息舌ゃ人間闇條バ沙しっ祖くい≫7いな位＇という問

選揺超があ消した。五午エクVJOて］1ャ4参aS与イン介、ポうンティアと和台会侵負とのお知；笙め

枷うことて・・.2月Jり日1てお絃りか琺。お互心認ゃ牧屍，てなられ1若妬かかる

叫 3れ珈ヤンターがて`？て令‘5t・店‘珀動をしれ！〈力‘究` の言すがでれまレた。 9た、釘＃3んが

命印、l、粉粒ヵ、新かランドセル（栽楕呵釘）t榎ばしてくださ紅叫恥•あリ、 各任名＂新入知

配匂るこ汲を石壻認し手した．

俎 II 日、加訟暉て・｀有馬佑を如加UT心鞍• 9ヽ加這却た。 /2B$,すざ I` ＜

訊心雌臼躇。ボうンティア4知疇1バ野ゑ租屯佐釦ん ．杜弁袋•ん ． 田辺。ハ｀サ：：用

心頼や卜初、忍和3、以力J＼コ1iどを床心I⑰ Aろ,fわく。1時朋浮バ＂お苓会と9薄'.:....の

“が終切、麻紐枷｀皇1年暉<。-た？知1TT母＜が、久しふ4”9姜心陽炊

で砂俯,~和•タクいの力‘、ち込が1カがI/クい。嘗谷aぷ外原aa議てくだ切、あ叫紐1ん

：：＇社和4J..て．．、公屁雑＾。釦必•；；年紀り£見て、皆さん逸危·s,~ 品~¥.~l：： 4れる。

知ゎ荼釦わ紐加りな訟。蓄谷でん々和田さん心地象お丑沢＂ ：とを、

いろいろとうヶゲク。外原ュしバ船注んと仮し~')し々八うておられる。ィ心紐叫迎距9

13与咋行が湛喝ゃ弗新制氾咋祐樟いiど、和神わ託註くさん暦く。私魂

令r•tl訟り11が闇＜ような託て｀、ヰ和．油如ボう巧ィア3人に糾鯰ぅ恥話允たわIて

思必．／↓、/...集rn信9')だ1たが、未田さんご・奴幕Iさ客谷以才外原さんとも古話`：しで小位が` 内以£

3
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え11がてた衣切：じて．．、お隣．＇）近所りお知いうことて•j-, ＇炒、を＊があふ両a心（田辺）

桑池該I~%‘が知9て＂残念•• バ＇サ互｀；召沸奏勇が1手1呑｀、なくなたar＂れ‘った。音粧

が叫‘..,t:Aて^今度、19姜IJ‘v、B1こしだい． （佐伯）

今日手た人,1みん1iIヤがうしが＇っ1いたがら l¥ザ:...しかを貼l"’てお‘9衣と思ぷ。 （大野）

昔の話砂、いが＇うな繋安直 9知阜£間1たのて` ：そ“'＃喝心く分からた。今危、さ

仮設吋’ぐたくさんa方レや）だい。そ心項9裕以以江もいっしょI勺が茶会をやかヵあと

彫。少ない人数知た,1i"今B19が知思ぃ9す。池ぶぎっかすI¥方頁見知'19口乃‘,Tいって

I9しい。 （有舌）

2月 158 、遂信四知l3ん心21.. ヵ‘•.Jrr.年さん宅釦昔リて、江‘の石荼会われる。冬の

暦l1さ稟”ため戸外て・ゎぉ茶会1不可能。 k'1和んの厚，竜で` 駕l住宅t・ら 1レ心）ぷが荼

会凶‘み成)IIさん．船叫播五．永井さん福叫‘｀忠バ。皆さん喜ばぃ冠ゃ

ふのこと。早く暖が如、9如゜令荼釦爾サ令哀如3しい。

2 月 188、届野暉尋叫心？ーで“地必咋tでん＾遠珈デ—')と＼・クことて．．

コーヒー）ヽ "-和ぶ胴力` よれた。項貨氏コャ叙ェが加科ゃ追具環供してくだ四蘊的

lo‘コーヒーを笞2A年オ々 ザ＇恰さん9痒叫＂いただ遁うという炉甘。当日 13応：：＜の禾責智姐

力‘・： 第9仕宅咋11)1ん．奥谷でん1が宵戒炉）て来；ふ1したし、第2イ咤吠注兌元雌吠“

おむ令'I4いつ—じべ.紐tあたため沿和叫o

2月99日、埼猛4珈摂3づしが）日紡忍1以噂加釦心、知庭i虹~の

言狙和証。長谷,,,~んが特，てそてくださ，たm、?'（田ん怖mのぞが金4匹坤炉）と環転

召裔げ紐砂這必茄いた屈‘‘石袖レ”（積和必なふ咋池たも呪）をょ弗ぃみ‘

応苓皇千を訪問頃した。以1-,~結11111,,,P 感想青ぴ。 r品齢ふ濯如函＇）次、生？て

いくために1さお知ク米、苓ぃぷ短ンティアのともとがな；た、し心＜人以ン3小合、ヽカぅ澤和痛

4
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懇レ9した。四辺くり材；すな茶全メit・遠o未がよくわ砂寺した. .J 

3月60、第l0回ミーティガ＂。縁 no者1さ玲、佐49さん．府も＜ん1北嘘1.Jotす。五初ふれ伍

ゃ←濯l所が‘"3月 l りBlこf袖れ、栢野台J~年＜疇紘バ'I磁｀，てもちっ？細こと、

第追む枯加もクー 1·· ヨガ｀れ喧（嗚 l•第3合） r, Jヽ゚ヅ4'1--ク，，る平葡叱和、細伊勢

もでん四提＄心た、ポ兌ティア1新いメン,,._、葛紅”：：：とガじヵ‘.. 頑認ようした。狂／9(l足

並くあた＜追NGa追給会議凶経て、中固和駆送りれた。 X・（...p37) 

3月l'78、五え1心あ屯平濁命K釦嚢祖れ函｀、直恥すふ雨z凧

て戎＇）もちっれか証咋,~お知思いれたが、＇釈；粒憾琢1-:: したくがlという項｀が

咀り和とにガリれた。強凧叶、埼謡麻秒；如Uぷ沈ンテ行の長ふI)頁、危全んと注1て

＂畑、却＾c知成、年3~わ咄ンク五霊＇らリ、琺囀巧潤
ヵ克叫況：4か）lくボ脅げぷ＇司会 5して卸しいぃゥ追峰滋乃滋私谷ぬf炉l度

暉 t1面 A毛理らしく，岱平1て可司会紅命（す坪9tな‘る。深夜杖`戎采谷さん布，急3J、

詮噂恥吋T-S令も浪師以ぶ印紐訂祥気ょくつ1あてく的豆謁私が‘

琺をし、ポ組和3栽んとLt1J叫知：：とI；店。五加着＜と、テンJ-c:11i..:うて・,1紡が粒

iして知叫めとして＼` る。そ炉絃いも気に,3祖り‘"、淡姜谷以、と私Iもぷ小あセ乎穀弄
疇 0叫祁如池0 ~餌1でんも知以咋如刀認紐m(（お店方の名祐躙ぃ7硝

知：tt：社／'(l8紅＜叫和心力もンが1年品。役知如癖は滋加がヤない

れ` ＼りが祀燦つんたちが‘声を加Iて}子..,1〈たさる。式を1如籾9てあ約、社和が司叙和四‘,t,

紹釦酬祁。曲｀め1こ、年虹→如釈んがおぃさっされ「5如恥油知底籾柑面

掛 Iこ年和立1ざうた叫といクかふ砧匂以心心9-の旺船、和しん

ふ紐締介をして孔環める。 II略,~雌滋紐）、外疇泣雨·凧とも It以砂（る‘，て

ふ丙氣ag包ぃ中、；昏四が、も3っ利をさ砧ふ如あt•お沢）沿註かれ、オ当は存様姐。

5
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昼今1-:,;J 五碓宅a方々も紅っ拉して99るテンJ-，，~3^ 恥れて、て切りが花：むえずんやそ祖切3

をん‘られた）ふが）1四'}‘じlげぽう酔いに応心況いろりな畔年以．埠I和ん．

”知,~杵紐召ぶ沼,-::焼加o 途中くが碩、＜和、＼1が紐匂紐．灰')
召げたいしたこ~11ガガ系オ巣み。テ斗前の nD蔭5んれit 和,~酋お小るがの仕釦ザ竹
加瑾o2疇恥さ、イ'-1::1n¥1~細砂絡籾、砂玖釦釦。蘇碓如刃畷l
知切ぶ：和吟切,¥沃‘力‘,；炉釦5行皐•,i ,々g') 丈t加：：：と。梁以1••な来が場ヵ‘.. 
少して•i クダ＜珈心心，咆う。ポうンティアヽ條加Iさ方鯰ゴん． 季再込．姉谷さん．桟穿芯
ヤ和し．伊秘島9ん．長谷I枇．有託．私，，1名。容さん、森）汲瓜虹拉I<て・苦労づ
ぅ．府吉毘，キ3月中tく灼粉入やため熊か、弓1っ総和‘、今回が最知稔ティア沼動。 1年
に加か＇却闇餡和心、項百兎 Ia9てもょぃ経厨をがた（さんて・きたa1切 ‘急’かと思．T→す．

（田辺）

4月の予定

第"回Sーティンク・ 4月1IB（木） 90:00 ~ （日迅古）

•X• （→ P36)今ィ合心況テ47のラ絹9Iくついても話題勺 の1約、 距台会やふ爪和屯力—げてきた住を14'
遇ゃ如

てー？和1住民ャ旺ぶ々にお2心し、個別1くケアサ再t祖が必要の方が中心澤わ伍：：と、
人以”

9たお荼会m・ゎ安永吋濤は紐続していくごと磁が意見ンして出叫頃した。

（追詑） ,,,田？んが弓l'越し力“：：平な）9ぼ：。ポうンティ7として,a長糾して立たが、r私，＂；ーラン
元荘しているお迂景クて．．知ていく」ということをいついらしャ，和3した。人生経陵，，9喜9↓、
方叶存在とぃ切（さ．氏強ぃが9て祝レた。

6
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有野紅ュ三｀ ー一 No.7 

996:”l:ホク̀ :~SI~集ア祖イ言
3月39B、凜2住宅ふよあや9-T~遅堵念厨釦屑月が如れた。ラ央薄の承認と運も接長

り紐知終3Iくとも加、運営謹ふ＂ぽ I田さんサう中'"さんIロガリ9した。
四咀屯

4月II日、第II回ミーテ1ング。箪月日勧闇月ma事業団切
へ9》

匹四フ・しゼ牙のたm貸産

諸g加t紅か、申し込みことI濱る。花ぺ苗，，配茄1J各'J.iしー 70-=.、i,~り秒：と叫、 Kヅ鈴蹟

宅ザ考ダ,-::碕Jしだ砂で、そ呟如屈1°の予箪辺杞灯ず3迩校。やあと、今埃心J沌‘;•も

紬ていくか加）祐茄和”在）和郷知ぃゃ噸堤起が初、約
年1J....9う

知紅心復和ん硲吟．仮殺4和遁双冶,,虹必年としかる心‘Jという，，，，心19、あ）、

：：：木てん匂一節吋酸…心ぅ恥aふ心i•9布1ょ双和ある立ぃクこヒを討マ、広直野必もうなク;,1

がふた．うた山山箸“'1屯彩究池"..1こ：も會がわcと、中＃1奴んが1訂垢和ガ司、もが知＇｝釦

私t紹約1函，わことIさ免昧があ年法うた心·遠む•印立。 9躙灼ぷ約給呻錢噂

和珀和紐．叩滋絹り、Itm況滋釦露珈吠鯰感た．新朽ン

ャァ易釦給1'1 這ザ紐的ヵが加心りにく心•ク滋野匹オ是まて＾もク l序練直レ、文回

に持t:'c!:こと1くなた。 （田辺）

4月14日、 虹1ふれあぃセこターの令勇さんが中心々 プふて、お花尼。 4月I口7ふ1妬揺：つ

た，}の異営仇象て` ＼註‘寒＜ 桜`もっぽみの拉、ナ々づみいぉ花見臼戎樟子。

ボランティア 13伊萄島れがおI~さ｀t れし入れて甘寺って 、命加し1千？る。そKて・iJ 30 ,=--, 

磁：知和・亀砂、高田心細でん．明和んたちやイデ秘島んたてが伶加者のこ醗

輝 5さかる。盆中、入陀和1反要でんr叩蝠で豆埠IIか` g..迎、江ゆ叫改（亥糾谷）

4月18B、 J'JtJ..ク和9゚ 心るお花見。組g者,i第1仕宅ヵ‘う活＃つん．福マん．竹キ“

永＃さん．成 11Iでん．4虹B奴、笥3住宅ゎ‘シは知西也（狂l如あ応）．谷返2ん．呉込．印令ユ．

虎J.Lん（碩屯釦ん）．紺野台住宅O` う＼ば雌さん。天気和章反ヵ‘̀ ｀`すすれ、少レ風9さある内ぶ、
1 
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よいい瑾に1i99した。項3住宅約Kl/9手藁釦荻たうた力‘•:1祁クか第3往われ綽998
心 1.. 

，，絋倉g 、9先I4虫袋社ヽ ていた。名l，，ぢとポテ,,/テけで` 't11t’“湿lが行く。ボ` うンテ4ア99三

和し．知心．船ikん．追桔込． 田辺ず給四。追¢3いがll.,~"1'""1'弁当1買ぃ詮和ぼ。

/2.8和夏”'中弁当£食＾．．．必｝ゅ飲みお石見が必合ふ．柘応む褐網。 tし99ヽーっ鳴盲

にな.,aさ・・レザ3役＜．色・・山、9裟ウ‘くてよぃ今天奴。琺ゃ蹟”'ヽ ー砂` ，知がウ、し残` 念だっ

たが、じンコ`・ケ弘・ム（着P道府県名祝入）

をしT、1位がら5位さて．の方にプレ Q

ゼ斗b‘•池吠lこi知n嘗があた，た。

笞で、男真溢景りして、 2碕3()分頃

1位度：J.島でん（がい、3、)

2位四山令でん（タオル）

3位永井マん（ヤホルダ:....)
4位知；念づん（ヌ')、9八°)

が立 Tケ右でん／

角召肴如コズ叙グルー1％ク々 の大れなイベン只tたが、

烈 I急のIq酋狂準4瘍と色？と文変て・したが、各さんK索しいひととき2たしてもうえ．幸炉した。5̂ 
（コズもズ，， 1—卜松田辺ん‘咋9とめる）

4月26B、五g；し一70花吋石プ°レゼシト。伊勢悽，以ん、高田でんざ奴最とぅ炎河さて'.

花嘩心を貿"‘’く中く。知匂介・・年たが、土がl袋炉呵湛＜、応釦や点が，績

類が少14ーカ`っ和ので‘、同じ花1ざ9、')になてしまった。直3台て` 土`．苗t未負して..')品る。苗を埠ぇ

てお酋t')するいは理B9濱る。

4月2'7日、 前日に貼紙をしたが、、お今伝ぃ下さふ如朽9d'く．佐藷t5ん、今日でん、俎摂

9ん、北尾でん．喜99和ん．中村双ん。が沈テげ,~呪知．オ直野さん．誓月でん．三ぅ裔でん、

ぅ紐谷。苗を埴ん終わて心、お応を廊しい方19、3小あぃセシター1て`頁ヌ'),,妥て下でいと声を

応9て合わる。 S3 あたフ°ランダー 13 祝眉娃 g0,ぞ~Iて、嗜さん喜ぱ’`坑..,1')恥硲。項分て‘‘

取）I渓られが叩臼和1る。途中．貿祝澤りの竹田芯Iてよ会いし、あ花さわたす。増田？ん．

稚田さん．呻でん9こもかギ和する。 F1ん Iさヰた、いっ入限ふKるがわ.t,‘らが9鼻て．、世話がて•さ

td‘ぃ力‘らと約お磁。残）I1ぐ盲由にあ搾ち逗｝下でいと、員占糸氏して9晶る。 lれじめ、各棟に3個
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すう＜．．らい 70うンター£あ‘いて、各樟でふ世和負＜楳,~しめと思Tいたが、水紐T頂＜吋｀．

算白しいのて＂、 -a:,•々うぎ1J` えにあ呑砂する方が虔いのて・（・つガ會’力‘という高田マんの意見て"i•Be'}する：とにki

った。しがし、貼紙I<19“杞社ii,むをお知和｀”と書ぃ絃咋・うたのて＂、当 gぁ留翫

虹ふか、欲砂たの1ことの多が出て｀角庁知滋13ふ如凡 Iセンターの用糸紅書ぞ

こんて`＇項 <::.tlゴなた。 （液采谷）

4月298、有馬住宅て．の荼話会。和1朽良ぃ天気てで汎易ぃくが知 JI暇過ぎ遁伯氾

如＇｀買い出しI濱く。和紅,~埠和ぶ：咤喋店和叫法コーt-”してくる。渇てくる

吋吋心‘"泉らんかる。l人でい教ぶク外1とか‘る。阜l塙珂を運ね沙、担．酎蝶＾゜

和咋Iさ区役所ぷ泣紅lf'社和1遭邑«g,191紅て•;4位＾私和．A＃伍．森でん,-:.h

，，11て、テ—，卜を t如知を今似てもらうぶ＇凩事，t知喝途中のI樟＂祝絋召磁ふ年,-...

¢•と一1し 2-卜tは、1厄；イ勾池9卜し、杓花ゃ道具む墨んt"瑾i着90k。翌ネぃの9がりをわ口複，分品。

釦｀つわ和叩。21む嘗和んz疇でんがか知出ておれ、4複租和んにも和佃＜

砥われヽ複心恥．；知．珈さん．碩m、＃和．頑1ん¥がお心•印紐3

ぉ恥孫てきてく硲。中＃1でんが` ぉ命土し、私91ブーt1£。沓でん、力(4令＂々 ぃ衣を 73払

如況Lがりが9じ紗。、卜1紐 11-:"釦鴫両l紅・肛嘉が心釦匹翫如1]が 1

をふ噸匹．蜘匹廊如鯰似（合ら砧紐~屯虹碍伐叫ゃ:tゃ虹お知

加恥忍屯心に及ぶ。奮谷芯けらば黒，匂な辺碍年パ．邸認．釈近くの1-＇‘゚ー和）

紅如99匹祁心o'ケしゎ和雰戯もなごん缶皆炉•砂紐向o逢伝が1"

9)の寛さんもガ叫')、”E．未也．印忍．Pりな丑如心でる。箋也13毎日て碩如紅

釦 9,hられていると9こLoぅ笑でんtit必砂＂ら、 "3ゆ Iさ輝色も¥くがら和和‘.、近項内元気こな）

ゃ,i.,和れ立：言いていも29甜項rこIさ如和3叫 '),<1心、口釦心紀Aて、男、戌4人とボうンテり’

3ばれが').ゃ鴫如磁瑣心ぷなる。宕田如咋邸や患紐I頃暉1知t叫

和知911成して、イ心砂和行政心lれい年Lもィぃた。知．ニ

訟わ紐函、いろい和ネ応Jて・きて鳴1遁¢釦彪。テン心tてこじた・・レ、函注磁
をして知さんの復晉るぅ島所がもてムふ、彫。 （田辺）
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前回とぢケ3て、4年霰屯内で行法のて＂呆ら坪が t.,．分がJto皆以、．釦qt誌むいぃた

奴加K9‘．ジm,紅彫oテ心‘`亀てき知のて：`：：いがも炉如如、？案9年 2期吟したい。（佐伯）
5月6B, r在門塾 1つ,祭.J 勺‘・・ク奇玉県所求和••催され、冬叩してぞ奇した。

以前rぅ岱和ケィア迂釦nンIヽ°を送，てもうぶかなた炉釦＇）てミ⑰名1妬わ‘••稔和3紅し

に多9の出は吐 J｀が‘..:...い吟•辺絵m。 l如恥知が‘潔紅硫和績函紐ヽ

加 1"、自与自身ヶツも重nすることIt1ふたざぷうやわ沼ァ；古参力9てよべ々号人以乙初がI吠印

について宕合し合した。多た、イ反設1少む材魂の和悟てり、 r仮荻悛が大きな用l題，コな，1',．1：と、と

りわ瑾細むぅ釦・立5丘砂ぃ人々に幻埠la後磁双紐ャ，卜gm吟苓賃，，

頌阻宅坪珈遵設ぉこと4重宅1などをお話ししれた。匁がりしぅ鼓Jな話aス匹桂,,I 

渭l2年砂プIレート:プラウト・トテペルソの演奏で<-,灰だ気，；；i:..幻、長知褪3でんの

苦弱の語•)て'i1 （牡Iて r人間o也J て｀i1)1て令や改宴臣ゥ釦易滋切れた。そ4紅,;J

賣をくや）ティー • Iヽずっ`という こじて＂、和門塾レ妙ぶ乃お和力‘•和たステンドクーうス絃

釦 '1..,Jケ．妓きもの．箪応吻砂｝ーカ、と．．すでき7J作品が9緑され、も均咋lヽ0と

レて f咋 1埓II,位't'.-9叫。心長1知喰1．．す。か‘しぁ和ィたージした句を以2勺ずっ

吟＇ ．皆噂知祁評汲ぅ伝＾すが、が知句て21が所月丸押レでした。「ワ
砂やす

砂 r:.タ・ぶ如紐も喝和 ．．．． （田辺） ｀ 
5月/OB、コズ叙7；しーフ°の応笛1呪斑o ；姿環~渭釦に項．土麺れもらう。 3成

匹サ：g凍似ヽ吟丑）

て｀｀クテ心践紐かに点点}ずいふ必舜所！心砂、ヌ・絆うで・土を鵞を加ー縫KIO袋

ヵ玩｝し、有野如 ..:/)t·:, た'1tl~ /2吟過？。^JB令90分碩ヵ‘ら嗚1往屯へ苗．土．令 .::,9-”令

，，て行C 皆也が印釈g知苔t碩え、ヌ1g作托和苗↓みん1Jて＇` 木重紅吠だし

た＜でんaえが協911し1-r:といで'3饉くらいで終た。ワイワイ炉｀臼沖云ぃガがうが築いひと

災が＇‘ず叱：た。第 3往宅• 貨廂野碑名て、るそ岨‘・れ、のイ土宅の方が出て妥でイ中良くキ直えること

b‘ ... t・打打た。 （船弓l．乞未却．追信）

5月998,;t、.. ランティ11キラムが鷹諏中粒防て';,(夜払．9した。和野台ボうンティア砂,~芍咋，

4 

41 



湛絡さん．私の3人が枷。硼中が諦J6心も（分炉戌）て．iさ、 3人砂 l{oBE在宅打ぷう:it,

1'}̀p...1° 1913切遁の面設1:t宅^ ，，を援ー組宅ヶ7ポう命ア^ 立嘱ヵ‘s・-.Jに加わ）うした。

邸バ;.”ィアl)ji,-1゜「印はター」の福岡さんI“ 毎週即昨I洸邸•るし岳喫気につ

‘‘1t令うかれたし、閉西色象疇也磁雑虹磁2ム1‘ 3̀r')砂勁袷衣ヂ7-7J

パ靭応I1r祀和滋函お：：と廷吟訟紐ぅ峰如瀦箱嘴年J埠応、 rふ、

心如Jャ玲該？かかにつ心知証。 l!I乱が必9や林が,i仕訟ヰに入

和か1ヽ 、和和,i，卿咤心り入8が一釦籾紅；ボ短ィアザて・き3＝ととて・きtiいことがある

というてと、存た板設虹註1 釦：さふるかつ曾註—為ぐ碑餌砕0‘"恥残心砧心｀ぅ戎

戎召‘←つつあ3中て．；和嘘々石＇砥感を如も叫召砂＜活叡 9をしたいとヽ ・湛介）令

ふ噸がらの「％ふ咬Jは各分＃戌ヵ‘うの希在知訟、全体討議＃窃）叫。分斜
応心応

知利恥ゃ鐸全謀d't 発言呼約傘•お邸項丸を発5言して..,,<＝との -,:.i磁如惑.. 

3した。 3た逗ほ岱ン和ァ吋ぃ》ぅ蒐み』知埠犀lu1．公的な援且吟註ぷ`和＜動紐あ

砂咋釦..出でれ、ーがそかIげお脅が‘aヤが這勧か？心ぅ危見砥心、謡為勺‘.. 

もうかとつうj<mふ凡ばふ皆9んの窄言ゃ令堪f鉱法人たちどの会出知はU9b涼。ラン

ティ1t1>甜和屯ふ惑・れた。そ如池綾る咋投9‘切釦紗知を知福くとそ、ケ

む f符立，ィ` ‘ろ卸クを，ぎぼ点心・・。最応莞詔名琴L1...、和2肋如住が発言し、

以の方11r者、りし苛立ちすぎでいる。らっ'/.,')ラ、ソ IJ'1.して考いわ。匁~たちが『御厖`5-fa いいうクiし

ー70で（俎糾釦••)校釦·lゞし一，t，•;..ルをしたのも、もいう意味わか虹パす。」と言知、釦 I/...の

相 1個人0如紀uサ如妨沼7回 1::.知加し岱紅....,,滋紺妬沼漠訟珈も大切

て;1かがという莞含が伶）季した。

5月978．第12回ミーティング、；加知叩本名4ん。”す／仔烙知監豆ヵ‘.. 
(’’““”～祝≫蛸） ．．

節19でJ...9く、／り如洟り会出が船sl也 J'.:．竪査力‘"伊酪島4んI合如9リれた。
('危箪胡～7咋4月）

5 

42 



招磁戸取和
3た細約和婢＂叫滋ぷ訟噴成釦，‘＇・出年ぶ染約、コスモス（駕,.考3•

鯨鯨）が` iる／99屈、有馬3切90呵、年／統29磁、祖囀2./2万円占払，‘＂釈細

砂改和た。節釦滋埠谷し9<乃..,1咽砂I ―ヽーの幕纂心和疇t具体的,~

書令改め、メ✓,ゞ一て冷加して和野紺全域約“IJ/)クに配紅け苫ンティア鼻隻|
l::.fi'}つした。各クうレ1％ぅ台象9紀凡dぼも沢0、拡1佳屯為 有野台 •石馬9ti或屯逗止しT"

：：：：・箕配吠i..'8.し#8今Iai.1'くだ心力

田さんの病成迭迎が再胴さわるユにかJうした。奪g後．樵釦ん 算隻しておリ3す．
紐釦心お4伝いEしてくだ？る力t

"<．仮扱仕宅の、しれあいもンター

I4忍和滋＜叩い、環鯰心‘,.釈が＾、ン印痴克へ型g釦て‘`、今直糾99・仕擾;Eゎ趣吐叩
4血 UT和る力2 隻しゆリ3す．

神鳩咤（紐筋。痛砂ガ＜かいたとのこと咋和）て．、レた。窄鯰 I竺工ぶランテ』1:mtされる力．I-K亨か生凸棟隻•大9生，，繕加t歓血し9t

さ人．足恥付き2か：：：•和釦訊。

5月25日、保卸到；の見守遁弗卿食省連絡仝譲~が国

戌りゆ柁；レで叫かれた。 gt←9澤l甜9年 19J,人かI揖道憂．尻生’兒童峠．保笈
褐命ンティマが一堂K釦、互“n連穫g密，てしてい：：：うという集約て・す。仮徴9二湯？が1いる

灼伍11'-‘)底環境訟ぐれ問題a名が丈ぎn且、ふゆ・雑進員払骨らもそうぃぅ発か”'9<、

餃）；ゆ］の和紐約9J問題，虹議編心t：ろ多て．．＂`力‘す：顔見せ噂追必99した・

"'い合紐免

項野Aポランテ”’田虹し9て轟
（辺） 989Jr511 

租隣滋宅硲,,洟邊叫細ん伍和沈心f応 ．練琴、祁玲訟知‘.)．93

痰岳谷込．函19知皿紐。 （田辺）

6月8日、有馬往を心芯嘩1°レセシト。新いメン）ヽ ．．ーが砕知四祖した。

晴、三田全戊園笈セシクー＾。昼。環麻馬仮恥‘花名心、紐碍蝉。

名11めぴ紐叫治野台ボうンテけ’て・ぁ，たが、釦如竹ぎ、花名遅tが．昼負紐91したことか；、ボうン
ティア同，も如治ぅ叩9咄麦仮課わ5絹硝K今ームバ地（？）b→出桑た叫粉ふ阻i

Kふ、たB念本当，払が集柑＂叙ぅ力‘双恩紐‘̂ 、 1人．2は出て采られ、加：作'}I：：も 9人の男投

の方が贔3麦迄一縁，くして t1初、私逢も‘コ緋碕わく ‘1ことて•あち吋直痴如）が

6
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雌年l{Y[?。一鉗道繰心詞知＜位釦紗凜か邁応和出t桑

召もた粒花雌てる条⑬む．危叙£見む下さ，年。門滋直蒔ぞをした祖

心叶環心わた•)か）咋‘因忍ヵ‘・した。＃育蕗でのり合．テントの下て..4記初ぃ冷雌

いも‘‘ふれ叙'9の自9柘湛四‘)、このぷうな自烈:..,Jうが‘●9庁？出泉ると仮詮の方屍をも、払
ふ 、ゎ虹,~知）紐ゆ‘91雌和·1`祖‘叫 （斎木）

追 k三田^ 花を買し‘'てりTく。 l峙硲有馬Iてい,1．花江,,,．る。 tち令知鋲ぬたときよ

田炉応くな，てた速滋。み辺喜ば滋パ｀幼｀ふ （大野）

初めての項，氏仮設ゎ稔ティアで惑・-,,._嘉1各ぷ初、今9て．‘緯絵的9液総、力と、ボラ

ンティア咋磁ぶされ和知1年、仮設K約着レ ／`主和方に会，紅希'"、往知加件l,

珈かもいでもた事わ‘•ILても印急9t残'）1した。今9て“I印り(I\*•うン和7しか枯切9しfて

ごゆ‘な妬知のて．： こ4様かかホームfi覆11知 Lても気移埠＜思辺した。1主尻の祓とも、ボic

甜われ環Iてな9れた。;t1-J私のも約訊Kてもうふ囀9えの研荊も知叫忍九

知治釦り幻艮＾方が＃当K迄t見て喜んl •̀たので；磁釦紅忍打。4絃ぷヵ‘・ぷ水

を下さった＇）、釦経滋「のア g、.. イズ釦t訳お、本当召噂係がとても釦、9たと思、9す。
（筒井）

花tれば氾．tろこ9ずかる。戎釦ヽ 積iり約I"花叙、を作リ＃釦iまく。 “ 
（マ'）-コ・涌ルド）

み如し乞日、水をJいてくA紅在しゃて下さふ：。 （佐伯）

症10で•印内容の課題 t-祈する：：と ,1埠叙ょ，て大変効稟的な｀

炉だいウことを俵疎1・きた。事J合、奴釦雇枷改細祖長近緑けてい

た町。裕想心紅‘さにふかて、自身1尋たもの””` った。1チJんば茄立買う，1レても、租今K不

坪l滋池ヽ}9.:::. .三絹I<mてし9うこともて•さたが｝社和複数む令.,てり子.,和：江＇祁ヤi々

9て自a,咬泣4尺丑全うをにあぷ如づむ蜘々iり‘.,t。知面九切方鳥｛反粒r"'いた：：ンで
蕗炉〇甜ことが出知、栢 9"'効妃れ位知西で・うた。役炉J'rf祖紅祖又合ĝ
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ように当m...ぅ全員糸”’'3索い‘求o患須心4ぼ噂象J釘恥うとこ元 （工藤）
加めて知0さゼていたた．泣。息叫粒‘銹nP合が夕9く、か力硲，“”氏ザじ1が 1い。

和 1級移名で花"1,・配）祁。と1も和心たた119した。 1、入＇）口付近の工註・こし 1'祝 9

いい花だん£作る。古仕むぶり心に今伝，ていただいて虔勺ら知灼。おく小《咋加‘.. ；、

今令1tなってと足・ぃ，，っ泡vヽきっ1釦糸ぢも。初だ打だt..U包う。仇、しb‘

祁えいてる加11ど、長袷れ｀•t紐噸r,:さい。 （伊藤）

必要な70ラ;,9-平が酌紗9g召．．気い、年前も屯紐しT“'―し）

物｝裕ち¥ぷ）釉むb-，たときず和着。祖豆J:心蛛忍凜し'9す•新ぃ芽

が合，でいくこれ'・:1和枷力にも喜んて、いたた甘がと思ぃれた。文回ば野苓嘩9ぜt孫て行ぞ

知ヽ改む9す。 （平疼貢）

/0時に集約、か釦買ぃに行く。象'>砂応93這包．彩碩くん．ガ雀企．あ和ん。

ィ噂払．福井さん．イ糾紐． 大野名． 私 ”J...。和紀．熔g ．如3人の命｀の方,~

鉗心碕ィア葛震て濃9.,て辛がな.. レ紅` 、頑1のIll芸セzクーに着いて1加 91d応を

月1いるう$1＜拉叩和,11~3した。辺原也．ェ蔽幻障ュ、紅花のこと,~詳しい力が‘

が 、卜戸．師算，、つ注サ必ヤ．へ叫←ア．がfう7．アIレや1iレー．ホウセンカ．灼沐゚シ；

ーム．キり紅と、来青．裔色汲 t.'J~,'}のれの苗を胃ぃ1した。ケりわ浦島｛立名＾ぷ外

をしいて、、）カを入爪、亙ぬ土と腐哲土を9炊鉗”'べふ珀和段印）よくり討臼した

2私嘗な？ん．磁 4松原払．田和ん．けチ払、↓棟＾雌也サ紐．名和んが‘

出て采られて、忽ぃ箆ぃ，，苗を含k布直し` んてかれる。廷中、リ品て桑られた41-庚の三谷以んも

rm'）いな、い力‘5負てうい會‘/fi．J1'..言われなち、斜砂と？t知 Iサい。皆払、：：和5の予想虹

4ばかかる。花が砂鉗年11でも3‘hぶ』気知‘..1ぶかようた` 。`ヤれ、残った凶碩

して花屯作り。ポうンテ47彰もと4棟叫林さんが雑あ灌いて、マリーコ．とルドやれ紀）泣の

8
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釦れ、＊E ），ブbック之詈VIて、見る暦I,新しい花畑がて・祀る。花ク直作りが終ふ，た

債b‘うm•ふ')moり、チントがp,t 入うていずらくl°1おい灯。嘗谷以んや三谷以、が昔ヽ麻恥

ぷうす々 凪卜青4年碑狂？とt釦くだでる。 3雌頃 堵`さんに見送ぶM、哀島住
虹和r..する．

6月 93B、嗚 /3回ミーティング．．。加知0~ 弁厘1ん1廂っん ． 祈キ払 ．伊検：L．平~.

洟邊さん． 名本さん．松即んの『名。節ぶ—蔦纂4委、名1J血1ベミー和イングt••:^1r•ん）ゞ—

終が鵡和 22名。あ恥心瑾吋も99く、が竪張恥が‘ーティング； （＃叩l人

ず叶崩単,~釦己綽介。そ＾あとん）ヽ．．ーのク如90分91をクういれた。蜘メンI .ヽ._てi1 紹かり~­

がェ涵也．釦；2ん．我邊叫 Jヽ 和ん、つズもスが‘永原2ん．彩頼払．松田3ん．

鶴り升配し．協紐．宮条：ん．田畑さん．山4名砂り、右野台嗚2住宅も荼款全9Jと`＇

泊和戎和す；砂双、北応メ;,}くーバ山塙さん¢努っん．中和IJ'f・:/:賤す

知 I：かれた。そ年、I竹立度、会濯い如l9ん9‘沿屈、来払成が

永認で囚した。詳しく9iP47の会計頼告書かョ穫；下でい。各グiレプ 鼻治書い£況珈＂攻

迫％誇ず終中.,だ#m、グiレプ =・U1¥キr合，，，せ。ウイウイガヤがャmc森 b‘“北9しげも

(/Iミーティンク切雌が加“7てそれた。 （田辺）

•X• 前号で誌入われがが')9したが、 3月 93日中民7iレフ0 （名各）,,宏でん）よ＇）かJヽ°の

入全があJ孔た。同絡1-:、ガンJヽ°してfs，該心和93いメ•池ージ釦送が和ば・

ぃ乃雌ゎゎ言葉い力けてくだう.,1 ． キ当にあ＇）がとり玄a•祖す。

，
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＜収入の部＞
--・ 

項 目

助成金収入

寄付金収入

パザー収人
9 9 9 9 9 9 ●-● ●99 ●9 ●—-■-一ー・・

受取利息

合 計

く支出の都＞

項 目

支援活動費

物品購入費

消耗品賣

通信費

旅費交通胄

傭品購入費

合

総収入

総支出

次期繰越

計

会言1-寺技也す岳蜆

平成7年 5月10日～8年4月30日

金 額

216,433 

473,800 

25. 635 

108 

715. 976 

金 額

181. 443 

12,360 

45. 405 

78. 914 

24. 514 

1 1. 4 6 4 

354, 100 

715,976 

354, 100 

361,876 

'" 
. . -.  -・... 

蝙 考

社会福祉協議会． 朝日民問団体復興助成金

農協葬祭センター（埼玉）市民グループ（長谷川宏）．

-···- - --·-·—• l ●9..，--疇 9● 99 9 9 9 9 *•• • ・--

--・・ .. -一9•一9→ - ・ •一

.. -
備 考

茶話会開催の諸費用

タイヤ修喧代

コピー代．ネームプレートなど

電話代．切手代

ガソリン代．通行料パスftなど
．．．． ---—··---• 

パーペキュウセット，ロープなど
● ● ●--・ 

会計 田辺正則

上記の決算について出金伝索、領収書などを照合した結果公正なものと認めます．

監布 船弓l輿子

io 
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？翌ざニン9アぷ、9
有野台ポランアィア (qP.I)'1599 品集 田辺正罠＇」

ヤマト退粕樟岱‘がア；も動娃会の菅ーtP凡じり、ィ滋住名の方）名か1比‘

シトをして頂(1紅胡化し｀知和証が年・有馬・石野台箕9・2・3 1::日辺さん` ；虹知．

平3人て＇、、木°スタ—細叫ぎ、苓和知 6月97B （火）訊．司木、 6月29B （合）和

叫御褐．ゴ和4人、 6月25B（火）麻．血む戸琺知．ゴと4ば、 3回,:

細む玖l4広整理夕:19本、イス2ヶ．長イズ／ケ2節池 I . 

ていただm 。こ滋碑釦和恥という如所心守もあ渚鼻

したが、狂響心もと思ぃ紅らない7t函卜と喜四和和13,とした 蜀呈〖
感げした。ぃろぃろとり了もふわずiこィ卸迷恙い砂9因ほか打卸疵和）が灰うこャ；，3しだ。

(~~) 
6月208、甜切iし一10のミーティングガ‘冷切れ3レた。t1J峰,1-12名．わ戒切匹ガ晦でん．

磁直距ぃ病院類印Jq¥確認釘碑宅tわり吻雌＼すて2~3人淳碑活動m

こし、 7月68lて 7ラワ— f虚比4て分クことなどが合れ冷hれ引末。 （田辺）

7月68、五社杜宅て"r,,1ラワーア＇ン シ`メントとお茶会。 PM/:3()¢負b‘シ告5んじs`じか賃

恥 、永原で“9`こんていプラワーアレンジ叫グ］祁'3る．出店含i,”し尾さん佑焦1ん．野口？ん．
疇さ墨恥．和炉ん。ポ祖和11伊徳島さん．三；和．洟逢暉）1ん．工藤さん、

消也心し成締。それぞれ総っ砧卒翠ゃ加1°などにオ咋スを老',ttn，て入れ、花2

叫 Iれい。 皆叫．朽ンテlアも 7イワイ広、g・今があ詑を案ゅ。1J.. が力＇力‘うゑく入らず永原

如 笠釦直口和、それぞれ鵞蔽なお花注I浮其れふIただ＜．

皆さん喜m`れ、註昆非名ィ徴’しいとの：：：と。 3:30~4:()匹知＂否花

に話間が”法パ、述、中が‘ら野、卜1たちも入.,てこられにぎ牙力］ても、あをぶ

こんて．の名茶会とがる。茄和んが＂山がらすももを Lってそて下む初、竹2切，て作シれた花器

を複保して食る。そご1泳原さしがt`か）名冷け泌fてのをみんガて"fJ””J‘が5談笑。1危

1 

48 



切Id•たた；紅で笙遁口知ぃ.,て4紅で．たんf"<'てみんなてソ碩心とを力｀いだ）、お

リ絲ボ｀北尾さんがくす玉をつく沐切、みんなでや遣9方をる、そ力ふリして．1ic•やb‘パ差し訓女

社紀a訟遠碕r'I-俎 2し．茄本さん．郡）司つん．碍谷さん．加蘊咲恥ぶffB
さん．松岡さんふ釦ん、田中でん．すれさん．竹餌9んが‘ど。 （シ穿采谷）

7月12B、名l4回Sーテイング`；今m和 l¢名、加給1Jg,9笥北ん。却が91J成金成4遥

94 ，くなり、ら追＜い‘う rふ叫ぃセンダーm‘四 ｀`荼言古会£し和）、食舷tぽ虹．1合尻の

,‘,5~ 

な琉，が衣和'"、以必辺訊` 金を申レ込ぶ..いくれがれ9.Jという提まヤ` 滋｝9し

た。そ心辺山碕ざんが逢祝1荘；の裏山吋滋れ＾籾釦粒野台住宅嘩

和 7')の問題，てのI1釦 ...,,'}9した。狂渡↓んがらは嗚3住名で9卜紐灯

t.3命硲面滋心＇）、部屋もI宦イ昔がれ＂込み Iてな，たといぅ話が恥ました。各

ク;・.,ーブ゚ 洛ヽ動釈告＂衣し、 r最近、ミーテインク・`カ‘`単万る3台叡浮酌g,J糸柘，ていがて`＇、

釦．iうて•9なくて、活動いいく上て..団.,たユヤ疑朋I滉思たこと、合し,;3~動をして

ぃ狂ぃというこ以1江侶lい思"’t出凶況場にし1いきたいJとい9詩が出て、窟加1

幻ゃ吠”'じ9に切J...かが最如玲重ヵの感想加註企ました。お宮で“,-貪わ＾ぎtん

江れていなぃ和·'クが炉＇うことた指摘3 、イン“'-AH食品,,和Jザちな紐冷むぶ•'る方9‘.,

けぷうりりいことも請己されていれた。9た、工藤衣Iさr私た5<nnl遠れ1Jぃ立たh泣‘:to

れ、前知tt・亀4噂心<t叡砂1t，̀,、方があられるという状況屯酋祁切1思ぃで見ている」と宕h

幻した。 （田辺）

7月998．和粋第2位訳茶諏9喝心屈。約沼ア心成さん．四知．中野以、

g丑員魂和んも知叫れた。午前む頑匹I09和向．雑往，39歳硲4浅9江

時間帯を2年釦ィ占滋釘す。拝茶幻ぶ．ぉ荼重3£か、吼f<')とく，，ろt1て初ふ泣計

ぷAたもヽ でしたが、予想以丘大盛双ズうAしい越凄，t幻狙比9人。五社ゃ和野台男1・笞3

2
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1主名 9‘5も妥述． 午裔ャ紐＂躯匹ぺ給加者名2佑t~ゎ..入かなり`9年··'おかたらしく

叫ぱいことをしためて・す。磯咋知ふヴ9<／0人l迂L.. ^ 命ヵ0者。旅たち

,,砂約2考ダんてあれ、 1伐”'-:.ゥぁ荼2たててもらクとぃ，た様手。午矯の荼誌

今狂，た）のんがリと退炉いさ9した。 （山崎 t菱．田辺比）

7月218、麻馬佑は、言虫馬厄餘吝情碕咋紐ぃぷラ

!~ィアの知名が嘩孔．宮す心恥ん、田辺の4人。 2私覚でん

方£tもね、い心I,和燭心る。4棟心知．，／、和ん紐喋叩、令
嗚葬遠か、師隙約を入れ．知伶こう紐る． B吾し1さ奴9氾g')祖て1さい碑Iが該チが

恥落9て令て、出でんo顔£見ると、平私・がた和いる． t和 1が言虫・駆隙用碓ぃ粉。

池 11箋必．松原つん．滴和ん．甜さん．伊蔽さんで令分けをしてまく。 /8躙余')7淑

和終切、和t-1iぉ訟。冷たい麦荼が公いしい。外原さん．刃t奴ん．袖＊でんも出て妥

汎訊砂誓）、ぉ苓を飲ん約する。憐＃れ、力‘＾力｀が氷器を利訊、沢氷作ってく

れる。みぞれ、い衣、レ＼名~·'4aい·が皆でんの口ot'<YIくとけてい＜。最如 (7̂ !)

這叫湛訊り以心し応）をレて．4時知有馬仕宅£品（皿辺）｀璽,,-0 

8月3B、五え磁屯て．．、牛乳'‘ •゚•9吐潤依云珈灼と荼話釦行われれた炭

逢心心‘,．科）ヽ bックて` ・ゴ沿箱を作る方法を劫えてiでる。ハ角犯クのコ‘さ箱なパ、俣帰Iと

底面を加啜のが｀葉信しそうだうた0..t.,,、シ紐絨紐紅応叩遺が（・狂和‘•り｀翫

ん、邪それ招如紐£貼9つ91て、索しんて．．がれた。途和4本，すV‘"1)‘シぉ荼釦喝紺リ、他

心か々が4知砂ゃ、 工藤衣．島むい‘•貿，マ令で丘ふお荼斎子を苓いておれた"

8月25B、茸速名で，い心ぃ炉ター・有共会主催の）＼ふ`キ`ューとあ荼会。約3』関ル枷

ふ心凡セク咽む甜4んよりガ、．．うンテげ＇訂＂今伝ぃ£出して欲しいとが字視切 o ）や^` ‘

キ1—とお荼会4妹噸41知す吉田さん以たたんで石咀訳も紅5れ、 というこ以＂、それぞれ糸勺

マ)
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潟~2(l名位． 出席g、がらしい。バ｀ー八・キューの力I~ 中＃1でんと第ぃ大工改位が力紗オ
な江旦＜から作911じめておられる。加オ和揖台少テンいの前パイ乍，ておれた。テ斗る
釦 Iくこぢら砂社，て行，たの£和忍3つつふ≪"、中村うん．琺I内さん．私本さん．
知尺さんた紐‘9•中J｀心J.,て 1おれる。机パ砂9て,1 不用になポガー I\゚ ••I 卜吐,{.改を
切れる。当B91加緬さん名中心滋日に夏1なた野菜g皆？んて冷3なおれた．
稔砂Iぉ叶和砂紐ふれ、細g考ぃて下でる。年、伐宕払望月づん灼‘̀ 肉`
とタレを釘エー’9買可’'冶如負。如Iやバキz-）1ポット1°r卜で如＂ 、爾漁ね
池砂l1°,1く紺ずだうたが、互灼‘··~ぶので急む忍！ヽ`、年-ゴンogィf.,てすJ 和と戸1臼ぷが紐祁：：と1くなた潅和濯知・‘ハ．．ー^・ら

コン0を切9改年。皆でん、）舌ら,,.. っ姜お小るが、句宮でんと笞月でんが` 及，てこ如
加ので` I炉ヽうする。及平うれ、冷四覧て3てもら法のをお直比盛り、かガ以ふがE
如て配る。肉を迂＜バ請田さん．私 3んが＂今釦び？るが；佗 I'd(1以んと＂ホ ＇・元ティア
て衣る。ガラオケ紐頃，て,~き石I辺が盛心‘.；てそた頃、田中でし域内1人が々差し
て登塙点恥、以醐吋，てきたが；突然ヶンカが始切、そ＆が＇戊和 9液「J...カ‘̂1.カ‘"
ク和結。こうあいを見て、ボうプ元アの方か5 づレAA9C括，1卜して nfてズイカ2切って名•iiプ
する。令ぽ釦拉肴烏＾合いしいお荼蔦子ぷ細奴ヵ渭＇いにゆ h‘A、分全！がャ和ォード
イルをt.,-r1,述た。約ン和アとして中む生の生田1んも今伝ぃヽ tみんて、4‘ごや’..,,`なふん回気て1食
阜妹恥、3依た1も令）紙礼祁肛訟ていたた；、た，)して紫レjせてもうつ
紅切。名荼幻もお名さん、高田れが合荏tた11千で')3伐た~Iてもたてで

匁叙り如7泊細3)1ん ． 盆田さんが• 項符打中の治勤が難い‘汐ことて｀： 7~ 
8月の2ヵ睛n,3盾野台i1松もを高本でん．宮尤さん．1胆ん、麻野台嗚碑宅を碑如

4 
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平練さん、鯨野紐名を羞信ユ．私恥噂当すかとに初、但かぷ関冶重氾

ぅ雌レた。有馬の加7知、夏ィ和躙Iて高校知柿院でんが2度、t璃活豹9て知o
1れ1年柳ギ必の感想召。 （田辺）

鉗 1日£通して、咆ぷ争墳知‘ら1年半知,t位ぷ＃リまだ利恥，セ這9d̀

点があ弘叙it"‘クことてす。ガ心心和1ていきfj')~'t 、心邸釦ぁ知だ‘みぅ澤

ぅl1位も見たふ・蕗やぃてきてるは砂西‘と思い合した。 （オ卯＃）

9月fJB、有野台第2柱宅ふれ珈も＞ターて` ：フラワーチ初ンが行わhぎほ。

絡叩予定30も、知如者,12(J名。 ~I?/I()名吋のI3命加者の方がアレンキ` ”れ、

島れ和を立1濱 5迄釦＜摯，む）て"]もを入Aる9d.. ん1'ことをす3氏積n
がガ紐Iうじ、いいいで1わりぼ釜が大変喜ば、て締対桑てネ、t知 I,'9むと言っ

召でる。グ）スマズ』花を約魚する。 （永原）

9月92B、葛／這ミーティング。第加雀al2も。 2胡ぷ9t11ミーティ；グだ戎：の1・： 各グiしー

7囁動和む籾告が中IVにな9れた。五如ii--ヂゲら 1'1 筋わ珀食のI~か梅露さい

紺粒浚ふ逗2回哨枷社と、云叙グiレー7゚ 如嗚遠名で滋磁む彰；所I-;: 

滋，セ咋‘じ．＾表昨があ）ました。や他心、各｀加70：：いが必距7"レ記卜の2回gをクす

虹ゲ石齢ださか印した。'”'磁紅蘇］呻羹ぼJ．かあIヽ や9-9ヵ成釦・妥9比な和｀；

細睛1叩復興勁滋向gg：：と紅I辺硲和告しれた。

q月1qB、コズ叙ク、ルー10のミーティング•;7·8月．暫定加決めていた担当名今後どうす

和雌も海吋召コ紅和知lづん ．麻田さ人．逗信込．オ公釦人．高和ん．匂逗、

函恥訟合、＂搾果暫咤 99I滋うためた担当玄わ我緑れいく：：：と、荼話釦区〈今心

穿~~f~lざ他のメンlゞーに多いhれ竹加しらナ：：：：と、担当0来~合，1いな‘ぃ心lヽ噂79ーで該朋

5
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鵡をしてもらうことヵ‘・う知99比：。 （田辺）

9月 29B、有馬住宅只花の70レ乞虹•。田辺．宮本．イ左伯．ギ社が大野男と

山＃君．伊頑4名。輝碕u• 弐珈園彦店て゜貿，てク示く。ゴ9‘シ冬·Jこなるaで老如＂

脊てていたた．i1珀 Z言ク感じて乱gぽ "O'）ーガスペゴ切ア、；ャコぇぷテ::AtA4潤、シ？うメンや観
棄位吻如吋出て辛述3欠以外に街しい人も釦、＄バ、屈牡切花繹P自分て、選

んて．．V｀たた洟紐茶飴会に。色々と診ぃづ元がo美いや差しいいと汲て・した。れが1辺`

心）こ＼t近く，，J...にあずかっていた紅だ）、入リロの所覆＊‘せ1いただく。 （伊藤）

戚むポうンティア珀勤在す如が加ておた。それかう、11じあ7の肛油力'..てきた 1̂年た

てす。っ?•砂＾人砂和て吋。 （山;¥)

今回購入した花1ざアがヴ．クッショ払テ;マ-'Jカクダズ加ィン乞今ア．元えフ°ミク．

盃ラ、フィッにア．シンコ‘ニコームが；観哲心物が粒くらいを占あていた．四岐舌2カ‘み

そぅ繹荊紅、‘粒ぷが盛')丘‘.. るわI勺p美いているクッショユム、ぅ蔦ぃ如色叫磁の急孝窃

応°イン妨1加鯰），，舷や9.. “釦吼ャ叩羞1-::咲いている花々 な、ビ見ているた次‘B

£碕い、て頃う。有馬住む湯いて角砂1印、IOAl和戎i力‘呵な出て辛池、て、笞さん

花砂かなわ、心花1孔担滋双おれる。釦打ぃ観葉租吻をも7rぃゥ山林もあ
紐包舷砂咋1ぁ，1心‘A該叩•知虚露に初めて知巫和91 、 4和畷

叫妹寛の和切•平山ざんtさ~·磁b‘ ぉ請"’していたが‘、イ材tl印..良くな｀今｀？だ＇）、出が1

てお沐た？レて出t象られプぷ力`，たm.. 、和叩いたださ、特ぐう爪切o1た、箋又．＊頌包,J、

和ん．掌谷さん9寸書辺：集会げ「夕＂借釦述和うな・紅比杖埠絡会）の fぅガヤ1

作，，て1立油‘という＄紅'{t、省さん約匂切初匂むえていlするこiI勺洛。

麻託住宅4如童，がク花ィ切台。ひが9リの令節4終切、,;/IJ

蘊ヽ・咲きい、印年叫直心小さな

6 忍巡，
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“咲1辺委 1-:. のらわ氾1まれて、＼れIとゥの在力それいてす。#たちt誌朋した沢I~

茄痩t見るのを妾凶にして、、うす。 （田迅）

9月30B、北祖,,t;;ば、 rアルコール依存症とこころ^ ケ7.Jよいうポ兌ティア研桟会が

徊かれ芦和野台約ンrlf畷切が合叩。講釦ぉ二人て‘；祀‘澳牲会専就ヽ ノー入ャ

ルワーカーの紺択んが和レコール締釦得4這知・;9席nしつ—lM結症lふ和飲

湧伏っl約や加し約し力恒I硯^ 道がなし、ことU応、ヤ紅mレ9-luた存我に至み§社を

碑噸•籾雌叩証的墳切憐恥ふ戎尼9 ノヽ今ャルワーガーの上田

叫‘・介コール応存症者が紐函双(/b吝埃rてl名株ぃ5)とい9Bわ瑕況ャ：：・＇自分が

叫沐た加孔依砂叫がな‘辺述、アルゴー叫和知釦囀逼釦難因
応Iく

吋洵翫分げてt令されれた。特hて1'Jレコー9U焔 I咬如適碑に見ていける目をもフた人
（料四砂匹＆Iクのて·1•西く、本知恵昧やか帥年1し 191結社）が如、という

疇じそういう環境が整.,1ぃガい須況鈴和阻ほ。灼珀丹原男哉、男知死

”マルコーIレ依和知印9題9切細して委ん和がてきな、加段のよゥ這虹（田辺）

90月5日、第辺む焦会所（すず込業会所）のオーフ゜ンもレモニーが知れ3した。この集

会9やオ—7゜ンには第遁宅の3g＊雑進恥、ボ兌ティアかさん和る；度邊ブんの尽力があソ

れた。当Bl1その｝度邊さい司会て．．呆ひんや虫序和糸砂ヵ冴う加応此o采砂ヵ
和

住宅応自治会品49釦~夕斉涌さん西）II4ん 、 ふAあいな音ーの武年さん。ボ兌うアが1さ

碩 さ`ん．乎滲更九．田迅p汲。 l1じめに 1複！の呉也の‘ら な弁し幻わいさっが丞）、そ心と

ヤt3祁 、和気あ珈afえ畑気て．．、切Bい細Iでんが
騨し'¥"9’’¥’’yl鳥

， 9 、
＇ ：．． ．． 、

7 ‘ 
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紺兄、てあ、も紐1~~,1 皆さん、が荼を飲ば窃．お芥算Jを食＾’が9.. Sあしべ’J.

釦住宅の知o着戎”が進会所吋今2ー畜喜．んてーかぶ、そ小分｀如1くいる私紅,~

廷，，1つて令ぃで江、う訂：：：：芍北ガマ3さした。 （田辺）

叫己）節＜知J...ti印如Iざ．去る人心Jて..、8月I,伊愁島びんが丹南町I名g).,趨

レ9れラした。いつも咽が笑房頁て．．ゆ）色てうも豹⑭＼ていたのて●9,'凡宕し噸

持沢'•す．

． 

.“ 
●
 

8
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有野~~--~a No. Y 

¥＇は°7曼一(-'759ノズ集アgイ言
10月7B、四祝ルで葛追 rアルコ--JIA衣存とこころ，，ケアノ細絵。饂汲杉3ん

咋レコー9咽紐屯頌jの病理，t‘’1 テ—マで、アルコーIL,,iた存症が周匹人和

晒病気て： をそ込合い泣•シ恭，如進虹砂1妓ん令（イネイ・ラー）が活在すること、イネー

1 .. クーがそん緑祁初、7豆 Jり依雄和応病気をお弓）がを如＜ことがて祝ない

ごと．また4ネー7和れ枷的な、存在t199ぷ、そ“点が汲`如病理（疾屯沿g:tを

和絲症（共図蹄揺う闇f紐の問題）という言茎て”説9月さかれた。おIJ綺灯碓と

15祁コールサ洛症だ而問題迎く、1見畑釦俎潤如問題砂あるとい碕嗚・9

臼ほ。項叫‘和北依釦閉伐9章笞炉`クテーマて＂、嗜溢（心り込）とヽ う`言

釦や7- ）.：•,＝レて 、 判賃＾＾心⑳、過経 4^の切込．闇4糾笠心如込互う

砂複、点す加砂滋和珈樟，3Im問題（例足、萎物砕，オ真負隋言，タ

氾雌叫，や湛，胃ぃ呵紐在翼、卜王加）t蜘•、 iのまれ遠自クに自信が
瓜、その怪白を”'A紺初I~、 ahらの：：年＾’,~人］、くといクュ2 令もでかれた。ポらンテd'

祖わついてもm.. 紅 l人て・1ぅ和（佗香g恥）だ硲く、共竺（ク‘iりもみ謂渥ら）
汲飲ゃ治転中で生じ匂問題にづいて語海う（9.. ベリン？`‘）こam..あるかう1瑾
がか）れた。 （田辺）

10月13B,絃空ぷ1..号吃屈JJヽイキング；金m知的60名。肴野台嗚24主名以如

か嗚1...{主名o‘シ王）91でんぷ知．4細 a．鯰ん．如＃a.嘗吝a．和さん，召3

虹から麻恥んー名，虹野台砂迄3しあfャ・・伶加。ポ脅ィアや咋I“”贔さん
宮丘．釦噂．和1カi'1J,所 ・1象，ていた^て．；和ヵ飢吋ガ慇

m..,~配因レたが、 /3B 当 B91 ればぃ天如濱空絋砂、ふ

ぐ｀ら心泳o ＼釘~I~,;心いま知）t磁羨会＾“さん 4名2依宅ふ
1 
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ふ小あいセ；；9-令Hioる田さんよ9あいを9があ9、前gd配為、子定し14た9ヽイキンク辺

”滑p紐の道9忠：易が兎＜、コ9スが虔更，atふったガた連絡使，1舌した。 AMIO:／9

心和9伽^ °-スで＇和殿．私這心 I位名磁以浄ヵ狂I!.レれた。知疇咽<,,

釦知れて` ：）ヽ 4わグ・中ぉ子さJが＇只紅気に走）回ふてい 2レた。途中福1ん追加ん

”々嘉砧在で・ 自治会＾わ車逢り戎氾滋心9ほか••他吋叫最後危

瑾れ力ち、追鵡rてo羨＂`て 91るコスも灼ムクケ` ：ズ1キを索a.AMII..39喰9:

“＜着狂した。鵞囮'"'着く心逢紐9を始め、“”伽与え双知

滋 (I人2～滋）1扱リ、ズぎ1Jゃ g＃云ータ桑がlき投ぎれた。箭的雨のか

吠地釦和＜、さつ1和患たより9印嘩-r..丈切‘和 20~30c”今”'}使

一正J,J証• pnI2:99ふ ia手塩）か終わが全吠9、いなI)統、太巻9A-1、

女却心，たよ弁当とみ力~2ヶ ．和点）伍を1更それた。古紺虹知知心心凶”.. 

らに．PMI2：のふ年、西砒んよリ和紙心知如＜匹l3町配ら釦9レた。

伽11~lo→数が屯心）椒わ l か J 釦••I複It”第9夕9`) 凜ばイク｀力、ソ7•、 2峯9

1 相年3箪力‘)＜スケットでした。皆さん色＂~ 品を知人とても北か1ぃ3

胃した。加：Ioヽ 員．＇）贔ゥ如、心和つき 5レ杞凜淮む和切9位

ん四成19転沖られ9L紅‘.. 、考2住宅4澤lさん算4人とれ逢：の3人,1号いて渇卜る事にし9ぽ。

庫）這吟闇退心心がわ1:dl1.・..~違い心‘汲9、クテっしなJ吐か心た紅痴

緑心紅遍ました．この道て•;1和びを見i:f1"祈嘉双が木に登9．宮i採，で氏た＇）、愛
＾租森派リし1..L1”棄レb‘9たて・1。力の道箪れし央べ＂、葛が主な刈凶べ在 9-1t着いたの,.,

PM 3:PP 過我訳．着いてかう1りしJ.“'ヤガ— l＂公·和頂いてが‘ら PM4.. 99C良渇99した。

令—'）他の4主宅成叫がit”び訟＊‘9・ガし吠｀、今回て＂イベし卜に冬加Sて頂き、色々1ふ

科、診心：牟た事，3tても良ぃ磁緩に約9した。 1、こ4社9i環念ゞ 和れ,s.. 、尾年絡加した

ぃ屯，唸ヽ 3す。 （宿＃）

2 
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五和住宅ぐ

10月138、鉗蘭なのポうンテ4了rズ？うムゲ”尤たちと一維Iてぉ荼会。全杯直い吋汲店

”てプ叫琺。 3ふぁ、、センた扉／II{l糾 ミ：：シクラメ ン・セン,_;f、0,)ア、シ ニ~-~,払 ． カクン

＃．本°インも4アカ、4 位逢してJ良3、な双和／喧謬9て釦＆匹もてお知．ェ蓬ん．

：危也謹以ん．移包i該釦••刊見9こ咋たわ）てィ7 て＂叫四9、 bohゎ知心）

＇おむそれそ． ．れ芍名な花；tんらんて・1お9希られる。や悛、ズワうんヵカいがコーt-．釦：

箪 1紅茶．ゎ和わ<')咋キ4共,,サ—C7a初、三；知．本宮＃望和13エ70

nンをして、スクラム祁紅レ矮1名令今伝ぃ以1沿。tな祖洪邊u真さんがふれa.、女畜

ぷ平さんと省さん，，ィ彙廉状態＾伍ック去がが、入0て．．令消tレ合る。皆止1ぶ砂‘,... 

ぬ苓ロ.,,.箪”i釦＃れ、20M如和喋沿していた楳紀，場IJt:.11ス？叫知紐％

ステキ,..箱，てふたキャン莉 iブ’池U卜さいぃた．長t3食＾~ l~ -tJぅfr碩紀たことも約、力うオ

ヶ炉油3.."、あた為、必然的9渭狛9ふた．（＊P69滋＜＞ （ぅ霞辛谷）

皿 17B、,I如叫．， 雑筋II玲宮本さんり祁合位し ー`逹，三

多澤園芸＾。が,~く r和望B．宝ばa.J の命組a がらがリしれたか； マ湿しかな"'＾て“、

水初をしていら，しゃ滋＊也I,雑”.:サ．和1点乃：がな9甑1紅 iて・切 レ(1遠紐

磁ぶ．：：•松り知）れ北。出しい花，4負虹うがでわ＂5 .. 和池4ア．が1咋ャ公ピ和J7．べ｀

函 ．琺 ．項（？）．ミニ””メン峯a；・道が出店レた。嗚1住宅9づ双見在はなお枢方＾

ぼ吟砂l3鉗 、サや_-x.,at滋去つ1.,“さヽ 合した．仁コー9し＇}穴 “ふ05わぉ菓子"tuしン
加気伝｀山頂ふ心 、重珪池9レた。 29令蘭佑が布虹したが、 前日ぢキ以¢•田辺芯

ヵ汎昔＇）て知和た 1•;しーシートやお茶殻 ．道具ー式ふれ遠知9 早く＇算係i咋知

した。和3人 0立闇前豆iレーシーJ...1-珈 1’ 、ヽその上'-;若林さんが出してだふ賃匁9れも

-t敷＜いか`＜ゑhヽ か）9年玉））I匹 ・成）9成 ．奥谷さん．A主田でんd藁和采
沈．花が知成と弁絆で、 化・・か9てしおか'’と切レ切盛） エリ、 ，咆·ぃ思ヽに道)~-~る

3
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が‘＂、想像 t,Iつふ興吐汲＜ふ・ら小さした。お祖気がよく、B景”麻

”-gm1沿釦"‘')がたいことて・した．和でんが1度頂．，紅て・ふ；れて

-J:,~.,た慧．豆＾れ：豆が｀甘くか・しく、苔さん＾4が先ずそこに紺中かぶ·皿9こ

如・り山が出泉て、ヽ き9レた。勿謡i..1m.,たる直子ゥ祖和ふ

叙福ふ．永＃さんが外士朽渇切れ、9辰ヤ年9ぶ）9した。店名3ん9す

却知gて“次a吟さ索内にな39加遠班1迅、新免さんI”が加シ成が
恵占ていらっしのK3ゼんてした。全員て1づが‘'てて•tが一雌層l半娃｀貧＾●‘だ）、食ん

約。しゃんたリ、今文の9島差しが中、索しいわ切が砂吟t過、こ・レがた。文のお苓
．会93

象 JJ如て＂、ネ＆社炉？ーカヽ 五ネ zの公尻館てオ19いうと出し今て集がリづ終ふ）
うした．

私並心心釦咋認で、幻 1年‘び案硲祖した力‘・：
お天気もよく集しく、喜ば祇

和1ヂぷi”．心‘と感謡れて"'iす．花も巣ふ間、姜しく名叩令，
てくれシて・らが詔）

10月188、鴻／ヽ 回さーティング＇げ和 n着I2/9名。今回,iふれあい交番
ぷ平祖

冬加して和凡細毅住宅の色々切紐zぉ甜しく応ぃ9ぼ。シ号外応9いお綬和3̀．頌鉗

々地戌葎位• 9-“]用して保健所が該I瑶宦習4講噌会をしてく岨ごと、市シル9`・
一人材

ぢンタ—てお齢が就業認介£レていて．その登奎桑車69o定口が'/l112SBがら27B4胃．閃楊

”四祝iレ4F第1会議叡詣お知：：：と紐II月9B（土）に打野，姪校
で冦！ぃわざ

紅わ9」が分んA知ダど＾“夕らもがありiレた。そqf知各ク］レー
フ兌令動杖9兄菊沼パ中t"

は、ボ炭ィアゥベ心‘潅殺住宅ふ心う砂‘ゎ，ていくむ‘とヴ謹t合が初血•ミのBI1

烈恥h9却＂滋逢邊っん砂滋設住宅り和八て"‘和 7゚ うイ
パう一の秘釦知

いう命ンテ1アとレてり原貨Jを切度確訳屈加JKいう指摘が加
9いたし、痘妥谷3“'‘ら

,3 rポ斑4ア以して硲g•力伝いした＇）、ガカ‘か，だ＇）ずる4が、そ点にとって一奮声ぃこいな4
カいとい

う廷閉勺‘“提起ふぅ法。秘名厳和石喜認訂3ととも,~ ，私たちが店ンティアの治叡ヵ..,

4
 
59 



紐佑知鳩払てい応釦tt奴るわ西痴、個々 が浜，意識` して活動お：：と、

萩ミーテ4ンク‘・カt”.. 4幾会にあ必心錢ヵの内容を言碁請レ約が、` 紐註沿活釦nk
邸るかとうが確今沿釦：：とガピが鉢⑭叫中た。また伊藤奴心a,1:?-トアイうン屁9

仮設も祁違氏（み佐l江＜た平組）ェふ9双、 T約 9度競樟訳ンを95位沼釦

紐 1なが‘.Jと呟色見も幻匹レた。

10月21B. 北翫｝して•第3回巧7にゴーIし外a磁ぃウ勺のみ刑洛会。今

即 B9カグルヂむ囀がテーマ。 2心讀舒ダ詐9かたこkidアIしコール依

麟力｀切回復叫珈加9％和社が必要不可炊訟と、紅ヵグルーカ共

迫憤譲t忍る人幻レつ‘・加磁鼓直和て.. g分銭渭易に気づ＂`‘

叙砂碓分玄免，心地和1こ力次互心扉趙が生払知、また虹力 ｀ 
釦砥面ャラン？祖和ぷi松・11)て．：詞炉l5-t刀コメントを入れ飴

が：：と（此闇低坪.v-,矛アをとる人もいが心）1ia"ガ"AAゃ此訟の:旬枷瀑怯
か如訟臼レた。最後に3回グ瓶競を通して4、竜見如急ゃ質経応笞が` あリ、

湘設住宅りふ“‘‘致I項酒言を直持伝追講習会＾訪な場を択加が‘.Jとい

う意見や Tホちンティア自身が知玲＂ょうな珀知函ゃすいのて i,」といが森言もあ91し

た。そ如知辺姦釘滋如中1項証卸ヶ沿枷研閉類を出直法嘩~,

匂 3評門（場）4重孝3ヵ塙珈叫涙”
10月27e、麻恥珪,~て、ヤさそg•ヽ注：：炊3の昼訟ぷうンティア1J.伊藷必．甜辺

釦奴．ィをi釦は野彦． ff/迎が知n。前g1こ釦わ“'直彫“島碍認。珈

虹` ゴ透て．^ 叡場て．^ 経駿珪力‘して紐砂が必牽'初嗜そ出し£してくれてぃて4材和逍

具遺認追印IJ‘む‘迩和約9、夕？エー＾買ぃ庄ふ知・シ、い年釦

れ和知、し．：：：ー！凜,~つめ込み．追具2阜,:＃責み込ば如占靱細E5。約9が叫

5
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“駐もる寒吐記恥疇沃紅噌1ゞ配レ1い紅｀•：和；叙込みaみ田1がわれ： Bなた心：5

I' と薯ぃぐらい^ 陽気。私'f:Sが復璃レていると、9桟ふり‘年＜も99
(.oo圧 J.. ア`的砂祐漁約祁9たた浅経い，恥試食し1年
クゞ⇒）／I/函;,Iさじ39召。1心 2埠“如忍．抽＊匹4練の田和ん．三

谷さん．小林払．匹P以ん．ヽ 棟，，外原さん戸l日5んと2た々パ出て祟られる。嘗たば

埠さ人.,s]虐Pさんはポう巧ィア4辟：んとい9UI遠戎釈を茂ふ・る。皆如"・7し1.. つ

如灌さをう訟1、＇印”.. 良い；薦さの；如作，ていく。叙叙ぶ士をゃ味がよく知ぃく。4

煉4頌aぃ負払打昔訟っかゆ”'こたこ妓：狂昧炉＾和9こと。は9周が良佐く7

出て采弧ガ砥和3心く名特灯訟伝註‘叫ふた心•辺返夢がが‘ぇ，7そた。やさそ心

泊惰知．佐伯さんと丈野兎かあら邪じい1J；瓜I浪和1クイJヽ °ンに入紅舒累ょく

灼仇り作，て吋5．てお＾太0；知ぃ社が）｀テ—iん～駈丸•く。テゴi“浜約と詮叫屯る

関田3んや、卜林さん叱こう心科59るり却が‘が`＾rうだo外屠払．印炉/.;.匹和．

対林さん廷9・い場叫‘tやさ叩ぶゃが1’麦そf'-ゃ・つ”。出て姜沐加法丑知細

払．4心姦a.t棟^・1、5詈叫1が勾紅する。督3んぉ朦び心唆'"寛9んが社

嘉けらふt妥沿かる。おそ＜燻・きそ9むた滋さ£食べていただく。み4匹貨9ん士茶れ如＂

木・t応）した＇）、た：：煉色やカグレを負べた・ルが文のんがリとした峙麿！が；庇心ぃく。れ汲れ、

がりう炉9人た夕とい心にこ和てのんが｝と租叩本当にいい気オ奇ちな-.Iとおっしゃる。私おも

姐口がや巧零固気に IGず如＜＂気吋る。片打91も残｀，て姐和布人がらイえてなさ~.

長知濱‘,7お心四紐．厨絆丸．小林さん．常谷:ん．オ咽マんば‘・元ンテりアて囁

如饂撮星ウしtが心祁。 （田辺）

前日硲 9` 釈していた夭気も戌叶心ても咲心距該．

I滋 Jo分に纂合し、＇ケしミーテ｛＞グ名して力‘幻贔終 b玖環
頭
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叶iみ込みを行い．有馬住宅9J細れ床着，｀てすぐテーブi以磁材のセッテg•彩和、

層 30分が違い心和1£行い、和｀現：も丈兌舒,J..t妓受いて行きい。恥(1

”沿9‘ら出て妥で扇れも9夕く、知江Iさすぐ•9:Aて"-杯て加3した。rがそふ吐,,

岱才ィア（冦臼し紅‘：た改知ぶ[3住宅＾が知気広がZしなが政を濤心呆

印。仕組b哨奴テントがtに如穿うれが力咀、自宅＾オ＾4糸て行ぷ）しれた。机ヤ

“勿く稀ていったoマ` オ我ぷが‘叫<9月要がカii1られ、託をレながぅ貪^ ’・地和3法．

皆3んとてゥ喜んて和八食も進んt̀`レ`れた。中に,i着段9人て・ら弁当心ツ食^ ・ていがnr：こう
咋＜の人と食^ もととてもあいしいと大変喜んて-おかる

心 WEetv
和 13沫。中ん）と復象々ぉ詰をして、I.SB磁 蒋シ/

間 1をして、各さんと比怠写真£砂、無峯昼訟

を終打5象が出辛．3レた。 （筒井）

10月27日．28日、五社住宅で牛乳ふ7嘩幻

とあ絃ふ呻Iさ大森さん．野ロマん．北尾さん．佐藤3らデ←_./.・

細也．和切托ん。ボ砺ァ4枷 9＃汲逢（建）3ん．和3ん．ェ麻さん．嚢令

；追2んかぎ心な和紙ャ材糾臼覗氾知、醐面ゃ作9和吝た物訊，色

しし千でる。2日層1にわ約、力がなヶキ艮恥ぃる項て｀レたが、婆し以うながシ作る：以呪いし

和鉱衣碍係も絵加討打知、 芍致彩ぶて・き．喜んて・古•9れた。あ茶会心·謹

手を高木さんず色々とエ知叶見てきて下さ‘)、皆払ノ五知合闇K今かをめて梁‘しんで＇

（；寝采谷）おらA2依：。

11月 6日、印i野台住宅t"~ふ6ヂレゼ述。や必、お当I吋や辺む配キ（力況）

“軒4；にお貌'}?滋。紐幻"‘宝戎厘l芸まで遠征レてF3,たレつ、あ,,t<

おねfむた')̀その；知9通当なのが見当らガカ刃砂。省野喉場り兄昼さんでl金む初円

7
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て・`雌。Aり入B1＃よ，て9打司心砕m..9わ円で条らかると，，，：：：とて苫9ッキーで・レた。む応

屈涛の北が我,-:1ct .. 9ていた呵：省m命咽条')9した。 （松田）

11月7B、盆以珪入n,3ふかもフー則函バフ°ぅンクーにIヽ°ンジ一左植

砂。あ9也．佐廂さん．前和んがお紐ぷ切、高木9ん．広宮芯

澤経5て・一締k石いひろ，てき紅9て、疼濯ゃ土や扇駐葦土匹て、樋

ふる。項．ぷ心咬蓄ぶ和心該以かられた洟逢9ん乙ズ•全孔て給和のゼ

てアうンクー2星んt.. 下さぷ｝祁。稟ふ浪屯た）ヽ°ンジ勺れレヵッ祁：E9とて．春四

雑＜きれいな花をが行せてくかがらしい。北l心寒？る本格的んの、晋ウ鴻うだらが、1

春心わか毒凸だ。 （逍妾谷）

11月12日方野台第1イ＃む屯食今有野台地磁振社が9-n広a

したセ畳敷知釦ィ祈lて行う。出祐倉1祐払．応 II:.'.ん．茅士以ん．

担さんの4名。1わ和ャ1れ伍迅払．宮右9ん．滴井ざん．あ木の4名。

四訟い）ゴ迄え、．）蕊をレて和る。／JB手遥ぅ..‘車が着いて亀四人ぷ和璃釦宴絲・

釦着される。し9がらク屑月、名、茶名釦砂~iがら、姦左かつく＇）逗誌ように大声て喩令JJ花ヵゥ咲＜．

縣ャい版砂‘・・・。昼知、色．ざしれとか且籾9413ぉ紐、そし［訟1い鰤で買

って幸て千3法メきなみガん．年．2砂 hrて方r＜メニュー99匹ヵ‘...J:.. 心配したが、あ•いレいと

喜んて•`食 .̂. て下で')I令況勾£ガてot..うす。昼淮復み双三入ふていた涵1キ示）紐で'

莉91砂。祖咲旅')が｀のオ紐和知点｀みつ。おオ（＆口？）＂ネ昌2ん,~Bザ見辺＂`

とおヮ研）がが‘ら伝．毛欲的。峙廊泳く ）ヽ尻知て？コーフ゜＾→ぉ買ぃ祝］が昧r和 3.. 

如．“ああぷ心妬た'’‘‘中べJ出じた'’‘‘祐行I＜和紐たい”茸？．本当9召起し俎邑

こ．．していただけた。全員捻加て^ こ心?Iて柔“出辛なふ知99少し戎念たちたが以漱；

的也 1度ぃぃ4加もたが勺‘• ことの9うがよう:.ふh匁“ょ-b'?た’'と和冷k-Pf<.. った。
（お木）
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11月14B、第 /7回ミーティンク。＂ 知囀I3/()名。今回(3各9-,•L-7切；舌叡約兄が設是厘a中

函味•釦姐宅也、 /0月27g．呻咋釦、. .,.9狂 J用怯エ知紐釦IIR}78呪う力・太

釦磁滋咄嘩釦心痴項叫紐．癖四9l逓‘ゾ応萄ヵ衣9，荻

,,月心珈辺虐竹心句別誌閉紐やれていくこ⑭が確認叫如。ボ野台第滋窃さ、

l1月98海磁如虹叫疇恥知．II月9年紐のこと．春名さふ訟．珈ん

の年コal洟ぎし吐4ことる・五籾告があJa沫直野台箕2住宅也ふ四加もかかれし

でも藷舘ふ知埠祖枷ll月9IB1深紺が行い和にな99ぽ滋野台第追苓況

知←クし気西如叫寸名疇祁を少し特系てみ臣、更和野合イ荘面忘配和芹屈し

知が叔g心れた。有馬住キて；3．窪和しば網加ゎ租宕とこいがらと~うにフ，O-していくゎ＇

呵認心和た。買祠改I3滋釈心5、第 1 •第3住宅の戸粒b...ケ方＜な‘＞て’｀狂て．：筵

和切がかう諦が浚,,したが、憎也、貫物J汲 9工とても助心’̀3」という，色夏もあり、そ疇

叫応くとヽ ウことにな）3法。 （田辺）

11月16E且膠郡山東町a之霞彩也を援・住魚穆ぽ古届(1鼻董心絃い。12碍 30分．

急嘩台第J住宅＾o 紐9王，，奥砕,~．碩鳥さ““'底且紐El林3ん色：：＂案内する。貝喉免

とt.,ても．絃出だヽ平年．庖請如み。あ李りに安ぃ~t誓3ん広くリ。が長店．ズ印砂ぶ3ヶ．

呵幻峨甘茎1個．じ位‘ふもJoケ．狂？も．んぎ宮全舒S0円o五社住鯰む尺山のオカ‘●●

如おバ、とぶよう9吋恥和法。項野台寛2,“西田3んがセイクZ便，て、応りて叫t方t9

⑫て下さ，た。瓶知')1:…孔知．圧心．以外Iて人が紐叫‘

9れふたが、項馬住宅a知がう尺山｀企ぶ。項•島て・虫ておれだ力々 ,;t

和心．嘗谷さん．碑和ん．証村さん．松原さん．，J、材：さん．吉村也．切辰；さん。外て＂あ‘

わなる、とう命てお池た。 3B和負．鹿のみ台りも、号頃砂I""-.

する。逗心和直ぅ⇔；｀ぎしたe'}嘉庄蕊が知知8畜＜墨ら
， 
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な71叶 I:5カ‘も力‘≫ヽ 9 ：：：．．患奪t"ぉ渇ッ下さい。 (41'藤）

11月1'7日却碓宅砂む吟•釦絵主催の力和松。 AMII:391こ弁当が配

ら人／290 弐田のク•9・レーフ゜，，太重江用わ屯~て項＜．公屁貪宮2Fのホー／し一不和3ひがそわたる

元知磁年Sちなんたクiレ•7°のす”らいヽラ漢奏て，笞さん感戸裏ダレてお叫豆れば：。当B

I2、イ辺象釈ぶいてお杜：しい向弁さんに司会乙い涅羽の矢がた5、本当にざ細様礼
たo

如心多未さんも引共釦人て匂”',1!ていただきましたぶ可和公心必えうこともなx．カウオケ大会が
如って．手依だ9が逗ゑレだしたこm紐'}•お知知さtt頂雑した力？北

巨役所4宮函んふ心咬釦武‘平さん麻野町釦台紐ょ．祖lj.l~

名•4狂ぃt•; "ラオケ考宦＂知立さ人 ，ている四国さん^ 拿！1んだち‘で畜直夏，く l=

プられ、十年んの方れが沈ぃ4歴台，，J:て＂すlずらしい易欠之れ吏嚢芯様て・した。それ・`れ

賞品引用意され、最知a 屈戎々ゥー組恥祁遥会もあリ｀奎しれ砧様t•した。達中．

な諏鼻吋々のコ—叙スが入手9、住尻の太々が‘五ネガ音頭む通沈夭ツと、盛りだやん4内奪

でそ人らのすべそ心）まとめ~1-嗚論を命：：四如ぴ萩唸だ吉田払パ．壱諸すいたしaす。
（灌菜谷）

11月19B、未喰•長谷991 宏奴初／4ろ8990円のガンハ％入含があリ出した令甜

約 4回目にな）サすかいつも差ベニうから9じ暖蛉安有しいただぅぁ9カ‘乞うこ。さ・臼、1す。

“月21B、私力‘••第以士名のふ小あいもクー1こりすくと約滋アmJ.，山斎3位宴咋咤の

叫迩ヽ孜進委直，，渡逢偉2いが泉地ズいる。まず).”じゑ遣パ裔野革村祁送
心我じゃ

砂ものイ"t.'iJlプ。今舎で見た辺7Jレ'Jうプふたれな茄・しもなし`ゃぶ•も。 S.r?と凍采沿北ボ沈ンテfアの中村

奴ん．洟邊石さん． 渡逢2い令令也．滋野さんも加切、みんなt袋•,9池かく•l約吋目

妬総冷っうのじ勺‘呪．、もの年9岱 99そうた；肛伽ぷ紹かた頃、客和んがむ
韮3の買4；し

カ‘ら｝贔て求られる，苓診会の才角hもどむたようて-‘ 中尤オさんと命奴―各戸,~声む‘Oて竹テく。五紅で

汎凍の谷口如バ如I以ん．ふ位炉令釦哉平ユに出会う。野J:ミ心‘慣「い年勿f,＊力` 、心ゆの
を

10 
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和んた仕紐心心や夕—A。第2住宅、J若ぃえも灼く、細心仕 ◎／

阜r-:::士ぶ1砂砂‘土釦が’”’°圧1て応9表rみ江、谷0でん．西-io
ぅ虎ん．山J.如 ．茎1-rJ.な細さんが匹`び如,,'如蛉心tいる。そ吠義てみ、野Lさん江汲

む心釦ぅ，淳釦ぷぃ恥ヽ以数紅ぷや心訟。 30分9’”ると、I和知心碑
知叫に表凶．さた西田四比崎て入述令知·3l怠さい止9人も 11Iぷr••お如ふ

＂迂訟油松鑓ざりて苓硲磁叫<。

畑22日、九海道パ勝野釦必ふ砂硲'9炉匹,t~作業。 Iク9み、田

訪 4[95孫＾＇，高和ん．ェ蘊必 ．浅姜谷でん．本客9人．群払 ．田辺ふず紐

和第3・紅 9移 ．麻馬吋出に各酋eッ釈3庇9` らもを袋、で放如く。文そ9Jtや 9芯いを更て

ふ北邊甚心如香リが｀してく、あだ。五社住宅の分9サ如知ため、却如必心←炉？—

召埠心紐，Tおら（砂1ヶ。高田邑知．祐苓込．わ和ん．1aしス．ル麻さんが

出て企てく低J` レ叫遁炉める。クXか紐忍臼u車,~のtt.. 

叫 粁這t.,ていく。圧ふ知冠和甲してくだ切、
必グダが‘心に砂，て、条f,入口，，とうパぷim如く。お全釦＂

咀 全戸I項 e')終んる。 （田立L)

11月如B、 項高位虹集会所オ—心釦西翫月後、知がているな籟ば｀．

偵紅わ餅り吋がばした。債が頂ぃださ1#;ば1和ん．松原＃．，l1和ん．外原辺．田村さん

疇 o杓治叙‘湧緬にした食節几を作，てもらいさした。え秘て、みみさんとの作婁てしたが
、とzも4疇

ぁあいとレて知a硼臼屈れた．柚圧3r1人で知和丑景心和考えてしまク

のて、：の様に畜て遵弓って古名をおと気抒ぢがと`てもスッりもと言わか、本当（ぐ嗅紅奴砧。

餅 ）知介‘“釦終3した後、少しあ荼とゎ蕊狂出して亀ぉ話を田送。1人暮：らレ吠：'"番段、碍

闇8｀ある〇て·:この様訳—紺1勺如そするという嘉1;J.とても套しく喜んて゜況•たた1-,る事応沢恥うした．
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これZ 色”'＜北から色匹暴を皆ュんと—埠におといク畢やイふ卜を考双みてもいい＾7；3

と思いまほ。和ンテ4ア＼5佐伯3し．宮わり滋ュ．拭和奇加しれん （筒井）

12月8B、麻馬位宅集会所オーフ゜ン＾今ヵ冴祝9かぎぽ。ポらンテ9アの命加93伊蓬し吝

払限i＃払．4が紐．田比。買ぃ血レに少し今きど丸有馬佑屁羞吠の9‘、.. 2峙約．ゎ嘗各

3L．森tんが出て辛注てべ｀ふれか交着の武浮aんと年話とさぶ0る。大急きそ急：全所

”‘Gか、項濱心‘名．喜谷払 ．三谷ュも準瑣iを紐，てくだ私． 3め,i~キとコ ーヒー→荼

註全だ．先逓り飾1)'Jl1もか•'"てきている。最知が~i ~集ま所オーが名池衣ツ9ー峰絋

，，，m .. 述｛珈3位）ヽ合み呵,aむ。狂ゃ.J-t"ー咋街蕎もてきて、背3年免をか(1て勘o

外雇込．神和ん．小林さん．キ頌さんと如,,士て知硲．長断ゑa“な毎。ギ叫'"
祖"‘'：自己糸召介tして 、 松廉さん． ,J.#~．嵩谷3ん．箋さんか●会所＾だお級和ム和をこ・知

ら召る。寛で心9紅社畢てヌ綬加｀うたよく頷紐如••た匹オ四刈史祉、不今ヵロかが残滋

釦絆倅和が、狂和：：和叫珈．4恥細Iさ坤木、5、5℃
匹 "/2月和弓l怠心るか、石力紐心1在。抽和FF戸臼
13- 以莉カラオケち習われていたそうて．：歌幻ヵ— I-・をかてきて，た＜如5貧

暑2珈ゎ足•吟gが筆f9,,錫..,,m.. “＾サ贔複だ砂J と9じ苫こめて祇ゎれ1ぃる。れも沓ん

”拉粒入人にき・や＂な考困気 la四．私4番て..三谷さんかカガサヵ沖切ふ喰しノトぼ屋

景かいアルツ^ 由舌三さ人たソ、ラジ・参担aのなっかレリ？エスに4詮£でか約する。1狂 l:ウ三谷さんがれt

街行，てイまんて和い長四4年こと咋｀釦94託をする。匹和｀；ぃ内＝う9辺あけると、松反奴，．

屈和ん．武浮3んが｀ウふ,~おいべり”‘ているし、その 9為．て；”｀レいい気分になS紅す森忍しと珈

さん・イ？藤さんがitEさんてぃつ。むう9“1]めて＾室内で・レ．ゆ約とくっろ（お9うな条分r―お•最攻

91抽和人と玖谷3位私1‘星影が7ルツを款ぃ（翫おhぺわな・吝）如≫暑m・れが‘―4囮＜合唱9、全

憂て・汝念4量星今和、て歎会と力` る。 茄あた．＂われ嗜ぃ。紐季” .. 4いわたし （田＇辺し）
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12月11日、第/8回ミーティンク` ；衿m弔haII名。今回13項野台恥住宅て` 冶わ1¥-il2月22日

叫5-,9のお知遠t各和7°の浮重ヵ芥双4和釦召・~,,）れん。本面終匹l.!) 、

今年も；船却加約が必中心，，ことて．：浪桑,J..,．溢野さ心填程成ぶ約を北工
れH知加がいIt作で．必要’住宅に置いてくださ3：：と,~-tJ滋9した。ミ帝ぇ泊冶孝93

命 ンテ...アa今f如あさパク"て勺吝和ん．本宮4ん．逹凌各でん力”... ヵ..ゞ ・殺住や

約、特恥仮毀佳ふ・シ黒埠1心ふ＂ケァ＾必転えについて哀野台ぶ元元”'“如玲域の

四か）お名アI←辺9プそいくネッじワーク砧乍7ていくこと。またそd逆；，て他咤9戎遠野細‘

組ィアとqネッ砂クか必零ぼがあI-f・ら“年。次回が，，S-テ似和3 盆回、所、•免元アの令

知あふ心議題,~~改，お互いに5“如和穿迂とを出令でくこ砂メ看訳心a
した。最9知滋野さんか5T各住宅、埠軍虹如I圧・・ク複茎ずか、送、野3心‘うもコン

で福盃払～森買状が釦湾l甘街lJ配況ることr~なI孔応 （田辺）

12月22S、有野台嗚ュ住宅主倍のがっざ丈会。有野台第1仕宅応I;J.玉II)辺纂

知 ．佐田3ん．知ィ荘硲1さ谷項さん．，J..宋fびん．岡崎也．東斉野台住宅か濡三宅マ

い和砂捻加。ポ癖ィァ，む心街9ん．匹~.姦a．れ釦達．本和．伊

涵四令位ぺ如焙。第咋此が苓狂舛つて••四＜套レ透甑む殺心

祁9令にガ叔ぅ社r~ 吟逢9’'衣＾’屈J9夕切もお士叙｀：す；．“午匂紐て9t舘立な｀主

人1,r玉,,Iさんだと、とてもっきや恥とす心taたそうて勺。あ・全1叩腹才か如ふ引した。匹ふもも
”h段和も全第嘩む畜さんが存頃述たヤ,c,.。/9/)幻しのもさ米をつ牡終冬ゎ9、
屈けずすか・のIこィ位和凌9ず力‘が9た砂て冷が、今気か珈uf：嗅し化会，がなネ；ざ丸和3

1 た溢＊1こ93抽蓬会が｀んがそうて＂、当だ火じ吋叫紐力‘ .. ‘I打＾心

方に,~タズルカ‘ラーメ刃‘セりー"z蕩クが｀命度叫ゞhた。こ心3約g..34aぃ
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祖の渡邊足力‘吟皮挙各さん．あキ衣応ば＇滋舒元紐 I:“テ磁‘れわけわ絃｀

いたそ奴".1惹蔓~で屯和古苓＾34だたS初）ス奴フい元卜ぎて••#g己でわたそうてぅさて、つ

きが該：ふも19省野窪I第2洟3．愛菰野伶各（て配坪．有馬せ森も甜詑'Jg5こ~,.. 
て辺年。私が夕方、あも迂お洟：ししt的 5と、→た切お知や防が1倦知9t思小ずニッコリと

1小玖もおか季法。配ッ終わ，ても‘ら、苓2仕宅aぷばしゃ9-K寄””と、先若零如た＜

必薮わク‘ばなJヽ づ゚ィーのま項む。 rヽ 汎嘉込んa言わ心し 8頑a谷Pさダ滋：いほお乙

むザシ、レ（祁＜谷四位否い心0~，和9細気でもら，て、紐こつき3年。（田辺）

＊当初9、ズ佑ム＾大の人奪分．．，加ふ•4て．．今fえ峰といがとだうた力‘:5A1七＾訪‘埠中h、キ伝うこと

lさl否以、と切‘く¢、しゃ心ね荼をい心I津し和rJ知さぽoおキ知Iて1れな辺祐たゎも知

1せんが、今後：：“葦9ょ如品ンテ47嘘？と～な求を11かるごとで、お互い~ホそ和アのあり方や

内経1,訟企＼たら良いな叫忍9した。

（這言己） 1．嗜月2んが彰冷マ人9ぼ。昨恥ダ叩．g1年咄ぅンテクの最初令“如勾
有第2位宅と今，ts-Iてま机，ぽ：とい＜覚双 vヽ ”す。やあと、 2人4祖さん

も紐ポれて．沫野台周辺マゲ',en紐 9釦和が印蜘残ってI,3す．

2. 嗜野台約ンテりた互信’’の全送ヵあて名書き,~ ~...u且拿里粋命ンティ穴．矮會？して、沃

有舌直文gの速以べf"ネ、今釦ヴ下さ，て"‘3す＿い1も忍3しっ古a湛きを加が砂こ•さ●●

ぃ9す。
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有野紅工ユニ~｀ ー No.10 

,'l'lぷ台ホク曼プ'759ー、Z集ア祖イ言
今年ん冬も去牙lfl.""'t:・i,1~.... ••1か立介～ヽ序の午責雪があリ、水這、窄の項紅ヤ石賃痩ゎ
汲E”知⑮涙。有．馬4瀑全所で以止氷が張り、今洸．ぃ0必直”“’'て今ウがfマてい
如＂見て 改`いて仮設住宅ん冬雇ぃ実で£実疱し＄坪：o却知サ峰心羞枯砂旱`ふ

知廿｀`、伝可わ9うれしいっとてした。

1月5日埠斎業の咋ざんたちが想朽銀いて｀ 各`住む滋朋．

l{)吟 、（項船迄こ）到着年、如枷獅子爆呼空払たちが'5尺山

卑Aていて．如く＇巧る。苔れ、イゴも皿•てい心‘'たようで｀、大きな音，t 同じ

（田辺）

ようm枷ぷ1出て辛シれる。出て手辺れた大は外原：ツん．小林でん．杉源払．堂和ん。思ぃ如な

ぃ見糊£1Cていたた・し、て、オふ示れもクッキー危た託念芽真が只して千さ.,紅‘翌迄，＂こさる吠ろ う力；

拓m叫令っこ乙Iする。 （伊藤）

そ心あし．伽瑾叫和野如和珪祐aがれたよう t..、和野繹 l底砂~畠さんかS13-'i咋1瓜

(/)栂2緩ぃて^ 、”..氾‘った4 お胡詔を味ふうユがてきたJと後B、知ぃ紐01,た宝21主

宅a心あウ:ターパ焔衿といっしS9ag.,た者3ん4 笑倉員べヱbラ紀如いがた。（日辺）

1月9日、兌ク或砧社もンりーで第1柱主む方と毛糸ダウ注作る会ガ行わかれた。参
加省,a若如ん． 福さん．集知ん。客むん追信ぷんが出和t今tで応ふ~ぁ荼圧みなむ

診が互').t:っていたら、9羞リのふ19があいて、 ‘‘おふぺ中（お茶？）76冶て静ヵ1てレて下1げ＇と

， いふふ私逢9“”i為 3桑紅Iづね、仔痢中ここで` ガラオケ丘していたのIく・・・写々 云vヽ1、が3

も切複虹．今日吐裏、たわし作）を始める：：凶dしたoフ°りント（拡たコじ゚ ー＂戌 geる。それ1屯

直類出ているが、・ ー参叡な細紺ゎ匹ぃも4£作ることにする。一人司色釦ふ？一色て・粒＂t紅考屯秘、そふ和滋也であ伽ぶJ印心沿知が丸森9→‘き冷打‘、 宮＃以心，/
切れるん？’'と繕成を閏いてお沿れた釈 9“.J..,と釦9よぷ約位い‘糸枷ば｀"''~和印恥‘‘出象切I”
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ペ—”区がふた。長知福奴J93．危叙濯参ん｀四角W》力沼瀑：たう、 円いのに枡裁。

もうすrk外ヽ のi4初上9すらとた9為存，，船3l払 1,き39、がら射如ぶI力‘れる。全員出巣たに

ろでおヤク・、9すむ蒻→沢•和さんが以約お料双釈知遍んりさ匹出て 、て和咋］

”野’頌民信む惜沢全負を作べ貪ぺまし、クというこ江に1Jふ来月をたのしみに砂丸・

註さいb滋シて下さみ・ （あ木）

1月15日、五わ住宅でもちっぎ大会。有野台，，ふ如恥お初協該心協力で'

五ね：4主屯紀：台仝6えいがも9フ9之4和ムンこと。ボ沈ティアの総如9む虞峯’ん．本宮衣I..,..

伊藤さん．伊疇立い撮ヰ名真0‘況督9ん，，治気ャ，包；•がぷ庫辺くるい心、

諄しい内容が‘レぷo_J.て｀打 3`ぎ色．o でも、安ぃヽ JB~ なたこqたimが平がヽよう尽

去―

1月17B、第Jq回ミテんンク冷す9ましたo弁証埠i93山埠m．ぅ戻采谷さん．乾g

這さん．本宮奴い訟屯．高木も滋穿さん．立。かI9湧’安心2”'<
かたる日てク｀”-全湧て•• 更如． g然と語遜ゥ攘突直矮，，め1ャ料細ぶ辺tぢ~こ＂

粒知＄紐な1み鯰oその中で9刈該問した乙き咋吟知難心指漁＃恥加、

恥lさ『印舵鴫てい心屯 lさ匹滋細庄•玉枷かと力｀漠

ゃふ因味。」砧忍I~ケアが8枷もい”‘：蛉滋紐砂心枷匹·

そ^ 和．該a今役^ 5七重があy大の方、J司、Tゥれ． 5立野さんがシ r5台動当初とt=-ス.. 9受

吹ヨて3ぷ｀祖如如ば玲印：：と.Jr厖 7を｀とに冷急砂秘‘.；や,.. ,iしヴ゚ とロイ叩声：

狂介レー7゜〖1必零心
r””雪とば99i和 9ふく心ぷ況ィアン凶9~”0火専雑．J の3点憚題現念やJ合

ぽ o二如ふ、、て蘭区l倉嘉本さ人がマムに改年、 r吟血さ鴫紺ゃ炊3

出レ応和ティアお記心m研が、3、心表恥女嗚潅殷佑もパ該繕

喝伽今てぎて豆叫またr;x滋同和ぉ宅ttべ・零心さ私傘目なが9こ応V9

＜叫裳柘牟ているコ名‘どZ．託みuu気~ 4也ボうンテ4アンネッ).ワーク9てが19づ十分4詑紡ク
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かう意む虹心汲ふ布頑底とか‘氏の5年如命て言紅彩鳴年

話という意見もチ）れ和火心ふし力、Srミー和ク韮彗日をぅ突奴llしレ 9.J ぐ—云力＾

直 i匹間£守りたい」 rうも言り秘皆lょ靡後租皆ぷりも今知オ紐スケ荘9しャ如牲

向匹躙豆）たい」 t ・ヽ遠しかれたo ミーティンク` 戸吟，a知第2釦濯El

の10時力｀シ（和とそ心駆綱I乏印和I豆央約和した。そのあと、各i・ワ°mm1の紐

皆祁氾紐｀．；各9如？°とが入P完中心くがれたカャ和かさ心玄印た退戌知1やも

知fi問題を抱m 訪漬がいくつ勺加、自力て・・a!.rがふず板籾迄滋や⑬ヽ<

和＾困釦点を改めて石音認すうことに初引本。

1月四B、 昧 IOS舌¥'}禎野玲纂祖宅て 茶`就会。知Dさ上たのI3谷口さん．Il、野3人．

細 3ん西）9）4人．茨99Fん。ご活i飯令，，力 1<3小あやターに出て1れい砂：：江 こ`のB甜司苓

に荼該全乏行うて辺1召なたが‘、 ラ雄1”.. 5今曰祖鋲ふ知I’’Jし。初ンテ1ア,J中野
ざL．呪紅．叫知．諄さんサ瑶如．お知．滋野さんとたくさい知Dがみた．

私が／I吟孝お知年、第2イクなォ、，2-謬残｀べす”‘miす。和訟ば在）にか
砂叱残てお知力もし1さ` らくして活泊、加咋ーランテ4アt~7名て召丘：i年 1閉全と
なりiレた。

2月2B、有馬仕釦噴舷。ホ紹•4 ア9m伊麻さん． 宮和． 田辺＼碑|ロフこ

が奏加。屈t1n材料，，買ぃ出しを11-itて、有馬住宅へ。お弁卦3箋以んがラ立文してくだ辺る。算知り

に入ると、ン令厖嗚．そう註幾．電気木°ッいが置ぃて初、懇て13伊藤1んず仄られた写真Jヽ°ネ］レ

加炉ヵ‘かがリ、ヵ‘な)~会所らしくな1ぎた。ジ沿知 I~うゴ． ；知ヵャコ＿t- カッ ブ゜、コッフ゜う

砂1v'~。燦所の経責力‘`‘が）て、 48伍壌さん z 名本さん ． 菊＃aんの 3人て頂＇い出レに行っ

て、 IBが切で買いそろえた↓だ。名そく膠シt"f作る5差瑣iにむ）がぅる。宕年ん．伊廂kaんが材

料を切リ1託め`、私IiJ今伝ぃZしてもううためI,屈釦9‘和ib‘,1る。境さんと営谷さんが士て手てくだマ
リ、いっしSIて未粗里Z作る。ふ昼前1叩,~大なべ．が中,,厖らヤ且力‘へ‘ぐらく・うと畜左たてはじめ、 オ文し
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ていたお寿レb払。 /2畦半に13松原也も,~こやゎ、な顔r•出て知れる。

がれるお宅に多ヵlれ甜籾＇、人の倶約力‘.＂ tmo田がさんI3退成ふれて

閑も9ふ．’`のて＂、ウーし患環なが 9。9頃、でん11今朝、伐雑言周が` 疱＜て入院匹てとのこと。

珍以心磯ヵ‘けポシンティアパ出力＼が砂という。声Sが1ても出て記れな心如,~

狂釦庄tを配釦る。4~5車和ぁ宅にあ汎；しする。箋さん．掌谷3ん．松原四・l私

如ぃふれあい女番の武｀平でんといぅ顔心で食舷b‘i“じきる。でぞ`あ句‘.；邁心9がながの0未

て..rか•しいJと松恥心証れる．もん,J 滋シすで｀＃雌が＂ふqて、ょ去しが‘＾食＾＂＄れなゥ

パ言われ1いる~皆 9釦滋鳩心でふ痕ゲ―ふくか、 19ん砂とした知,,なる。途中済馬贅寮

“反設租当の覆とさんも給加。4反設住宅心m沿る人の連携＾必宇三強謹l如ていた。uJ‘’

らくレてかう依鵡吋くか、窪井さん方を田又ん．伊涵さん．田辺3人てお問。拉問後、第：

所叶心があ胡釦が釦ぷ名て下さリ、伊甜莉I~有馬住宅を出る。 （田辺）

2月5B、和野揺館孔珈殆嗚l住宅食舷o宜じていた雌ふ，，，臼和咄釈心

郭ル名使辺のt.. ”っ`たJ.I早＜象て千おた松田さん叫孔あ出して知9宦を整える。台所心湯る

んがしラ良僑克3。/9B甜 Iぐ店が．逼、1和んが‘命迫恥年でだり、福 a．若＃さん．永

恥ん餌谷さん．位距んがな元知を1J羞さAな広ぃ屈複”t周環台心l~ 昨；g 宮本

さん．姦井さんが項'"出しに行，でt？った材料が釦、．、。第井さんが寿えて下さった献虹
炊きくぶ飯．た心1-:入'}4ざ＊うリの記bn.雌炉中心．位炉て・ある。一1し

“克0月の牡友 さ`れ‘巧、お糾i哩＾逢人方、さ戎し3t力‘"且似、て．、いく。途中砂森釦ん
も辛て千で＇） 、益々今が曹m..ご.、馬も走が出象ていく。口も今も同じ位：勧ぃて絲ャ
沢嗅こ、しい。灼年ぶ甑4材料がいっlさ゜ーい 、 きれい,~t1Jれてお知経特大の

ぉ雀^ ．．．ol111て水n冗成19？ぷ雀の目盛')1さリットル、お知2k、

咄碑砂和1丘 、的如）ットル1J”‘言仕も年1ふ90：：う心,a..こ5らら
昔堂んた岱午づかで、今て］さかか＊”の成が登嗜i。と孔もお叫レぃ消和双欠1プうし1<o
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を介）の彦やレも、 お准砂叶ろやかな味、お吠9曹シャもた、人°リ。ぃ•んか:i.h-もンても

姜吐しく士紅ほ。紆65)3人がt:--,レを捻て辛て千⑪、一・1けた鵞紬1~昼貪会'"

1ふl引した。田辺／さしも入試で叫tしいが9‘、如うと共1こが1つげて千さ＇）、バ’今｝、バ’ナリ。

和 1-::し1も佑ぽ］篠祉e=-9ーで集紀和埓I勺19羞窒ょリ確！か爾l"‘1r"枷して下さ
ぃ.J立紅ふ“"hが、今団I1t釦逸危をする必卑もなく大和如収迄おしゃ心埠、

応の太D‘.、いいな一．気免，て士象砂..Jと釈んジ為足してかれきした。一
緒，てイ乍

”kl;-J知索パ奴1さ砂1.i-さまKUぅナ必｀の声も土ていtす。リみ99狂印lさん

C迄1 頂き.,,切が1iリ 1した。台所． 粒胸9り全片和すも力‘んる沃いた。 (.:"'11~砧•ク7)

2月14日、第20回ミーテ4ンク●●。第90者1さん。今回93各iし一7° .;．： 

（高木）

三喜言喜旦合言：三竺喜；秀がされ’'を経紐し．ケアの必考万i””'ぷ＜汲4函でを改めて，思•9レた。そ如9‘シ起

しいわ知没なのて吋が、重項多H士な^ R 3人が 9`月3)翫 9ig尻かきした。去年夏に99公営咤

渭幕紐咽心送心噂知総が、伯凶以が今い知池t.. ぼol~ヵ‘らご冥益を俎り

りし9す． ミーチ4 ンク．o方t3 、可ク、 2月2組＂有野ら笠2住名ぷ荼筋会，3 宕わん堤釦£~

応ヽt作ること、 3た会計4a)月689浸舷滋福祉鳴埠企切ホ和紅勁滋／P研ぶ

令＇）たこバ応甜を1>‘む）引した—

2月a日、北神中知祖―、公営住宅募知事約鼓呵令サ。咋知該呻幻薮以て

恥リド〈か知ヽ書うことを聞いてい9した力‘：ヽ今年もl70A°ーシ"2起辺沖込／ま内言三今屈”ふ

中 Lな炉該んt..か込ふ人が A`以ぃ3咋 ‘ら油`とクぃ悪，てし9い和す。内茫4配fば l3杉養シす`‘
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ですが、今知3コしクテ4ブて，、ウ沙ワ、ヤクjしーフ0墓冬．ペットの釦資バ我柱宅m虹飩ぃ＄
劫

心くっ力｀姦和＂．そ：：（-:.m•も L.,ヵッ闇いておこ；遥，て知0しれ法。自分の力で窒内書t全却を

如迦い、串とが喜＜咋力` ．．”ゅ恥心＂、各1主な認15かて` る`祖言葵今弔;
,1条ぇ

加かが）1-:く0点を暦lい 1 いただくわI＜各仕店が0遠パらしヤ叔夕—び｀位）しう応細

,1i1-:..心・紐や葛約坪切和国皆さん四｀拉炉・3刺込
払庄1"す。

年 がでも條B"甜這1年、竺彦る四今和仮詮社宅渇合＾中で‘、 一万包某以上

孝
心が申り切£見送，だとい料で、 色”'i皐ふ••た葛＂凡邑池たり、

底葛和ふたが‘ー叙‘か）がか和93位毅仕各ふ釦もを思泣すぷん
今ぃ

：：：””'て遇ぃ9す。

2月23B、五社ふれあいもンター1周年合む念ん会が行あれほ。侑訂／0時3碑ふれ

か℃’9-K復9られた五ネ材さ宅の皆39枝 I3実iくかや‘。 J年約の関祈式カ・れしぎすざす

とした感vざ思拉と、このI算叶印象ん以閉関係が（個如む大要m；も99峰` う`うず）いい

わ,4ヵ，で和が立、m••感じかとがて・註した。ふゆ、ヤクーi,-J委長長の吉田でんの司会

進、3ぅ畷疇切（和屯gYオカiう9知 I.J.2栓砂、 3ず和絃畠呟長吟田
1心遠以

心砂あ）1した。知~I.It蝠さ廷叩、地域藝釦言田さん麻駆防詈＾ぇ畷

寮渾丘ん．ふふむ靖疇和．エリ7釦和ん．紅を知細さん．和野
盆紐ァの

直匂~.そのl和‘令印灼和か3したが、、松珈研碕1~カラム、屋貪ぷ吐ば9ォ17

乞されて⑬這叩ぷ匹庫材．1叫追知珈迄⑱珈あ紘．翅 9ア

曲和糾訟‘ず3かれた。次,~釦絃全ふ 9石かん‘ら廂を負と住民叶為ヵ．ボうン斉ア行政

を登消心知9かで、3、小次如クー，，J叫紐注とが｀て・さ和とようこ砂
あわがあ1

誌。緑いて、妾ひびが祁かパ松ふぷ砂、そ心糸イふ小か
も9ー委員長，，店田3人がら

戎いさっがあ）ました。お釦んI3r3だがオクター~知用が｀J1むヽで，ふかか9センタ—9打針9の

6
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ピト：二：i;；ゴニく：芯:7二:-“*次
厨託濁応勾｀渓砂に感該紐｀gデレフオンガードを手2厖され3した。

テし7ォンカーL•；叩 ,1 釦包I渇紅9ゞうか—車倫を加ぃ記和可、和 rあ）が砂J という玲が

入ってい3した。堅、知 18珊恥終砂、やあと、1者3んて噴拳釦す。私は梵Iて

知げぽ力‘.：きんこ心't.b住民が心索いが•Jふかも9-1て多欺·ていたことだ｀

心ぃ1す。 （田辺）

2月24B、富3住宅で着心1°比荘を行ぃ3年｝‘゚ ンジとを中9じ1て殺算、なてに

知）ッ7°．省和狂心祁和花々に，，ぃ遜、3;•B胡暦！も、予箪もオーI\‘‘叫まう。予箪ォー／や

叩園謡＾方のヴ｀n，色もかでサ—じ・・スし1'vヽただ,·1たのてズそ咋 I古ょ茶会用の甘准lバ I,

狂がすこ乙が出妥れだ。 PM/；(//)逼き`：茄仕iり間作。当日113月中旬叶易気乙なたこLも

あれ‘、在宅の方全員知四ふ証。前曰酋椅吟の1ぢン9ーさ各自括心リ、ヌし孫9の土

いじ｀リに唯さん注介責，，いいこと！！知気かぶ囀ぃ以沿。芦月る＜販砂,~花も釦

そウなおo葉9d>花を咲かせていうした． 3月2日鈴雇］台の公

< 団召J7越しが決土岡埼ざん`4月）日に項釦招杯り恥
硲予定4 和砂「和野台の，甦い出に持つで行m!.Jと喜んて`下

もた。いい汗を心た後は集会所でひとイネみし、ポうンテ1れし入如甘項で・

ぉo葦•)¢二次釦ガる。中止したと心釦•あ，た有馬の 5品祭3tきも 1 月文に名さんで

珈絃心心．勺嘩t̀`盛，Jわ‘；たこと比9、以釦灯l孔角召＼うた弟囲気で知や硲、気

切くな記訊ヴ、セ喜しく忠れた。アド｀ベン切HPに入虎松柳原如氣ん切/\~·りをI)‘わ．

柘1'}嘉ら“と、途釦業')1項硲。須［遠打皆でんを実臼す。退虎項和砂る

とのごa.. レた。 PM3:00本`うンテ1f心紺貧。哲1応 9ぃ和話を緑ふ砧樟てす。知峰11

,J 、11？ん 3漣北条と・大前でん．肉油さん、藤田也．）Ilう允必，村P原~さん。不釦西四

租 3ん名にもブ°うンクーにホ紅喜ぃて"̀1す。 （平浅：勇）

7 
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2月268、和野台第2住名で茶痺。 z月/981~ 宕本でん．箇＃さん．田辺，＂31で＇

お知うも心・ウを各斤磁mヤ珈科ふ池双西私の貫パ＇出し。当 g,3山ば似．
吋恥．白紐．汲邊囃ざん．田恥‘"ボ‘うンティ和知峰。もん？ふぶれが必たんにて・き、

和 ,i私が稔材紐和シJ--7-ダーの灼9カ‘‘翁＜、か‘磁液逗‘

'）3m·したが；知匹紐0‘•ヽて・された。釦如年‘各和和1れ

狂）れた。 41和れ••伶如れん祖、槃野む•山田づん•峯舌以；，もI
にここ

し--さん・九邊イ重さん．；九逢心加人の項＊さんのJみて・す。奥釈研心Jヽo＿うんが知却1

て字が叩下令）、距‘・ぉ恵ぃ町、脩ぶんと知ムで両和の和‘砂9う9C"わ...,＜ゾとセンターh"

号いて表記。奇もついい弘Iさふ年1注うてれ‘―｀和,~甘堂吋疇い。岨1tん

13今ぇ斑心(2~3回お）公営4主や碁集屯名が以心がい9した。や(t}釦叙、t.. いた

堪所心Iこイ多みたいとかしゃってい1した。皆さんぅ恥~t甘心応Iて国が心漁分1こな')

1誓岱…＼四辺土年直髯＝稔叩恥ん＾加＇恥 -l.J奴 、て．；衣即
2 が辺さしば追如9滋出茄をあ しれた。

ギ3ーザ・，Jヽ。そ心田砂ことにな•J3した。今度(1知,-;:行い・ 9バた＜也＾古~ f迂如手て

お砂砂虹lてかれた。砂和散かれた。 （田辺）

3月158、五恥ふれ砂松9ーで1i#:t住宅t嗚淮宅の合同ぷ茶会を開令ました。ボ和

知知省江藤さん甚1~~んり磯芯滋知．本宮。紅碓宅が13約40も、葛1

住宅がら1“如券nnてtた。3月IJ E/1:.宕埠園芸で知釦甜含うしい花を奪辺類彰｀、当日
配釦埠い、細如紐心絃き3ふ lB和封‘・ぉ花を恥1,妾ていたださ、その
貸ふ心vヽ炉ンダーがあ応·ぅそ＇とい祁‘クを切れた。用恵した炉,~コーE-．紅茶．オ坪、．知釦

苺．お釦手など｀元年ほIこぉ荼知和厨‘5和催誌該のて門姜て1-3位 9ょ？と

冒漕鰤9 -． 和亨、＇咋知、杓、 9予—’'冶私 、 祖茶‘‘‘ごの人コーt-Jだ
疇鳴~＇

• '．和＇，L柘祁砂、後？ていただくという4如盛兄ぶ‘リて•した。 1 唯一0勲
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毎も蛤さん ‘‘tタミンCや’)と喜こんで下われた。ヌiらかん乙｝註谷さ心’"上田さん註‘

釦し1切、音3い；一雑バル沢且知事が出辛9年。‘‘埠］でん、元気り‘'.Iヽ` 奴紐’’

”も力` 力... .,ていれた。名1住宅んれも虹Iの太も煮しく名癸笑び人でいたネ知で見ていてオ喜

し＜忍如冷窮沿‘終，た後も今委の住宅4粗経加さがいた本差ふ雌心訊：

気，＜も，咆紺れ、者しい一り蘇。 （本宮）

叫剖靡千く。望名心車て•第井3夕私噂召知．九井さん。船叫
訊砂一足知至，J着。サ位）了．ラナン和ラズ．たいつリそう．木°ト1...Jヽ ‘う．栢草．哀ぅニュー

ム苓て、春＾花々が知＜喜んで和る。禎lの方が全J着された9手、ウうすか佐9-1づ

一和••、一すいず炉感じb‘・ガいでもガぃ。見，J...で 9J、音瑳が滋ぁ、 9て

い知で‘、た永叩9ら 1ふガ‘'たが、、それ9J91てaじんぎりと逢t着，うた。ぉ荼

心．紐じ心てし1がらく歓談。印ネかの＂い＜台げ入如下さリ、あ•)

9‘"紅‘？和春和ん．位四さん．王）99奴ぷ店をお酉む）する。 ほか

3月19日、案2l回ミー元ング‘ヽ。知疇叩るわ給加9ゎ紐Eんて;.;-.む叩前回、ほ
弓ず‘̀

匹釦‘てを1応た今後違勤和枷ィぃて言令印因沫。仮設位宅~江がれる5績ヵが長

廠していく中で｀、以前心高和心本宮心‘シ、；胡如ぶ）方をもうl序我庇してみることや

即う1てi材間治釦ャ荼協会m・り3も動をしている他0ポうンカア・クiレー］゚a人たちとまれ、生，，，戸

濯知という発もがあ｝れた。そ茂知農の年硫ァ砂酒野んJ紐邸＂

研 1の松届～サ;toれ、ポうンティ1心砂9うなかれ．、印7ふヽ がという話をし叫oその多g

艮姥ぷ翅ィアも知憂各紐アクl‘レヂ心叶吟滋お雇更いして、北虹硫滋→

瞬叫,ii~靡追叩。加仮殺佐宅Iて力、碕翫ふ1いく力‘か戸繹も
題，aか）うした。北区”‘・テオィアもターがら l度幻のガーボランテ”アの穿t青b‘加）9ぽ力‘・；雌的

リし組：。？ヽ 戸ミーテ4ンクをも仮設往屯以外＾弁ももJl4メン）ヽ‘:...(/J人数（力t)以ても患理だという， 
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危肛99う‘？たのて打、‘筏B箇如んよリ知噂題の切リ土しが‘̂l3ゆふ缶里とい祖'
却思砂，色む、←か、ごの点について,3jたこウいう要請，，‘••あお冬辺砂てみないとい11

9い遠・っています。緑ベズ且ッ今林操£考廷t19滋紆がお峠区うこと1滋野台の

令佐宅に呼凶げ臼噴税宕11..（さ1,i"‘”‘ゥ詮があ）孔レた。ぷ13'蓄孔賛和＇``肩

野俎館心恥箕2•第4文8瑣g の月2回蜘かか）れた。討驀奸1..,.存泣さんてサ。
(lI..0()～Jがゆ）

いがらくIづボうンテ｛アのメン｝やがな釦"Jば速noすふとに初れた。 8躙 r勺砂J^ ぁ鈷I3

か心噸釦＇紹ii以•mt雌せん‘o お1沿和、国ぷ阜喝陪に加入する北I:

7 -、

砂した。加知用香とうもあ渚（ポう滋ア）和心‘ヵも保9合で`、病陛送迎か佗

て＾ボ杭ァの島sくあ峨tボ‘知ンテげて湧抜ヽりばかれ切，.可能な知錢nu

入3珈孔如がリがレだ。位佗、各9;し-J°，，沿在双う兄4 和名もか）れた

珀のク．iい7°lさぅ夜象なさんが｀•仕暴をl"3じめられ年 9C幻、ネ名さ応』廷各f.毛

か',_ンクッケ。狂` 炉9汲d今h93人社、包ぃ胡が‘̀、3伎呆谷？人長＂限 l本当にごも

知紅けた。

3月20B、12仕宅キ‘うダ‘・パ ーティー。 9:30名が主宅のふかあいもンターに到着。払

か｀‘忘珈積祖ぅしをしている辺I~、佐伯でん灌恥い‘・如くる。すぐに 3人て唸釦珈

とリカ冷‘る。白葬Z迄でるところに洟邊込ノの知人のシ青，に位‘‘条られる。実,,前回滋蒻

命m嘩＃四清水如闇叶｀i-サ` 幻作茄といぅ診が出て、今回叶` i-サ＇り、°ーテイーが`

実現した。名ふ知逍和ん。り笙もニラもわぎ‘もニンニクもすべてみ訟t1J9lこする約,~とい

”な‘lゞ ィスが初、ふれかも9ーが中9て3わ包わ音が‘品くトントンと響＜。ン知合度邊3ん力‘4

采られる。渡邊凶lさりぐ‘釦叩葛,'由和,)11,て、入れ替力るように伊藤さんが登場。滴＃ざん、

99藤必心祝美のケう9滉える」と喜がa声。伊涵さん1土み訟切` ）I1ほ雌如を紐<Vi

に包サ水を切5仕事。が切1)づ砧材糾ll清水1ん力‘"降のミンがぅ昆も‘̀

10 
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鉤印、t溢．プショウ．ラ—；田が｀・て"1咬をつけている。 l2B呑前に初、仇7しす｀う

麻の科，｝、小力ぃもターI凌令かる。打西田北．小野5んが‘妥池、てき証った

和冴＾＾具を貶の中I寸女、心く。見る間,~ID/)個 I舌必．のキ`5-ザがで知がる。その

恥 1;J久米北．井原也．谷訳んも加切、ぎが‘1くて.き上がうたキ` 白ーサ汰並ん(.. 

いく。利茨た丸も信ぉびて、れなみ灰ゃん、みつ｀iおゃん． 1- くん．ももISゃん．拍紅くんな”••が｀

奴 Iこれ‘フで窒口うに作，ている。れなみ父ん,さ ,1、さぃ花の5うIてキ‘自ーサ‘'を包m、る。紅9浅老
ぃ1i-:.1乍，てば、かがtn急印。刃共紅の粗今91箇井さん．依碓aん。 2l-t.}(.共たちとい,t..t,て

叩位ぃ枯力‘いう、作蟄げ丸。和ぷti全く咀清水でんぢ渡逢、さんの1知。でをとが，

た名牙>、2皆信＾・マいく．私もt江口咋見をしてみる力‘‘;:::,ンニクカ‘●●よく祖9vヽ ていて、おい

程呪叫漬9Jcさんり奇船＾が1・か函V991る。和9奴ん迄囀玲西田奴9 ：：：主人、

譴心褪野a ．新屠般さん、小` 樟だんも出て妾られて、皆て＂キ‘シー咋 13坦‘る。ま嵯

じ~11, ニンニ？のに盆が｀｀立がめてぃる力‘・；ぃっしFlぐ復べているわかしだ硲，におべな心全く

知1ふ紅o いくっb‘のク}し-70に分がか1 テゴルを困んて‘‘おLャベ‘•)をしプ必‘"シキ・ヨーザとか‘、

索しい砂じき。ぅ反井さんゃ銀野さんのあ‘父でん如＇佃釦和 ,1出前も特..,ていく。長奴

釦作っ和キ｀3-サ沿考t1“‘IJ4祖。千＃知JIレ大変でしたが＇：オ当に 1ぶ抄‘9J全がれ

叫。濱逢叫たん1年たくさん釦和3，巴砂カ・ボ。4知：：砂う(I私切社）釦'}

畑叫名と言われていaL紅‘・；がが盛和ぷ全てら （田辺）

こ 3月23B、有馬住宅に::印ば、ゎ昼鯰。ボ均ンティア田噴．官

本．佐伯．大野．衣名．田迫．急＃が知0し,~.細 '19令39知骨合し、ミー

切‘・が終3f委負和買心しと．昼負会を奴やかたえの記紐品(1:i:イスタオル）Z睛入

し、和馬往名＾伽‘→うした。第釦加着＜と早逸キが‘̀')1江戸処理を1和績を作').灼な

寸胴含品で全てtラ昆€冶わゼてう9渇完了。 /2蒔頃ヵ‘；ホッL1°し41ん`況｀｀むす切X麦そ杖釈

11 

80 



始めれた。仕し方に多が1£しさした力‘ヽ ：留守の応訂クJ}＜、債会所に菜シれた七Jされ源さん

外応ん． 岡郭さん。 寛さんのみで‘した，，少し名いヽ昼食全ド 1砂ました力‘~:l.,ても良＂沃気叫’ 、

知ゃが1J君囲気で貪専をしました．々今咽おんの煤吠みt切夫免狂‘``とても上今たらた

ので、`皆双きJ:moth払箱4気てし`た。松原3ん I3rも Iがリが涙いてもらたお蛉み

煉さ9”がい，_,ととても喜んであられさした。たヽ たいの人9さ2～刃枚経のお七祝9文麦き召食べ

とてもあ9J”’‘｀ーキ不にな‘")弓咲。が程度ぉ々切汲芍t践g,9-た作、

名、籾屋がS出ておれが・カAd阜和‘におnむ）し、後夕食のブーヒーも飲ん

占 で（寛さんがらの差し入り片和11して、 I“'手4勇有馬住名を出9け。留

拓力が初＜て 9煤·z••した力‘．．乙ても索い昼食幻実吃乞する皐が出采ました。
濱＃）

3月268、 JIB知宝謬渥I芸で透店；さんと合速。っ”'字五在．和野台葛2住宅のふれ

砂センターと和厨和野台第3仕む集所即椒葉迂物と虹野切沈ぷ嘩＂貿

坪定。知厖見替叩の方を見て、比較的強くて釦やv”'木？ソクがいいのて．i3という這，信
4い意見て•4鉗；かむ。免野台のた叶ふ1)や戸―一． テIレズター． 和）アンサ9、乙｀、数績類と

づ°ランクーと土を買う。ここて｀`追う言さんと如、かて、カ馬住宅砂 Jり勇にガが’ックをお酋む）する。

麻恥1づ祁伝雇丸．凌也、第34主屯ヽ 1が知位919i知ん、印這知却さん．窟磁：

知細ゴんが出て知＜だがリ、，3ふがも:.9-と偵会所I＜置＜。五之1ど釦住屯て11冬消枷

冬哀がが釦“ふ如あいセンター＾ぃくつがの窒内キ直祝lが寸もれていたのてt新しい糸象が各鳩9<

入り、春らしくかた。 （田逸）

蓮信でんが＇田辺さんと釦考圏知 10ラングード植んる花を蹟凶切句訳る。切参

“鰐台往如配布。フぢンターに植以切で臼V'れた。右田払1こぉ紐＂‘

顔ぃれた。ぇ昌寿箪ヤJヽ°ンジ｀—他、着＾喜が｀力｀゜ォ缶名オ込かたたてが仮9をの

通践を知＜してく小て｀，）、でい花て•,．””'かじ、•そd,1Jの文和9て感激させら四ぼ。
（杉；”）
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3月怨B、 ホ門塾•長谷JII 広 3んさ') 7石 3999門バンJ 0ヽの入全があ＇）ました。 4月1-:.1J`~1

砂品谷9II1人し今ぅ社給があ＇｝、ポうンテ1ア冷勤が砂＃•託ししtした。みの中て＂定期的な

墳 4面で資金面で‘の活動バ五みが9Jぃということ（それ知1でも咄f'）のそ年1J,1峰と

いう：：と）、 3た釦回送ら"-1 （い)Jヽ°が金額b‘．．が‘らずケJ必ずt•私たちの；令祀lの身ダI：：

合った令複1..あろこと加＂いくつ力` のことを話しれた。

4月9B、切畑公固で釦．盆'2.恥．更栂野台．五社．項馬＾“謀召源lのお花見て・ぅ。

じこうが珈ヶ；紐祖釦昼郡和雨。当四9B鼓逍t‘1がらつき｀宦内（祖胚該館）に

度豹知戊註法ヵ‘・；皆1んm` れ見1:老凶,~しておうれたべ＂

雨を営梧て..in畑公園で’行うてとItし印した。嬌nn2れた嗜立、の

叫屯心宴が‘昼節がら藩嶋‘。さし1れじめ、か` 昼遜ぷ叩9い肇

8着む1J')、暴・くらいJ鳩応なJれ衣。釦胡i“”かなオ々
ロ姑•ノ所を合わせて約60名。釦0名が予想以山て知、糾和致ヵ‘う
（筏釈‘皇t呪叙：：とにし．9走が｀撫瑾成19送迎の4年初を切れた。）
炉レャ畏品ヽ貝養入打J9以ぷ担当してくt.. マふ逢仕？んと船弓l双、キ当9で溶労マ3て・し応

（おっ印ch-Iさ$~·れが買っマくだるぃ印げ：：）

ざて．如蕩信れが弁当が§、＇て々令，でもン—.,1 くると、特ぇ＾盲ぃ釦砂4吐,~昏さん月和お
t..几やシi~l.
し→—＿→一4

北．、作約幻知がれ9ほ。つ9研砂っ砂‘も l)..IJ..,~今俎和れ．和9”ぉ弁者を

知幻ふそく1弁当が蒻て、全夏て”乾杯をしてお庇見の始')て・す。皆さん、公缶,.:

洩,~/会す3叩名nめて 1逍泡~0で、＇クレ誓揉：気昧。そムやいの仕か••ぃ心に復争を 1バ
デ

いうした。第2佳むれ如ふ‘..rヶこム ．Iヲだ？J~ 社ヽとこう凡や.,1 采た＾を屯，如｀巾ド、 t••ン

ゴが：ムを作昴こじにし3した。 l人に I和やかドが｀グ危されすす。知．積．釦如いずれがパ

一並べ13̀：上が）以9ツ、景品が｀が砂:t,-.ガ9てい9す。
\¢•:,.::J••ヶぅムのオ袋戌外玉が面・）如がiす。私b‘.. 

番ttうと、劣湿わ渡邊也力‘"大切和焙丸

13 
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l<n和 biうてくれ材。その数字が出ぷ‘と':ぁ，3：'”5歓和rがれぎうした。出た茄ヰを書

ぎと和91J3が人(/'I1咋。 4吋回須を切士れ紗＇リー 4，.,声わ`．．力`ぶ9手す。 '}-4にな，た

人 19虹砂‘・勺ぶぬ数お繕”す．単Hm'fシム 1iが1れ｀＾亀 ;f嗚寸安淑を帯t•• てぎ3

したo和 1咄釦窃‘叡人が＇如 g,3伐紅9わ払aga崩凌て、自分が灯ードパ喜o峠

奪沿如~Jヽ＇”....と1和か3人1\t＇江応以Iづ案奴t“長がに3^“”i心9応砂

岳益しあ立、咆ま収。リー今が＂心以で 1や 9Jが士が裔g,＜くやしに1-r.灯這双沖

珈。 3o1nl~どい弘咽印湛，1-危，こ才l3角ふ打、裟包ぎぶ思V`"' 畏品z.,4-11.マれた

和切oや加9さ給ん炉9いを知り．コー℃ーや辺紅食圧て）、ぷ亀慕ぶをつ3んたりし7J

が｀うに的叙iこと。麻、島4森さんぷl蛉＃？んが`

訟心•るキ養也、苓I4和叫勅界名の三宅でん

が`i謀ぷr、9る。jI"'キ品さんと佳〇さぃ滋幻••5隣

,}9第 3住宅^ 大佑戌．）II漆湛．谷垣さんmgむ—ト

，，，中央Iてt99む第磁むる田さん．庶199辺~畑3ん

谷vaんA9和ん峯峰豹さんゎ浅編，屯ブふておしぷ＇）。でらべ珀 ”g,田込．埠9内で人、
中4紐．伯がんが釦和..ぃぃ謂J~にガふ•3樟t~1 J珈（印の加孫でん．樟知

K.,0払．埠釦んの砂歩の簾がリが‘。相恥にI~~言さんと年がな代｀心咋紐
ている。そaか萎て；心追わシ危邊3ん．臣項野合拡倉如．ふふお・女畜4困浮又ザiが公

恥,,。 p益99ているラ如恥'9年ん,~得意の；棗欧心心．ぃ"'氾分。そんな、中を )!2

4iむ 3- ＜ん．杞iつ14ん．もも+3ゃん．炉うだとくん、勧尾和2んa4•3北．庚布野炉砂

訊．叫心知んが‘咋9レ;._,_吐を力れか匂．mがれふ9して’'み、尻紬い

和心むむ珈担如心釦吟和野球乏和双いる。准瀾＼のか釦｀‘栢

':>拿しい 1 日を過年”‘●’てるJした。 4••負けてi:＃紀'i?；佑迄窪,.,.松田北．碩

14 
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北屯~かんげ繕加。叡全した和3｀ ボ弩げ全釦••ク紐ふう。最1全れ｀片付9す9てつきあ，

て（た••3..,K 互れの遠＂内さん4雑1んi“池‘砂ざぉら3 ほ・
内全,,

4月11日、凜22回ミーテ砂＇；今加者が 1る。 9算闇の3辞賣即精雀碩nBI我紐

約泊アな必釦こと亀ズトレッ今イが投が5月13恥池9ること ’`〇ケア4紳訟心知況9Jじ
‘釣

だ＜？ん。新しい反）細＂として I;J重乞工が程当して第4該 ；ぐ月2回の．トバ如荘習会を行；
ことが

毅釈小9した。 3た神屈版かぷし元9ジら外ネットワ...7.I4如専請が‘奴命ぅ叩'’Ò5約

珀が、弓9っ越‘しのあ紐叫必9 •ヽ‘-aJ..ね臼青応て•松・：と、ただ紐転先“ケアについII2

で~3限）視9ガしたいという砂T"意見””'9した。 で沢和洒ア＂纂攘1こついて I;t誌閃

玲わャ和絃9こ錫加してくださうえ以外'"ガーボうンテ4ア（桑”送迎7、と．． ）ャ牡オを・起セ昧

心 3紅奢拿和サ吠翅が特1れ逼ぃ岱ンティ了9て知0してか匹加を内店）灌'}

込むし9てプi,れ.,.°'-。長り会9＜ぅ訟野3んが笛il笞硝む・ネって：：：沿れた濱祝9汝 9“令暉私

減呪か）、4月SBをt.,T終1松江JふJ3したo滋野5ん、長期躙和＜ぐ輝＃t`した。

4月1iB、北柑9中央切レで北区のボ免忍アを中、会が蘭ヵ‘れヨした。知n和席＾玲，t‘

琺叫峰会薙原紅研ァ． 方野台岱ンテ-.,1． コづ°こウベ‘. —和会 ． かよビ）台が蘇7.

和吋舒．船鵞約靭袖紐註むターの柑；元さん．稔和もか咲田
さん．如 こう

研和りー4却戒1んなmI)名I江。底のみ知西野以が進行1年ゅてく和、おく外

に日債ぷt會りについTiか合ヽました。打‘瑳在のうも會ヵ4和兄l：：ついで底の状3の浚和ぷ

入ん者が・,Jr.,.J<1ふ1ふ小わぃもりー2紺老隼た口間,1ることがて・初1Jいこと、A、れあい

雑“応鉢わても出て辛沖9Jぃ方ががいことなどいくっ力｀^円是．屯をあがらかした。ト,. 
--和知冨田~J..,I} ;””‘••合戸訳閉9｀湛齢倉ゃ 9人イ狂ぃ戒屯問浚

化し1‘‘がことをttされ3し知 、 涵原台り訟届さん,~各伍設付む知••ゴミュ:::.ティーがて・きて ，． 

ぃる中で、戸恥訪問をす和,~立如感が｀か、定期的9＜ク拓ム7いる荼詮釦｀済負っな

15 
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ざ‘tしていくYいううも重力をしているピレ＇ぅ発もサ‘ゑりました。 9た、コレクテ1がウズヤク` 几一9噂集．の

応募者が Jj釦,~ついても名がヴり、ての2与闇碍n,＜人胴鄭知叡釦／でを店馬約した砂

ごゆ‘沢；纂者砂如,,..,,.,咋‘. .;ィいるわ叙釦…した。：：の点．←”'”楳知心叫

の突名をされ引した。糸灸いて名和んや求かでんがらポケンテり’いして乙・切げ砂`わたらぶaか、

名森がえるべ｀きこととポランテタアがやるべ•そっ江,a. とをて＂糸皇tう1 いたうが力‘ン・ク尉湿夏

点が出され3しだ。加r改切口辺砂台の花知ん1<1個如mヶースがちがらのて`、＇その衣‘

戎I迂とて如9*‘}方が•姜ゎ，てくるか袋言され、うた元気アヅた神戸の山本？んIむ法人力‘.. と"ク

し乍いの力‘とい切力｀＂冷豹9の B姿1召万うという話をさ如Uた。 1告ンティアが~.. ~,て＂ヵ‘俎ウが

と‘‘ぅ問題 ,a 岱ガげ,-::~，て會豪9』呵懸r巧年と之取噛訊忍レ9した。さらヽ4冨田さば｝

祁坪Iこ対レてゴー1°ごク心~,む”『')ヤ朽沼1な永乞£りお叩｀津見餞を9”.. ？ていること、祠
ふゞ,,命ンテ4アぷも与会を企転砧という話が砂9した。；知に松尾ユんが扇渥釦＂知砧仮

楼住宅逸台釦玲虹む2用与行易研JIこれ9うツ』ち、4孜設仕屯以外-4JJ... Iこi声を切うた1釦 ・̀、

そ4吟1Jロ者が‘」lが味北、同様に西野叫仮鼓住むづ絞住宅が且度差1'..,いての指請

心J孔た。私紅のイさんてふわ泡成叫反課住宅力‘•あるということがたから如つあ3杖 5`兄15

珀感謬ことてす。玲ぃて本ふんがら,,中お知牡,~男杜釦没肴和9てついての不字が指棉1

れ、蛉食9-t•ズが柑びぃd位9’う意見か｀湛Jれた。和成叫、5給貪が改t“’‘る力も絞＾資料tf`

楼和如9したか3頚m... dれ神咤釦4実戎心 1`J9薦値いヽ Jうだとり：：とが”... ）9ぽ o ：：の恥邑負

を四ガがら、以1人4自己紅介が＂竹心しれた。そヽ 中で i3康の3如迫田さんが用1炉もリの問題を

指摘北れた。また4反設1該硲・ト叙住宅＾灼I/!},1V‘くンきが仔名じうしていくかという：tも問

迎点としT指葎がかりま年。 3だ託し足')~J.. ‘̀ぢいお池紅‘いか””‘：またこういうな:;ft)紅

蘭色 s')澤く語汲玲心‘ぅ埠面移t紀涅ぶれす。 （田辺）
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I<、発もし1=-)..Iは知意む責仕をも紐` いて、` ひ炉^．意見U/1全恥考双．ヤふるごと(J

訊因＜とい辺濯認し1した。ミー和り・り遁gウ固定すみ江ょ恥如ヽ

叫,A和•: U朽 <11固定釘i"そ達成 fーテじ和紐囁，，シ絹我の

り1..9めにお知泣1年 1くな）3した。 2た、嗚2,/主名で研9JB1：鉗心招心和卜",

＂心•蘇蛤4知／9紐）tギ和1Tr；幻：：ンカ‘••5和9ほふ冠啜細i兄
嘉和ら

13'-印氏'1如 52人ず五紐ぶベロ千和印，て遁I1回か和Iこな7たとvぅ3と、和穣

でんがシ功遁叙さ、細心うに集会所砂J用でい、4胡砂レの女宋む＜fきて`‘ることは心枯

“V)9滋。勇和野臨a、伊l18I＜孝ギれがヲ/7認｀さ人て和3軒にガリ訂が、その一和＂

紅雑魯ぃ箋l仕知宅て1ヽ 今配住宅当足和V‘ヵ‘いと吋？住宅紐ッ打。右野台考2荘

也彰居でい応99<` また領紐iさん籾わりりお迅位て．．、紐l日I:'吟 1Jt加兌兼
訊蒻知成• 9五嗅稟＾月1＆ぷ叩和くか）れた。ご噂知心I4年船

又．喩磁砂丘ん．藤函ん・虹蜘珪：4胡さんも知叩差いlg,、かい。
~t. ミー和？．．”知が他、監亙乏名庄公I~ レて I,、ただくことが戎知3改• 3た仮毀住宅

魯わ屈如ヶァ2釈ていくという:.tも訟臼した。 （田辺、）

頭13日、初JI9手切有野鴎館て名1回が1トレッチ」勾至。講師碍

返也．岱滋1V¥;危逢3ん．松函さん．和芯．直逍la倦お知吟潅細

各和浮：沈1バfvヽ。高和いが名I4玲パ訊逗が五社住名に芦t叶91：竹く。
1 

86 



知 13印訳i1高祁ルぷ望げ4るが奴欠令出し23A1いて、五社の知々 もそがあ‘今｛え、9E

如、ふで、1リッチに,-J知 1ガし‘とのことoてが^ ズケジ2-Im謂整双だ。

高和位‘＿名I住宅の雑1さんといし-¥1"もしちて桑泣1。7名れ祁めうこaてな

る。おう.,,.”'各9和いが用意でいた音弗冷砂、ズトし、ソ＋祖い的。

叫身係を重が9‘イくと力‘••、クが‘人がクが1のが、力力‘.,Jヵ・ょV‘且復ヵになる。そ吋中心

硲んo身←丑心r.. ふ·する。 g3和、心砂•身知動きた―o 皆、 3ク分 rtt:·紐銭:

使，た1Lしッ拉和浪V'：和ぶた。；虚1,iも炒渇加レていたたIf和 99”'1るよう

にし5う。虚ふたユーt晶齢咋f:.Iiもう少し軽如ぶが良でそうな＾r'：和6奴ぷざ祖

謀口みたい。

今与も新メンI\•ンの幕堡を知こ乙に初、オ汚ンティア募隻，，， t｀ク2配躇レた。 5月

20B 応 2退暦l ヵ‘げて有恥んが石野台 •免れ野如約4仰9戸全和 ~•·7i酋eってくだう

リれた。＃当にざ苦労ざ3れた。和ヽfャ••新ぃ必）ヽ・ンが• 8名（清＊冑印ん．；船贔33ん．

上本さんot雌さん．平田さん．且釦ん． A、な生が判t田さん・キにん）加が｝、山たでば・超昧

砂m和対匹L-1ください3した。新しいた）や遠1]093年知7て4屯ゆ池

恥‘うンティア募集I'い心ぷ 3た新角釈・・iがリうす。皆さんガ惰里怜命ンティア4新
印｛主和『'”;鑓1”だ
3た送登て'°t. 9そ台・鳥If)L饂
で“t＂れな鴫t吋包担全にな．1くだ3る
方 、 れも会9、とわふ．“{i.いをしてくだ·-:-~方g
幕菫じて直す．jたd卸屯心送迎位b

かポランティても葛隻してい9す。
今只•糾双その4も赳吐ャ牡4がある
か9ボうンテfアとし1管銭してみれいら
血•↑••うンティア；台會ntでれるれも急りo
g釦辿しうす．9た年酎い町・auん。

しぃ凧が吹翌ぷ｀くださることg斯條して¥‘すす。新い為1J咀fという

責急ィi釦与＾-t1·: 今即岱•印1幕衝感じたごと(“の反

応の少な？fした。仮註佳宅ぷ森て、2年以上たち、その存れが

地1或の人々に立•もれら如ふる和兄というわと月灯惑ノ＂た

枷憩ぃれした。そうした杖洩がE、私たちがほ訟蝶吠a

イ紐I緑”::.t^ズ切3を改尻咆ほレら （田辺）

5月25日、訊底珈）、o＿テ1ー。知心ふ．4噂心．ダト知．嘗

閉ぃ合わせ光

負9子台ボ沈ンテ、ア 田辺、9て．．
（辺） 9『I-'7511 
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知．，J＃紐．濯心知．箋てん．細3ん．和山也．退磁如年吠2佑。

ボ和町1“臼 ．A紐．4所羞詔．珈。心配し1いた叙気も瓜釘く通る良ぃ天気Wo哨
和罵、出い＃出て、IIB呑キc夏b‘シざわざバ処理を始めました。材料£亥凸秘わり、わた

を合hせて知匹殺pg,-:::9ふて4埠べIt芦斜1し、知心一緒I叶m、鼻にし9した。皆災
登l)tI辺さぶぃた心‘、早く約差む（千で＇）、たら・んすら心1Jめてや」と言われガがらも、与懸

命包んてな吋した。そのうち、り卸飲ヵウ灼訊、おにきりも一緒a切れた。紺銭度ざようマふ←

召めた所て頂l部四鉛2んがむ遺泣江切、おうざらいJ襄ぃサ在宅中,~広が）9年

吉対さんに1私、た卵£中で'~)flにしだ）、 4樟4恥んがゆ力‘;、祁さ次 ，—. ヽ ． 

雌 t転が、知気があ心昼負会が進みさした。 :い）：t｛り＼知。、＼ パ盃

均 1で` 、平此でん ．5-心森ぶ心”'14紐9て・ふ和バん1;1

r鉗胚具合ヵ‘"，要＜、皆Iご会戎知9`プ出たが、、今』が元知9ふた4で、皆逸ぅ知ん，1'

知忍ヌ．知ぃ凜辺様I:9かれたバ；む・れてい3年 4-IO，，ゑ、さんも ri初 9さ皆ピ

麟知l3プ北和紅：ボ';ンラィアふ恥心お知になリ、今9'”'虔ぃd̀思うJ
とふ比1ぃれた。外原さしも遁心it和いだ）、 s-.f.̂企さんI3以前4主人て．”去所Iて

渇3象炉ヽ珪追lて1ふたといぅ討をか孔た。節回 、い1-:.¾が乙ても•V1J‘昧成荘枷昼食

森うたのて祁、、今回9さ人カフ恥9ぷ・珪呈第3，で印、戸班1をしm.,たが直豆誌喜ず

“紅J~さ石嘉昼負釦か）言した。仕知和この埠Iぐ箪却｀る気伽な，で下さっ知が‘、とても

良証凜ヽ‘1す。ご如‘らも羞ゆI,）1奇，て 1 頂,1~楳9辺舷這んぷ々と企必していきた

ぃ濃叫す。本紐虹昼訟ぶ実泥t... 土した。 （籟井）

5月2rr日、和野俎館で箸埠距叫ッ廿科紀応が辞忍.,,泣社住宅＾方1:戸
紅イてく叙？て、久i品さん．1左緬さん．企田さん．布細で人．54.tさん．高田さんが出紀
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かる。紐如瑾噂希：nJう1を加うt̀‘’‘ キ゚）。ス1条さんり‘・諏；も‘t力,・;1、夕れを雌心屯
られ、叡火暴亥。イ材桑^ えI1身係が力‘穴心が、 r贋l称が‘ボ°キンギキンと

音がするルが、 r身係が滋1がら^ん.Jと力‘色々 力芦が` 上が）ガか―>追

んぐ行く。とさお').tがる和、者つい吠き士してしゎ。著伐使，で、91↓."＇

筋肉 11吟,~ヵ‘たい和＂身Iネ臼9和和9沼町沼寮もふる． i五

舒碕該さんも4れが‘` 辺く匹か9ふヽとさI:J そ^えのとこ39てf祁ム1アw、．．れ。

音者濁さなら、身付U弗ぶ法）嘩9和 15逗動が匈訟ぼ逸、。心叫伽 lじ詑ぶ吟

間が終峠。木｀うン和7這和ん．本宮マん．田ふ湊叩。

6月1'78、麻野公i釦叫が瑾冶璃．和Ic1 碕）寸お為もしなt‘9紅,~、五

叫む方が7紅ぉ心．知和d うし．北届さん．肉印．佐涵孔．安田さん．磁

マん．訳和ん。ぎょうl33わ細知oポうンラ心這3し．和a.＃ 0メ ．杓宮さん

四咋noし、 1玄心叶恥/J.'）印した。漆知寺坂心禿加浪ふ知

て、忍患ヽ←街れ、知、していく。 3回令をべむA13位面さん．諷つ'-,-,.ボ廷

埓t"'てきたい噴裕炉,5""わいっtのことながシでふ⇔ガ者釦扉なが）、屯知糾
t叩n、ヽくの 1改和の良ぃものて．．、 t,乙”•沿靡和以ニュー 2柊えてしか（田込）

6月98日亀 窟24日ミーティン9・、。角加和J0名、ネ7J妹加1な清＊？ん．該倉3ん..t吝さん。

ら':自己絡介tし、また有島がレー7°ヵ＊渚野台茎2作宅も程当す臣が5知 '}9した。新メンI¥`.:-,,

年に輝］さん．上和ん．清＊t着？ん、第91詫 I<I知 ．エ田也、噴2項馬
雌に枯厖でん．＂柘釦ん ．れ丘んが1JO*’)、ラ責木昼ぅ2J..,,139月択衿維”‘

ので1')-t・瑶釣叫冠1-;:かJ9した。惰3位宅旺環幻I...1ヽ ぷ衣Cス

”）ヽ●::..に7が〇ーしてレぅ伐事巾沿^ “&懲ぷ99す。昧、あ仕争今9.t叫 ti,な

浅転a灯庄叫周繁道飢ぷ¥cl11)ーに加ぃ江を＜今修必も勅予定江合
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”奏加しlい9：：以という祀I紅和てしっした。そのあと g坪戻('96年S月岱’97年4月3r.. )が公it稼

恥細れ、承認マ"'-'l,1:.o（詳L<／3P92(/t鉗t衷酎告喜が｀｀覧沢い）今後混知我也

知匹逹田さんが大正琴直奏をしてくたさるといウ診“'}、本宮さり島和ぶ虹•` 6っの

麻 I也吐られ釦（細とにか）9した。叫,,'月2知）喰IB和ということにわ’1足。石｀

訊ゥ39む直｛圧如,~んにれ,;釦応叩ふで今回り丑遠割祖いや）た心

忍汀•江、 3月のミ予ぷ： 匹申こころの怪ぃのェ島冗•ちふ令Jll'I 賛目匠阻,..なか凶潤

駈和越‘でA1‘｀琺． l危私が叫瑚作奮所 (1紐傘1心呵）註‘誌ぬぽ辺、あ•以

枷屯袖l1饂虹I凸滋 2Aてふ0‘滋ふ砂知松砂姐。

払たちがイ知追釦兵；＾Vにウミこう^1勇遺心、註1ヽ B~遠ふ蒻

”述jす。私たちの；台會nLもtnヵ細l,1舌える<U^てき9ふ、内知mといク
ことt̀ 、自視哀し 、 出屯急全如—致で秀和1用れ9り、紅（切0円）のカン）”

振 3した。晶咋に、：碑ミーテ4ン心が、久し炉｝にポうジテJづ墾親会（昼復銀t衿ことにな）

乱た。

7月1日、祁稔尻館沢、`名碓I距スLレッ墳極。茄追宅かシ森田でん．スィ星さん．佐面

1んが知nれれれた。和的珈ヽラジれ瑾け台ふたわ屯＂、わ紐砂し知咋ti奴がっ`たr.. 

す。ボうー-テ47I3移£さん．5和ばん．本も込．田辺が知` D。いっもか乃Iて身fれ 11<・す運崖ヵと

1 時闇l3口和れた。 3糞g，が含坂ざん會蒋令員を1島たアドハカスて•‘ 皆さんマィヘ°ースて身J狂も

切れ3した。スィ和心‘此巧砂しろいことをも.,て 皆ヽt宴わしたリaa、差しいひ江そてサ。さわ

心 ‘I<9応移I1る必叙＂3.,ヵ‘'）あわl1<、m、いい気分になべ、IB呑暦］ヵな科）3年（田辺）

7月138、直恥‘-の文和＂匂恥）がて・ざ冠如。あ荼全と“9昼負か炉飯
k磁 2産更932とにして、屑，島4主名が恥羞。 1，そくお荼知準1着I立＇）かがる。む う、名11絡

nn(It、l、ザ生木下で人況哨田さんK 筒井さばか｀噂、心訟直阪l"紐いる。コーじーの

s
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なきおを習って、そ心laぁ茶釦tを小いに並^ て^いる。和しい付畔加入,-:.ぶりついうれ

しく9dる。そのみと、甲虔田さんと4明脊3ん，が叫私i.2紐こ分心t冬圧芦さ七` ナ`て9h

み。追加砂紅93クト知．和さん．祁渥！さん．、は広でん。あ荼

心m、、J、 I鴫加t:... 音t.. ＃•L心 ・^りして..5と、和譴I}にな）ヤみそうなJうじ霞
す。 伊廂でんと知が内ょ心重i刃，7和 1.Jと外へ士る。立知裏偲j、埠I:

竺 空芍1ふ1ぃ3所が認算町が）か2すこ3ヽ ・知ぷ屯のみたI^ 杢足恥キ釈（江却、

伊和ん9サ即虹伎て、~<~委直年、川侵lのう7そうとした繁みをメJ'， 1づl,"め

る。いがくか）、ていが乙、雨力‘-.tが 1̀‘る：：t.1'気ぅ‘く。 2樟＾一畜怠四ぃっ4罰こか、I4和んの

む・ヽ臥、あ・9̀ltamぁ祖。 Lう朽．雨口が）雌心ぷ土1辛紅て｀．、お茶幻

終わり1:.L、皆彰r)El叫紅和佐伯さん”'令釦い1紅和祐乏、松底ん成珈

でんがさん、~b諌屯叙バ宴雑算2 如（むめ、姦a,召祖つ‘沙•7戎9ごかすての複

”だ）2、田和んも社更江庚寸恥紐b` ぐ蹄煮Z和和ぃふ l胡闇半北く知と、力初

が雑隼-メ‘」•I釦込た』ぅて．；イ私もさ人と箔北んしつお昼心．c的とあ｀瓦買心し,,りテく。、I,.林

3ん．伊藤人．缶心が•9.,1,,1辺棟．の薫、が9っ初夏ふ會＿．彎Iくの、す，っ・）とする。そう t うtか）均

ざうと Lていた硲Iこl硬遥3人が9和忠れ、木下さん．甲岱冦Rん，ィ虐ュ初的｝和濯

の様も雑箪1メ')')f”m.iこもイ和終わ1. 坦会所にれ妬て兒る~,叶3グれかふ•3。

虹をてi払Iヴ公），，げる。冷たぃ姜応•が•しい~ ,h和砂姦如3 3でワ—む紗｀てお小、

気孫ぅ釦そうにお距如て•お心．和い灯―スウ—と知科召和俎匂‘-、な活

って汗砂咋乙9こして、気伐咋11疱該すす3.．謹か2人,;1,ii年 9g')た卜ぅンフ°£叫。
もうツ~ゎ

そのそ Iさ註頌3人がさ虹,~かfbャ・Jえ埠如··3カ‘：心a のみこめ1ぶようす．それと私が様灼

兄いて、 ついふさ均してしむ。 29辞和1つ 1紐ぶti琴•) 、 初紐宅枷m。和9りに

知四心浅恥ん.$当にざ百締勺て・し和 （田辺）

（逗誌） 7月10日長谷199 鬼ユ2 笈o~,るカンハ°があIJ、¢和209()円の枯辺ウが＇あ93法。
いつもあたた応9ご‘‘妥樟£あI)かとう：：芯,,す。
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会 言十幸殺全与書

乎成8年 5月 1日～9年 4月30日

く収入の部＞

項 目 金 額 脩 考

助成金収入 100. 000 兵庫県社会福社協議会．

寄付金収入 540. 400  長谷川宏 (475,400)花岡．蕗沢．北六甲．第 3住宅

受取利息 5 4 3 

合 計 640. 943 

く支出の部＞

項 目 金 額 備 考

支援活動費 364, 652 茶話会開催の諸費用花見他

消耗品費 59. 605 コピー代 (55,265) 文房具他

通信費 60. 707 電話代．切手代

旅費交通費 64, 574 米運搬費．ガソリン代．通行料他．

備品購入費 1 6, 000 タープ．コーヒーメーカー．額緑鉄板

保険料 22. 920 ボランティア用自動車保険

合 計 588,458 

ポランティア33名

前期繰越 361. 876  

総収入 640, 943  

総支出 588,458 

船弓1典子0り次期繰越 414, 361 会 計

上記の決算について出金伝票、領収書などを照合した結果公正なものと認めます。

宮 本民4号9監査
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有
No.12 

ンアア通信
綽集田辺、正罠＇」有野台ホ＂ランティア (q91)'7591 

7月15B、ストしッ打噂の5回目。五社住宅和1サ‘つが^片頁ぶれ、久4及さん．森田ざん．

佐祖心知。オ与ンティア,1高和ん．板倉3ん．松田さん．庄名aん．田迎の坪。紅ゅ.,

くI)と狂遁Jq遇勤力ら`（孔｀い、今fOIiざし上に紐ぷ‘、全身を松く＇）と曲沿運動が` ‘

身知各部を叫・和尾勅が行われ9す。逸；中、床心Iて身体ぃ様忌（` クールダウンしてい

る~ ~,~ rG紺迂グ”.Jカ‘・斌小てきてオ当に巾った）と身体む＇邸ことがて・された 。そ心と,1
4印、 rおで1i砂` み」ヽ メロテ‘iに合かせて、ガ強＜足蹄みの運動。渇師り手汲さん勾‘“

r笑顔で知的うJと芦g勺‘¥1如、佐藤さん応13r（テぶ°ヵ涅くて）吼<')宴ぅ斜
捻がブiぃ」

砂う声。最後に籾度、全身£のIざ1運動をして、終3。ぎょうはそのあと4遣康謀＆。寺

知叫r年をL，ていくにレた力‘.；て、筋肉がお砂えていく」という3もがれ、

久保さんh‘̀、rこうレて皆で4t3って々い‘うで`？る11乙‘‘、 J人だL1功`加‘ていきな‘

ぃ.J~ a和人ていれた。屁森さんIiJ ヤさ••力‘-．翌＜ Tふた言もf されて，負鼻孤ヵ

)'｀ヲンズのことや加リーをオ具｀）す孜なぃ勺‘1江，かとしきリおしゃA••リカ‘一糸灸？印した。

/--、
. •’ ヽ

、＇,J---
I ---:．つ’ )

—--· ... --̀‘ ヽ

四 16B，箕2S回 ミーティング‘‘。今1JD和蹄。さよう139月遁ぅ大正辛濱委会が益

患蜘。函欠のしが）を作る：：l.やそ＾印第絃を知ヽ、ケーキや知藝}．くだクを用
危す和など

£訟釦れた。々の、滋、野でん旬｀ら昌中見鍛ぃtt•ge') して 9在うがという託が初、色．色粒

切ひか）を知ンした董喜が訊心に置，，、かれた。皆、その元気心るような総が` ひと
月て＂気

に入＇）、 上田んが積に国中伽見揖・・・」，，文字t詈ゎ双、各9iてお願）すること1こな9うし

た。錢：いて各グールーフ””"む兄の舘舌が名・）ました．桓和玲太＾章足名も栢
約心）9し

た。狂、-:fflS1サ国で”せんでしたが、第2雌ぶ探‘全パ印.. 乾四和）
、這昨

）回^＾°-1で：祖紅4細 ,17る、友人のオ本さんといっL9l＜全しくやておられらか碍。さか9

やティングを早N,t,tf'J1)..tlず、・タ砂、~,,6'I ~棟釦·す。灼項1硲し＾久しぶ')^箸姓妥Lな‘)よした。（田辺）
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"月20B、9B狂崖砂紅如釦鯰心料＾石管認、雄馬渭磁如諏野
定を決め、4噂さん．滋野さん．匁ぶ）に知加してく砧高放知山籾．ズ野炉恥底

に晶々見低，炉窃和こm、名床さん．和さん．甲嬰田さん．印如渭咄LI辺｛和（田辺）
）＼ガ、のり笈目の私たら4人も行動蹂h台て吋。すす` 今`分けレて表言きをする。 I＼力‘̀キ1て13されい

: i 

I 
!t 
; 1• 1 l i 4. 

に内わリが描ガ人てお）、滋野でんがハo、)コンてい作

吋千ふたも，，です。 :(JI第2仕宅K1見在お住3ぃの

方,:3り。もうが砂以た粉｀•こ:..“合，てされました。

配遣ふ3お会ぃして直持今：Itレをすると言うてとで

す筋、8環が` ヵ‘が）3す。知‘5雑 1プしてみ誌ね

するごとに以、大野名．山キ恥../～↓棟、滋野でんが平／O棟． II""'3棟£私が分狂レ

叫。：：この往主宅m、もちっぎ丈会．負皐会知` ・ぉ細ぃさせていたたいたこ以“')、顔見知')
の人t出采たのt吋ザ、 tぅ会うこともな`dだろう力‘。今B(3自治会長の西田びんlわ‘2----3人^方

疇廷応うて、した。ぅ紅和ん．刃野君のク・ルー7゚ も同四辺感じた法Jうてす。庫3日令、キャ.. , 

今，ボ咄，立していた小労生が恥狂` たいがらと‘こ^ 行くん？」と齢心れいはて。そ逗くて．i・,..

その和お知応レい人が恥今入小をしていれた。 （伊藤）

贋い出しが終切、省．約1かもに着＜と、嗚2イ主宅K行只いたメン）ゞ ー`もちょうど着ぃたところ。

仰 IB寺を1わ，ている。侑乞所に行くと、小林さん辺噂でんが` 阜<*‘涅主て、音P和クーラーで‘

和噂ヤしてくだ名ていた。名そく作業 I"::~リカ｀がる。宮和しが桧取）をして下でって、 11涵さん

tJねぎを知み、‘トキギでんがきoうりを切9てくだ冷。その項m甲斐田さんと木下さんがそうあんIでのゼる

狂したむを` 知`て次禿いている。彩源3んが‘らお借）した1刃 Jヽ°ンの古周子が良くて、 穿

；四':簿知卵文免ゃぶて` ってvヽる。タJ-てi3ぅ五野っし．山本名．大男子君．キ公原

でん勺‘••H ぷ9用のダー 70;!_~；，ている。若ぃ大野君． 山オ名が松原？ん^ア)..うゞイズ
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で高ぃ所，ての＼釈、砂を経がっ lプる。タヂ,~力＜我れて、その~I,bっ心恥／磯Pの

イスカ消おか、オ1¥,”'て,;Jテーブ記70スが広lう・られる。クに准僑が終わ，た加la'j:.野君．

山オ名 lついうがをわ名‘ろし、戎涅和人11 き社）をt1J，ている。松原也11 卵文受ぞ＂とこ?I~ りす，1

臨Aる。未Fさん．甲斐田マんI~ とが盛），，，＼在している。ぃおくすると、平山さん．三谷必

が顔2 出さ小、平山さん Iがクっ<')とダ)..<1> テーブiして ‘•特，1 がれが、当谷さんIJ今佐ヽを中、‘`

松占小ゐ。私＂みうめんの番ヽ 9っ心‘.、ナレ紐がt見て、 rそうめん2水ぐぬらして、かと,1し砂

はし盛）つl1位 3心 Iてて・マ3すよ」と言かれ、わ')l#`しを使.,て .t今に盛）つけさ、サふl碍

釦 Iさ1令l炉算僑虹。外原也．苫各1 ．ィヂ藷さんが中で` 負象をされが‘ヽ ；そ，，ほかぷ祖

13とんm..0‘-9卜。平山さん．三谷さん．滋野5人．丈野兎．田辺．山本厚，｝＃本さん．松原也．

四紐．呉又、心` ?111頁，こテー1、ル 2 国み、テーブiレの約にI~ ぎれいに匝リつ11込た．和贅

色碍：と色臼砂‘fよわめんが並、3、・；むぅ惰嘉の見績）々内容ち秀えてく人た筒井さ人

が雑謡h‘●●要<、 3た導免杉：｛白さんも試験のたJI,1<不知加加l°3残念知‘：索しい貪争

釦や令｀）召。もむん知‘シ ロいん以ぷ府に入,1行く。皆でん岱しみうに貪 ・^てあ‘うれる．

r外で食＾．が 1i気衿”がいいなあJと松原でん。四＃すでんも r瓜、が‘̀o妬 9ていい気持ち砂」

と名.,1が‘られみ。貪争tレんむ、めしつゆ<111-:.．切Lヽ）力を •J弁叫滋野でん ． ラ谷、べリがで

小ている。 3た、松原つん彦谷心扉]1項馬住宅^ 花叶t涅双いるといくだみ^ ことが

診糾1ふ）、平山うぶ島て信加砂ガ7J.Jと言われている。外でぁ食参会112時辛＜＂う

ぃド終わ，て、外のテーガレ々ダー1oc,, 片ぶ1ヵ‘19じ紐。中ぶも貪器をぅ先ぃ条冬るb‘•:A、

マ)
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恥力‘ヽビ1-t—が飲みたいとこ｀、自分て｀・コーピーメーガーをセット 1Kr3心、

舷所内で1叫幻）。和叫魚a:tんt~\, 、 1紐紐廷

嘗谷さんが出さ＂小さ吋あいをつ1准か、がいくすもちをいもれ
たの

ど ．、 そK砂苓厖3叫ヽ‘ただく。小林でんが買和和たい

もテープ）し心に出でれている。偵会所に残‘られた三谷でん．，）4本さん．田村でん．
常

谷さんとボうンテ“'とで 19各閉l和あ、しゃベリの花り‘でく。 8遠心名谷さん
ヰ＜お

勘むていた田村でん99斤嘗谷さ心）¢ヽ なくアjる口が区9Jもと言わ小て
いる。咋計＾釦ザ

49令をさした項、松居、さんが．r名のみろそろ終わ＇）にしあ力 ‘Jこ和和1千名
て、拉

印＼う。次国，3狂外で吠死き肉でもしようh‘いう言台もして、 SB令前に19有馬住
宅を

証 1て切。

7月23B、Jじーのケアが1名会のJB目（最終8)てす。 S回日Jf"(/)碑 1を釦．`、 利厨分製

病．私阻痴品症． うっ病 ． ネ申緑症厄‘(/19ゞ澤いI←ついて譲桑を発すてき 9した。内恥•

紅むこともお） 9`た庫I2吟胴かう限ら小紅1令聞バ中で、四たi1双角
名を深めることが‘

で3砂畑）3ゼし力‘̀： 和 1高を合，乃枷くらべ社、りなくUもその入0に1ざたど）
，，げた^て1づ

ふ呪、咆ぃうす。マて、長終回の和ぅ，1前.dis回4如 9箋5うぶ、r未釦亨障各者井同作養所

逹釦2泡してJ~いうテベで、 具依印,~井同作業所cf);古主ヵZされかるメン）＼．．ーや広楳ぶの
〈北むっゎ念）

声2訊、朋くこg.. てされた。：：••8身のイオ、球を；む知討｝うれているの£麿1ぃで泣、若知中

でクし令て妥られたようすがこ岱 1て今1-:.z..る¥うに伝わてき9した。同v.lぶ3バキ手...,者と・
うしがJlカ

If合うという纂団の存fi._,1~レづー！以衣存f正引也瑶疾，ゅレても、今回の北むっみ会にしても、地

縁心緑9‘渚ヴ§,てなたネ吟滋で｀，かとつの希望のようl逹恥、ます。ま
た、紐加碑9箋を

五して，そ4人のそのまきのが：ぅ兄を令，ナ入Aる3との大切で名労が‘釦した。
（田辺）

8月5日、ズトしッ今僻1函4 回目。命加着4位面心ゑ田さん．又ィ品3ん．移。

4
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8月中句に五社住宅て以暮うし0中年nガ桟が狐独死てかかといク悲しい

出妥阜があ准 Lた。発見されたのが死（（食約l力月であたといウユいが、＇私たちを伺

＂心砂ゃるもない気科ぢ,-::ざせまレた。：心茶裏 t知て、 8月ブI＜密，急にミーティング＇

濯き、今回の3％虹tに対す5患を組合い、註社＼独死を再かくリ返，でないた如私

”'＜何がf̀？る力‘、2序却合い“”した。

忍 1らかた如釦汲厄如心仕・う意o床もか、打本名幻‘シての如知亡＜祁砂

知和兄戸いて叫；合がかれた。ポ｀うンティア追1回磁園珈邸叫お`今、お咽吋：

祁狙条1:絃叫たのが最和・‘、そ^ ときもあいざっ紅度湛ぃ沢如‘.,たこと、4影差峰さんも

雌叫淑1t•松心ていないこと，と令沢顔U恥おいぃ和紐吠ヤ•3ふみ咬羞ぷ 、

凡生委晨のえ心毒台が う`か和介泣｀ジ影てくる情ャ4埠叫うすta閉じこもリカてて．：こ‘王炉り

，，•ヽ？る心 I季以心が‘奇て・じた。

移ざん心和を心と、皆さん9て思•£詰9-rI, ｀たださ9レたが、． rボ、ランテげとして四r.. イ糸

叫こ凶がて響きるのがJr限界があるの9Cうしよう砂` "'Jtいう，色見‘ーいく，，カ‘尻）3したし、 3た退，

院さ砧叶点でm珈知んガ』が）ヤ命ンテr祁"4糸力るこしt‘・貢窪しいLをの竹政（特,,

保濤所）釦がウが必彰砂意見もありれた。と同吟'"荼i古会四瑾如｀叫嘉透

加ぼ＇）、近所丑かいのある Ali9"のだl1位`‘、 rそういう竹糸か）の紅なぷをどうす効‘Jと占澗

題も出が追ぽ。

ご，，，加、 3瓜．ぽが＇）ふ1J•いために何がて・さるb‘という蒻 I-;:妙9)孔た。五社住宅tia鯰

叙腎，知纂寄りが｀柾れ、tを員ゃイ双凡l-:Iる雑確認・を1すい、月2回辺訂的に祁訟£

証し、3た名戸の腎，色連絡紅把1雇すかとなこ瀑1本的な重ヵ拉‘吐てレ'”充うた、It社住

宕に4如わる人，，積炉心‘うさ翌，寸するむIててさ`るた11早いうちI,~主尻 ． 保達錫知台を援ァド｀

)mr'.:.ふれあぃ女畜担経員．ポ9ンテげ加が一堂，て会レて、認し合ぃ£もっこしに初9』と。

6
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ボランティアでも、イ士屁成が砂思ふかてぃ砂が‘況9-I,Iz具係約が全ふI)l打 さ`力`いという：：

とで、アンケー J..去り、 仕：民の方I~ ま閉1希ザ3Aうかどうか、今匠l，ておか；；氾1，̀ ヽ•9‘4‘L.. 、

いくっケおたずねレ班。4坪ふも合いうこしがあ，たり委がで、ナ1が9的ふ力が9クく．辛和池
(PIOO 

直和9昇るて研力で3した。乾さんがアン9-,_4綽稟をてい力いにまU瓜和恥tくたさ')、
紐 、）
2回目の診海し9tiさアング—卜の糸舌果店力‘fJ') 細b‘く尤を討13こUが使1した。その"''屯如')

詳しく9き込んて．、くだうったえも加、私たちが該朋口ぶが良いと思玲回苓もいく介‘あ｝3した。
和 紅`h問題堤起勺心｝れたし令回心繕もそクな．のて・す力'.:rん～夕心砂u易ぅ

”心舌紅9石喜訊・わb‘.Jというヽ が一畜tn虔fJ`問題として出て3Jした。レllれ以か高齢

の方や瓶匹な叫、私たち↓ふた．Lむ和tャ伐閉2 しや1,ヽベVが、幼→知れ‘＾方と1i~

と、ぐか、も払匂34,あi'}立ち入ソすぎ秘 力`すらわしく恵小かた` ）．ラ 1°ラ49，シーとvぅ釦・炒

藷しい節b｀和、この知ル如パ如、＇）知改めて難ぃi感但した。そ心ゎ•• rぁ冦カー朽
月日

＾”な炉が乍って、毎週ボ知9ふて、カードが9Jくなてい砂‘

切力‘で｀、 缶舌o石雀認をして,a.!=•うh‘いう才見笠O‘•あ）3した。

逗緑只ガキ＇ヵ‘万紗ていれば` 、こ 、近所戎Iこ大9たてみ1e'}

区、ヤ^ もの守舌を石営匹払・クレで、も1<；広野払1<

か戸厘繕和乍，ィおうこ~,てな）、しおくI~ オ姜廷見””.. シ

.. 

... 

’ 
E 

四 芦•"今ポラッティアでr

曲霙氣ですか．？

ポランティアに阿かご”はあり拿せんか．

こ ・
●賓Illヽぉ．b.,.るカードで會．

紐緑：し＂みどうというこし 9:1d叩れた。 3たこの問題I2私た1が4如ァてぃるI和 の`fっ碓な

も托釦る問題！て＇あるという北ぶ I和 の`住宅て.. "4, r1,.元気ガード心婁泡す3北 9改”')3した。

丑知迂這］社J が砂｝暮ぃ’”‘項馬仕宅ヒ比較苗9和4り有野台篇2-d宅ていもアガ—卜2

実花和t-1~な•9うした。茄釦加叱9緊に伊森心‘.. rもう）度、一硲む9直してう＂・丸

とgかれ含ぼヵ‘.....~も r地追に名ていくし勺‘94̀ ”‘ ぃ，咆ぃかす」 z 苓L3した。

（田辺）

7
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有野台仮設住宅 アンゲー ト 幸艮告テ（五社住宅）

調査の目的： ①仮設住宅の人々が現在どのような問題を持っているかを閃査
②結果をもとに、今後のボランティアの在り方を考えていく
（援助される側とする側のコミュニケーションを円滑に進める目的）

調査方法： アンケート用紙による調査
配布日：1997年8月20日（水） 配布数：90
回収日：1997年8月24日（日） 回答数：41（回収率45%8月24日現在）

調査結果：
①引越し年数

2年3カ月未満 2年半
1年6カ月積 2年 （窟災か3カ月） （震災直後）

人数 2 27 6 4 
％ (0. 05%) (0.68%) C o. 15 %) (0. 1%) 

※ 

無回答数 2。
2年と答えた人は
2年前後とみられる

戸ーカ月：き
一週塑おき

4 

要一

3

不

② 訪問の時何をしてほしいか（回答数は約半数）

話相手になってほしい (7) 
お年寄り、病気がちの人の相談 (2) 

弁当や果物をもって来てほしい（以下各1件）
買い物、仕事の情報が欲しい、ニュ ースが聞きたい、訪問のみ

③ 困ったとき来てくれる人は（複数回答）
家族 近所の人 ポうンティ了 友人 ヘルパー 親戚 誰も来ない

20 11 5 5 1 1 2 

④どんな行事を増やしてほしいか （複数回答）

茶話11会 炊10き出し カ6ラオケ
お花見 体操

6 4 

その他：（各一件）講演会、話し合いの会、バザー、朝の体操、編み物教室
お金をかけずに皆が集まれる行事（安否確認のため）

⑤仮設住宅について困ったことは何か

台風が怖い (4) 
自然災害 (3) （大雨、、山崩れ、落雷）

病気が不安 (2) 
交通の便 (2) 
仕事がない (2) その他 ：近所のうわさ話、孤独死の件

8
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9月2B、丸い磁釦8回目。知和久保さん．平＃さん．梓

叫田ふ松恥．紅。J＼月よ＇）知 aで砂ようになた平井さんが渤

"9て••四珈心吟。九月と心ふ疇しく巴謬・エ:....
9穴｀｀駈誌れてイ和知和が出桑た。レギ土ラーメ琳—の依藤丸

＼g貪しく欠席。仮設＾ぢ19又4品以、あ｀一人で少し牙れがたが合板さし1くこ々 がで‘

如＜1 ガ強いこ咋導で、今足4申かれ択凡4和、°キィ，oキ、笞彦懸命、たのし

ぃ四峙を過＂した。加｛令遁 lいこと、イタクタク・・・と孫紆r:.茄奴、1逮廉乙スダイル

の ;<Jj如き夢見ながう、おいり扉—9珊”‘逼択レきいれした。：：．筈労で3て＂し

た。 （高木）

9月10B、寓26回ミーティング‘；絵加者ム名。 1す吹正視如寅愛知県終印叩

玲ふゼ。令荼菓3とくだゎ頌青入13彩酸さん乙ラ責和心‘担当いなり、また柘心すレ込榊）

メtか）として昏さん1てぷ知らもする叫くなり引した。今回心紅4行阜既呈が‘gg押以・‘、大正謬

，，；名委釦ふ叩五ね往名が滋筏和野台心屯お戎ガ品埠、 主催のいも9舌リハ4キング‘̀．

匹翌シンポ玲ム虔言ひうウもなど、ポうンテ'”ジうして＂ノが担 L1可能な行毒4を加9するJう9<

診滋ぃ合した。や和9各？叫1°の；埠ヵ心兄。各咤．乙も入居和転‘ー、i—しす冠氏碩n

にあ，)、珀埠名約初免第l4主宅ヽ ア、嗚2雌約3II}．纂34我；t｝．m叩仕名3ゑ
麻恥荘約笈戸互灯お兄。小4主屯てi"隣遥が「グであい^ むづ汎ふやコミュニティー£1砂

：：4 自依＂瓦釦しさ↓問題Iam ＜るぷう,~、咆ぃ3 す。 （田辺）

9日“e.ズトレッケ梼掻の9回目，，終加奢I3祖追も
妨,,高田包奴贔久保如．佐藤でん．的本さん．里和さん．

仮毅住宅以外＾方て・1・つ乎恥ん．心さん．キ禾1ん、オミうンテ.(”‘シ

,a平田さん．田辺、3し．高木。ぃつものlla手1こ吾9尼”...年1J-b̀，たので：切知

，
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ふた為力‘ヽ人数がタタ＜念しさが‘ふくうんだ‘。宮じられた台風もそれ、丁角ぃ"‘シ和 、4

疇記応ヽ"1。野口さんも皆と一矮心<JJ‘勺いる。感ゞしてし

3ボ。（和3味で｀｛和瘍くー普段、i2・3日して出るが一；如

B 、野口でんI~狂l演虹逍、塙＜力＼ ヽカ‘うか力‘・うたら ．‘‘いいや 、 全ム9税

名1が｀う "••• 項いが返.,1 知 、わ糾和、と鬼ふ）今B13 和和んも喜んで｀応

か和 （由木）

9月17B、 如為迫吠吹．あ田菜総和んり,~円のガンハ°があリれた。仲浪

ぃ以の及人（＃原咽美さん．加藤g青芭で1..,．え申山ひ乙みg ．白戸4春さん．西田純和ん）

とフリーマーケ、•I 卜也＂て＂ドラ4 フラワーのリースヤシャドーボ｀ックス 1J心貝反荼でいた荼：咋l1"

を送ってくたでJtUの3L。心あたた9る乏莉tに感杉nの位1子でい心゜いです。 （田辺、）
9月248、午後1fJ寺ぶ）、有野冶泣錢沼駆祉もンターで‘大正袋が愛奏会L甜絃

四祝が3した。知g払知Iさ、五ね住名がら久保さん．野口さん森田さん．佐藤さん、

第11主名ヵ‘刃紐認福さん．富2住宅が‘ぅ谷口さん．井原でん．森口さん．第3住宅ヵ‘う

叩知ん。 l狂,~.ii野台の公団住宅にお住さいで藤原台硲采ら人た田中さん．宕山令a,．

吠区釣菜らがた鳥でんも給加されれた。壊和1くだでったのlさ、お也吟和れた琴

埠釦いう和環詮心数釦ん、竹内さん．田和ん．；紐さんの4名の方々 て吋。

恥絃滋姐これ和豆反言知主屯ゃ函限．免人本一ムプふL..て‘

濱奏会tたがたが衣9.,1ごられた数て・す。私成13大正弩^ ぅ愛

萎を朋＜t?tl-;). 効めてで、と・んな形の会Iくな知n~遵•7ていまぽ

が、石裳田孔んがおらグじ＇め歌詞かドを迭 .,1くださ‘)、それZ森叫初

砂て当日、音さんに公配）して、会心蛉子＇）ました。＼ 9V恥 ‘辺怒h恥ぷ‘r（喝奏と）い心

に駄1ください.JL証小たが臼が、 迫切ある項ふ中で‘l 曲目の r赤に応｀収i•さ ． 苔さん

10 
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I}ーし遂慮気昧。それでも I\IJ屯,~石笞田さんの声かうが初、 2曲距， r＃叫）」、 3曲日

の「晨Iクを急ぃて.Jと匁壌い＜底）恥‘可きうした。り皮消の戎をJのあとの rここに季あ').Jて．iさ

和て大合喝とか） 、 森0さんが｀大さく口t珊11叡い1いるのが｀•tp象釦訳。そのあと

もr船頭，｝、O見屯咸の月.Ir"、クが71レ‘̀J.Jとiた＜釦悲しJ、歌ヤ凶じみi..
した面謡の圧‘・初ぃパ祁‘、そういう遊1t周辺双叡‘ ・

虚o昌す~;いうのl1研g叫ょ如和がて.す. 1雰炉炉
r五和，，J訊澳咽ぷ董養を胤1和 1さアンコー）してす。 とがばな
和 ンボjrそ心幕ぃて.Irこ平和叫窪中心応

リク-:r:ズトがあリ、高木さん力‘●●て4クをもって）Jl添必噸紐 ,,.,.zt,~ 
福さ人と う坂表の迫ガ 9集1如知•‘ 歎われました。俎応

位田さ人のよく迫砂叫知噂い、、た私たてもびう＜＇）レ3レた。 /B紐,~息嶺
松が認ゎぷ訟,,荼言古会て、す。ヶーキと大福いをお茶豆吝 I＜おしャパリに花かで~ぎ3す。

知住宅の谷口さんI{(tぅ弓9っ紐‘し1砧）小野さんが大正弩が如で‘、 ガセットテープ パ

鉗者は閲咋1あl1泊 lつな妬和と盛んに残‘クー・カ‘.；1名‘うれ引レた。また項野団地l寸淮

まいパ田中払ん,~潰奏会が‘乙ても差、し力寸たようで：伺度もあ‘えしを名かれていました。琴峰会

のがzi送）したあ匹、皆さん：：：々 1i々 各蹄l謹まか叫‘ふ1レた。最料残たのIづ、

ポわ和14｀転ん。い和9ボうンティ1のな培渥；ぬ‘う的でがぷ＇）が経ぎヨした。鳥

さん1l最応片和13で吟低でい、相当にれリがとうご‘吹ヽ まレた。ボうンテlアの命加含江

田さし．井上さん．平シ免夏さん．ぅ青水さん．松田さん．年名也．山山令也．お知J.,．四迅で

した。 （田辺）

9月28B、今日雌馬往もの人たぢ力‘‘‘索レみ1てしてお此焼我和昼食知町‘
す。紅曰青がぷ紐て、日ざしが‘和，，と森、かなL，咆ぃ乱たが、少し愛t紅 ‘3て妥て、
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直てもないあた気にめくいわかれた。田辺，さん．伊頑紗‘•項野台第2

底の誌問を終以到着1紅、1,Jり消ヵで買物］I：：竹ふた客和ん．

紹釦ん．そレて，い荘生の木1-さん・甲斐田ざん99先に知、初キャベッ．壬、

底‘刀ど切7ている~~:うてした。 rおが‘、おそヽ’そ・iと柘呑3ぅ‘わておれた
，，， 9 

松原？んが府lIてJ,1扇（？）をしておうれ訂す。 r伽紐注叩‘.1と田和んが彦駐出

されたので、キャ^ ｀` ツを切るのを4伝ってもらいました。；令更のエじが沼が知くいと苦労している夕の萩

ち、r水を祈iすたういいJと言う砂‘・↓ヽると、 「いやa和‘ーがるがらい117れ IJと言う人もし）たリで` 大

釈す。これl3呉さ豆紐，てくれ念した。外て[34主名以主宅叫罰遥路I准如準燿憚

3.,1い李す。、3、小あいな畜パ氏平ざんそして住牙妓援か‘Jq＇サ‘:...の3人の男狂の方も和かていて、

綽，イ下で"‘3した。直如んの数宦硲邁ひ｀、必甜Jれい．社はが立べられ、甜れいな花

由設のテー1氾70スが‘‘b̀`1られれた。そレてポうンテげ所有が野外用のズぎ9沿：知和紅

さんが1知茅て下もたホットプ しートがセッLも出て 5算僑0k。,..？わ丈釦11るそ五角あわゼ

て、お肉ヤ寄妥等が｀今和で部屋心蓬が出a位。レがしコンロ吠が力かなか‘つガプJ‘V̀o

r枷‘しいなあ.Jと芍1人心がさわいてふゥぅ51て、オふ^ Cの中身が窄っlずて｀年ぶ判嘩、砂

かくもに的硲貪事会3咋3.,たo 早く硲和黎位,~し砂泌虹’ん厘さん｀呉さんヵブ[,：っ叫、

峠＂＇て田辺奴が松蜀で外原マん．問部 3んが出て呆沿西。そじ（平ムさんも。みりれ六＇わ

いてふる項4も心函ュ、出和ル，和心思ぃ和沙、3釦‘力‘.0和i~ り子が9ふヽと出て知1j` い

この人も恣を現した。今81"に所彰斡4v表4i叫却噂ヵ‘和朽で｀出1和バ、'"ざ‘
妙｀lこIJ1,年。そして森夕ん．平山さん．箋さん芥幻原さんの4人ヵ‘凋じ`テ-iim

ついた炉知‘シ` 毒もも砂：、出しィ，＼咋ざや祝厄こ紅砂ぃ0、入さi1てむ肉

の切あぃをレているJ...もいるべも砂‘心‘人＾中に出て巣述1心‘った承L2ん

が` ：：うして産区ぅにレてい加しゃ和を貝なる口如く1ふる。緑；いて鈴面台の公営
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知知灼9うかた1]、和位屑、馬雌屯を祁む1喝シかた名谷奴、も林叩呆池、:比(J>みが

んもいただされ和だ心` おくれてヲ伶さんば池和，た。 、`^ 人も荘"‘”'てり瓦房心l滋紡沙3

す。みん1れ•f`20人位9<Jふたのでいうか。／ふ</7]用意訴尤奇子n→t') なくて、 立，7いる人が‘9菟みな

でん双砂3ヽ しいと真んで露。絹か所が出む、こうして産見し＜和如四退、そして

知‘耳着t碩‘，ていただ＜楼舷h‘布船枷加紐1，と思ぅ。ヌ、最瓦私た1のグ匂°に

薬心rて二人の，浮生のボう沼1＼っとても枷いいと皆さんグ` ・カわいb‘. .,‘て下さり、一見こゎそうな` 品武

加 ‘(1ぷい‘序紅1い節ヽ祝をb̀；ふ・ど‘うな心孫て妥て二人にあげた＇）して I,、江で沙ゴ1:

妙み、料理の紐べ•もぷ詔良は釈珈‘')ます。ぉ年］噂ぃ ここ項邸4知心叩

和紅うて` ‘ヽ乙てもB月る＜ガリれた。そして、今g4話題3やlず9ヨ凶ぅ嘉捻と邸硲葛纂b‘吋台a，た

Iざが）の公常佐屯の：：とが99く、みな以紐孫しあておれました。長v,"
幻虹終ッ、後ヵ‘紐ね此机釦直辺3ん方I叫む消諏。実翌を

終えた1和）で知ふ知紐、そレて名本でしい羞む奴｀し和秘碩Iさ

短 ‘o‘l希和1て13粁嘉疹ふ改艮、9て、夕B吋 、一人吠と別い名屁

)：：,,,.,？記。 （伊森） ． 

10月'7B、ズいい今件操IllI{)回目。舒ルが申いよ払1¥,、ない（オ如洟邊3心応

んい枷·ヽかし込ば＜怯ふ忍加：••)かう）ヽ゜？゜ニンワ亀idあ浮した力‘: ＃ぃ絆が溶ぃていた戎

”島で申し込んで、高和心1度ヽ｝私心滋紺豆野口さんにも知泊如、少頃

A滋操t,・.. ,;j咋）1した。五埠が‘シla為孤叫知Vさかうり。』如如祖絞住宅以外．の

知知0もク9く、平恥ん ． 丈ゑさん ， 赤払也．丈＃念sん． オ禾れが•お八筋回 1訟r:·i1あ')

9也人が‘、今回も 1こ名ヤ釘j集初I双カリ丸知釦心お知ガhi切れ,J...fふマリて甘。いっもの

珈 i釦和谷坂さんの起1心小のよ"‘IJ11和岱せてみ1.J外も、忍 1-:身f辛わ11・していきヰ｝く、ウ

クド1J いっも中っ1~ ）`況た和船‘・がたがいうす。平＃むt3 rぁ情案が い^いのお知心拉ていれた。
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私l3逗起きの身低'°'ストレ・／今をしてぃ如で、昨身`｛和辛’祉加む，て1釘うな感じて頃9令

間が過和、さ刃す。でもJB甜陪］^メニ2ーが終出7たあ叫身低にJ"””'‘症ムが浜')
3す。ポうンテげ心頌さん．甚和ん．直心‘喬加し多した。

10月8B 、 五社住名 1‘•8月に起こった 1瓜茄頃心妥辛ゎほ釦リが｀柾A3

した。知四人fごの＼さ、五社往宅逸品ふ心や？—峠長．心ふ謹追ゑをlさし＾が紙

惰さん、保イ塁t条し．北：：：こう凸和9ー噸該負さん｀芥‘̂．滋澤叔ぺrースワーカー戎．

,3勾いなか柑謀知．1も知民生が知太々 ．命命了。1主屯葛釦最中で｀夕外切1む絃

援如ヽ••イ炉戎以？団印追牡砂滋皆さん応 l呑l'l疇芹勇gそろ辺レた。拉いに自己紺介

ぽがう、払珠噸動和知説哨が細心和］か註閉杖決厄恥和1d廿兼安

埃応）うし和令に引琲和えゃ和1切‘.｀しっが）て•さていて、咋恥議び拉11あ

紐ヽ5うす。ただ内苺ヵ‘｀ヂ茄i•シード砂箪問題1;9クいので；こ虹た11叙心メンJく•一

t詞稀4}＂化な浚す和1•加印る、5れるにころもあリ、 改渇でそn、€．の更桂しでを感じ｀

犀 oI項cmヽペが硲汲I叫ィ諏加対応いっ並玲2乙‘)合ぅ^ 炉‘"噴紐‘研

知玩、包ぇうした。紺里的呪咋心胡直む吋知係j5確認するm•公

1社科）多した。 （田」も）

10月108、五紅位む、ゞ ス・ツ1-。98奇五社を立雄t釈．更条硝．加西7ぅヮーセ

ンク—命）＼・スが｀出発：レ引レた。五1の絡nn者ほ；応す々孔1て。（印ば絡）今fB. 証（油吟）

竹田．渭谷．北屁野口．鈴木畔庄．喜99村詞．町．年（御埠）緯栢．植

国大森久保修蔽（約囀）．ふ杯．臼（卸績）．埠I内認山所濤．甜ガ包

で、お平和‘;,~山ぷ．浪条谷(~卸多旋）．平田．；爪逢違．忠和淋加し弓咲oふれ

令呟喬4武和ん叶途努36人タガiレー70てご差しみにり呑，ていた一日心充て以く。加助I:

証虞り知紬1んが‘‘ヤ心夕J原負がf戸 Jヽ・えて．．り和ふtにな）れ衣‘‘と挨我？れたバ‘‘‘
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ジ—ンとlしーにひび‘き、手当！：今B3て・ら月日と、こt'>Bをもして下もた方

ふ叫卸苦労b‘丸‘'てし紆手した。丈翌勾観光）ヽ ・む中でWだ）と、今火の

景色を全内、おしやぶ）にな念硫遣さんのお知明る<1げすな
臥叫。祭g噂滞砂釈車Iロス1ースイゃ蒔閉迪'}1,目的地）こ着それた。立坑

燎：きて・ね、みくろで陶器の千りを作がを見芍しれた。くるくる回るう＜うの今中r"、お荼かん．

珈ん片お知啄勺‘.、療知とうl浅秘1条るその今1,~．か 、旺息·t雑知屈印した。

i哨 、お和レ叩絃付Iう⑰匹如いた恥知り烏和,~箸豆、マあ叩釦

か•• あ5こ11 •̀ 乎力‘•會ヵg出し、いうんな鉱が出采始め、5為令みI'辰清

が出て桑恥。応文字．山．木．釦。品田さい如叫1-符--さ心

恥む砂生伎ぷで細ぃ細ぃ繕（知J£岱．，a力‘阜9:...Vヽ:-/
駅）で‘こわがヽ．絃をがヽてお沐惑じしうした。免9くの大今‘..＊五社平9.IO.IO↓--」
と入れておら小3す。桑当1C今‘の9条場1J.‘註念F9Jることて．．し5う。出品心）93迂＜^，て8B今呈

叫そうて＇｀ 五和場＜祖いクd負て―レ杓、 i,•ダょ風に7Jるのグレう ・・・ 衆レみ!!丙！足柘茎し

いゴスも知山を背畏咋迄釦羞9した。昼釦東条胡で＇鴻恥．私中雑虹

想4象していたのて和如碩和叫環9`用、竜されていうした。丸氾9絵費(/999

円）で匁逢ぷ恥たのかしら？．I．ケいじ配にか）令したが、、自賣恥心lレ9て百馳紅9J

')なが‘う、おいしいかぃ這配＂殖： （9 いら1Jふ云 \,•1J カ‘`5 全抒ぃたたいてし1ぃ3 した。

ぉぅて55で‘Jヽ0キリ）、中）、李釘昼負瓜署ぷ 名`必セ:.9-の加恥のるでしSう。‘‘恥、

ここb‘う；胡が‘見ん知わ’’、名E'）だなをぅ祖iv黎Uそり知・ヽ 、ギ必日艮下に拡がる景色．lて気ず

付さ引レた。 (A可Lまあ．I乙えわれそうて勺ね。）それにしても、空ぃLと水．^ ==-19-tそみて知vヽ

iし江 こl....本当に‘` こぢかうで迎”心も1本もたたでかた兒・"‘で

/ ~ -=--——_-:.. した。長9免＾目的況 ． 叩€!11ラワー~:.クーでiざ約2.g胡＇｀
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温割観賞ゃ叡箋買初など` 、森林浴呼、思ぃ思いのグ、ルーブ゚ て` 中`ぷ）過す；；とが珪采

1した。暑＜もなく、集＜tが、色魚秤炉咲vヽ て，` る花を中くソ昧かう^ に最逝四和た。

的和Jヽ＾しm．真知知切必►，7加｀／ク月の半＼がて沿恥ぷ咲ふ＇る<111~翌狂

した。シ皮巣谷四丑侠さん逢心虫立貪^ ‘‘るキ直嘲（名前？）に瑣む未がある坑` ‘私もつりこ

恥田叫。本当にいみレ＇ちなが直祠があ3もべてすゎ。 r、ノーセージめ和 I~\遥＜ゾー

セーシ｀‘心うな大）｀の円租が｀ぷ迂ふヽうす。地疇とりの）ゞ灌珀維薙

わ Jゞ う`が月を登L3いくが9した。祝0を遥ぷヤお沿しる塙枯でん砧、元気ガ

：：と、｀｀がたし．狂和劫ぷと甘中をじンり知認ぶ力‘‘̀a珈対し

た。広ぃお知｀｀、音奴ノじとに行が知心、咆刃立て・した力‘・:娯釦躙叫ぷッグリ．J!

麟 I;J湛1杯 I辺か）れた。 ‘̀1貨ぅあ‘ケティ羞ぃぃ砂＂と言信が力‘"云いがした。本当に車内禁

和紬払い透速ふこ砂砧約和｀註厳ヤ（本当？）され、該l叫 9辞 la1

約五1を走，ていれた。1、天気い＜気1)呉もぷ、す＼ざ` らしいヽ ふ泣恥曳しい噸、ぅ枷思

心心桑になる項てした。終加さ知灼知象んがそう，芭いぶ切。知西

靭的た紅残念でん‘・旧釦知方が｀‘9じ‘なが袋心心杭和心砂咋

紅衆レんておい逗ぃ＄す。本当にすてきな知—日、如が）心恥括ぃていただいた

ごLをIゞヵ‘ぅ感請れ1ふ力‘3繹池Lれた。かりべのお腹h̀●： か逗応 9ゞI改約

砕、屯心‘いレ印レた。科盗和的‘シ戸` ぶ令レた。 （渇木）

= 10月15B、亥1.7回ミーテ

心ンク‘；知0和＄名。初1J銹110

I~ 井上さん。狐，＜入只如か紅すぐ‘互乞で人がら Cさ人が` 亡くなSれたこ辺左隈＜。認磁

宅炉‘戎釦枷蜂X'J養請兎人才、七1今、られてきたな1n月。4月に1さお花見に元気沿£見せら

収泣知臼可砂むヵ峨1手年1玲。その加と、マ朽93絡no者が‘りー砂糸：：：tもあ）、砂ぃ
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に日頃思；，ていることを誌•ゾ合う形で｀公をすすめうした。話是

の一薔吋,~,a最後が一元幕知1.fる終筈4復興住宅の

募箪にクいて。功ぬとも数4凡募第があるそう訟、`迅

均た規森（約）材仔）て、`まと紐杷心葛第砂回が最矮。高不さん．本宮さん1.J'区おも

r/2月咋釦蓬、発表ヵ‘一庄るのが‘れヤだ` Jlあ‘"Lゃる。 /2.月に乃す（当語が決い、哀ゑ訊た

和滋和紅本当,--:.1J‘く•3めう芸葉も 1む。私13 な会ヽす粒ご｀と1 て1玲c..ォズ9兄を見てざり

が）9て`‘が存，て申し必必よう1てお哀している。/2月に皆さんの笑顔さ貝凡ょうにえ砂し1Jい。

狂 、項釦節五弩ィアとしてい‘”ばヽ‘る＾＇”耳：和と いうこ砂‘"訟叫こが）、本宮奴13

湘が` シいただ<Lmr-、クク｀｀応緑れ呵む知 「‘`
G恥くる

如づぷラデアを打復•J砂‘払峨）という

閑紅1ふク粒‘^'）がてきている」という託をさ""'誌。最後に、依、匁、伊設仕名に入和れ

て、ヽ る方々 の厳しい生年妖、、111和う令知如、そ＾中で｀本虻＂紅幻莉 t-rる＂：古姐し

ていがなくて）3という意見が出かした。r,屯立幻釦15れ＇が‘と口て ．、言うの,-1.奴たんだi1位‘'、定

際国叫益）靱ぃ吐Jレ私が全言m 、高ォ、さんが屯度も共敗£ ＜逗レガ‘力'••シ

、J；しす`らて・きるようl辺ふく和J z. 言い担。初t萱にId~もゼ頑囀てきがした。 （田辺）

~~at- 10月26B 、 有野台堵2往託餞釦 118呑少頃 、 私ヵ‘••第
2住宅に全易などの道臭£拉ふくと、もクふ小かl七ンター l1 空ぃでいて 、 会長m西田a，の危恥‘•

知る。ふれ珈ゃ9-0'Iすぐ積て13記）名んだ玄人がりすt祝躇炉ま？玄(I¥亀℃おかる。這島遅

び込みを斉崖ぃて-主人が他1-,:でる。私咳1-J江 fて11置＜と紅馬佳もへ。そ叫甜、官なん．

恥でん．甲哲釦しれ丸1拉 1山たIヽ°-^ 貨、出し。ぎ5叫お蛉収奴£1砂。／2B呑半すぎi'(

私ぷもとぢてく紅、もう皆必あや杖むI召如心を11.,1お知。入口のテーブ泊：：,,,篇11主各遵＄

プん．和四邸ュ．イ瑶lさん．和fさん。幻ぶ叩街ぷふっしょ哨項が見れてうがい。右知

テープルに1さ要和野台イ主名^ 弁公伶也．和住む＃原ざばI包3さん。打俎知とも1砂 り`の方しW ．`ヽり。
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約ひ必ツ台に4荘宅が決各，た岱ん倉そんと戎g区,~申し込払た井原ュとりぶ<,;仕咤4はをする。

そ項心、知呼4や窃痰和配逢立紹屈紅さん．甲知叫。中央．知嘩＃さん．宮

和．哀心違也 1むがるヤうみ没迂珠・ている。次心次へ1,‘々Jみx舌狂‘吐妥Tぃく。僻＃

叫祐ふ1位 1反井びんのおlが活5ゃんl1tぅおれて食易されて＇）晶況浜年と。レ 1.,LIに和心）て＾

如畷。紐釦積這瓦輝~んの農さんと＃底い雑でんぶィ坪渭和釦れ

たフアックス和凶繁窄さトている。加3日て最後は如複祖埠藁

直レ心t終加加尽炊毒場に行くとボう沼廿ヵ高木さんが｀幻 o゚芍

て冷伝，てあられら。いがくす社以荊1キ棗吋払ておれた谷如q妥れて、

＂の単毎，て入 5れる。和,i雑匹ぷ匹心だ。なっヵ‘ぃ思ぷ：：か吋

る．本・々”吠麦9と沿,-;`か1汁ぷ旨孔1てふ祖んkる。魚紅 1本さ(9ふて作迅たとの

：と。ごくのあ39未て身1本があた3る。本蜘知1J1-:.~や1惰鯰1む用事訂も峙環恥位

心‘わ和I~ ボ｀うンティア心塙さんぶ笑様惰ふ沼＜全詮g，：：入注る。そ，，あといがく

和葛2住宅＾森口四渇；て船れる。功埃，辺‘3とレぅ釦心切くっろいだ始。荒川で屈

づーじーi巫てくた切、訊応）しが‘心 因いたたく。締題れ・・うしても仕宅og舌，て。策谷ん．

碑3ん．若和ん年1てメう申し込んだ住むィ音帝立気,-:.~'i1られている方、社さん＾よう1 て Xrn'）の

“和•ヽ1吝券ff埠認区、1可砂‘もとイ如＂ぃ紅地1：渇リたいL思わふ紘加．色々。笈 1

瞑ふ‘"池幻釦らかるのIl-久し砂1t1,4t・:、ポ伍ァ這和ん．宮本さん．山山奇さん．私t

紐呻F屈年9ふ9砂泣＃叫如匹埒逗諏、者を笑I.,1のうす；令そ込んてゞ ヽ

くは湛吝穫て・西田でんがれ‘とこんにやくの入ふぬぎ浅？を作，てく幻る。こ小ガうた注い。皆
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噴ぃフ11°ぃのI;1か lて、もうl和 5そうになる。第l仕も知が「m、産しい l恥過濱fS
心 1痢叩と印、脊滋も知岱万サ’江坂片和ナ。第21主ない糾貨れたな例＜、

以以あり出1ブが進ん（行く。 3蒔半叩片付9すも終切、恥住宅の音さんとおわ切しする。

溺拳釦窒か和1てた〈もん吋々 が出1和くだ切、安しいlBヵ‘い糸冬小る。 （田辺）

10月筏e、 ス且、．I磁雀}}回月。有野台の方が毎回ふ送。はみ如林払．和
ざんす和．和砂藤原叫政幽Eゎ‘氾今811:i.人^ み。（前和ん．伍頑丸）私馴：4濱

キ1炉）＂lわけるが、名切（ポうンテ4アが）ま佳か和た方がむバ感じる。寺プ反でん力‘らも‘‘
今日11責仕者が緯tむかヽ の力‘と思いうした＂ン言われる。ヤ禾孔切‘ ”ポうンテ4アIて閑I⑪t紅

ぉ人伶郡｀れる。有野台の方9てお渇院名古原負ぃす5為に森たが；云んな寸訂，てさ屯'‘交

代‘に‘と言ぃ1iヵ’‘‘シレて1もた。平恥んに改めてな代£衣厘急，9する。

11月4B、ズ且ッ今伐操の/2回目。有野台O')太々 が海涸l/...

和俎念、B耀酌因に（這払．瀑さん．和人．紐

さん．廂厖孔．如叫：：．、一緒心知紀れる。五社住む

化廂さん力‘‘‘毎．巨l 桑て下切ありがたい。久保さんふ心ころ 1~4本み。少し逍情冠‘.·,;,iしい力 •ゞ以‘.

今811請田さん ．高印さん 4̂卸主人iみえてガ3象ヵ丁た。ポ・うン7ィアの姶1JOI3弁公田．戌辺．

高和・す。 （おネ）
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竺えランアアふふ3
有野台ポランティア (q9l)'759I 紺集 田辺正罠＇」

7カ月ぶ＇）ら函倍発行てす。 4月に1J.叩予定にし1ぃ和内が、綽准わ糾凍冶な乙→

“')．灼釦ふてし和ヽれた。：：(fl/'lo. /3 む珀‘• 7ヵ月分2喜0.t,i私、へ°ージ数が

?9くが）ずぎるべ`、 2～3回に分け（でさ和1旦いう51て発行しでいさたい幻包ぃ3す。

皿 12B、第2蹄1を和ゲ。知nn者は山埼凶．高和ん．本宮四田ふ締。 3び

しいふ初ン9‘̀。今回のすもレ合いの中J叩／2月Iてf袖ムる k-,^住宅合后lのクリズマズふ五が、も

釦ん．嗚24す名り印庄ん辺の毒約41tらわゼで、ポ矢、ティアはケ、ュムを坦当

1年に1が）、そ咽釦検討。祁舒ウ—も心地”つん4堤釘夙船動

ゲ:...ムと王尤にゲ.:.ムをクすうこと1び砂ぅ味。その他、ズトレ丑H材桑を紐妹9るも‘

沙油‘し、がとも話題~ J:が‘る。 （田辺~)

11月16日、 有馬竹名で切食松。 /OB令39分` じ負買ぃ出いくりテぎ、 JIB令力‘5禁会所で`

千処理をや訟れた。今月11.今3心峠釦吟缶残心誌材料を使う目的で‘

知寿司 L煮麺£作リ印した。うすや3細1J由命ちゃんと奈応ちゃんがカセットコンロを使.,て

液べくれて、下処理Iざすぐ終わったofャが、財Jゞ 1J、こ．．餌がな力 砂`‘X‘加ず、少々今拉ちぶ‘

如場もお）合したが‘ヽぐ飲がな和同吟I＜岡邦さん．名本ざんでい砂を作7て下でリ、

衡残沃寿司飯で防しを炉）3した。令部でa..t が‘‘..,1~ "Iさ2睛充iでした。ごのBlt良い

該払いで、外に枇を必て、釦•使争をし3誌。今g 知払細づ、夕源さん．松原

さ人 ． ）司舒さん ． 吃さん．森さん ． 名3ん。住宅力‘•韮）北鈴珈Jて午9外れた

ふ枯這ぶ幻の差し入れをオ知采てくださ9)、加砂1が豚固気で‘負事を

しれた。

＂珪絲砂、ゴーじー”飲も、事になた日呑、 先人1]rギダー玄—磨聞

咋仔さい_jと対頭ぃレたう、＇ケし痙れ切方沢如て下でい 1した。郊）＼ンブ％想叱
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rエリーも‘のために」「息りを根ぃて」 rm裟話..J ー̀・文？Iこ和祖4月べ‘ヵ‘●‘呉さん

の月宛か‘如奏rられていぎaす。囁和麺昧れる人！び枯1むと 、I弁本さんがひ這。

皆氾‘・う〈91キ．9-叶棧，＜朋か？てぃ令した。 （筒ヰ）

11月18B、 府門砲長谷11I広g#'}9研^ ”ン）ヽ 0の入全がありれた。 巨
詮£闇＜と、
滋幻が令‘ご分｀ぃ玄ヽ＂ら紐だ｀）、あ的ぉ釘A材知プぶ 1巧ずの大学竺の大ヵ‘•ヽ

ガン）ヽ°してくだむだ）しているむの：：l.0 兵御,~んがおイを＇）の中で｀乃争財J~言ふれ

てし‘うしたが、本如心暖9る釘紅ぃっt灰）が砂ふrいがす。

11月18B、 ズ且ッ今枠キ桑，，/3回目，有野台の方lざ今回｝峰OI方が新しく参れ1で

紐。珀碓名屈4左蔽さんお I人で‘ヽケしづがい。佐麻~'-'てお託を1司う と、 r，ケし

ズHッ今＾内名がぎつくなれるが、月要ゃ足の悪ぃ人I砂、ししんと`し9.Jというこ年訳。譲

師の手プ反5人以'2J-しッ知内容でついて、九べ 租`謀する。寺坂さん,ci如 13°新いは］と

用息ーしてく知べ、4本冷d内知新しいメニューカ‘力`Dわ，1 る。 H頃 、運勅不足の私I:t

がなり‘`運勅1立1Jヽった。 （田辺）

11月23日、 今日IJ.五ネか泣ボ‘うンティア合同り鉗恥合妙阜朝、用炉3んが卸灸拒湯

に魚貝類を買出しIて行う，て下さる。たうぶう‘K8匹、力‘ぎ6kg。車んひ‘‘3k名．I註ぐ、')3k9,

和ぅを朋和んか恥に`打1さん．名岡てんた3男“い勾‘.。さltふて千でる。

野菜（さ前日 ． 久保さん．北尾也． 大森さん． か沈11て·,i 高和ん • #..t.さん．本宮の

“人で‘ コーフ°函客九J~ 毘、に行き、細 IO吟Iくすく’‘化•ぅれる杖態でオむ寄がなU。

前8の買物lさ似伽次`t7Jでgg追加ぃ貿祠印して1でる。

/OB逗む紅11主名に着＜と、 ふれあいも巧ーの荷吻l1蓮が出

訊 、3/)人1か呼1::..入四 杖`態 くして不名ていた。 //8命砂と早達、

文々と恥I＜采られ、が』t,さ如哀ェンt戎tめ、各唸K入れて紆くのIて追、中れゐ。尋
2
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取非うれた人が今伝てもくAた。以分の錨4狂松` 、あふAんIづーが）になた。阪）におれ

以雌如和切顔au和知砧。佑荊．人粒叶ェックもして1望吠｀ダうiし

~tも1ぶく、叫知1て｀、 70名になた。 l脳·｀の力が1令，噂翌介、ふ心心ンダーで食

取£した叫、今田さん高田さん．11知ん．尤森さん．未曹谷さん．ャヶ田さん、北尾？ん．

遁さん（お二人）．武和ん．ポわ可3名て誌。

長莉碩的で年、町鐸圧いて親睦を,i吟・・・とげたと・

L¥1 l狂｀、ふ、結果,~か）れ紐｀： 70名も＾人が同f/みにあJ...Jj ：：●：馬也・
走をいただき、美昧ふたねと臼｀ぅ思いが出采知lざ本当に良h̀＇た幻忍打。

炉心画砂匹匹紐れて4迂材料もおオ和喝ソ可能乙なたンき13、人数も

訣む研‘.、お知＜ふ1J如 h‘ とIヽ うハれ以、中I<l1す政府t>れが‘人tぃきした。しがし、

雀知醗）終入、ぉ鍋2ィついた9わ、名叫h‘っ戸！／今回叫狛で｀だ屁＃，1男如

麻I央マと々卜知細炉所れ｀‘の｝ゞ配リ、そし1砕ふ）ヽ°ワー。

＂げみ、和物も終平復、和 gしれた雨い知嫁祖した。習複、お知

伐aた。 （庄宕）

12月2日、 ス I-~ッ今イオ材わの／4回目。 g呑間前Jリ項野台ょ98人和l

着。珀召む在位麻：さんに多2mlくり示く。片月虎h‘̀‘上げに`くいと言われて

いたが‘、憾理にお原及いし1学て1負く。野Vさん．森釦ん汐劣尋ねしたが沿笛

組イぷ繰パ災令和んLもお知拓。和野台幻‘うた〈さしみm、ても仮設

方^がしがし々 らなくなるがう、長1J浪超恥迅ぅので‘‘rtぅャめ1しょう」と言わ滋。「て、、も五月砂

咋 1頂S̀1う小しh̀4豆と。

次回力‘•最後以レてン咋昨田辺さん b‘シそ因を設明して、や昴：：：t£ 言 7て千さいというこ

溢

ど 1~JJ.,1名。 〈高木）

3
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12月10日、 第29日ミーティンり` 、` 知嗜16ぷ和ん．平浮負さん ．オ宮でん．田辺の4名。

組もクリズマス会吋1袷わセ。王楳ヶ 1`ムはメン）ヽ••一 鼻方々 I~ 貿朋内容を租て

紡うJうに追衿をとっィか‘いたが、残足1窃｀｀シ全〈起訟lJく、ぎJ”枠メン）ヽ ．、ーで‘
I噸ず｀ぅ内案t和年1a なる。ケ｀とム＾逗具準濱ったいしれ B鵠'">辺•V`＾で：団

辺が‘}蒻。紐6ケ`ニムの悽品 l心贔人が買，てく知年I97必。

狂年買恥パ体もメっdi1謀元祖邸）することになる。

ズ Lレ•J竹伐屯さ l2月 l肛11fr,て終：5す位も石晋認祁。
庄知．高和さN、r箋返でトたが：：と錢逗、4坪祖ヵ‘芦応が、（田辺）
甚ぅ→こな社あ‘っQ る。

訟月16日、ズLい知ね桑の第I廷］。五社仕宅の佐涵又
和野台切／Pが吠か知四A、い咋t1)よう9消楽し<JB硼叫サ

l 高1,蒙l,~高のでとう

佐オ桑をする。 1998年元旦

事い中、お暑体：：：自震 ください．

応）1次如知‘う頃設作なわな戌叫叫叫ッ今し 布口合：てランデア

体疫を1れ`ぷ1私れ紐` ‘‘、当名加目的）5果たし9此公てー：今回で1..J-.し、ーガ伐凌を終3日1」と

堵北1,d‘伝這る。依麻さん力‘••最准！iで知口してくた｀う.,て池仇｀，たし、また有野釦れも甘

g，が知化叶いな匂うてーす。和和んが•Aセの1嘉所て｀‘仰テかれているという情報を揖供池．、

者さんも、そ和1たいとお4、もィぃ3した。言嚢t1の手エ反さんに1-J長¥I'}開不らぎ合vIいただきありがとぅ

ざざい合した。

ズ且ッ今僻オ桑“和、五わ住宅に出ヵi召ると、辻さん．シ可上さん．竹田さん1Jとつ以成が餐

印おし切）1バ "̀3した。紅ぉが1すると皆さん仕宅，＜当迄叫知がとそのあt佐藤5J..,ゃ閲

和心らも当退依と釦ふ小る。当足、訊fぷむ心）A平も哀ないうれLそぅ昧知でれている。

悟さん．注くい＼1tが良いがと原負う。 （田辺）

12月21日、 bっ噸窃即クリズマズ会。 J/)8弄＇は野台会館,~着＜と，和叱｀｀エなラルダ企

函ぃ皆さんと；度邊億公が` 和着したとこうで‘ヽ 楽器ゃ器材£今負ぼ` J`..ラックも到着レている。3F4ポル
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心似て見ると｀第碓む知,~んこ｀｀夫婦L I1んた名．いガちゃん、 谷口3心殊のがりの`りふ＃廃rさん、堀

刃さん ． 和田さん ．肴涵3な、お叫ヽI迅紗が．fんとゆうた渇 、 ぶう：テnアの甲李田¼. 本和んがわクリス

加釦頑姻吟。秒田さ人tさ飾9つ,rと平行して．枷配置蝶踪、してしる。ボうンティア孔喀でん`

彰ん．宮知．ィ所品さん．甜 つん．紐さんが7ド）ヽ・1スを知碑、`ジ祁江勺’&` る。 1辺 、磁磁

宅灌さんヵ‘`̀至1着。糟谷さん．ゑ田さん．佐藤さん．大森さん．古用さん．今田でん久保さん．高田奴1J.

庭偉さんが買-,てぎてくださ7たクリスマ勺°レゼントに番号礼t張ていく。：：：の番知各的‘令シ危硲

約 Lとで10しゼシトを渡していくこと,,な和る。印ゎ雀L1i1,f(I)れ l.1約着ぼ伶咋キ、シ五ーズ、

油んを l人すら 4}片してを和,~1を知折1⑭‘れる。私b‘ばぼ‘の；細さんとゲ；ムの打杉妬せをしている簡

に麟吋Id"`...oi~,~か、 クリスマズ汲濃度｀わぷる。天＃妨朽キうり頃（もールがいくつもつ和

れ、その和,~クリズ孜・ツリーが置切収ぃる。加セシトヤ昼負の嗅僑iOK。 /.2.暁前9こ

印、魚狙巽釦且本さい‘`｀心砂．b`我埠と、五如訟さん柑54如妥がる。

加'J•うム乙番号札ふ危たしぶ·弁当箱1紅あ入＃袋1をも，れI，，ても汐ふ和立9~

30如紛‘沢？とお凶、閑痴時廊認。

訂`‘、司釦紐さんが‘てのグリスマズ釦油賛謳珪砂。植殆和辱胆喧．

神戸元気利麻野釦沼戸縫健．叫枷‘碩直磁．エ衣脅紐．伊藤註誼

直晶む廷は社相野台J如あいま炉＇）協訟。む ：：のな遠起J...,J汲邊偉さんぷ月

＂釈第磁名磯んでお況虹｀その1菱も祁戸租和‘}nお知釈和パ野•印•狙馬地

防鴎紐名砂ゥ砂総mる。こ出た．iゎ協ガか碍凶心、戊彪人柄と人づぎ合いの広⑭切‘

げ准切珪tT')高田ざん．第磁宅Ill西田さん．玖女9ルタ途恥伊藤さんi邊 さん．払吋人で‘―-］― 'ヽ̀ ` lヵ月半ぐうい前かうぶ頂かわぢ台わせをして、あ丑ぃに分旦し
て行桑ゃ賜入を程当移ょとで：高田さん＃言わtると rが3、')索

をざせても沿も（私坪憶見）、会が街為を辻レ分：戌` ときたし、

5
 
116 



狂仮設仕も以と色々9J約ンティアの人とがいっいに作＇）上 11‘tいく合が1M羞てきたように思

ぃ3す。

さて` 筋詈狂‘.、長＜か）乱紐‘ヽ ；ぃょぃ砂凶叫'}r、す。始珈錢で

rジンク・ル・ペ恥を合唱。狂｀姓出た1ず力‘'}て少し習払智張気 c•J,~
'l- .•,'31,._, 

味加が、今砂っ盛＇）狂‘ゞ ない合 P恥 し`た。如改虹もん‘..

サンタクロ—スの出て··ft-t;で利弁たがでフ゜レも汁を酋2，ていく。初恥

,.,酪計がl2B令£的砂町、虹雌。入ロ力‘沙、ってすぐ` 左偲J

の2知狂屯4屎狙野台第3住宅遁3ん力‘.：石根’Jの2列9こ9パt“:t名の岩さんか；入口糾‘う
入，1すぐ枷91Jに1が有馬z第J住む皆さんが乃恥れ、思ぃ思いに手‘しや^ 、`リしなが‘う、昼食遠

鮭t丸引` レりかヤがれる。

紅夏ヵ‘＾位打扇知れたれ1さ、本I邸勺なぅ畠桑てャ。中島久恵さん．玉＃力絃況．．鳥店

“北．イ所店敦·Jさんが見るがらI~ 立ぅ広な危’打9以i‘ンやじ°アノを使，て、一9勾蜀1北｀．＾ク濱如

す。匹11名杷ゴげション（クラッ砂7の免油が` レー）、4ャイづ1ズキーメド`し一、ブi`レーソングメ凡ー（ジャズ`‘

叫レー）．て）レダメ且ー（サッ奴奏者初夕のメ凡ー）．サ魯ガ`ース汐＇凡ー．テ以ニーワも和クメト ‘i-.

TV T料珂h合知人jわ°ニカ知，NHん記加1訊知i).Jのテーマ曲．吟理』 T圧嘩m

叩又．NHK知芥玄マテーマ曲立、転題名9さ知う力くても l度13麿l”'たことがある有名1J

J 曲1的、奴でも祖て｀も娑ゆる内容。這わ‘りぷふ？り訳：ソa曲
ダJ ”しラ砂方、丸叫康叫‘̀586Mとして覇噸、思

J ; JJ m•船れ｀ リズムを i'）な砂聞伍るが乃＇と｀色々。カーA•ガーズ‘‘
J 外`しーてi3，下`‘うン和，，の 山峠「さんが砧が入リ全11Pされ、中島以んャ瑶田訊とい心
に巌いいというひと慕も必Jれた。加1沼れ麻2クう）だ）平砂和和1‘.、かく‘)雇l1ナなくt残‘令。

軒野サ伐頌iさん1-:~鉦ぐ｀らい似戌心」と介、訂われてし和3した。

6
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位恥、Iさゲニム＾コーナー。和り凪船別）。残‘念-,.,'の大人の合nPl印く、J供た心）乱

鑓リリい1が）恥。知o和第2仕宅社もrl(t人た名．ひとみ伍、斉麻邦必ゃん`¥J、田ももみ

岱ん．炉紅名｀新峰敷知L名山田／i-なみ3以ん．せvヽ ゃも高野オセ琵、翻野台位宅の

且禾れよいち双ん．かれ3名。山田1Jなみ応1叶瓜船が割但が力‘``こわい^ ヵ‘泣1砂` ．？知D

でした。ポランティアtJI甲非即ん．が 3んIit如砂1ぃ叫：」切う表打青で如心を見てい3したが．そ

パ遠叩。足1こ-,けた凡U裕iをあ互ぃに足て涅沓んで｀胄'J,ていを3す。汲どさり、0ーンJ~ いう甲品ぃ

音がして、咆hす1和和辺手もいうす。いつ(J1~,~が多佼ったのIさ｀ひとみちゃんともt邦ゃんとやふIち

ゃんの 3人。以,~,cJ 畏品が出るこ~, こfふていて 、 長：4知お互いに（訊割し合いガ的、⑲<‘.j3わ

叫われた。ボ7ンテ1が高キさん．平田さん．本宮さん．私が直釦f乍，て、たXだん輪E,,l、3くしてい祠

した。 3人ピt腸釦如れがない。イむt以人が` でルがゃんの反U移浄Jって｝袴如リ。やふヽ

ゃ人、“多5弘 l噴 g。が‘年度でがほ。

緑、1て13王楳ヶ4̀ム。あ油‘じめ用意された貿凡扉笞廷＇） 、括和

凶fてことを知ケ丑`ム。ここかが｀司会のう各田さんの月安の見虹巧。ポうンティ14~5人

カ‘｀ヽ r.,.が知恵·」をし,~｀うて寺んたクイズをいガにあれしろく進ふていくが。 吋ぁ、あなたIこ如

れた指令，J これて•t」とし｀うが） 1ず1Jぃ言薬で｀ あてうれた人を上今ド：ケ：：ムにろ/7 沿゜フてい 33す。

”私が番号狂くと、 J8番。指名がた叩和住宅4新屋敷gi生さん。正面':出て生て

恥 、オ硲，，糸氏をかいてもう江、 「クリズマ知易辺一由丈38和 、歌，て下でい、さあ者f.“J

いわ。第祖宅の斉廂妙さん．，遁田美也子さん．杓知5を以が登塙。敢ぅ

'̂1「ジガルベル」。新危敷づんが音む伊奏をギめると、i所福でんがさ')(1̀‘

なく1半表をっけてく知＇）、聞濱^ 旦 tよ＇）す ‘→ と元気な‘ジシn`ルベルが合疇てき`9し

た。以下古もしろb‘.,1-:.心ぃくつ力‘糸甜介すると 、五社住宅の高畔典さん。質問

,Jrれ 、サガク〇ースカ‘.、7゚ け元卜を括，てつてく小たう、4可が1引しいt‘すか‘山。高印改、

7
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0 和 1ず、 r戸スコートつ和客．ら司会者力シ` 屯 ；`，たくな初藷ぃて‘‘q丸と
. o 

“‘｀グ心込みが｀・入')9した。噴磁名和9ナ専姜さん、な碕さ人とい心,~タシ1.

おどうて〈た切 9」。山ば「さんが登品し、和11さん力‘、 rコ之9‘:._プらか‘ど`れる,1

で｀ ヴ9い）のス豹1呟ふみ1れ辺が9じた。糸和て五わ住宅 L屈内でん＂括令，~ rであ、

沓て｀・ラシれ瑾i叫応。董tb`0• l)ータ. .:..てれよ。J 逸 I内さんを中心＜高田さん

咲褐、杉麻さん、今田さん、百国さん、丈塩丸也、森田でん乙五わ住宅の面々も登

場。か兌和マバ島砂．本宮又け如。ごこて｀•もわ吋｀伊頃象r和心‘‘• ラ＞ ォ^イ科食

苓1が匹｀イを即興で。皆、蛉にな1 Uずらく身体を 1択しぎした。 lお I~らしながう

恥 Iii有馬住名の夕関恥ん。和歳＼勺お和9頃さんIが9レ頂カヅ翡え1ズい。ボう岳7

パ璃2ん9浮砂b幻 、前に出1彩れた。貿問93r魚の名約を暦］gあかずi:5っふでF

?＂'Jというゎ。 rさカプJ̀J というのが砂が‘イえ初lこくくて 、万もとでだ1J声r‘ 右`洟IJ‘広‘伝

スして、伊廂：さ人が咲ぃ、い‘....Jとiぅと、 rたい．ひらめ．m．．あじ．いがしJ 砂呵う
ゅっ<')とぶ釦、 5っ言ぃ終蒻と百でん力‘>拒今。私も,~ゃ月勾をガてなろし多した。

祁 ・ゞJヤ＾＾管朋では、 r奴 I:tわたう何,~t.ぶ）たいで1カ‘」といぅ朋いに、小田もサ以

が r布でも唇さんJと力‘如 9い返答が心てきれが 11~ Tうで立て瓜心をl(J回してくだ如的

指令K iだ 4依くらいの新蔓敷知渇（マー届）11rて・きる」と言，，て胡屁^ ‘‘ッタ＇）痒戸 lmb‘う，

l(J町知ほ‘aゎ終俎砧。

そうしれ＇知 I';:閉か9令扉す。 3B呑前,¥司会肴砂閉会が告Iプ`られて 1̀恥9鈴出0<1J

幻で皆スパでさや似‘な1°レゼシJ..カ‘冷洟か手す。すぐi：：心 知匹む加珀1紐ぇ7てくた`

祁秘 Vヽろいろでれが、、加叫囁1f実，改ムーズなそれぞれあら力‘じめオ奇場が与、．

ういいた力‘缶 lて、tふヽ渭珈即如ぃぎ打。第21主や方が飾加,rt丁店，：：
即れ1捻てリ希汎和恥辺、五ネ1aオ々が渇氾、長後に（った乞広ぃ会場に

8 
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森分、ボうォィアが残J3した。ガ几の置き複汰tけ、 P釦 1く珠l位タトIが1月わ絃'),1じめ

で 3す0,JJーしうす靖くかた中2廿しそ今人に別れてパ、53した。 （田辺）

12月23日、第2代名のもち戎会。急月9B和濱2柱名に着＜と、西田さん咲禄充9

如双品．斉廂史朗でん．谷口1言3さん ．葬野台4訟急奴匁‘'＾芍が見滋。もう釜心

lむ晶気が出て 、 も5未2 蒸レ＼さ匹‘めてぃる。む釦り心•主人が薪tt 象lっては力‘紅の中9：攻’々にく

ベ弘rぃる。私tさ谷ロイ言わんと酌祠。 t5と＇）紅 ．切粉．赤秘‘： ょ終` ．う以ぷら

足，てくると、茎しJ:h‘・うたが未“年中に入双、知，恵：：でんがキ午を巧みIてイ色て、松未n

粒£っふ` している。てがつぶ瀑台ゥ‘..93<m切ぃと未占＇）知あるも 5がて` さない。っぶし紺沈ると、

船倉？んが沐抒もう、和1で人が釦＇）りをに初 、2/..t‘・テ沐°良く、いし紅和Iく。穫で＇

斉藤却`み5ゃんと約切わゆ叶EIIIひ切ぢゃんが見物。谷口造3ん紅出てお

れる。つぎ丘‘゚うたiちに11すぐに6紅沫加‘→ク1ナ＄れ、ふれ衣ぃセクーの中^ ゜

和訊和ェ1んがも5をかとに？．”らはおて、それを和llナLたち．砂み女ペ・

匹やん、1届かん．和 It紺姜さん．亦沈ティアの4左伯さんがていわい色

, ~ 'る取ぃく。良＂＇も3未らしく 、全シがですぐに狂ぃながヵ‘"t｀そゐ。

Ill西•じ夏に,~第 I4主む奥谷さん． 1主田7ん．ぷ＃さん ． 第 3住宅の谷垣さんもふ“あい

センりー1浮場。第叫主名＃原さんゥ免祀出ふる。 もそくがを経める作業心口ゎ沈る。外てi~

釦進、さんもも3っ令rて切1わられ、杵広5、'}上91tおれる。西正し4配，‘づ、命忍ア，，高木

叫いしJIて33名t)。李さを‘J:.にく点がれる。私が高木さん1てr面を使れ1喝3れた緑馬

心）9れ‘JLお尋れすると、 r祖辺に,,風呂ウ炊事も薪たうた」心釦ぉ屈。II俎

頃：：Iむ度邊1建3んが紅区応や心滋。今知も珪未もガ逢心訊尾マ人た的。今

知も5つき矛ット7/IJb‘衣ヽ、もt米揖沃着．鹿具堤依名．もt-,きポ玩、テ打’の登録者がナみヵ

し合.,t分ガセでもつっさが竹わか1いる。

‘゚
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砂 1匹 Jの技術を必要叩面：知恵三でん4新屋取，，患吾でんがク代灯峨わゆ

ました。 t9を3るめている中で特に月立ていた^ 勾‘、：困野和名。今たj1む<J顔ゃ凧社：粒ぃ

紅か）如望、競、cfJれんど紐o史セ危、うか和和知ふれるようて：堂しそうIても3を3う

あてい3した。

外でI;} 、 もちっさをげくてイ士方が加菰紅がみう3 の近くI\ 槃約 1わし •̀四した。まなみt虹

加和叫磁も r-,勺`が．I-,力‘せて．/Jt,セ奴T̀` いましたが、や必そ^＂＇勇畜ヵ‘. 甜`れてぎ3し

た。叡心膚2ふ泊碑砂‘ら、 2叫叩砂□噂項足（プな顔っきて・した。そのあ
と1l吃也くん、紀砂江名．けぼ君も訊戟。以て釦^心紅をつぎあI1筵。

） 瑾いい蜘砂ぉれた；；宅でん—知 1尋ふ心）IJさん一家ヵ‘•9

いっし,,~庫でャってお硲。よく朋ぃ1みると、 3l私‘しでれた住宅が周図祐で廊‘F敷

がし。裕でん、←そくも3t3るめるイ士阜K加んられる。

ふ分d9いも”ヵ‘て打`か‘うたあt.1a、芥んびとよtきーをィ鹿てふぃも5と緩バ芯をつ？Q

じ昴。紐，，，ジ99J.5もぞ`でクくことl3知 1ぃ紐` ：和吟‘‘、あの森いが1て亥わるとl拉喝‘:

茨 1111ん1.Jどなれ‘て‘ろぞ和1-tぃく。色か‘、も和う3

'仇し骨4枡る作棄。iれて．、もっ引切‘→`たがち力‘‘‘

と紺<.m も1 ゎ‘吋すらリと並んて ~` Iく。

10 
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4B和知3ぅ危是四と山峰さんが‘五社住名へて‘̀?.t勾ゴ勺区を尾は‘いく。勺莉勅‘

らすうと 3るめる作業をしていた第lはも奥谷さん、1主田さん．オ釦ん、第3住宅，，谷垣マん

もそれ和4荘這eるも汀をオ呑たが、車へO'J品I)の車中で‘T西田さんlef年当，4盆算よくヤっ

てくだ名。 1J.、力ながて・ざ＾ん aとやわ」と皆さん、口心古~ れ1いる。私も うなう＾く ことし切。

長知屁伯さん ． 山崎さん とい.,し,fl~ 府馬佳もA 。 l百丑`西＆て妬くと ．間吠ドアの

釦的思かず‘吝顔が必てくる。麻恥・刃1和く砒、炉あた＇）＼む和 B音。長ぃ 1日0終

切です。ふ人劣9 9 セ•9-てi3 年‘レlt`．らく宴か紐＜ てとてしょう。 （田辺）

仁コ邪 ,
＼
,
 

｀
 ｀
 

亀

、ヽ

〈績角後記＞

今知／997年l2月床打を名已全柔しれた。 /9?.雌 l月以峰は第94号に認載し3す。

砂 、` I殊海夕月に縁算者の自宅り‘‘` 下認の場所に転店し1した。以雌の連絡等

13下tむ住所Iくお願ぃしがす。

く新しい住所＞ テ¢夕/-/32/
神戸市北区有野台2丁 目1の7 東ピル10 5号
<Te 1 > < Fax> 
981-7511 （今 まで と同じです）

11 
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有野生ェ三｀ ー No.14 

998712`~ JJアア通信
宥野台ポランティア TEL・FAX(981) 7511 紺集 田辺正罠＇」

今回1;J'?8年1月から 5月3での名己全泉て`す。

1月14日、第3()回ミーテ1ぶ知和山崎さん．高キさん．オ衷土田辺。第4文硬

言復興4主名の一元蔦箪の綽舌果ガ‘ふけ'}̀ や心）各住宅それ和（北8月哺を加叶合身とな源ぽ。

今回の:—ヤン7.j1 そ4話題が中lじ。打た 、 2砕冷胚‘4反設ィ共の生を打‘｀体組£くず払泣

籾9<、そウぃうなが9ォ心兄森荏孔，いくつがあリれた。、名尤3ん1-J.1,:暉,~蹄辺治和知＾吠'tを出

新胴，こ11 狐彼死と郭道があ乃レたク‘・：急旧名乏ぁ、1油小ていた賤｝＾泣い山,~イ払，r｀わ迅

た屯、 3た窃屍当日訳‘‘｀役所•彩患所・号を和、餌釦紺以 ． 紅杜冥．況ふ汲細

談ユ．耳瑾如炉成ぷランティア4'r釦9、対衝知，色を出し合われた ことん‘ビ峨

ゥ公紅倉がれ、て` 肉3限｝＾切応l”瓜ヽ か只疇死て、した。ただ，3、“か）むター委峠長
疇田ざんが書ヵ‘れた詑鐸（r五社仮言知認銃）のようIざ鯰尋叫年以逹ゃ

"＾達ンの戌を筍加も9とをネ見釈`ぎて、i11“'、9たのた`らう力‘oそしてもっと他吋rっ令が加‘心

ヵ‘04珈杖先‘いレガぃ気括5b‘＇、孜‘った」という言葉に、：：の妙如祝に対す砂翌念わ‘滋 ,t,,1くる。
1 
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釘1の自；絃・ふれ枷センターてiiB碑 8月Iゴ起こ次狐枚死以後、 1籟さん狂Iゞ I,して

ふ如似涅荼（月2回）の開始、阜朝條埃．密否確認埃合（月ぽI)知危如況綬紅段

けて、イ埠炉ぃ嬬ャ如を確認＜咋恥てきたたi・が、作知知Jし積ば・うとも

葉t1が’°”t畠をお祈リレ1す。 （田辺）

1月2S日、 喝朋絹前がうすが知＜＃釦察さが綬：き、当然砂‘••シごの

8紅舷la恵3れたものの、とても衷ぃBl~“ ズキヤキ’)，，昼貪釦哺馬住屯

で行われた。

臼 30分箪釦田‘‘b‘‘̀、伺項ふふb‘1碑 Ii9B令I咋距該磁

如しまい迷惑を力‘91る。侑釦棚国訊I<4疇 ．町細．れが‘

松，ケレ逸ぶ宮狂｀。 l郊＃呈込払18浚I~ 、 店日りテわれる彰涛玄の下尼,,'和てぃたと名

滋瑾＃が。tmg社を決め、貿ぃ出しのネオ＃ヤ祁訊をし、/OB今和‘k伊廂明

日れ．田迅負＃店．伍伯t‘‘釦山1トアーで‘材料を購入ね。角馬，濱＜荊K田辺9退

釦和•、イ’廂．協が‘、平和 ．和浅心錨年')1 ：：：訟平為、 宮本． 4を知知

鶴仕名^ ゜

ごヽ Bをl喝 5にし1いた杉源立人はもが加う、台所で訊理台の非M為く押し入れt入

11¥-1る和たたみがティiiしを出比だiうた‘力‘‘‘...〉をしてし1位伊藤甲斐田．オ1-.田辺筒＃

咋 J着し、材料玄阜から睛打パ<̀ ‘ 什ヽ和頑iと田辺は第遣屯畔憫I¥。

営命釦＃叶麻，＜従ぃ扱葱嘩あぎetcを行う。騨，咆ぅ事f<．b‘ ギ`ルか` 足リない疇● ● 

〈社大なく今回も野知，竜；に反レて（？）お屈しもサらの7k這て.,.方thA1ても咋9苓和＞。

盆中で｀、和山さんが采られ rB切反の寒さて｀•水道管がまた i度れた、今混に入

って 2固瞑｀‘0.J~1ミ1の言い1丘｀ぅ部み，＜ もと‘らバ Ljう。

2
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和羞b‘‘‘て・き、そうそろ口和.にいが7Jくて,i..．と思1ぃる乙`とミt̀`句ぃ£o臭むIうてきた0カ‘

いつ^戸g,＜が、ふ小あい交番り封和ん、平山さん、外原さん、田利でんが` 采られ

ている。 /2£1;+-30伽‘うの予定也れたが‘、 IB手用］経早く貪阜幻始昴。コン

tJ9勺火を叩、令恥野菜加を入れ始ぷ(9'紅箋ざん准事会勅知n(/)nn廂さ人、

叩知紐稚7ド）叶炉の男店3名、少し晶バ北鈴珈k転居された，卜和ばお砂。

4-,あるテクづ几12吋‘つく，，つ（プ、 2つのテーフ・ルg作る（公夕局は l，，^テ之iiレにわずう置<)。

l”)テ-1‘iレ叫、武` 平？ん．かも支援介J¥`1サ` うの年3名、外原でん田村さん．平山さん．4、

訟ん．松屏ぬ．伊廂が知、平此9んと松底人／さ rお肉ふ砂貪心1.t! J etcとみ1こくい(?)

争ぃtし、 J北4さんと武鴻さん I~ 料理油1をしそうにしている。も'71，，のテゴiレ9て13 度さん．加藤さ

ん、甲知．杯．印辺．筒井．各． 4左伯が｀加、箇＃ b‘`•町位禾和の

お皿に野菜ゃぉ肉いいり、項さん加藤さんり迎況を尋ぬながう

俣^ るゞ。な中で、松原ざんが` ． r野妥4双山復^ ‘てれ1いが、お如ちばれ‘

しといて！！」とふて、お母．如准事介勁をし1て靡を叩` さかる。 3/l％目で` ゑってさぷ、もうl

度飯直しちし釣知コーヒーを飲みながち偉会所の外の水這Iぷ祁ツううがてきてぃる加

と雑該：ざ岐。

ぁ心いう暦14索ぃ‘-9令が遥ぎ、み1Jでんシ街足そ沿秀肛してくださる。

卿節が少しクか紅が、大量に住野菜心錆吋,~野笙とお肉が残てし呑う（ヤ99') お

如残うがら1-:.•一．）。お鍋”'サ野菜lcJ 平山でん． 9J-原さん．松頌知．躙に入るが食舷

に出ててら小砂ふ森さん． ’l澤北9こ食＾ヤいただくことになる。そ叩残てし紅野望,,ポ

ランティマがぃただくこと 9く切、甲悲Fil. 木~.-11:廂が大量のダ野荼も（メン）ヽ平押し＾おれた竹漏

が）ぃ1-::だ＜ことになた。＜甲ぜ釦ん．木下さん．伊藤さん．すみれ也gu。...r-i、おいしわた

て‘`しょ？〉
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片和1（皆拉辺（？）のイ4争をLて91ぃ合すが：お皿兒ぃ11名庄が｀`伊藤3神阻畷

を如ていなくい..,t府靭ぅ恣 '1す＞）を終んるといっもサ柔叶噂3んが‘r今.81--J委研フ

砂 ‘～。あ‘いしh̀..,fて1ふ‘~。 あ）が乙うoJとわざういの言苗を力＼9てくたう`る。少し雑該をし

た1俊廂、馬纂会所を組4する。

出L,色れて Aを用し1ib`よ 、 包1ヤ合1j椋etcを田辺ぷ I~返、して解肴となる。

6~.tv ;”に士｀疲れが姜て•した。 （依伯）

2月4日、五社住宅で中知男社が‘七くかれ9した。1主距材、私た5命デアもお複

なかの名註知印、 ＞ョックび、でい出糾辱でした。今とがて（1ぐ` 艮福をあ莉）す切'}(和名）

北ん。 （田辺）

2月118、 五和住宅でお飩戎。絡加者は五社吠、有野台ふゆ心裂）品誌会

戌本さん人也lb名、ポランチげ16和田さん．高キさん．伊藤必．本名。四頃ょソ屯着聞

始。 ふ爪まちf叫埠釦ぷ這具ー式、用急し1為。毎年のこと化設取ゾぷく非掌にズムースto

如 ‘..1()B科学に和紐各11.心 kその合米が ,J、賓．砂し餅lこ和，ていた。

一和9 ク、9し一7° で,1 —所嘉当リカ)h1Jき‘・年．虹が2匹 ． I33くり 1 つ、合び

らめ一匹、 ぶ＇）のi唆．キス2匹を用意してくれていた。ヌもヤヂ沿ズ。

紅なLを作,1ぃる傍、和野台心遁毀住屯の方へ祝る餅汲‘話、

ヌ印姐宅各戸＾の袋‘話があ心いう麿！に出采る。1可という舒知いいこら。汲邊虔必．

前なん逗も迅ぷk知＜れ1,)衰しいがら．J命しいやう。穿レいかと此きもあ心渭月，コ過ぎ‘̀

ヌ釦麻招叩。加、千定床り、,1ぷ I年 9苛閉に終わゐ。ぃつも、I,らも頑張って

千1る皆様、お知様ィし`た。 （本宮）

2月138、第3/回ミーテ1ン？``。谷加者は名11約か滋斗さん、高尤さん母瀬又 ．＃

象ん．田追。今印‘シポウンケィアに加れる：：かなた津紐訊（ふ北舷蘭台b̀}q給nn。11裏を

4
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リク4ヤさ砧松,J 、 ヘルI oヽ_(II 知強をで砕＇）、カー •ポ｀ラン名ア広かたリと充屯碩咋逢｀？

如咋切辺。年以ぃると こちシも元気を EI':.知咽‘る。もそ＜印のグ砂•に入，ていただき、

きりヵ‘ら冷倉力が冷台1るようたら`

今国 Id各仔宅^ ；も豹滋‘戎の和知‘ 中`心。第4次の災音3駁裏住宅の一元易釦結果、た珈

¥3、紐宅とも砂刃涛クが少ガ＜ガ如だ。 （田辺）

2月22日、五社ふ砧ぃセンター2順）ヽ °ーティー。知n和紅域、民ク委 卜
恥菊田さん` ‘;、小あぃな畜釘討平さん｀有馬智彰坪＃さん原野台3、れまち珈訟知

及年3ん、ホ` ぅ矛和高木さん．移。

JI f1和高田さん丘司会で蛉訟采賓パ々のオ危拶。 この1年i孫心、

社々な出采辛、索炉tや悲しいこと、ヌ，I恒久1主屯^ 弱^幻負の、9給た住民0)

如 Aヽかか炉ダーで‘の払逢，のク1名沿 、イ坑我‘、り後の守全．守舌埠認:etc。An‘‘̀

、加<7.J•匹｀、が1すと‘こ ふがあぃ2睾，て していきたいしの思い・.. 0 字が5t4帷＜して下でい。而

田さんが）山庄周五郎の下町バ性界力‘`、こ こ I ~ あるし遠見、全＜同感。皆楳が9J吾俎宅

に一日も早く転出払る阜と和...,7t、名い＇，咆いが` む。

さて 、オ全拶が終祖心雌Iヽo＿ティー。お知、注ースが用意され、色々 な人幻歓経。あっ
一"'L -

という閉の：：：：8舒翫過ざ3した。 1主知加全憂ヵ吋恥士宅に一8t取

鳩て・切れぇ斤り印す。 （本宮）

2月15日、畜2仕宅で脱ナロお1こざ如昼訟。知D和恥

此が和払、豊名さん、第姐名ヵ浴西J....,.'"'転/...,.第磁名が山田ん．

案gさん．底1でん．銃屋敷3均生さん．まーくん．砂梵ん、斉藤妙払．れ窃紐、和｝場姜さん．

ひ'(.hシん． 湿メ＜人 ． 御田さん。ポうンテげ,~ ai迄依伯．キ1．甲斐田．仔漏。

が9430分 、 田辺？位,~第釦して、ミーティング→れ、習百即叫7-＾買u出いて 9うく。料理93

5
 

127 



醐 3んが主9aIむ，て下1る。名で‘灯准、は必．巾ぎ加` ‘をぎざばだ）、 J手をガも

って知紐r：：：リ、今臣＜出紅ふ。お認虹各麻切が叫絋，てく砧。

が間、田逸さ人11有、恥誌扉町い。和1<',た人い遁叫心

て／5J...4立。加う 1浅砂で皆払ぶ Iしい4食^ 、て下でる。祖たうが走）か1.1こざ砂尽

＂会が終砂：う、田ぶん｛噂で守和確認ド出ヵける。俗口さん ,1采客01ため、負

彰；に出池1.,j・ふたと鉛砂。知如1信転が明胆と` 思てお沐た砂で、ま和1ぷ 1加 ‘1

た。今回虐争ぷ,~和b`,11 紐池｀わた。申し以が：とをし知後立している。

佐伯芯ゅ紐め瓜、?,fpでつらそうfふ紅‘ヽ：食事が出むb‘・社、復^ ｀、かともが活述7、

知羞豆。元気,~かでにい。危事後噂片イ1"11,~ 第碑む阻ん（な麟3人．新

和さん．菟911でん）がして1つ，，た。加如い‘シ｀が望げlくと、お花tいた叙。せ池‘く1̀す

灼、以で伽（オ令，て＇）希る。 （伊藤）

3月 88. 第叫主宅昼鯰。ボ脅げIJ 即．ィ所恥·‘知n。肴馬住宅の3環,~、Jiし

瑾や砂リ、砂あぃ炉9ーに到着した叩llB弓紅う`た。恥巧°で，も、で夙祠2匹。

料理心‘妬紅9さll:30ごろ。

ぃ4̂ “’'}白田でん分今`伝，1千でる。先印祖昧匹輝匹3ゃ心‘` が＇いを表

しみ,~和註。 4紐知砂、4ぶ泣睛の研いい手だ。そして向、 tn和 ag.,T釦

いがで、 蘭井？人がこ人にやくりげ）方を和辺と 、 ていねぃ,~t1J..,ている。その文’1さ青ねざを切っ

て砂。釈豆Jg,4料理ともえI#‘ん19北ラーメン絹冷がで良くわ力‘シ加。それて．．rこのくらい

で行心紐‘」吝といい“'-rんて、、ある。
この辺で篠心筒＃さんにあ渥頃いじて、知l1イi名の方の守否る埠認．1て

出勺,¥1る。そ^ P繁、全戸にあ多をヵれ、危皐会，4ぉ請いし、2へ3J..戎I:

叫屁う今伝，て食V9、と古殷ぃする。 12:3(J咳KI1皆さんぷ望＇） 1.:なて

6
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”印池1：：：`・が、こ噴如力がな今‘1心‘炊t1砂。それでしもうすぐ‘士` 約1)心遭釦む糾

笞でに投やIJ知か‘うかゐ。し力‘し当進1がい1J滋 tぃ出しゃ却｀、社復雑だ。祖紅Jl

l訂伐和定）かふる。

でて．炉窪吠l1知？ん、稽．さんが舷，11さって、 9B紐如i<々 .,乙俣^‘‘れるようドカ‘,
い‘鼻

た。今日のぐ知lj“山菜ヽばさ込池＇ Iと若弁．切ふ．hり”おみそ；t'’ 狂`,.:あっ

l1もの。釦伶^ み^と士` いしい。恥J..,t古いレいと言フて下でる。

9iBI11和枷衷ヵ店が、ら印、快9青・r:秒て`

春心う。が天気tいい町、＇り逗遣む人も采て下で ，て

考しい紅とLきでし1'(。

食事会に知令ぷDllt12/名で、；如和V。

名11主屯バ瑣a．永垢ん、第3住宅森垣

ざん．）,,漆1ん、五社住む嘉田さん．新屋敷aん．東野台住宅ん絋倉でん、第2イがわ細1

ん却でん．研原でん．綽転ん：：：●｀烈ふ1-1..ん． 3ざみちゃん．山田叫噸さんの力、なみ伍、

ぷ々くん、箪叩以．11i-‘みちゃん、ふ小がなか武和ん。 （伊藤）

3月18B、寓32回ミーティング‘‘。続m者は松田2んJ直叫佐伯さん．浄細さん4喀也、

和さん．印迅．領のミー千イング` 話^題^初じ,;;4月SBI：：符蛛る肴野台•血•有馬＾ん＇給周

(/)あ花貝t`す。前B、盆磁わ細1ユ湿追む細ユ位私では初、今配磁護も9i年のク＇）

ズマス会滋叫こ、分担を茨めて知：tにガ）か1浚和・)を釦ぶれた。ゃ祖紅紐担当

1J ぃ••ヶ‘4ムとそ＾ブ°しゼシ国か。年 3ーテイン9‘ i忍11ロU者が 1人 8個す｀うブ゜しゼ滋賎

入1和,~プふ）~Lた。最終的叫、終nn者が吃想外1て 1叡、フ°しゼシト名買いたすといううれ忍

鳩紅9fなか1i)れた。

もうびL70診慰！^ギJCIさ復輿住宅へのM(/Jぷうすャ再幕位の発表叫活異加炉す。仮設

7
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虹 h‘ぅ，l虹仕屯9浪魂池紅呻a彰知岱布在クがヽ てふく、必要のあるふの石虜誤厄` ｀

も誇，くか）れた。

最傍に就隙^ ため、今回か` 、ミーテゎグ^ 伯1後の知rJ心玲位：gさん

す｀うと 3も倉tJJ~ 砂わてくれfぷ和（そ咽益秒釘‘した）、仮毅訪問ゃ

窮絵・貪桑釦m..イ主＆屯和知て｀、 r人1て和和、位叫

ベ‘')する立乙を知応と苫菓ウ9が話てくれ引した。 （田立し）

3月29B、店馬柱屯昼食会。 98430知団辺証絹合、IPB#3砂汀4へS月の行豹

(J)ミーテインり` ‘。その後宮本伍伯I3第21主屯＂拉間 1く。町悲田れ．田逸．伊廂/j訊や

枯みを車叶負み込ん祁ぅ昼食ぶ昂祠をする。そして牙）々 ,,麻馬に向う。 4.t宅に到着し朽（ダ祖？

毎坊？のため）碩氾釦冠箇＃が知桑ていて、 r私が一番に和加｀とのた3ぃ祁‘いぅ痘瘍:

勤`っていた。

郭屈の中也、コ-t—を作7がJして、いつも”也）松原さんが鈴庄／しパみて

応れた。：：1/)人,.,億さんとともに、第会所m雹営ャ仕名の人のため,~々卸尽ヵ 1-- . 

邸。そしてもう一人、箇井か口私fふ砂ぅ、外原さんが` コーヒーを佑攻` あられる。ご以,i私た

”のぉ荼会を本当に表<(,みにし1右ら小た人た。

でて、今恥昼知買.,て釦た‘‘に抄寿司 ’’f砂。 4月I屯｀社、ぽとん炉•以人が；ズ々と｀ーの

肴馬11名を吸はい。そ＾ため、くこの住宅の昼絃｝今回b‘‘‘専実上の／、打ぢ上げ'’に1J`ると

忍砧。それ｀‘少い洛心翻て亀とすぅこかなた。他lて“お咋十':ざ，，そく女桟陳I透信

備咋` ふてもうい．岡郭れも射公，て下でる。てが、i住宅ヵ‘・亀5哭約、とてもク喜以うた` ．0

恥•し 13 松原でん、呉でんと夕圧テーブルのセットをする。そして朋も

なく、みt.:.tも出采上がり、昏て‘‘テーブルに着く。1蝶戎心上に言いた松原

8
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さん、覚以ん．外原さん、岡部さん．呉さん． 1れ,~名れてん． 祉3んがI人て・す。出て叙，屈

h̀7た田キ1さん．丈山3んKIさお‘品 1する：：とにしれた。

ぉ寿司にも翫夕色々とが‘妙砂｀•あ，て、「私,i ごれI11クあ心‘Tじやあこ砥

浚レ斑` 」ふ奏しい食事会力‘` 始3.,た。た`ぶ：牙JれるBが追，たと言う，思ぃ”頂珈

中I~が）、「みんな敗）かに砂んた如辻釦灼‘`｀言うと、言む緑力｀ガい。 3知

紐が知仕ぃ年名、長＜辛ヵ‘フたが、 今辺｀って,~ーオ和を着 9 あるot｀し¥ク。箱棟佳

なお気移紐‘‘‘4甜ゎ，て呆ゐ。

今g,t：こで` かンが浮貸もがあリ1す。発足当加］硲項野台ポう布アの中1ごみて、長ぃ朋、領張

ってく紅て4却訊砂名が就諏吠め．ぃ7たんボうンティア冷動をャめらかます。紺呵的万知識

． 亀ー

un 

を身切11うが“特別肴護乏が一ム'Jの議員ぃいう道に追考れ和とに初9年。本当，＜ざ統1

印1~。今1知 4卸冶躍古炸ります。 （伊藤）

4月58、切畑公励•`I,仕屯合同のおも見が行かれまぽ。今回も昨年床のクリズび釦

邸露、有里柏第傘宅．五社住宅．有野釦布ア註翫催され1年

ポうンテ17バ倶釦雑恥間始峙閲dJ30硼咋崩／咋辞。切畑公園K着＜と、紡五社

4主宅1/)む伽方が‘采られていました。今田さんが‘r平和が通心‘・・な。鳩所が遠、社‘と思うて、ほ

加所，ても粍て和たで．IJと私（て免n',1池る。在社住宅叶昏玖9鎚り入りJうか・這う。今回1;J

この 4月、5月J~仮設住名を出られ、＇恒久住宅厄紐9うれる力給く、狂： 9,、政1主名に入居された秘｀‘

樟因t嗜て釦ぽ況釦nざれたという勾もダクい。それてサ参加1和鉗tが90名以上。ごんな盛

大な今9これ9てでも如めてです。命1Jo者aクたIてお弁当とプ゚ レゼシトが恥なくがリ、お弁当l3五社の

//8呑遥昨11'aでんそろわれて、，忍恩が輌心られ、お吟碩

じ Iレやシ"':1-スを資切IJ.がら、スりkt、卜昔は約、ま和l蚤い‘人心会話を

0

、
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ぁふふ‘ぅ宕声,A,'てざ叫‘なが開：：えてき3す。ごこに姶”此れたオ々 の

佑前を認レておぎたい辺思ぃJす。イ可人が1加落釈邸＂お ‘られたら市ば尺な＜思

いさすが‘、て・う和1詈ぎ砂りて見ます。

笛 1位とサ料4さん 、 嗚2仕宅11 オ社さん｀谷口さんこ｀ー`名、山田さん~::.な菟IIl さんさ．‘-名 、

屯立さん．西田さんこ決婦．新ル勇ケさんこユを．）司田さんこ夫婦和11I奴ぶ巧g.,lヽ田5ぷ‘コ象

綽如達．渡逢俵さん且繹坪如郷倉でん．叫忍て、位、紅1住宅lさ墓9991ふ、

請Wさl.w.灼贔ん咲暢今田さん．叫 3ん．森田さん．i森奴久保必．イ左廂さん咲逢

蜘でん、加廂さん． 町3ん ． 岩滋iさん • 四1奴ん改婦｀ 名用さん 、 畔かん ． 絨山？ん．楕湘

払、高田さんて矢碍、和痴ん中西さん．社9内さん．竹田さん．前本さん、右．恥主名され幻召？ん．

紐 ．外廃也、第34蝶 ,i釦旦さん．）Il漆迂ん、藤田3んこ・芸、府野団地がらは鳥さん、

岩峰さん．田中ざん、ボうンティアは松田さん．並滋さん、平力負さん．山山帝3ん．平田さん、向＃

ざん．濱蹄さんご屯` ．本宮さん．高たん．宮本払．イデ函逗．協＃さん．田辺、ふ心汲畜

の武恥ん。

宮t和1砂、炉コ．、ゲとムが始まリ1した。まだ役切足）1iぃという方もおられ3した力‘̀：ヶこム

が始玲と 11.,こぅ盛)..t妬て、私砂心奇さんがな4tて疇番号を就みm.. 、それを質＃さんが複
造紙l9書紅）ます。 9回1回の番号り知一喜ー甚3晶籾` ．．外く、五社m叫ヰさんな出

加 Jヵ‘じン`コ；・てな辺心で、と` 入江荊に出て菜らA1、私りすぐ即前まて．、おれ引ば。そんな中、

t・ん以●`んじンゴiてなる人が出て知、賞品Jiなくなていき朽す。賞品の中で一`番人気があ,た"'カ‘"

令ズ今、ッ7製臼lき出しのついた、卜囀入れ。ポうンティアのた和‘"買かれたシカ‘わか）和ば‘‘‘、

わ4直伶て •̀よく買砧7ふが感，らい3 切ぬ切で‘ じ‘ンゴiくなた

方が`才令，て行がA、あふ｀ぅ闇吋くなてレ9いました。ピ‘‘ンゴにな91

一裔喜1さ氷ていたの(3五社m西岡でん。両今を券げャ全身t`喜がを

10 
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あられ以おら人さし和）時闇もレ磁うちに全員¢シコ` ia1i.,1皆さん賞品を今Iこでれ3した。包

装叩いた包み”'：：13 訟1.:t、もの力‘.｀入，ていたt•し¥油｀。扉lntのお委レみというところて＇す。

そ心四皆さん,~：恥ぃぉ荼をお配J し 3した。途中でツ今B 弓l介返しされる第2仕宅の

斉さんさ肴妙・` にうックを公園のそI3iく？Iもい、第2住宅の皆さんとしばらく牙Jれとl、音しん

でおら小3した。

28紅約9た頃、そろそろお9月っにしJうということ,~1iリ、片和1も叫‘'きリ引レた。皆さん、

別れを小昔註れる方、 1朽酌ぃ気名にな1渇沈3れなど色々て•した。五ネ1の杞嘩さんg＆洪

如江｀4司名がの方がれ片付けを雑｛ぇ心、ヽ叫。粒勺lがらしい様 ＼． 

と璃此必下で｀嚢しい四ととさをふ和が‘ヽ・てき訊瓦知春£ ¥、

瑾心人々紺切o （田辺） ＼ 
4月15日、 133回ぐ与ゃク｀。•免nn租口俎I払．祁戌．本宮さん、清9k

さん．和頼さんり囁3ん．あ和ん．田辺。

紐紛詫Jこ入店されれ Iる方A‘ヽ ・ぅ咸‘，り15 かで、これまて洛住宅r..4諏jlこり和邸,1~

蘊釦食松2¢住宅令町布戸（ュプJ、')3した。 8紅澗,.11咽 I寸距I¥°ースで` 石野卸松区l

で` の食事会を予定してい3す。第1回目は§月24日1て渇谷II必頂lて冴テうこt.lてガリ3した。

約jレー 7゜の3年和兄紅、各住宅幼ンt~Kいで“和4蒻ぶあり3した。 3た哀祖庖の

約沼濯限項鉗-f"I硼¢玲青J紐`の-::tも話題になIJ3した。 （田辺）

5月4日、 1年印成和赤門塾のさつき努ふ出妍げてき3した。ホー）咀騨凝，だ

紐 1と至餅力‘‘‘妬れるのて和が‘：今年の起餅口たすぐい。田宮さんこ癸婚ヵ‘` 前日がら夜遂＜まで‘

嗅凶こわで、田名イ釦知さんa合もて．iつ、 r塾いヤを全部琺？てし3って全く遣ぅ空間：：し和9,.J

しいうてとて・したが：不思謙1i~わ紐t‘‘があわ水、キ紺象的9J絨ゃ息総て｀お紺訊た駐邸

空闇がてき此‘ヽ ；ていて、ごれ!I日でなくレて田ぅの13わたいプJぃと思うほ心お立てした。ごの中で‘

11 
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話を11!1も泣るバすh‘う、本当Iぐ柔tなヽ：：：とて吋。

整碕咎辺1;:J活動を始めて 1年間噂毅社名四カ況吸話因し紛、`今回I3

そヽ後£中心雌印‘J...雌．1鯨囀和｀あ活動の¥うす2蒻L3-した。

箸 I,~ 払たち勺‘＂西‘わっているわの住屯てh 住恥心·、うレの如紐‘江印I' 如噸‘

という：：：とを、，研、心心＞ターゃ焦会所てる取｝紐”ヤその友凌呻で` 柱宅：：訳枯J,1J‘る

役割tもっ人が出てさた：：と、その人た3玄中心こ自ら助11合う生：もヵ‘‘‘送られている北ゃ逍，:

遭閉年靭し1カ‘ういい廓糸ヵ‘•和1J<1らたことな£囚診しれた。

匁1ゴ疇往名で起った問題とし1釦ー／し床存¢、和，戌痴呈心、孤＼棟知

：：：心とを籾皆しうした。最後I＜各仮設仕名で：碩知詫心転居忍粒、住和数が減‘

灯的で、私たち1吟娩幻ぃうぅも重加‘..` 必要に加` ということで、ふA応センダーで` のふれあい

哨’祈、な立1年ゃ残されたか＾”1、,l-§.知詑へ彩杓られ紘でブれローハ必字ガ方2

その地元(JI;r、‘`ランティアK.-,fかかくこと府を話けした。

その紅貿臨応答も竹われ、和,,さんn‘滋人用暦條直釦ぃと令にボ乞冠

”神Iっ入，てどう吋た・1砂‘と心と、9た3年届加品ぃ閉命ンティア沼勅を終吠

峨ヰIしゃ疇心閲わ‘という貿間が砂、ヌ重芯炉1-J麟ぐ稟輝砂紀

に対するJゞ 吋祖心よう1て／1うかれている心‘ふヽ ぅ哨唐け出されました。

重たい名如和,,砂直砂叫環パす。今昔籾語応観音さゎ磁

を26釦＜忍ぃれた。和 2蒻g,1出愛弁四る語元、あふぶが象ヵ‘ぅ田植這蚊

恥釦祖ってしい観知憂1を衣‘めと、田右釦9恥,~観音マaが自浮劣也名して

凶姐t釦切混1J"'て行‘、そのt吾＇）口が定 1年 <1釦恥火暴忠和誘⑬した。
ぉびら

3人目 I~兎足野知さんのし°ア）漫奏て｀す。曲目 Id- ドし｀；ブシーの「二1のアラ＾次グ」と rべ‘Jレカ‘‘

12 
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マスク紐訊て` ‘、 7如演奏を釦前で聞1和` す0‘ら、tぅ何も言うこと1介）3せん。

叫がなオ如屯姐 1サ瑾Jさか1＆牝入，てい3した。そ心和1l渭恥ん （＼ 

が）コーダ` 丑のデ2ゴッJ-で）‘O`ッグ(/)"b`濱奏でん1したが、そ4穏疇讐
三i

濠奏ふ幻いしてしj.,て｀私I3ぃクの間：：カ‘；ぶ眼リの中にいました。

綬べ齋妥吟砂和 •バサ:.カ‘"行われました。出品3八知I3 墳B駐住さんdtステンドク｀・ラス、

松埠氏人の水妥俎画、中川猛でんの立依作品、迄叫吾さん、石砧和咲山さんの

痰そもの、和19灌l？んのネ製'}¥oス`ル、）Il；雑簾択んの算花アクセサリー、赤戸l塾の利共たち

か‘‘枯五木印免て作品色以ふ°っりブh-今心‘o いずれもす＇おい作品 Iざ`

初て`： ：^ 作品群ヵ‘"宕内接侑的l如かたボIし呻I＜並ぶゎ内和、

窒和埠覧会釦晶，，り。眠屈灼召伍 l凶滋和5れてい？丸l時

朋ゆ d`間、 知n者が作品を見てきが）なが｀う 、 目I孔恥炉 9こI~砂峰前を喜ぃた紙を置

いていく。有虎合した項易合，さ祁遜で賎入者が｀ぅ担るという形てす。戎らして守し、品刺 IJ.•が）（；さ

か吋` すり‘.；最終的J-;:''克売鰺祀）J:.t1ヽ、金額11私灼麻野台和済アJ合台勧9とし1採リ
込3玲こLにか）3す。こういう堂しいイ店しの中で` 昏さんが` 自患‘な形で資至移勁2して〈た・ヤる

ごとl}t')fJ‘兌ヽ カ‘ざりで：釘玲も育力しでいく広約1ネルキ:̀..,aなるよう1：：も，思祖す。本当1名劣I)がとう

ざさ‘いれた。

最後 l荘］会て•す。知0和·`2厨如和和：：わを者で採．虹、函m、＜紅‘;ここt`i3

ク9＜叶昇愛t1駐句を伺匂か緒介しておきたいと思いうす。 rうがれ緬昨日のこ乙,~知リうせ勺
占い‘.

r芯砂の消研く知て朋拉・む」 TウロウロとゴX̀,;:.1わる和夜』主硲仮訟恙春凡。

：：：の加f~ 令そう名痢，てレて盛奴浮会が催されました。業しvヽ J 日l'J果てる辺

1ふく糸命てvそまレた。 （田辺）

5月8B、五ね住宅荼話会。、mmこも五社住宅吠方々が月2回のふれ

13 
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あい口黎茶をク紅和知紐‘‘、 Il叙柱名へ4転居て` 4＇鉗知数が滋‘

少したことか、作長主催、ボ弩や係力という豹t"伍月箸2•第4

ご全8和 l履 lBむ 38年まで行知知1ふJました。毎日／烙邁
ljむ知が偽加され、知気衣ク9いとした兎准］気ィ合をいひびきt速i、

こ・し1\, 、 3す。 g頃活動 I~知n叫由が難いえも．応が入リでも lう云沃す。ゼ心一度、

ざ伶叩千さい。 （田辺）

5月188、 却呵也長谷999広心')2紅 3200円の入金があ＇）まレた。先恥泊

怨(IIIゞ がふ比l1..`とガンIヽ°力‘.、その内容て．．す。本蜘社）か：：：ざし、3した。（：：の入釦’磁

角分に含まh和で、今回の全言t殺告く'17年度分‘>9て19入ァていません。）

5月21日、 名34回ミーティンク'‘。給四含む頼如ん浮淳重びん．松田さん．李宕？し、田辺。

5月24Bl謹袖れヶ食鼻釦打玲紐以や確認み戸•mimる。和し一7°＾活動杖｀戎tJ

節餌辣き、Jl畝住む4蜂遠` ｝必‘・・中心。第3住宅て[9烈沖糾註ふ茄はいて一、4月粒

かて集会所名閉昴：召切‘y3した。住主長の方，，ア奪ぶ4戸とか）、糸笈待管理していく呪》、1控•しくな，た

ゆ肉。 （四辺）

＜績望クき記＞

俎t報告が羞＜約宙し訳ぁ雌せん。 'f'1年筑ヵも'78年4月31．．の会計孝g告fす。PIぶを

：：‘`唯下づい。

文名 (l培）9#り月に,i発行の予定て吋。 2又@11-'り8年1月まてh証生はレボ’ートするっ少）で‘

ぃ3す。

旅蒸蒸蒸
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会言卜幸艮全畜

17.hE 9 q:-5 J J 1 I I ---1 0 -ff 4 J J 3 0 I I 

く収入の部＞--. - .. 

項 目 金 額 偏 考

助成金収入 100. 000 兵庫!ht社会椙祉協磁会．

寄付金収入 162. 000 長谷川宏 (152,000)高田

受取利息 3 1 0 

合 JI・ 262. 310 

く支出の部＞

項 目 金 額 備 考

支援活動＂ 282, 088 茶話会開催の諸"1TI 花見他

消耗品費 84. 940 コピー代 (77,077) 文房艮他

通 1言 費 71. 820 屯話代，り）-F代

旅費交通費 72. 388 米運搬費，ガソリン代，通行料他，

備品購入費

保 険 料 24. 000 ボランティア用自動車保険災害保険

寄 付 5, 0 0 0 野いちマ：．の会

合 計 5 4 0, 236 

；ドランティア28名

前期繰越 414. 361 

総収入 262. 310 

総支出 540, 236 

船引典 4鵞》次期繰越 136. 435 ＾ ュニ 11 1 • 
上記の決算について出金伝票、領収書などを照合した結果公正なものと認めます。

監査 宮本民砥夏喜)
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ì 
ンアアふ；有野台ポラン手ティア TEL・ FAX (981) 751/ 紐集 田辺正罠＇」

有

5月24日、 雌姪即昼訟。 I!B和 0分、平凍勇さんり私がl狙` 同` 枷羞谷JII公

囮 I＜到着すると、もう五社住知中口双．中凸でん．竹函ん．朗＃3んが和わゆ。 8恒g玖`‘

畔負を切況る天気た‘うたが、ぎめ13をヵ‘‘‘くも孔、9恥，卜雨が11名ついだ）していみ。1 
牽ぃ囁谷J11公園て93丈クな展根が2つあるパ` 、そ年1てがで` じ・`ニー9しシートを印く。患好

終た1和和）幻見回れ、加‘なが糸知豊心公園広吠約を；青ら紅｀1J,J、}りが流れている。

て` ・↓こ孔幻囮う 2B前和2雑草がか和、駅苔しい公釦・うた。 4日IE転第磁

宅心田さんず雑草のこlを和てく紐）｀夕月22恥オ象炉沃玲．3籾井さん．田辺の

4人で/8猜恥1て雑草刈')をした叫む苔しい公国道訟，てならす・,・て、瓦としてい

囁彰Jリをして下で，た和心叫 t 
戸t要々き終焔L 釦叫‘•お砂。そのあ叫第3仕宅＾藤田でんご一家い1E紐、

劣2住宅4&o芯．又かん． 1屈51でん．田中でんが屎ぅれる。田中でんlq食事会初知n。届

田さんのお3さんたちぶ代< 7`•うン コやすべ＇）台へ。 //8弁平：：： 9さ手宕でんがお弁当を買，1 舎＇

場。宮尤3ん,:i和る召<‘麻街の平山でんを迎、～に出か1ていく。名祀、1嗚2位もの西田以ん、

新屋敷さんこ"-名．初恥ん．ふり伍友釦武平さんが東て｀•印着。市原さん 11食事会，1今回

が初絡加。吝l仕屯ヵ‘'.)I "J 永井双んが、有野釦団屯硲11名崎さん、葛 1仕宅，~1,・>れた沼

本ん親、子か‘伶叩。

/28和釦i<l1昼俣会が1叩る。村和砂、少しB責れ明が見んている。皆了ん全伶r・

臼鯰1J和 I,1°わ 1，患忍におしゃ̂ ‘')をし1J̀n‘̀．ぅ食争をざれている。食^ ＼wめて

加て粋野台住宅4雌必勾，，、お印崎‘vヽ ：：とに気炉っき、私が知・鉱倉？ん方^ 。

砥き、炒）の男，ぼが‘速が入，)でもと名7-r、ヤってまうれた。あ砂` 切励‘ったのたが、

この方 I~ ポうンティアの山下さん。）ヽ：モ：：：力を奴くの力‘冴科知ぃうこLで、一度ぉ竜＇詮；
1 
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で公話レし1=-ことがあたが、会ぅの1さ如如。日猜間を頷邸して伽Dしてくだ揺切こと。さて、拡

釦大い地かな丑す｀：途中地忍詔江IJ-1：：：パ各るが、そこに紐‘ら小1か。松田さん

とそ：：で出今ヽ、湛谷'"公園涙る。戻，1車を止め砒和、鳥虹｀向：1カ` うか・てお

い。恥‘ 、̀こ`、和自由1,>訂‘・｀てこ訳＃沐和3ズ変たふ`みう。 Jく妥てくだづった。鳥四¥.I.,ts 

ド麻，＜，，，，，くが、郷倉孔、b‘..,.9 た｀•おれていない。西釦ん．釦かんが｀探レに行ってくた1る。し

I~`．らくするL 、紘仮必，秀頁に；や叫;.g 浮h` .^.1 登場。埠所力‘サわ砂1~‘くて 1扱かく．．る

ぐる屯］祁、が活ろうとしていたとこみ,~名木さんと出会われたびこ t..。

＇』引が：：：カmmをしわ＜頁，色＂＇て、最穀,, rふる叫と咲心殷を合唱。
Jヽ＿t::.がヴ萎もかウ瓦ャ心I.)緑く。 3だ・ト亘久仕名，＜当逢！でかていな滋も

がバ呵、` 自登ふ今即店宅篇集心和診題，切9ヽ る。空がく初(9じめたのて`：雨ヵ°‘

瑶3知釈釦1iる。 （田辺）

6月9日、五社住名で中知男，卜がが｀亡く1られれた。イ棋9太bポうンティアt砂知

方切認識｀がか、悲しい出采皐tした。 五えゎ役員のえが算呑うれて＄古広さKている中で、

湘設に生てがシい9免↓ぐ` っ4')と眠滋即1JW”.J叶言いれ紅、他ぶ々も r私も邸、‘.よ.Jと言

われた四こと。そnとそ、い如居合わせたポ脅9ア，，，ひと '}b‘う r私たぢ．狂,~（仮設遁ん

であ・丸る）皆父＾：：乙が何もが虹いなヵ‘っ材いかう言葉さ暦1いて。納得するしb‘Jが自分

が・いました。 （田辺）

6月148` 和島住宅て准導会。久しぶ＇）に材料を貿い出し 9a,1すってぷ免舒9ダLたこ燻尭さ

2
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を作って食^ ‘‘ようい平研‘"急に；紅リ、宮本也．木下さん．甲悲田さん，，3人て`‘

胃い出しに虹l1れた。和1.J位 l吾久イ主宅'<入店マれ、1反設を出られ応渇

さん、森さん．松原？んI＝も声2が1れたが、小林立ルI"J遅浄各b‘亀．とかす、‘命さん

“られる幻名かれてい3派ヵ‘ヽ：きJうが敗しい雨mmmか采ぅ幻｀：松底虚iうが知0でれ

ました。有馬住屯か19平山マん、呉3んか給ガロされれたが、‘索し寛さんJさ“1和科no。
少しざかしぃ昼俣会~ 1,i.、リ9した。

貿ぃ出し,~々ぅ，た 3人のボ｀ランティアに平山でんが飢9わ')、 1さ煤きの下う和菊。 4バ‘’lk1Jむ咸

を訊整し力巧、約を切レてい33す。和叫＇い「もう少し水が足リガいがな Jと言いなが` う、

水を注いて` 、、ます訂‘m畑威：：1,i,たところで一月硬，いてみる、一年1Jツ恥。誌・て畦見

れてh砒 、初．”とレて加‘fJ`勾‘うか。そのあt-11名かんと平4＜りんがか1iloぅ焼くイ糸')。

砂だ）l.も，卜量屁臼‘、1和 1く1さt全きをかり返レていく。西生のユ人も細々辺した

仕象を絆釦＜てなレている。 5台重”'て知ml知丘、知成長＾”すも実感澤。松

原でんが‘r2人砂頼91て1J砂 1て1ふてきた」と感心している。

知mm知Ii細、3 田ふ4糸。日頃、 m'} 労億ヵtゼず、・ イ埠，，れ心比べ•9

を婆しん心る私,~して 1さ？ぶ71J よく 1勤いた。宮和ん＾ r材料,~和•:..,h ん`t｀、長、ば9てや

9てくだれ9.Jというアド喝スとともに盛大1改知わ11ヨる。皆噂vヽ..,,i゚いに1ふたと：：ろ

で 4-7の中尾さんとムーワrA1JD廂四l1歴役を中咋2人が配蓬 2/...と69だ‘イ木引れていた

（和かれた）試、机訊1“‘<¥をすゐ。；て回約1項意凶I茄（ず。

貪賓1コ叱ー。 コーt-々 手ぎの平山さんと杉源さんが` 左色女9りな会話，，切りをしている。

叩ザの松原つん＂会診に以前 1むやう如＼3゚ ガし和た平山1んt最迩9さ衡111砂 ‘い。

ド 上今に松底JJII奪古をヵ油直＜応・打レている。し13・し 2バ卑聞ぎなが

ゥ哭ぃ：：ふ沿。項も仕宅,,約牽碕仕んで｀おうれるお1名が7阜和Iふたが`

3
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紐でも 1こざ冠‘JJ.、会話ヵ‘附lnるの 1;J う加しいことだ。舜冗i•TI4 箋さん力‘凌沐て、メnンをくだ

沿。片付Iうをすれゼ、農:̂3台の県営住宅K'）品られる序公原ざんとお又’JU'¥.して、項馬住宅3加

にする。
（田辺）

6月188、第35回ミーテじ']‘；今na和和さん．本宮Uv.四辺の3名。まず
~ 
7ヽ月の位住屯合珈釦松＾11て合れゼ。 5月渡庫会て＂）＼ーモニ加項表ヵ‘ーが、声ヵうた

というごLで、；廷印釘m：：れな、妙紐雑且活咄、4磁底喝岱ン

4 
「 テイアが元気が出る炉,~レようというご江になる。む囀 ． 如大鮫獅澤加しもヵ‘

候碕印）、な場和が1必。 1っg,1 易中艮繰．”＾'拉‘｀ぞ,~--1いてマ今和名

ィ料如お酪）1和 1初、滋野さんにぉ雌m：：t-1~ -fJ.る。、1、政住宅に転届で知枷も出

和 1心1沙。緑ル、1̀ rゆうわな（印精神陳粗着をそ砂知砂賛邸公員とし
て、紐0円の

釦 21るこLが決まる。
西

各り、ループ0~シ台和約双i-S 、東和野台住宅力＇｀‘党g令ん住さかわる方が 0蔚9切 7わたてと、昧

和恥勺釦、第2位屯がl3約．丑Z1仕屯が35車和江各住宅の入居者が叛汎ぷ和
jJ¥11

森且告1れ印レた。 （田辺）

7月3B、2B斗¥'}ここ祝Tアでガーの研洲絃。今回91樟神9章害者の作業所 r思和丈`＇

”;」とク）`L-フ°かーム rれり1‘•荘J"' 見学会で‘した。知峰1320名I1ど。項野台ボうンテfアが泊

ぉ木3位田辺が知` 0。五ネ1住宅パ訪問を終んられたぅgばうんも途中がう加わられました。

r野いちてh(/I会」111た項社K訟戊｝危汰枇た11て‘‘、

田尾呑，辺吻，て行かせていただく引1初めて。

作業所ヽ咄iうメン）ゞ ーと見学者が直fむ触人合う場

£ L¥,、次江、牛＃し）＼゚ックがら＼れがき2作切乍震工程をレI

っしょに悴馬伎でもてもううてしにな、リ3した。牛乳9‘゚ックさ3成

暑中お見舞い申し上げます。

打野台ポランティア

平成II湘盛豆

4
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和叩、如れ表・裏のコ子4ンク‘を 1さがして、糸知原糾を作るエ佳、

ミキサーで紙を細b‘くす紅：経呈、紙をすく工程、れた紙ヵ‘速分を切了

位ふ冷話釦いくっb‘の1移を実席遁．馬受することにな＇）ました。メン

ハ`‘-^ 太が糸田かく祁‘l •ヽ•イズしてくだ切、細がくなた紐が｀ l オ知,~が出

出条口が，ていくも経互うd'II“平9虔しい伍｀した。うた作業所のメン）ゞ—＾方々とも

作集や＇）方 fi2紐仰渥滋呻で自然，准紐砂とが（、ぎ、ほんわがいた作業所"'舌

諏紐釦和がてされた。瀬＃さん11もうここでの掌連＾ょ元年,,メンJヽ‘:...の方に声を

力`l1らが、高ネ？んに言カゼるとなぃ砂`さんJ といた感じてす。

最筏，＜作業所叶睛恥高野でんがら古溶が‘°̀あ')ました。高野心釦i2作業所の“1経泊如1和幻疇心＂｀入加力 ‘ミ 作業＃通レてメンIヽヽ・ーと‘`ウしのな末印
砂こと、自僻和化た作品が売砂こひヵ喜がを丈切,~してぃ令たいということ、作業所ザ1`也

痴様ざし叫l<1j')たいZ"‘四、さたごうや.,ィお互vIIて自整`1i犯で舷れ合クコ：lてよ.,て

知作業所のことやメンI<`ーの方たちのごとを双蹟名してtらい、世朋の1扁見をなくしていきたいというて

叫紐加0 2階のク＿iしヂ砂なんげ荘Jfl見営拉ィぃたださ、充実した加汲

を椒‘す：：tが`、て→ぎうした。 （田辺）--..-----7月16日、 第36回ミーティンク＇；第 1JO者Id-

狛切．本名でん．5ガ囚也．杉勾刃さん、和蛙！さん、

距進。 7月19Bの51主名合同叫阜釦打ち合わせ。昨蜘俎紐 2度目の文正胡ぷ房委会

“和砂：：：とに1か）1した。 3た、各ク］vフ°のう古言9和兄也、災言竹復且且住宅の祁遜令表が‘

話題,.ヤIじ‘にか）加。当謎者が勿数ゎ，た住宅もあれ1#`ヽ、 当磁者なしとウ仕宅も約、毎．EI

，，：：i;,.なが` シ、当痣しあ` 晶わしてよいレむ迷うこともあ）まレた。 （田辺）

7月19B、切砲2B印 0分切有野台地域福祉センターで‘5住宅合珈鉢釦証琴碍t

5
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咲．炉．：• ： ；.“•E ・・・
. ： ；：・・，.:： • 

・・・・・・喜；：；『多•”、命・ くだでV‘3した。
．， ． 、 知nされた叫、五ね佳宅が‘ら13布船もさん、植田ス、札山でん、

牝たん、野口也、斉藷さん、丈森．さん、丈1為さん` 請団さん、欠保さん，鈴木さん、第l11宅から

奏会が知叫ほした。 P乍年9月K緑く、 2回目の証琴の；賣奏会て‘̀ 、

今回も琴山各会の石玲EBさんり””沢~ん｀田藤さん、栄岡さんが瑾奏して

I~転わゆ、ミれが最知知nと1Jる永如ん、第2住宅 I31屈却ん．久未む田中3人、市

恥、西田さん、第3住宅1.).)I,ぅ泰さん、有馬住宅釣,1-初終力加福島さん、有野台廊兄の

頌、,I恒久住宅に籾池た訳立峰ん、田中3ん、鳥でん、末曹谷ス、竹オス/i頌以ん、ふれ

あいな番項恥ん。

ぎょ?11 I叫1バ。テ—-jルを固んて｀｀釉それあ‘し松‘`)を凶b'が9貪象r` す。僻匹福島

奴 h̀、年）合心、こういうぅ釦訟柚1年 1て驚勺‘れてい腿。貪争が終出，たとこうて．、、

叫渇池が和｀、そ心tヵ‘‘` 大正恥演奏叙す。皆さんに歌詞かド‘£あ酋砂して、漫奏

叫‘]が）召。今回の曲g,3r和 1お毎の和后毎J r,')と船雄J吐珀心紅組‘」
心 ‘と

叫 ぃ rああ人住l珍粒9'}」。石気田さん＾が1声1て冷サ池て、皆歌いはじ｀め打。ぢさん
タ炒賤小もある心‘、人転夕外ヽ字J9て,,少し小さな鑓叫お）引したが‘、 30分I紅``の

；て三三卜：□工：ま::〗〗：］'ズ：：：［：：ウキ）：：：／：の*!：~,~」力3;：予
切が4可人疇b‘沿｝、皆安客立国人で｀、いわく該9月£ぅ,1た＇）、灼宕に弾ぃ 7琺')(,ぎ広

丈埠zさんIさrキれう見を考しそう9：：：ぅ棗奏1かていがたし、野口改lc1';皮沼の港」 2松や分I沼転

6
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れてい3レた。灼翫音£出して見ると、その音色1cf1J力か‘哀ぃ碍3て｀‘、し！む<,~}ゞ地良い

匹汲を過ぷしれた。

を“恥咋扉狂I3劣算手を危^ ・ヽガがら、お知かしやI¥‘̀')。残泳1いた大t,J7①')晶シ

人て、ギ‘うンティアti)メンIヽ`‘-噂叫1レ、散釦ガリ釦衣。ポ脅fアの妹ヵ0和宮本3ん、甚不

さん、尤名さん、項水さん、平ぅ頼さん、伊麻でん、田辺てし和 （田辺）

8月30日、有野台噴2住宅で食阜。その前14i馬住虹該明。住宅の

外約l椅成が算メIl')をして明る〈か紐‘‘、 ィ主宅，，，A1迎91恥 ・、高く1松r

いて、 口 この仕宅ゥ終h') 勺‘•1砂和凶惑•る。長紅足て唸うれた紀ん．祉

tんもい1ふくか）、か‘リでかい1ふた。寛さんが 弓`l浪忍し0北翁を払いた。イクリによで

でし入“”` ただく。項2イ主名叶i松胡狐が也`，ゃるため、心＇）す和砂＜ 、第研

の序豆真と外したリレて、早辺l紅 ,1・ふ 9月床をかて、マ(7J鯰所心晋]ざでれるこ江か

た。（そ”象／0月床れl1絹会所を使泣,-:1Jヽる。）

砂当1Jどを買.,1、約和8請 l汎約に第磁宅．ぅ小あいセンター／：到着。転^ 太が運人

釦てれて東油和ころて、した。皆奴んが｀私れる3で｀咤如埠認が14•｀の 4エックをしながら、

舒にお片tb‘ぷる。そして予想？かる人たちが 侑`3.,たじこみて` 使阜乏付mした。貪嘉会，dtt
冗紅11和釦ん、田中奴ん、久米さん、ゑ口でん、市原さん、1甜Kん、新屋和孔．3-名

紐尼、 高野1ん．ふみや君 4 託題さや＼づ＇）債援狙宅＾こと。今回姜的"''~ i暖3ん、ふ

委さんが当泣でれ記o しn`し当没，ュしたわの、E心沿竹く所I.J以`んなとこうだろう。あ＇店立 ．`

砂4.、みう h‘.J と句底/..,Id~ 、 、1年m3 した。 1 当給？い砂,1--.. ~ I立当,~ お気＾毒て．．す。
ヽ~でん

和 ,Zl°J. 斡捉咋ぅ今段に出t如和‘ 、̂ r今れ蒻紅知‘うミ．、各替の所Iっ お9翫,~なられる

ようが年1千でい」~ 1J•励3し移。ポ弩占知叩訟．紅．甲斐81 . 虹·げ涵

て．．坪。和41や負舷4印 、魚^ l台バ松原つんをあ‘うもわする。加会たが9りも凶凶I,9

7
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と思・?1いた」 t認され1、とても喜んて`、千ざった。 （伊油）

9月17日、箋37回ミーティング` ‘。垢叩者，1滋野奴、ぅ籟恥ん、松田さん、

諄さん、和さん、田辺。打｀’q月20日の 1Jた、ー大和如役皐会のオ祁合わらわ恥

I I 月＾合同負事会の言初佐汎ヽ。項、恥•釦葉特＇）をするごか 1t1‘るが、滋渭3んがら

ほ協宝存t皮V’力‘̀ ；鼓ヶ：竜汲1柔t良い」と暦lいて、文回^ミーテじ、')̀.^あと下息て

出かnる：：江砂。緑：いて令同貪阜公の費用にプェ：：：ックス3台盲刀助成、全を申広責したこと

£皆でんドがえんする。最知約iレープ ，，洛動和兄の和笞。簗1仕知

第組宅に住んて、。いる方がゼ` 口ICJふる。皆？ん桓が主宅に弓lっ越`でんていく方が‘lれ以心`

やた砂恥・1Jくて1”あなII‘＾だが、句応記ぃ感tお` ）筏雑なI¥J境私る。私た

和暦砂仮設住宅も麻、馬住宅．五社住宅麻野台和ィ該：の 3ヶ所となた。
（田辺）

q月208、,1たぷ鼓碩奏会と食事会てす。 JIB弄に項野台氾域褐江

センダーヽ 希iうて` ‘采秘、ボ・テンテけ’^ あかい‘ヽ 、出てぷ泳て、約 9ヰ，て太¢如省さんが到着されt

ぃ和心。危いで‘やダー呼,-::入る。太鼓加` ‘遂恥祖いがばし` が`いる。大釦＃重産知

11でも4咽績頬ゆる。そ人を、」、初2年生がら，J、麻妙咋如褪紅／2人以汰＾”4釦＂

才̀-IL吋 I4セッ令ング‘̀。ポうンテi1の方はオ宮でん力‘‘‘お弁当を置、l嗜テh̀ A、平洩頁でんか‘4席雑誌i

台第2住屁弘越訊夫Illぅ未払んを迎～’て1分か、みき` 7f;.高和ん．シ責7にん、伊藤さん、宕

ふん、甲豹刃さん．木和ん．裔材さん、田迅の3名と新屈敷幻砂ゃんとい心にお村澤2

虹心釦んLz...... 、イズを出したリ、お‘場を漆ヵ、した＇）して、会場冦佑恥食舷点顔訂る。

和n者が少レずう隻3註られる。為2住宅心広辺？ん、久未さん、田中さん力‘ヘレ＇ついに、ナレえ紐 1.

恥？んとふれあいを喬刃武和ん。そむぬと有野印如‘シ岩埼況、．鳥でん。

和野団砲の田中さんJ;JI番早＜采られていただA‘̀;t命くだひ^れて涌事がある.Jと

言.,1渇ぅれ、申レ訳ヵ、いことをした。イ反毅藤原台第24蛇召I品色、された西和

8
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ん13r和野台鑓官り易所き朋違がリ船ぅ釦，思，和と言われなが｀う、ふT采

らかる。珀姐宅吠が進心` 、`あ和心＇阜でよう 1を見I守町くだでる。じきI湛細

でん．野口さんが来池、それ約し1がらくして久伐さん．オ命移でん、1尻山でん．中口さんゎ

暉知0和砂知で、；房奏tl3じめてがらう勺乙Iてする。

名7)6',1濱｀表＾中尾でいがあぃわをm、引和31d逓 1 回 3~酒lの糸勇計をしている l.1 ・うこ

と｀練習が •`•9らくて｝知未1:'Lもあるが、皆釦＜大度を＾濱奏をやかるくと、聞·てくだ｀でる昏又

砂して••も元気和ぷ吋｀て｀され心ぃというごと盆戒知讀心紐叫。 12人の祖細

背中I,Iがぷ太鼓と書ヵサ浜董色ぃ-r>ャ‘‘)に黒、ぃ短Jヽら、白い足袋` !I伐、今首に1か金^リズト
バ平、頭叫紐和金色，：繹<lおれといういて、たち。角今,~,~1和 1北ヵ‘扮油ていま

す。

｝曲目 ,;i り1う点ん太玖。／0咆迩ぃ幻鼓を使，て出だし力‘沼全恥•ガい13゜し‘の tざうで13`‘

き。その音のすこいそI,い3か）叩覚まされたが戌知ガ＇）ました。左石の品舜の男のみ 2人1;J肴

かう大ぎな‘紅約を叩、全はをリード す`る沿目。直んが2つの太鼓l13人わがな代‘て．、オ1ふ l

”゜木鼓の音a追加吼1-.Jという合ぃ→が‘.、入.,て店 J、気味好ぃぅ褒如‘"-10/(J分

血護奏が終h..1....g舜間、場内心ぃふlk珀今。し1-i‘らく雑紐｀速）ャ祖ゼばL1て。

2曲印冷、大鼓」。こ~11籠池た4印雑心4人が‘花笠をも，て祭花笠 tぃぅ踏り

を紅‘る濱奏げ。もさより1ざ，肌ーしゅぷ）以したテンホ°。1＆生恥杉共たちの蹟I)もかわいい0で＇

すが、太鼓叶伍祁度がらず訊知知しみわたって93す。
紅

璃印乃台lふ加。池11雑"..利小，て行うオ1,込み大言わ濱奏て` ；魂刈1tいうゆ太鼓
を釦2人が`たたいて、こううに和珀(7だ1人が＇丸 l、の太鼓とたた39す。真ん中で‘

如和‘‘冶いの合の坐童を打っとヽ ’9光景てす。1わ 1'ft-豆れ打ち込ん‘の1叶月復筋2

使う0で大管-k.'l..11：：Lて・れが、ての漫奏もす,1`らしいtのて・した。江0‘くぷ共たち力‘‘̀

0
,
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づ ：鼻駐命パ飯I治1幻｀っていが和戸恥の両方が‘ぶ,,イ研，1くらの1がらも囀魂

砂如m`1くるどうな力＼3 ，、っ吋祖,~が 、 日頃の私たちの松抗を身知‘シ認噂， て

aも¥うに感じ｀うか如て・す。最後が負奏が終か1~あと、子供たち1て，J`昔しみないオ弱ヵ‘送られ

知は言うれ｀tぁ、）ません。

凜委釦:js~1l昼釦す`。 ｝襲和途中9ウ‘.,7む応鹿^1釦松原スが一足先

1 -:: '）希油恥。加Iレに,~訊が｀並＾｀｀られ、 I1和太鼓の皆5位知n和皆3ん

か向`ヵい合わせ9<1ふる¥うに座店が‘並べうよれした。ふ仔哭た3の約1ぐすかた五初の

棒山でん、 r太鼓たたいてたう、た＜でん今,~印が力‘`｀て、さがや九と初依た1,渚如＼う

てヽヽ3す。み1共たちも紐,~う1砂ヽた＇）レガが｀ら、お弁当を口に追！ば‘~,jす。きょうの広

狂 3丈人9年和弁当、布和和砂。 Jじ元応浪奏心匹貪易，＃註秘別のtの力‘̀

れ）令す。

9胡和知、 ,1和こ大鼓＾悟さんを雑今で送）出したれll~付れす`。項i2住宅嘩

でん、そA凸知遠恥｀ぅ絡h)3で` が1で令ぃくだも` た沼灼頂紐紐知ンター・暴尻

漏急ヵ推追如叱細叫紐てくだもイ、あい耀恥印11;終か）3した。広訟

嗜ゎ合韻を身併,~感じ心‘・ぅ渇跨I匂打した。 （田辺）

10月15B、第38回ミーティンク‘； 知n肴I3平滋芯、 ぃ妙⑭し9
知訊．科宮さん．田辺。汀II月惰雌松り打玲他。

鑓惰喜lょ有馬↓てて知産~':r'J をする：：LI辺噂 L．た。集合場所1り匹勾心｀‘セ:.9-和

麻野台~2娃宅ふれあぃセンダー和2”所。阜で五もQするこ凶改｀りました。今年が合翫滋：入具令

力‘•羞心、 令如,, 紅菓レていれ9才ーかが｀．．． といウ＾力‘‘‘嘩—^1じ｀酋わりえて・す。れのあ四和iし一

ブ°"'治知俎津和・ィ。砕咋レ祖磁2知釈ii仮鉛必鳩期限プJ、と1こついび蜘絵

があ）孔紅‘ミ入紅諏1;13月3て。だが、低知れ1没恥期朋以て考屈祁砂芥辺乙嘩があ

10 
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り3した。

知I3 ミーティング｀£系めに初')J:.lf~ 、糸ェ葉蒋’.，の下見に出が1 うした。

知のミーテインク‘ヽぞ滋野でんに考如が，ていた鼓ヶ滝＾゜てこ幻所たか~

這 h‘杓く、ざ国晴和雨が麻，ていたの1中b‘・；釦場に着＜と g青れ朋も知1妥て、

し1む<,1緑ぃ叶1°0の有島の山2似て‘盾環げした。））虚‘いに狂緑吃が美レぃ切3..

ザ た`くで人貝双牛れした。ミa菜が 色`祖(ì01そ迂知＜如葉おてしrう。 4人砂文匂坑9てここ19

＂うとヽヽケ切｀意見が一致しうした。さ如）,,；臼年1叫、和到着。こd¥2~3日の

和 ‘`浅釣；恥冦3る加努、`＇つプ J¥以沿‘迫りが少＇）、いがくは沌^ シたれ1く見叫てヽ g

した。知しぷ）パ如む谷ド皆ぅ恥い、和島をがl＜けした。 （田llL)

※• 高木さんの知人，，，シ所知麻忠・"古砂 2ろ印カンパ＇があ）引した。贅會 1Jカンパiどう

も水リカ‘‘.g：：亀さ・`レ‘れした。

11 
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冒：9：尺F:：2i:魚1 J てと
宮オさん．山峰でんが` お‘;tの且の買ぃ出し、残法筒＃でん、木下さん甲翡田さん`

田辺が机やイズを魚Iて積責み込ば、 JIB手過昨13府馬住宅，：着きました。かtを作

る紐lてヵ‘文をつ＼1よう灯位、火が` つ力‘がいというハ7乞ング`b‘ 発`生。1咽該‘みてもダ文1J'ぶ

姐碍• コ一心を尻）Iて ＇品和に加印こ。

1て、 9/8}粒艮に,1-吉れで人が初着。早く森すぎたので、有馬温象に入71菜うルたそうて・1。

舌灯さんla、旦久仕和紡られtn‘うタガ月。 rすぶ）新しいイ主宅にも村恥引未」とあ.,しゃて

¥ I'¾した。がれ蒻墳芥‘パイザと蒻、 3名。ャャ迩小"{,3、かあいな畜＂武平さば｀到着。

机やイスを恥・だ）、ダづ゜を荘ぶ）するのを令伝？てかうい3した。／28寺前に,~ボうン和1a佐伯

奴が久しぶりI召沢辛れた。京む脚知仕事が｀,J-tしくて活転がだ1ぷなたべ・`、 7哨ぶ如禎

を見れた。偵会所の中也宮本公ん．協＃さん．山山奇さ人．甲悲国でん．木たんがあ‘:ttfF紅島肴

をしてい3す。 /2日令を過ざr』頃、¢棟Iふお砧森で心‘`、名てお店。森でん1:J.Mli~,I、且

ぷ
磁各的知17年 ：：^ところイ科恥訊仇＜岱とが閉さしていたので湘‘

配していさしたが、元気,~x,.,1系池 、 ぉ顧が見れてうれしい。 rよくむくれl切した」

りbtが必。初恥、雑虹木さん、三谷さん咲婦、呉・さん、松底人心如と咽喝。
1 
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灼、／2B和紅ふ‘た＾て’｀、狂｀象池立砂紐るが｀公珍必こと

l：する。松原さんが音頭紐1,1炉1レと社ースで乾杯て・す。紅

杯叫緑，復さんが｀径場。テーブiぃ庫命^ 中に入うれる。ぉみ司を食

心がら、訊応）の庇が咲く。；勤：野新紅麦て油、1炉 l隼JO

雌が知絆木でんとI34当I弓知しふ枷総。 Lてもあ元気そうで、先Bか杯行をされて品た汐

ごL 。 rズ砂｀＇）,~恰でんヽ松双うれしい」とわしゃる。 三谷付恥ん11新しい住宅て面訟

...,'．＜`)をさかている応年：` が`‘、 i穎！のが）今が`，JIなく1町し＇和、役所が自治釦 <‘)1編ヵ

知 1`ふ立紅‘いくつh̀ol必みi話されイいた。その言台ヵ‘汁叙住宅，て幼沃あtの人用］屠

係tit.,ていくことり籟しで£紐年か3した。三谷で人1さシル）ヽ ‘`-）ヽ介ヽ、ノ（嘉雇令吾即位宅）に入

沈て、、和命、 51涎｀いい）知扉同じ柱や松‘、4tt亡くかれたとおいてい3した。

ついの仕みヵ‘1て知着ぃてガ、ッとしてそれうて．の痕れが出る心‘̀ 4也でも七くな注法ふがとど闇

＜くとがかけ。ごの負事如臼｀iい中,~ ~がおI;fわ Sさん此<f.J‘池1、れ小・`しい

思ぃてす。

1B呑呪岱ン和和伊函でんが登私。かいかい勺‘砂‘やいおしが‘'）が｀糸た＜う名に2
平山さんが`

琢心）1年。炸でん、お株さん2人とい，，，しJI巧矯圧の名谷0‘}がおいよ 8月I豆弓I?迫‘
「~

し1バ 2咽t`、さた｀、第机ぃ環境にながながプJじめ1,i&.~』と言われていた平山さんて｀1が、北てくだざっ＿ 
浪 h‘'7た。あ3リゆっ<')話ばされでん

て・したが、平山さんt「たくでん篠がるとやっ

Iがリいいれ」と名かれ1いました。

全勇そみ，たとこ；；て` 冷桑写真2号約

ということにガリ、テープiしのとこうに移がそ⇔みい。

甲背日でんと本和んがた叫ぃ絵をた＜

,,._ 
r、..._. 

2
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さん喜いてくれた麻馬住宅砂Jヵ｀れ会の復逸緑ふ括，て、伊藤？ん‘.、数回うャッタ—£t磁

した。団真がて、そ紅るの力‘否れみて・す。記念撮影の珈1J.渇込る大iおか、住も支援ァJ..̀入̀杓..:.

，，,!3名ヒ武‘平さん．箋さんが最初9J纂会所を1>i1,でれ1した。そのれもれさん、社 a．私原

さん．呉さん L忍げがい比。活）隙叫皆づんIてa記念品ん知心荼凡とれ：1ん・甲

背田さん今｀＜＇）のキーネg•五叫物が今席咄3した。残法和ん．袖和ん、

嘩如碍と13づ叱ーを食己‘が` シ`、ひとしざリがLぷ＇）。三谷雑 g桑3J...Ji料

争わ託，をでケん,,所lが‘ゼてくだがい3レた。

3B呑半に13年ん沿蓬比就呪‘ぶ、ポラ`ンテ｛アであL片付9プ。何があわただしく 1日が‘

過ぎ臼感ヴ` ーが、砂いれっ＜リ昏んとあ‘tもししたh‘系という気分があ乙に残` 蜻した。 4叫

l3 印11を終た｀私紅も俎会所~註とにしました。

砂、当g,3出店され？せんでしたが；嘗＇ ゴん、米団さん 大`山さん．岡田5ん．外原さん

から 1知：：返阜をぃ紐‘さいた。こ平釈如砂かと思ぃ3す。 （田迎）

11月138、全曙日晴夭、項馬・t知竜公励紅薬約。 g笈がいZの予細4喜がが
倍叩和。約、有野鵡 l住宅•第3住宅•東野台住宅召lっ私｀口し9かれ、夜、彫咤 t

お二人が残7てお丸が‘̀ ：知匹れないのて＂、有野殆笈 2住宅と五社住宅のふれあいやターII

吟俎台という：：TI濱ふ。

第2位屯叫田辺さん一宮本さん．山山裔3んが＂作で応）、五社に 11本宮芯滋＃さん亀

直芯．高木力‘"ふ迩恥作た。少し早ぃ目 I~ 五社J＜着いたら、今大森吟‘‘‘弓l越Lて

徊れた直恥奴IJれ出軒す` ‘とてt残念1畠浜。ヌ、いっも大森さんとー締にお匹設

をして千名ていた久保さんウ数晒 l＜弓Iっ越北、今日の糸1葉洞')1＜命加］でかる,1ずrるた

岩瀬叫弘趙ばしまわ爪た口のこと、屈遠・テぷ 1゚こン文々と己lフ越‘

し1われ、和‘しmm‘祁が、湛レでを禁げ恥‘い。で｀も今日(3弓lっ趙し

3
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て知出た森田さんゆ咲ギ．高田さん祁切夫妻、竹田さん、声岡でんが` 近く逹＜がら妥て和リ、壊

Lぃ総遠面もあった。知呼定が加ん宮和叫び‘1:t恥細疇締局五社が

うI咋三原でん．野口さん、言青丘樟話如植田さん．1凶 3ん、大堪さんが｀知滋。

有野台第 9が‘ぅ藤原釦仮設K暫定店住され、頑在はマド入ン叙濠成;,..入院和函未ん

”卜出許可が出て、魏油四かるてと力‘··~また。

該＃さんの大き1淳、鹿吋釦‘ぅ棄って采ぅ凶高田さ人の阜，お弁知ふ

ている本名さんの車、お‘やつ^ 入7ている高木淳l凸分麦し、；碩＃でんを先顔

炉路、鼓ヶ；竜に出発。 J〈蓬広知フてお池るぅ類＃さんが訊嘩塙

佳和細いく力〈ゎ道白応大きな道を通フて下わたのて｀‘ズ助砂、そ屈姐珈第ない

和合いて行次。

釦境戸印<,,つれ、人が｀ふ遠。通＃さん埠I”烹ぃのて‘`入口r"止め、そこ梵‘5皆でん1て

鋒リて頂ぃてぅ竜れがでr負く。少し距璃釦` 、あい` 7J?と思，たが、仮訟買句叡｀飯

灼れ幻足で軽々4豹＜古名し力‘ヵ‘` 歩ゞヤ9て知‘れる．本宮→位如項料を手麦んて．．いが1"、

い奥＾．ヽヶ々厚かれ心忠が‘.、う、止め1狙阜の1罪人のシ応朋を縫ぅように通リ

釦加‘いう、千見の時に見た一畜負のズヘ°ースを思ぃ；粉べt恥進める。本名、1んd)1貞察で'

奥，こ11,l、で1J車l台分しが空ぃて1J¥、Uのことて` 本`名さんlさそこに車を止め、丁危千ヵ‘迂って杞れ

た五ネ1(/1か知甜棧臼知頂沃。ミニガ…和5葵へI>bうすか第2住宅の加着ぃて

応れ田皿でん西田ざん．宮本でし車d叫0M心せて1負v‘た。

鼓ヶ滝Id-~を索峠｝ll;6\. ＼の、）、追伯保lの丈木が‘‘トンネルのようIてなて

正面の清まで‘糸命ヽ 1いる。谷階16')ぷう1む島所で晏がクダ＜ひやりとする庄

見1て知吟、項馬4紅葉遠所琺宝寺公園とLぶ lてする力溶釦合法が、、

瑞宝弄，1行ざやすく哨が竹くし、ごこ成が自然が大きいということて9：：こK憑応

4
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今日か籾‘̀ 、タク＜滝lcf美Lく、 I}、む渭豆伝幻く蒻が、知：葉は今かとつ、今年1ぃ曖ヵ‘

l'J'-,f-..私ヽもあるク‘、みう。ヤれて．．も糸条^ 蘭（て赤くなリ勺けた紐じがあぷて防I'¥そよいてい`る。

祐戌向ぃた＇）、村裔を加砂レて糸エ葦が‘表しめる。

陽 b‘.`差し1くる平砲』を迅ぷ＂田辺奴ヵ‘‘‘持，で采て千わた超文きいプルーシーば敷＜

k 20墨姐吐座較に1わた。苔さんI~ 周囲1て座，て頂く。お互ぃ Iてすっガリ競Lくな，1

お池和で、自然に住宅ふ森約）てなるが｀安ぃ雰固気になっていく。第2

住宅ヵ‘五西虚四囀敷さいママ~2オの釈み5ゃん．森口さん．田中でん．

”立、和野印地の島也．田中3ん．名崎さん．ぎ曾谷丸9‘.、一足阜＜

妾て碕，介で応たのて｀＼「おり令たセしれ和サーお‘担当Iてしれレ9うJ4念

じたう`た。

訂箋ふ位和ヽな番の武‘辛ん、生活を援アドバ｀イザ‘—n 福田さん．玉和ん．岡奴、.#.tさん

t 麻馬1酸に車ふ凶ぶて祝—いて知れ到着さ囚たとこみだ｀？た。お弁当を配1頂砂対蘭，こ

砂介袋’誌めわ紐作蓑でボテンティアと高田さん、大1品さんIて今伝っ9頂く。今即ぷ弁

当，わ亦勺弁て．iがなく、非名でん力‘‘‘奔足只千で＇）、註寄リ乏兎訊、遁もバオ空えた特蜂。

奴でこみぐ喰反と箸、9'1J] を知としたも吋骨も和＜名‘いし力‘7だ。 l 和人と｀弘方が残｀~1‘、さ出ぃ

ドか‘で心ふ鹿｝恥松底心'f卸病気の奥禄の和嘩碩剛匹達ぅ

れ液貪阜をぐ咋和雌：て恥た。

臼這知知．1:t碍知が‘儲Iてイ砂，てくる。皆又紫レそうにしてお述和＂

釦‘うな力‘9たが、な、危細疇I心すれが‘ポ．／ん平浮知さんが新聞紙這眠訣

んて｀t済省•リ戎硲配，て千でゐ。そうすると翠ぶんン令たさが‘遮られ．た。

宮本さんが熱ぃ古答、をついて冴わせa運，んで＇下さる。田辺さんが` 、和

回て皆をハ°今リ ）`＼か） （ 1知雌て品た労真I1 昏んすてき1む説和｀笑~

5
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つてあ‘うれ紅差も結キ真引れいた•うた）。山塙でんもあ吠．ごがか紅如て苔でんば会ぃを

紫しんておれた。』：中、ボ兌危戸乾づん力‘冴産業をオ和1てお及遁、と一緒Iて妥迅、こ小も

ぅ小しい出会ヽ た` うた。

昼俣後、第2住宅の西田芯Id釦屯曾女さんが玲むぃ幼稚：国心迪、んが絡年緒

に車で対和此。武平凶在）ヽ＾イサとで人も詔場に、訂正豆—足知渇られた。印,j

“りと 巧ゎし均—き引m.J という立江、項1箋をすることに 1沿。 I グルーフ°ヵ‘‘免,~;庵＾も、J..tって

ぶていウ‘れた。後になべ私産も追、•つくつもけて•-~-いたが：ど‘こに行テが小知力‘苓てが見辺ぃ。

仰恥立。 1印よみと景色が吋紐')..t硲朗釦歪も 3た美 L~'.,た。山壁，~,J、39J‘l 呑こ

叩）が初、キ宮さんが‘rここ庫］けて、^ びよ！I¥か`よ．1.Jとい1'Cずら 1ずい。高田でんのて‘‘

見たかわ）て＾ぞ分れる。キヤーウ—必笑いが‘店。知IJ‘)レーフ゜z_.1-J r.-うとう公

迂、千め知恥車環I)た所で‘4和、、1千で次。ォ船名でんIJ80代‘、野

口さん1370代、後半、他の方々もん可とふ元気なのだ‘うう．I•I...

枡知砂埠宝寺公園豆和てみざうといウことl口なた。項恥恥瑞砂恥妬へ

釈彩9夕動し知てみ知、そ和‘"紐応佑所、和業が追み、おB複 l'f遵）映えて、ぐ迄

美しい。太陽力‘ー当た')B多がく、温度差ヵ‘次ぎぃ可＂糸 1茸が進みぞれいなぷ・11かかと

和和ん。な文社至．I.J叶納場邦。下にあでる産を森口芯頑

知でん．．．た＜でんの方が-ィ合ておられた。ヌ瓦紅紐じ8背景'"皆て‘‘` 峯ヽ
祝企撮影。ざっ心娑しい、思い出1,1,j'和‘・レ“)。：：：::.11さ和1双幻タタいo迷、みにな＇）
約だ。そう心が、さ.,さ 4 締，くがふたばずの西年りむ滉迄くな法。皆て｀‘戎面、たが‘

見当たらない。あ田でんが rャg子芝名閉た人が恥所Iて立，Tl1るよJと劾えて氏）行って

み紅、オ当に入口の所9豆Eめた私の車"'yfrに函本さんガ‘冴糸てお洲出た。

6
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島玲咋13高田さん違さん遠lこ｀五れが有野台吠I3田辺さん戎知ス、本宮でん

直に 、病畷改恥房函和ん）ざ、名ゎ車咳束して角雑数凶うた。 '}ーし実がたが；転

もなく、あ‘年広召した太々 t元気に続加して下さ＇）、庫公危されたオ々 ゥ采て下で＇） 、写真が初語
＿．瓜ド• :、；．究デE‘i^●●ら ． （ ．． 

．心ぷ緬るように和註ぅ品め、紅葉以t砂£

妾しむlBとなた。本当にqてきなIB、

l印 l舌あとした感藷拉‘‘心に項わた。

（為木）
予

皿 198、箋3徊ミーティンクげ抽D者、
13-3籟材で人．本宮さん．品校さん裏，和ダ

田辺。徐む濯、馬警象潅設住宅埠当の

知忍J...,l~b1叫,;でいただき、僻紐咤n油；和茄砂1叶紐ヽ、入も君ぶ々が存（冶雑加‘)

をもたがてい和で、定期的9ふ巡回をしていただくわJくお願、、なする。そ叫乞て．i1プ仁：：：：ックズうも勅

助戒釦‘"／ユ万円尤リたことが啄雌でム1した。狂、仮殺住宅てお雑叶加）組社；てプ砂、4殴

住宅む絹砂＂終わ法即 、如緑き活動を紐綬口ぃくガというてとも話題心）1した。

11月27日、北海進が哨紐認野莱村砂じ‘ゃヵ‘孔`、力梵届豆年。北海道の文梵4カ‘

が）をい心応啜ヽこg：：：．．ような丈きプJ‘ じ｀ゃヵ‘も釈｀； さ次 く 五社・ 有野台第2 •石馬の名住名,~

紅記）し9した。1砂 1lrJ五如詫噸さんが紐7--(和ぃれ／た。

砂 tヵれ、研券缶山み＜野菜れ.ti,,J、王ざんにお壽話とし釦したところ、 JI月ネ刀句I4泳、

巨"‘l叙住宅社られて、仕尻戒Lじヤ心もと力` lぎ‘ちゃの奴き出しをもれたい立て．ず。桓磁名

ヵ‘`空vヽ て滋和、個々 の卑、卜和＂1|釦珪叶分）仕む切‘ヽ．m.. 仮設イt宅、く1位叫珈‘
咋年、桓姐名，て#'/<J，ぴ‘うも新しい人朋閲い蒻紐）な』店l恥7J

-• 四'.-． ゞ宴初ぃ：：しなに、）、い叫如紐•うを路噂興の中で知噸ヽ辺.,

ワ・
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l濱 1てぃる点遁漁がぷれた。 A、王さんた5が爾哭支援，，活動もが4年 1砂クとしてぃる

とあしゃってい3年ヵ‘ヽ ；仮設住宅ヵ‘が1必択` 11安キ彦を綬けていきたい立と、またての/()/円珠

主運動が北海追和組｀がく、令臼閉庚地方れ｀・イえか）、そういう方々のを1窟4中で`

ごのし•砂‘ふも 1む差洲れてぃ如fふ．、というて以£致んてくだざヽ‘れた。 (/Ill円殺主運盾ヵとい

うの13/9{l円伽じゆ’•以、もを買わ紅狂 l 円分む吝付すること(.. 、またその積み重れによ，て

複如も,~じ拉‘ふも出送みうという遥直かti。)浩豹が3年半を庭狂大和＆ちボうンカア

ぃ1した。

12月1日、有野約釦辱で¢o代‘叫恥うが亡くな池乏した。同居3小ていたざ友人ヵ‘`湧月

叫項；況れるとぎlこl1、あ心が9‘恥知そうて・す力‘―、'}希沿ぅバ也きに1itぅ息紗きと況れて

いたそうて` す。晶泣13-,j．れあ屯づ＇ーで`庫 1か‘硲荼説；会社毎退わとうk出て彩れ、また、恒碑

各彰ふ5を約、ウ‘ざ消冦終砂、彰渇先＾舒んぷ見もされ1浪＂：：：と、知 t残念fな）

屡。翌81-J 第2住宕のご自名で·慕儀n‘•4和れ、窟繹滋埠ぶ、ボ疑11 TrJ't•• 岩さん

で知噴1-1.1‘れをレました。 ＜＇く'9[
12月178、第40回ミーテイング‘；知n和松国芯滋＃ざん、

高木さん ． 不名さん．田辺。 1月の合同貪阜公が1 ア池1)・レ牌が矢野3ん•宮ふし•高塙でん

l＜ぷる 1)レ砂｝和負足会が行われ和こ'£.;Iてが）れた。 3た今年少年貿心疇埒魯

んにお演は和1く 1i93レたが、，l~'J..往名／d転居でれた方で在所がわか知I~ 皆さ人あ送．Jす

るこしにな'}3した。今回も汝乙望和し力‘--,てそJJ年項杖z

ぅF.,てくだかれた。治豹9叩恥和13北れ・わぅ台和（誌

朋；和、京認． 211月IこJ度准舷）をうが紺緑していく

：：：砂‘ジ薔灼11て．．詔るいうこ辺石虐談しれた。
•. : i• —. • .：・． ・ ,,:,··:·‘．贔•.'： ·.•i.:' •i;· • ;．・ •,· • ̀. •. .: ： ．． • •;'.' 
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12月23日、有野紺切詫召ち咤絵。昧伊知第磁各着くと．ふれあいもンター

前で西田さんざ奴希．ぅ和恥` 砂表て采られた西J91弘重必かせいろ，，釜2つとふぉt用の

カ‘3年和＜＾‘亀うれている。初紅和項野台、3心ぃiや．＜＇）協珠会の尾和ん ．山口さん．中

西さんの3人がれておれる。せいろI：ふたも滋亙まだ菟口妬切ぃクうて．．、レlがらく特ぷ江な

ゐ。そうしていbと麻2住宅の田中、如碍、訂日に1，弓l.,越‘しさか玖米？ん、そ小砂珈1さ人と

涵心出ておれる。 9B和 lむ氏テ4アの山山奇さんt登喝ぃぷぃょ和和眉協和

尾和ん．中砂．山口でんが舒緊よくせいろ力｀某Lたも5米を臼り所3T遁ば、、l<― 
和れか叫す。：：のっぶい作業がふ囀・て｀：これが玲Jてつふいざ匁ク量冒

ているとニ恥ヵ‘うつくtぎIc粒が‘砂` 畜々 つだ）せず．、祠くっ紅ffる：とがぞぎjす。不午紅如11

西JII辺田中さん尾和、和 4人。知｀t冴牧、士')1ろし印‘・:頃砿・私虚雌

の入れ具合が` r#ですぐに今ヵ‘` 尤奉のわ1てかてげい3す。一番見畢み‘不午ざ9だたなたの11、

田中でんのこ` 主`人p カ17)A砧 1浅矮島知窃く、つくだがI',J、気味浪ぃ和・・喝Fいてぎサす。

特に田中さんこ●●夫婦m ¢5乙リ L杓午匂ぎdi＇色→.,ていること。あ心ぃぅ闇にもちがっ1.tb‘•;1

いぞ3す。佃でも釦年ぶうにもちつぎをさ小ている切：：：と。築ざんのもすの切り方も上今て‘` レI，しょ

についていてキ当IてダイミンIJ`よくつくてとが`て・き3レた。

でa.r妬たもち1;j,3、れあ‘‘セ；；ダーの中,~tち込甜1手す。中央区力‘う位亀；て彩た斉藤さんとま

知分ん．ス米さん．1恥 1でん．命ンテれ’のオ公田さん．あ禾さん．山山奇さんが＇次々 ,,ざれ vヽ

なもうにまるめていき”す。し！おくすると、；紐氏` ぅ凍て表られた西Ill美十和ん．さ妙‘ちゃ人、
'⇒ ＝ニ-_，＂----．-

:：;：1二；＃品；：；；さんひ、ろてみーニ：タニ三ここ閏鴨塁
ゥ"lJわ9、1:.ざやh‘1くもちを9るめていすす。

並竹レて、て・さたてm も3をきな彩うl ←?l1 たゾ、た‘~\

〇ヽ
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こんおろしをが(11こ＇）していaす。こ岱,1すぐに皆さ人1てふる劫ム令レた。つぎたいもわおいしい

ごと、 4叩OOて．、も口呼l こ入，ていさます。あ、全前になるとり負房区心谷口訊—名も至堵c約

如も有野台d転危されf,,l... 本がん、社嘉焙りの新届敷儘吾3し、そ4友人て“去年もt汲

噂躍地1~ いが）さん t 加切、つぞ今の人数紅誓ん、 4ok多のも5米 t 否昼過ti：： 1よ

叫）3琺。却算炉Jヽ °ワーを出して紡をっ砂ヽた新届敷碍吾でんは今知

如砂リんl1見もたジののイ埠喝）のためh‘.、加知気味て・し1-::.。て` き恥‘ヽ ；紐砂3)

ん山哨豆‘K'Jがか和、私も麻野団地戌バ5を諏）にふが和ヽ センダー^ か^ a昨日

岱采て合細1i1滋 l滋疼きられた五う西III弘重さん。とてい托砂ガ競勇をしていびうを加

てg臥ています。知顔に思わす‘'吹き虫して LJぃ争した。そ＾季切｀舟紅がIm、、]、れあvヽ

セングーを出3した。 （田辺）

12月2SB、今日Idグリズマス会。 五わ仕宅応1て.i;J和1Jめてのグリズマス会。人数が少な

くな＇，で寂しく力寸環だ l1脈ャガ←ヤろうと言t豆わたが戎衝＇着 11/'8日切始れる。

l9B心扉も重加碕、ふれあぃセブ9ーをグリズマ這I冷炉）'711する。リースヤぅを］しを瀬

o゚ ＃゚さんが次治践着して釦リ,,.,,1てく砧。出妾j::'）I1, と1t 恥ヵ‘•丈項忍ぉ糾貨の
<l。⑤怒 モ—ルを知，，足が｀力｀って 1m蹄如げてへ0今ャンコ 1てしてし3っ知‘‘‘、そご93紐囀
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戸三三こ王戸9さ三疇:力:｝¥,：[乍:：.. 妾れあ〗：：：：てて；品::：:9:::,てウ／］I心貪]
/'tB :t8和、北品でん．紅品でん．高和ん．ギ名の4人、ふれあぃセンダーで‘1和合わ

せ営祠,~行く。まずi1メインチ}` ・ルュのお寿司を lヽ ン゚トリーてtぅ主文。今て項1喝心加吃

を中lゞ,-::::。文氏3-7° で` ぉ菓3成。 xaトレーゼ‘て`・ショートケ-*2sコ．クリズマズ即飾9Iっ

/0円臼l1てがうう。又いっしお茶会て` ｀々 の人がぉ楼特して＼‘知で、クリズマス“m誰も
也1J硲くていしのIてシ`i-ス．ゴーじー．紅茶必も缶入＇）広買う。文 13サンドウィッケと思．た

祁が予直h‘•• 足）が1J')、ふ心汲脊n 訊｀和ん祖でんの Iヽ°汀°キン I~ お店見＃かう

こLに1注。 Jヽ竺7°キン這蹄舒恥て、二郎ぃちて．^ う・ヤム工場ぅ力` ．がリ、，，，，いて．i豆タムも買ぉ

句益のだが、言佳もいなくて、文サレさん．高和ん．エ1品がヤをオ努咬。（勿論、お知人を

消わも＇）で） rあ～面釦らた ..J と渇.,1 ぎた。ャ朋、払い頃でんt ぃが1み。：：ぃ•、2S

距嘔僑ll終3。証サ砂` ク`ラ、・Jガーを、もり‘に買ぅコ区のみ。

妙人がう一過即知今日 2年 l/9和セッ和り｀‘I>ガメうを忘れていたパ` 嘉田さんが

喝1 さてくれみ。 /28呑すで｀、＼ずら＼1冦債的、心中＼~i1戎如払た

面‘リの小林さば‘̀‘ケンダ・ッキー1ラれド＇今キン£キ呑， 1知くれていた。大塩

さんの rメリー・クリズマス_,4糾1戸じ共に）ヽ。マ）ヽ°ン．）ヽも・・・と'li/1)一

の首。いずらく Iさしがみ、食＾••み＾分。そしてもうすぐ 1I外也知かゐ名＃1ざんが立紅が）、

rお世詮てプか）9レ凡とオ知象退経される。

ぶが激諌しているおを消邊健3んが豆知条曼クしてく以。ヌ、ィ妻でんと一雑

に項炉訳•‘ボ‘ぅ沼475も動を aれている禾釦亘でんが｀・ブ°レゼ｀北があがて●｀、レ唸ゃんげんして

11 
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と言い凶。 1l1いたけで開、芭出桑f拉‘ポ私逢Iさ大喜び｀。そ小て＂一喬謁知 11年
ャ
ぎ弓戸 さんのミ` 主`人、次に、I、オ禾でん．請田さん．森田さんの梃＿べん、高田

さ人の奥さん、先ム。 7°レゼシトを渡すB令．皆でん）ヽ イポ ース‘い互

真を非常，ていやが｀，ていた高田でん＾鑓でんも仕訟<、 Jヽ イ和ぶ。

でも二••ふ）。その他戎1'6 知n賞をいただく。

そうこうして、らと亀表負和ん｀松田でん．宮和んも』払て出足。いがら（し℃度邊丸、

釦恥ん、：む予定があ和｀悦恥硲。麿さん｀お1復ぃ，，,~゜い、ロウく知｀れ知とこみで‘

ー同そみべ、記念撮影。 38呑3吟すず紐散。と.,1も娑しいクリスマズ会でした。

知 Dされた方13-ゥ滋叫灼品さん．名本さん、楳話さん、お口さん、清水で人、名

和ん．言青田さん．名田以ぷ夫妻．森田さんこ決孝． ,I、枯さん．ふかかなか封平でん．

ボランティアIdあたん．；籟＃でん．松田さん．ぅ度埠シさん．絲逗さん．本宕。（庄宮）

1月21日、第4l回ミーティング‘‘。知n者は松田ぬ彩籟でん
ミ`

甚木さん、科知J 嗅。打24恥裏奏会と＂心最終切

キ13合択立しれた。それ紅沌豹資釦甜告。’み'.29 -i和 1宏でんぶ）ガン）ヽ° /jス3999円、

知鴻県ネ埃福祉協謀会ぶりが弩17即戒全 /fJ租りふかい。 rl和索知｀

ランティアてi9：古転資釦..1.i-<て乱てヽ・ると用＜力‘・：私たち I~ 治急ヵ資金．I涸るこいがなくて呑ぷす

如松田さん砂‘，，い1v19し紅‘・：尤知齋如‘;4年がたち、ゼ間,・;1迄れられてほ沃

この峙邸I~ こ小た1わか｝ぐがあるLいう1'111 和1よ、：：とて.. ‘し‘っもヵ撞以くたでる方々 ':感辻紐

謹しがあ麻せん。祁でん硲13 r 弓 l怠しさかた知＾心心（年む）9逗信ヵ‘•あお、啄枯

“や）して、皆さんなっグレく、咆‘.,1がれるゎ，とさと豆便）かtmガことが口んだが思

和というすもが‘須）孔た。そ心t.11和 iしづ゚ ＾；も蛉｝お知の中て` i3麻．恥印遠者が‘

仰 1-;:1J，たいうことが令難？がれた。項野謬造か13戎丘淳和ざが，狙瑣叙l3
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l6軒の祝力‘"住3かてい釘。それ勺‘う印遁む入口！て下言己ゎt,i張）紙があ')1した
。

臼と五社住宅のある1島所砂ゥンドで地元の中営生が灼フ‘• | f反誤住宅の方＾

活を1Jに和用していぎした。彼辺令1りも絞庭ゃスヤ逗ぃク・祝ウンド・I 
もう払逢カーネ不

クラフ‘‘3台豹したいてす。

でクラ企古勤をしてし＇る打、和気特和如 応ゞて・1.91が‘̂r.11
グラウンドg返して
ぉ練ぃばす。

が、、それにしてもヵ‘か）ショッ7カ引秒紙て・した。特になt̀、今も

麻紅宅で知釦滋註ないのb‘.Jとし・クこれ` ．、安里邸されてないごとlて
ショックを名プれした。1主

比えも名セ瓜気”..この張）紐を見られたことて、しり。

1月 248 、 7ルー1-•トリオの シ負奏会と食喜会。 ヌしぶりの環左知後転1-i.．というの）く、きか3

恥泊。私げ項野台1包伐以畠祉センターl：着くと．演奏tしてくだでる）ゞ 1オリンの訟令ん
と和

記和念でん1ょもう采うかて全器が算傷tされでいる。先に出ていた it..うンティアの名和ん．甲紫
団

さ人．木和ん ． 伊藤さんも机£並‘だ）、お知用意印した）レている。そ心と 1<•K プルートの
でゎ

知野さん↓到着。さ戎く 3人で音合わせ。曲の約虫リの部分和1~ 乾＜合わせているた1うなぷ、

知迫叩1"~·v,。か Iレ,~）＜炉）ンと今ェロとプルートの音の）＼4迄ーカ→薯いている。そうして

いが、ボ沈`ノテげ'̂ 山山名でんず登堪。嘩1為に加かる。やあと第l4主宅，屯沈た撻谷奴必‘
痕、

が 3釦‘辺ぢぽ•シれゐ。お互いに久しぷ＇）て｀、 rお元気て・すヵ‘。もう彰洟平l研醤.Ht.11-') れた力‘」とあ

いさっ立ヵ‘わず。

領 0ぅ棗蛉と像阜叙2本宕奴．あ禾さん．彩籟！1ん．松田さんか` 俎項＇杖 に`お‘甜秀、、を音

”1たそうて、 ,I叙仕転給池たれ‘•かかし＜思1 紅；て采られるえが-99い。項Jイ主宅砂 1-J

堡谷さん＾’1年、鹿d}台臼和‘砧豊畠さん．須磨硲1;) 若北さん ｀ 佑谷n‘泣福ざん 、ポ鉦~

硲I~イ紐田さん。第3住宅，3 名谷,-:::知此谷項さんL頑源台笥2住宅~)II;.念さん。東野台住

認さひ訟）台に1祁‘れた絋危でん。五社住宅て．；1た座恥‘シ小林で人、項釦訪うイ左藤
！さん．鹿→

台心森田さん．店田さん。角馬住宅1.i1月ん玲ふ杉公原さん。有野団地が
51ユ
づ
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約常連にかれた鳥でんと名峰•さん。が3ん戎釦磁住宅9つふれている祁桑；凸した。

第叫封；，，‘況田中さん．西田さんと新厖敷3ね心ゃん、五祝住宅ゎ` 遁請田さん。紐硲いっも

＂な遠加してく知る、ふ人あ I女か武平1ん。

枷紐が出足がらもく 、 集おかる狂作呑って、JI吟辛おにゴンサ—卜が1れじ9る。アンサンブiレ・

神；の矢野豆かも4紅 l印 1さ）ヽイド切,rロンドン・トリオJ箕1奮。プルートと

パイカ）ンと4辺 Itよる三重奏。音が出た蹄朋に加9し呼13-：：かま社這ぅ空届9k

か）、手）しヽ 中g姜しい音む稟ていく。 2曲距蒻浅野さん力‘う ）ヽヽ・イオリンなど

＾衆器の放明。弓I~ 馬＾名を使，ていること、 1知,,松ゃ咋吃，て堵’さを良＜す和箪｀わ

が）ヤすい角名説をしてくださる。快野さん11ミ小和3も仮設住宅ャ復棄住宅を伺府も3かう

れ、ふhあぃセンター々惧会所て゜ミニ•3 ン寸ートをつれてぃ知区のこと。そのあとバ印 l 釦‘う砂）や

すヽ、 3葉て••説p月してくだ｀でり、生のコンサート 1.i,リ頂にレたことi＊クが私た3にt 々nlv近ぃヵ‘0うれ

い‘o

:z 曲印りロイツ訊Iレの ')-rダて •`これ9さ）ゞイオリンと今ェロぃ二隻奏。われもーツアILK^ r魔漉

n‘うア灯7,＜玲テ·迂•J 卜 2 （街知」(1I1易和プ払゜数曲ぞt‘せてぐ底る。：：心11)しートと）ぐ

イオリンに5る二重奏。所lいているし、乃ら，、これ玲3咋闇派て切池切‘Jl思ぅ印伺

曲力‘れる。 4虹 l,}ヽ4ドンの rロン忙．．ン・1-'）オ」第2奮。再びブル--ト・ Jヽ 研`Jン・ナェロに拉

三重表だが；この曲61Iさじめのアンダ・シテのと：：ろ。とてもり).,た1)と包＇み込んて．．＜ふるよ

うな壕奏に応溌；？砂9ぅ1沿蒻I:J玲 oS曲恥）ヽ イド` ン^ rロンドン・ド）オ.J

嗚遥．こ4曲で` 糸冬＊＇）総＇、アンコール距曲もちゃんと用意してくだむて、レ

う 9 虜令知准奏レてく1~を々。最後~13)、イドメのもレfード。これ1/ヽ｀北オリンと

ケan力‘・プらをイ更ゎす` 井`含(.iすし。し、1シ姜表するじ°キガ;卜という奏ぷ広で・ぅ負奏層される。

只い怪lヽだ1註りで` こ人も rぁJ爵・た：：とが＂カ和とい切凱ヵ lつ。
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いっ』間I改がl吟和喝孔ヽる。悟⇔タタ少墾tカ，たが、 Iじ`tも良ぃひとと3を過ごテ

ご砂‘"t・知。和雑叫松田訊ぷだの空闇で｀こん1J1澗迎,,知壊表を聞み如

和 .Jと言われて、、和を暦lいて、思か1"う1ふずし、てし3う。

”ヤ砂項松。第l• 第3ィ荘ふ I~松田さん・＊；頼豆函んて‘`}て衣｀やガ,,

砂ゃ八・`）。名井ざんと豊富でん,,第1住宅ゃ第3住宅双厄紅知たそうて‘し笞＃叫

r第3イ主屯夕＇．．がく1J..,1いて（と＇）こかされて）さが砂` った」とひと言。福さん ¥1以釣竹われていた叫

ッ今依掩5 今て••もやらかていて、 r恵屈蒋心くな知とうか田噂3砂。五オ1年

叙ヽ 1あ田さんャ雑恥んを中心達叫ふ星粥風気。絋倉さん．武平さ豆恥、

嗚磁宅の方が｀が9つのテゴjしの半分1砂1訊ぷリ。船偽匹碑｀り台て屯吟知

の が、 3•Aぁ、口契苓紅'{塩でかているとの：：と。ャのとなリ←ー知コンサ—卜で·

／｀叫<1c．、臼叫砂ん．砂豆命ンテimm．叫
さん1,j.・乙．．ヵ‘なしゃべ＇）。キ名さん力 ‘..2主女してくださふ弁当Idいつも＂ように栄着シ為，屯て：高木さん Q‘..

買，てく知ふ甘ぃ紆奴―んとあんこの入，たぉ菓狂いただくと t̀-1も幸せな気分に1J砂。

噴麦和 3人を名、貝羞りりた項KI9、いつd暦lfて力‘両紅が‘;TB青れ閉も見んている。

知加者の方々 もそ4恥店2恥 l：され、リ希路に就‘叫紗。勘恥ん．西田さん．田中さん．紘

危心‘゚ ・間1年印く知、2吟過，ざ畑9センターを和てする。

2月18日、寓42回ミーティング亀；知0和彩頼必応知、 去—送-生ぷ一迅シ也ク

瀬此．甚和ん．松田でん．田迅。この知託ミーテiング｀・I~ 惨さんず祖3フてくる初めqIB躙

紅 l<l,;も重/11項附ること、心以外がとi令めて拉鼓。 こかO‘..＼づっこう差しい如双t.. 、打：：同

畦K甚＜綬・1和ゆ呻て―;1あとぃ4癒レのかぃ点に砂‘，ている約て。1。さて今回のミーティ

ングてii双回の合目食鼻会に心1it玲わかたれ切ヵ': 3月中I~ うさく販呈が糸助そう1--:JJぃaf 、̀

4月 I~ 盆年、I~竹’J，，ぉ氏見をする迄l勺か） 9した。仮設仕む居住犯罪が3月床レヽがりれ）、
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（度P架に1さイ蛛建設や入届ぁむぷ江紐ピ知丘）今町‘`、長俊の合同食阜公になるため、府

野台・五社・有馬氾巨合即仮設住宅心印1カ‘れ公と同危会を兼ゎ1年：：：tl:fが）うした。そ

Aで現在仮設位宅に仕んでな対淋{t13 t"うてー：：：．．＄内をレ、、卜亘ス住宅に初沿ふぇ，~11 射

ふ返信をもらう物で否知ら召和1ばか）れた。住所が砂廷,~,~昏さんに戸£り‘11iうと

忍て"̀3す。

3月18日、第43回 ミーティング；知峰lさ松田 ►
とE土な:
- -sて--<下--

ざん、彩維又碩如ん．オ宮四知で人．釦も。
ガ‘
4月JIBlて行わ小るおお見直（仮納託心

恥加釦鵡会）のオ1渡砂。実狂野台ふ砧租砂嚢出の尾和心‘シ、1瞬住宅の

締 jがれ合成会を文も1或紅1沢行いたいというむ話しがあリ、主催郎わ四っ以して合鋭的

咋責恥彩釦結俎）ヽ立7和元してvただ＜ごと1て1砂乱た。それて‘‘今釦紐知栖裕第2

位を五加名方蜘ふ心かお知忍訟．有野台店岳アの共倍召秒立1て存リ3した。

3た今俊違勤Kづいてて．i1-、仮設住む畔遠動I這滋者が‘咋I辺｀珀釦、活紐

J蛙Iてポランティアの打虹l汲（終3松）舒和と（和知玲堕竺ち予定）、仮毅住宅遺レ

蒻い応和あ砂、地域ぃ閲が）を砂甜力をしおいう意む出れた。（具的I-:::，3月l

距苓t絵£行うこと）
4月11日、t住宅合同のお詑見。合同心訊砂釦｀‘3詞祁‘、今回瑾設

住宅のお況LJ力‘八令い畝住宅，叶手り外如加同窓会を表ねて知畑遥した。狂た今回11.府野

恥む戒“'ft板訟印砂1カ恥公と同窓会を行）こかな）、尾和這！さじめ府野台ふれ

珈朽初）t砧訟心のぐ怜'n力でこの会h‘ 倍`されました。

昨恥噂ゃ雨がうやわI~ 立）と晴紐たぷ貨空。、れが‘ぁ訊l＜知叩恥

への伝Tiッ，， 7゜げ‘ー／卜てした。集合峙用］の JI時に,~tぅ力‘fぶ）の方力‘.'t11湿1公園に第3ってお

が、応がい屑紅屍が9すて19カいでっをだわした')、あいベリ,,且租じ、たリLてい

16 
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ます。 1/B紅団担縫ぎ．斑 ‘れ弁当とお葛う四咄・シ．3-スを知叩息思v9の

戌所,~月要を砂さいす。今gのか切註24t‘表只府野台連合鯰会長の下陸さんが

印 1心心。4和が音頭で原切位して、いぷいよぁ況見の始3̀）て勺わね恥う31<

全憂て^写真£iろうという：：とに加、和花の下に I{)以！私h人が知，て記念授影。伊

庫んが4可キク n‘ ガメうのシャッダー ttoリれ•た。ガ幼：： おさみた力々 Iむか迪リ。込社1釈

残念砂‘｀うプィルムに入れf拉‘.,衣えもあ‘池3すけ｀：今回逸加者を釈凶てお知這し13す。

堵l住宅13永＃さん．豊富さん．奥谷さん．弟恥ん．住函ん．福ぬ、第2住宅lg

御さんこコ名 、小田さん：：・⇒ぶ、西田でん名決袖．斯屋敷でんぐー名、斉藤さん:・凌 ．消逢:
ん．山田3んぐ夫婦．井上さん決締．高野双べ．．ー名弟水さん0.t屈立さん．森口づん．田中

ざん改掃．樟浴さん．，は和ん` 柘碕込：：` 粒`女晶．西II Iでんざ—客．＃原さん：：9:...名 ｀ 谷n進，さん

タ '••’→

一

＇ 
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を名．谷ロトシコでんさ・ユ名。名3住宅11谷垣芯．ズ前さん、；兵田でんこ、、数易．尤卯辰でん。五社

仕年中和ん改紬．畔本さん．I屈咽でん．閉戸、心｀屯広島野さん．品田？ぶ紐表

、 前本さん．植田さん佐藤さんぐ天碍．百田さん．島峰さん．今田

さん．名危さん稔話でん。有馬仕名11杉涯3ん．輝1ぶ碍、

森さんJ和野即包ぶ）田中さんと、鳥さん。 3、小あい嬌ヽ 武平、又。

租野台ふれぃまち-;.<＇）協誌会 ,1祁条ん．尾中でん．尾名さん．も

}IIでん．夭野芯．矢内さん．；青水さん。麻野台ボうンティアI~ 宮本さん ．ゑff/さん．和田3ん ． 山埼

さん．大野くん．甲穿田さん．山下でん．伊藤さん．キ苫さん．平浅負さん．高和ん．松田でん．灘

井さん．船~Iさん．節井さん．田辺。以上／／5も逢如があ）ぎレた。

塁福星心叫祖的な食舷咽リました。皆ざん引しぶ')l＜会，た方もダ9＜話題さ

和ガぃょ元年でt、一紅―も品浪匹笑いています。ポ‘ランティアの山1さん、ク厚意；OI}＼ーモ

滋持ち出して 86M。な→‘い童謡砂 rm宛ァJ-ム」 a)なマンn｀る主題教まて‘ヽ・ハ—

和か嗜む‘"空疇；力‘...,1¥‘き1す。

玲Oさこの..tfふくよくて、叙み物］もと．． ん江1.;くなていを3す。 A9知釦`し力‘．．贔、くらいなの

て`‘X着'!l衣成いだリ、神を含く')..t，fたリしなが｀ぅ謀笑心如訂。箋I仕宅に古‘られた
＂さん．この日のためI~ セガ—t 緩狂た砂で｀、や色I~ 如色。氏屯とが合ふく

すてき。畠さ叶中でも豊畠→J...1-Jごのセクー広脱が加ぶもたとがと。

知住宅の山田でん、にこ砂I<rこの 1項、和,~ぉ、しい1ふあ」と言われ、 r訂た采年も

ここでお1も見がしかヽ ね」とあ‘収ぃ3した。 l和 9こも4可人か‘の方がシ rうた桑年も．りという言葉
2000耳4月98、90名l即枷

2 P』叫o私も「て` きるた1ぅ彩年も初たいて知と笞たがレた。（て仮`如．窓ぉ石見が実現し印した）

叫 <J砂と、そらそろ知砂知力t遭叩が初た紹 魯9こなら“くようで祠J....かずう、瑾）:~なら小るお丙。最応饂品(-e`
18 
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朋張）とティッシュ・ケース）とタオルをお9人ずうわ度しれた。訳羹品は

精祠障署奢a作農所・望和ちこ・・ん会で作られたかで` 、たくさんの注：文を

弓l繹 111-さV'3した。ティッシュ・ケースI;J藍．色の在，サ白い糸で材莫＃羨ヵ‘‘

極ヵ‘小たもの、一閉張リ（、卜物入れ），9ヤ九紙ていて・うていて lっlっち分―ぅ

絃が描b‘れ、絃"'i黄，て 9が桓ぃ：：~Iざ｀勺‘号力‘れてい臼す。「り入しや .l rふくらん、レmわせ.J

布¥')も埓争な春を.Jrそん1が背心` ．凶くていいの9て心 7iどがL.. 。皆さん浦石訟註

げら八で知1が＼咆ぃを祝たれることて・しり。夕r,レ91尾才さんが` 丘役所ヵ‘ら叫品籾りとしてt
ら.,てくだむたも(I)て吋。

2Bみ半、／ク名9紅` の`方が残られ、3だ宴心柘売ぃています。ポうンティアも

おしゃ^ヽ・t)苫レだ）`言t念号直をキ晶ポリと妻しく過：：・・レ9した。平田さ人．丈野

•山下さん．森田さん．丹認 l でん i,I ;J' 久レ心）,~お釦ヽて‘?、うれしh`71-:.1"

叩素も存を立たれ、あ咽付1ナ。五ネ”J恥内ざん．前本さん．島玲

て叩1'1を今1かでFでい1した。感該！

急が1者がクタう‘ったため、 5釦橋＾冒い出し I~1.恋孔た。み令11.あオカのイ茶）乏オ旦当してくだ

さ？たオ名さんと松田さん． J30人分（金叩予定着）のお、蔦ゎ買い出レ133そ次愛知たと思ぃ

訂。 9た、大人の言捻・品tキ旦当Lてくださ？知績＃？位高和ん、子侠たちの訳食．g。玄祖

当してくだもた百斐砥幻未応、オ如あリカ‘"砂ぐ心ました。お花艮吋B1:1i名和．

瀬＃さん．松田さん．本名さん．口釦` ／`30A知ぁ董ゎ江分11を竹ぃさした。こ‘知匹涙

翫ん、こ．．否労されした。

長知成1j.‘がら 1茄見9潅1JO て・~1J力‘.,1， えdメッセージ玄いくっb‘綽介しておきた位、思ぃ

臼。悔設に応かる日t迎イして1可しも名ゅお知和｀・-杯て・1ぶ新しい住Q
宅KI\，てルぅ和月にか）れが‘ヽ て4複Jこ i釦台会が~出采て、ふれ合ぃ喫荼切‘.hうオケ

さ；
19 
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研‘` それt"れ釦＜ふ海）打。て＂もまだ仮設に 9封｀が冦ふ皐を表口社、 1日も早く

海出紅和I':.Iゞ 砂玩てい3す。人が既くか）Iじ`糸田ぃ鼻て．．いうが：暫＜d辛抱頑張孔

千さい加。Jr,-{酸暮ぃ咋1“印‘心‘世絵Iてか）印した。有勤択．ざいきした。私切懸命
l滋訪長フてかJ合す。が復9 あさ々いてすが、あ）がたいこして.~ヵ.. : A-:!事がお）引し臼れ易が出

知せん。皆祥ぐ楽しんて` 下`でい。Jrい→もぐ｀苔労木策て・す。毎回、和叫たいと思ガ砂、

砂くらレに追が、梵店元プ沿ぶ残念て｀す。今迄栢,~ありh‘亀炉沢｀セ｀臼、れた。感隷如

いうす。」rいつも本‘lu鹿ぃ須⑭ う`玄勺す。感却点特tて．、い［1゚ いてす。四ヶ月たなれた

が‘今だiくての町,,紐1：：：め紅せん。私fふれ` しょうが？ヤ北゚ ＇）係殷暮臼‘一釦浜召。 7J‘っ

机`しいわ・・・0.Ir知ら1か所に和令）友逹がか＾＾9‘̀O汎

いと思われさす。店野台がなっ分しいてャ。出知KIが9晶吠v9

気持て切。 1皆木恙に逢／ん和g衆しみKしていま10.Jrヌ仮設に渇9たいて・サ。ゎリがび天‘‘

で‘̀¥,9がす。本当r,五社住名にいるBむ‘‘`ブiっガ` しいて・す。人生^ ある生冶がて・さてよヵっ`たて・す。」
r有馬，寸在住してきした行にI'1,、ボ沈ンテ41の方々,~人朋ti> 、3•小合いの丈tれを1年馬使でせていた

忍 、夭さな知財産とか）ました。本当Iて衣リが砂和．”す。雌出来な・ぃ夢/;t戎念てわヵ‘●‘‘

如Iゞの中て．i1 大きな思v、出砂ていつまて‘•も忘;.J1-1.j‘いて．．しょうOJr咋年II月に女ゑヵ＇``亡くな')、31弁

ふ鐸Jれ、一人釦もし手す。足＾具合が良くないので出存臼1せん。悪し力‘らず；御免1でいOJ

rわれ‘l 知＇塚を和建することが‘•在き、私たち客埃 l'3宰虹‘した。イ反殺,~半句胴クらくとも、

苔凶を共有する方々 と B弄祈楽しい9狂もてお‘ったと思い和す。文尭肉ハ°ーティーやわっぎ丈会

乞思い出します。皆柱iのB月釈屯た・れうせん。..rィ和1ざ`却、1甜知麻野台 Iこバ者Fが‘沈

たんてすれ。急加省の皆木柔．ゅヵ‘いにや，て下でい。J

4月15日、 第や沌恥ーティング` ；命1JO者，1本宮さん。高木さん．松～ 
田さん．彩頼也．田辺。今回が各グiレー70の 5名釦状成が中心。藤原台嗚21主咤のイ反毅I~
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-9弓入で小ていた西和位）II;~·さん,-J み二人とも、1ヽ畝イむ店転店され引レた。項男怜茎磁屯

印1イ主宅t も数争ゎ庚魂ヵ‘•砂、刃誌有野台1;2住宅 IJt?軒．五ネ吋主宅Iさ9阜子のれが住

“おられ合す。 1た店住和滋` 、グ，ことも1か、五朽ふ心ぃ伝ターは3月14B1て亀有里怜恥

仕名、ふれ名吋ぅガ— 11 4月998Iてもれそれ閉全肖でかれた。会；tてはフェ:;;ックス且ガ成金の

俎t幸雌、船引奴が噂1J＇書委負£竹乍，てくだ切、焦阜糸冬了し引レた。今後のう名動

のお）方和；、 ポランティ戸打豆f1・公＾印、酒野台ポぅンティアの4年間玄ぷ）力` ふも座

謀会を行ぷうという意む咄；うレた。 2~3回の予定で枯渡いの楼合会が幻如さ．と思，てい

ぎす。 （田辺）
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有

ンアアふ7言
右野台ポラン百ディア在L・ FAX (981)'ISi/ 糸集 田辺正艮＇」

5月208、凜45回ミーテイング‘̀。勢nn考，J平凍勇さん．凍勇ぶん、高木さん李宮で夕田辺。和野

鵡 2イ主宅 と五ネエイ士宅砂8FlI沌濱加ヵ籾告が中l'vて・す。由住宅咋文々 Iく弘赳‘レ．弘越し予

定ヵ‘疇い‘．．ぅ知，ているめて・す。投在叫む咋'"冴野台嗚2住宅ヵ‘••3虹、五ネ封主名が｀別軒

凶用した。 1た、／0月J,、J...F恥石野台訪ンティかも豹(i口釦咋認）に呵、ボうンティ了＾嘉知

お知う心疇噂訂、責全面のこt1江‘意見如和醗雌陪。

仄‘i7:6月17日、第4紅回ミーティング；知和 山油3ん、松田でん、高和1....手
宕でん、平滋叫釦芯田辺。ま知石野台岱ンティアm..t.lぅ冷の打ち合わ也。9月/2日

に栂怜地域福祉炉9ーで使鯰呻クで行うこか初3した。文I~ 「ふゆヽヽ▽癸茶.JI合いて。日

叫疇．絡nP憂＾こと加：・話ふ雌。そのあと情野台命ンテ心如、砂返，1J(1)アンケートの

疇心、 98年S月ヵ‘5癖珈混動佐請求が砂‘ど。最後，＜言8朋；台勤遠告。肴野台

知 1玲でl軒、五埠宅で3桑干の彰冶ヵ‘万初、現在が註ぃ吋IJ.項野台第2イ1名で4軒、五

切荘吋和1が）足。紅疇尋{iさこの/11即扉団地か‘；っ車の、粒車がひどく、1反

細 K鷲<I紅‘彦が馬埠訥1"‘9す。令たえっ＾如砂増誌ょぅ這ぇ91。仮認滋あ住民の

任環境11ガ`fJ、'}咤くか1いるわで、す。五和仕知／¢§戸の住宅に津和り、)V細？の幕る日

て々］17が‘分と｀訂。 9(99 
7月15日、第47回ミーテ仁グ｀。知峰lざけ所涵払ん、項責水さん、甚和人．本宮でん、平

双芯．田辺。 3す`t環右倉1Jの象雑灼。五ネ以主宅てì37月3日をわて全和転届が終

切れた。年IJ・ループ01./1メン）ヽ・;...(f) ~釦ん、ふ朗の；も重が｀‘苦労註て・した。有野台第2仕宅も

2釦．＾方が彩ふが、錢在祖おの和3軒とかれた。

緑汀、「ふれがヽ9契苓、」がと。 11月力｀シ治動するュロカリ、石野台ふれあぃ邦択）

協紘冷Ic企乱書註出し、助成9d沈希望を伝辺ことに加れた。 3た、r府野台,t'7ンテ1府r
1 
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紅 ,1羹I1今月中に、

メン｝ヽ t-や朋れてくださ

った皆払,~名内玄癸送、

するこl-1てガリ李ぽ。

7月25日、真夏の太

憤野台ボ‘ランティアオJ虹げ会のお知ら叫

前略梅印終わリを迎え、夏本釦謡砂ッましたが、‘皆＇でんいが力‘•お過：：•してすヵ‘。

さて、 4~金） l3わたる府野台がランティアパ蒻岱仕宅I：：段1わる活杞紐ろそう

終わゾを迎豆泣しています。¢月床で五社仕宅h入居者もおうれなく砂、あ四有

野雌2住宅di3角和ぉ定だiたガリ9した。ヤ渇転b8月末/S:1さl31引・1ドがっく

予定-c·~。

そこで仮名を住宅l4 関わゐシ古船） 1くひと 1ず篇屯あ‘ろす~t.l噂'). 々の手15.t9如熙リつ11る五初性屯
げ会を行う：：こにか）ぎした。思v9-}；：：してみ紆と、 4年余リの長い用恥ゑ楼活動,,

k焦ふ和12、元住民の I閉がれた方や修訳・支援1て加わでくた望砂・亀、本当Kた<1んの人と人，，
和さん樟． 詞でん、組辺が')0‘9••そ舌した。そして未如0(II人々との出会いが大ぎな力を生みまりた。 1Bたi1

活動浚加してくだもた方、色々 な鼻｝青て―且涛’で玲参£退がさーる2切り寸胡、辺ぅ＜
さん．佐藤さん、夫妻今即~1 2年目• 3年距‘5；も言力に知加でれたオ、 3た遠＜が戎榜してくだもた方 J必＂色々な閲

如さん．野口さん．鵡でん．Iか）があリ李したが、・年＜その知伍・囀なたが1人で廷られfil1HI-Iざ、私たちの：も
動が今g4日紅迎辺：：：：とげて、さ砂冦砂忍和

こうして全体で`合する：：：!.16：：れで最初で最後改が、咆1111す。皆・さんぐ勿）、tr.

1が、咆ぃ 3わ‘`、せ't ：：・・知0下でい。そレて・ダレぷ•'}の布しゃべ九詞ういをお‘妻しサ

大森込、ポ‘ランティアの

：肛邊億さん．本喀奴ん．三

消さん．シ青水さん、対没＃
下さい。

さん．田辺9l'1名。＃叫花束ゃ維含．9KTd書£をか1ぃる。印住切湿者があ‘う

心の、明砂く和ミわしが始3る。そ＾前にこバ士宅で 亡`くかか1で方＾パ宍着をし

iうと皆以ん集さフ1和れた。年叫詞でん．前年ん．中和んた3が‘れそく花だん

n樟のテゴルに花を祖き、努項を作られてぃみ。荘入れl3だふが史土和峠り‘、

プ゚0)‘゜ンがわふたのI浴炉をかく｀）返して、そこに名を生＼代 71→を又tいて・い〈。

紐香レ釦シ臨味の寮1童力｀．．て、さる。⑦ ;f,1~＇）の今•発和皮でId~すが、

℃7ぃ感じレてし1う。今田さんが‘景該n1てキ手甜召、 ~~1;% JR負香に寮瑾屯

て冷砂h砂。その和1さ亡く1らいた方が迄吋知応緯香を的

l1て、両紅令ゎせる。 ~1... ）魚千ずう却9ってぃく。逸中、文オん奴ぶ「B

2
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でんのあ‘Iざが必力‘.｀奴炉元,~立っていた .J と言令でムる。租賣I,てがかいか塁'7和と。 4

良千のお名口呻。皆1んそがそ小の思いを紅Aで1共魯，涅池1~：：とだろう。口数砂｀ふ・ガ"、

付民の方々の，咆いがご岱,~糾公わてくが9応

8月198、第48回ミーティング‘-紡加着ld木かし．甲斐m又

和＜ん．乾以い本宮でん．あ和ん浮練さん．松田さん．山油さん．田辺。打、訊朋沿勤

の稼告。和野謡2--1到応おざまい成 3軒はい拉` れt8月中,,貌ふ砧北I也ガリうした。皆さん、

鯰洒：：：in.,.、；か、仮訟玲潤砂雑ヵを終え和,~1lr,した。綬vヽて 9月/2日のキm尋

咋競合わセ、ふれあ心契荼がと 1↓•と・話L合ぃ、れた。註、 項野虹うンティアをふ＇｝返て、 rふ＇｝返‘)

碑 .J£I0月3IBとll月2J8tて年：：と1濱雌した。

ぎ丘 13 功恥、店ふ1＾メンバー，，伊蘇知んの翌真展に出ヵ‘,'1ること,~プふJれた。庶恥んも合求

ふ．．弐名が7ェ：：ックス•西サ＂^ 。索安直後応 4年間祓癸地や仮設住宅が和心レた1疇

でん碕叡す。切ふ翫如滋＜咲くすす以ぷ、屯1あtn‘)出て粒統輝の美ぃ知＾

匹遣る`作品がいくつもお‘)3レた。会湛，にお峠加中rぺば、界真ぷ,...知和扱さシ氏され

て‘‘該もあ‘泊臣郎9す。た卜には 1心ぃ感想ィメッセッージが恥池祖可凜知

イ狂球が掻屈Uぷク）尺願うI3・ガ‘)て・す。最終恥き9う11落て`・片付Iプと抒絞此吟伝ヽもし、

知ふ砥。99‘’‘’‘’9月12日、午後l28和リ有野台北域福祉センターて‘`有野台オ、`、うンティアオI社 1ず会が

紐れました。絵加和3S名、 1：：：ぎィ硲会と、か）j派。

lれ‘‘恥 '9琲ふ月応’?？年7年3て．の会計稚告(P/96)が行われ、承認され3した。3た給リ

越し全いを進lで9いて＼3、／0月とII月1ぷ祖辰り返ンリの会をうとめて舟和するわ賣用にあてることと、

弓l辞如行う兄域a,3小あぃ喫’荼嚢動責パする：：し紐訊切中レた。

であ、いい、J企の11⑬）臼。：：泣‘;,J俗加1和皆3人の住 (f)歩を i-,月n打でぃ〇

3
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田辺 「森々の閉れてきた仮名1住宅，i和野謹1-1:tも•第2イ主屯•第31蝶、東祁野台住宅、

紅埠宅．府、島住宅と幻ヶ所あ唸して、 8月24B1~ 項野台第2仕屯り最後りお者＾方が倦鼻、

弘秘｀レをかれた。ボぅンテfアとしての冷叡も 8月いIがいて終わ）にするごl.l濱')3したバま

ず社をご宙昨レておぎたいと思います。 令令令

こ如ヵ｀う皆さんに i かともわしゃj\‘｀っていただぐうと思·ぃますが、まず最初,~j.ム戎心ひ這蒻

；させ和た1ぐ打たいと思います。

有野台ボランティアが‘m')きし紅力‘.：り5年のす月l4B麻丙。和ぅ采池1おいわ‘ヽ ：鹿サ
台ポう布ア遁係各会の西野で人とメン）＜｀—(7I 方々にあ斗伝いいただそ3げ、麻里殆舒,-;:tグラを配J

犀。その翌印‘う問い合かせがかれた。 l 頑llどの間,~ 20名ぐ沙の、灼布ア登合桑ヵ‘•ぷ）

含した。嘉終的r-::/1/JP名を定叙るポ允ンティアが登録1J祐リ1ぽ。

'グしイ邸的嗚lてIi')31が、私11-府野珈／0年以.tM恥心心暮うして"、(~とんど迎

和｀勺あぃ切＜、しが応昏和師をしていれた。そうvヽう人閉ヵ‘.、声とが1灯果たして伺人の人が

釦，1〈か如玲うと思ふ知叫‘：キ虻驚<l和‘` たくさんの方がウ狂1ていただ33した。t

う4年4ガ月1て1Jるんて・1ヵ‘・：てれたi1ふ朋、うも動がて` きたぷも、皆さんが俵印くだもたそのが｝

砂 1‘だと今口m思ふ9す。シも重1J自併,i苓しいこともお，たレ、そう1がか）も広辺`いごとも

恥＃したが：非常K紅した毎日を遥沌たように思迂す。

そしてこうレ‘う人暦l閉1糸り‘‘、作れた：：心ていうdll~、今あ約いい3とのな‘"‘B和‘呻て,·1．祈

いわ知珈て11-咽砂希炉釘力打うたh‘と、そういうふ加今毘ふ、サ。J—~—-~-- ：：：の恥乾杯。食恥歓言妥1< ＃？クる。ヌしふ•i)9て再会でれた方もあ
リたいそう,~ざ砂‘な釦事会に1Jる。

く支オ妥者〉

田辺 rざsぅ知訳紅綿,~I人1心蒻ししていただき3す。まず最籾l叶叔々 おも勤1ても力切t品
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力していただまして、今知4月のお花見ャぉルちっさズ会厄` ・後押しをしてくださぃ3ば。'--砂‘シ

l1,3、れがい o籾苓、てる協力しれ lただ｀くこと I~;rわれ\~す。府野台ふ心ぃまちづく灯競姜会の

尾がんにお話ぃたださうす。J

尾 酒好台ボ、ランティアの皆さん、牛頂月丈度：：：．苔労ざ紅 J¥;砂お礼申し上げ` 紅叫思い3す。

釦地潔が起りた直後、省野台4鯰連紘孔伽訊く常災に対応しないとLヽ111.iぃ

ということで、同じようにポうンティアの幕集をしようがと考奴いた人がす。ところが` 田這奴吠ヵ汀分を釈

ってポうンティアが葛集を穀知れておれまれ、もか＜府，も点がそういう冷勅をされているので‘

狂 Iす｀；競釦幻厨‘4緑知昏んの釘噂をするtいうこt紐真重1冴ぇないといカーんというごとて`、、

使J匝的な：：：・カオをでしていただ：：うというこ江麻芽飴の§つの仮甜住宅也枷ぎと力‘芋坂Jとり‘

の行事をさゼていただされた。

いず如てしれしても本当1て長ぃ朋、ポランテ｛和者立1ミ助けていたたされて、自；台連合会としても、

3たふれあいまち沢）協謀会としても、ズ度‘れ）がたいことだうたとJじ硲改hてお礼紺凶咲心思

し‘がす。

ささ11ど四遥さんもウし角恥池れし1~カ‘：むが＜今日まて｀‘色々、地域‘て｀‘ざ苦労か砂、ご‘尽力を

いただ却m、•うンテげ噸さん方に改めて、：：：rJ,地域』れ｀‘住距泊しあいあるい1註福祉磯動

にお力末、人をいたた蒻‘いだろ拉‘という砂1こ私I孔老iております。租た3田辺さ人の方がシこの地

域福社セクーでふれあぃ咬’荼をれたらとうヵ‘とい沢褪度がぷ'~レた。このふ水ヵぃ喫知

切ぷ‘そ1姜もボう項和皆さんの中て‘‘て・きたら合加茂たi住うかが知加：思ぃ訂。幻t
=ン---...:::、--：｀—•-..-.. ..... 和）が切：：：·1·~,1した。」

田辺巽"‘1項壽込お願砂3す。福忍133紐

公病院の特別雇護彩、ホーム•ふ戸里のソーシャル・ワーカーぶれてあ‘5れ9して、今I3砂屁

介護を我註豆た1っあ況涅す。知和野台ボぅンティア咋1...t1化此Iて北神把区ん1、・ランテ4アク會；しー

5
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1澗心周整心‘叫がく知い合して、色々 お世合もKか）3した。」

橘 「，1しあましてY,,‘ぅ和11うがタタいと思う人て・わ‘：̀ ふ応堅/,いたんて．．すヵ‘.. 、今ゑ諏ほしT、

鯰の高齢者介護を我知ターで仕事をしておリ印す。それ9て．i1兵庫巨り高齢者・F直言者何1t磁

設パ卸和反毅という所て..2年半I和` ＇祖訣恥して仁てざました。潔突矮、生も援助員という

仕事がて•さまして、そのとぎの多立た名も左尤(『29 世紀嘉酋令名住宅＾のじントa) ，こし引した。その後復興

住宅が`‘て吐：：：ともあ，)、兵庫巨て祀練ヵを投立てるこLを残したいというごば`イ乍，た尤て・す。

ポうンティアで人も色這豹叩和と思うんて・和福祉4職員はらても地震というこ灯色々 な

直` かまして、そ小を残してあで知という財約が入？ていがす。少し専門的な：：とが書いており‘も

叩せ人が、あ売ば‘いたたi1れlざ冶里角互レていただけ釦;1なぃb‘と思います。」

ジマ----今:E_田辺 rざき1狂` ・、りーしあ、ももししたん合が` 私`が有ー、<-<r---野台ポランテ1アが胡呪始れる前に原刃釦ボ`‘
ランテげぅも怠力をそしていただ｀いて引した。如沢 Ci1度,1麻芽飴て●●↓仮設住宅ヵ‘｀て•さる岱、有野台

でも命勤Lたりvた`炉科もしレ1レ知、町やあ有野台ボ｀ラン和アを立江1介みたうとう力泣

いう勁名をし` たださました。も紅` 凸酪｝などを今｛えていただを印、府野台ポランティアが始玲

ざが1を作，てくださいました。底衿台岱ガ汀連絵碩野如‘決尋てす`。枯‘表してる野

＂今でんにお古も糾司ぃ打。」

西野 漉9み台がら采3した西野て` す。すぐ追くなん内11位農のキ台て→行ぎ当た')1ざうたリて‘

丑懸命ゃふ引咋、結局、力9.t心吟パ・う釈リ以采名疫に,~桑和9てん‘1Jれた。

できl含じ‘のあうもて＂た〈さん幻届知 0さバてということを聞き、非弗，て良妬たなん，咆ぃます。こ

如‘シわ、ふ紅名ぃ潔茶砂` さる't.I.‘ぅ：：：江、鹿叶叙砂って、、和で、し＼っし-tI勺 lヽ責緞知灸をし

加 ‘う、如釦・'長＜緑免＼イていげれlがいいな、と今、思っ1ぃ打す。

ふれあvヽロ焚荼をしていて今思うくとて・すが；最名11,~様努和扱努者を助ける立場叩佑3，た

6
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栄ランティアiも動7込臼lすかどじ、皆で痴I袷，ていもていうことを口て．tし、糸祀1砂` う、自分自

知実感江て／心底がらそういう：とを窓じかとが長如＂きるおに加引した。そういった意味で゜

ふれあい口努荼＼さ色々な・人が砂7り場の中で` 色々 な、卜青靱交キ役をしながう自分を生ヵ‘していく

道を採印、また自分が困っている：：tを即,1てく小る人を見つけたリするいい場所,,なるんし・ヤなぃ力‘と

思ぃ1す。：：れ応も血くて・1町、イ中良くおしくお原頁vヽしうす。」

：：：のあと屁和ん社和ん、司野うんこ・遵、それ勺｀うふれがいな釦叫恥武平~J.JJ'"'};恥

れる。武和ば百恥婦池知が＇が‘らす、｀ぉ誌をしてもサ Jjくて残えたうた。歓註叩
~,7---幽―-、9

ら1<l＜忍窃I召ガる。 アニ▲-—←-呵--

くボ‘ランティア (1況目がら2年目t中9ゞに）〉

田辺 畜、ボランティアのメ:;:,}ヽ ー^の皆さんにひむ）すう噂しいたださたいと思います。れ旗月の

函和国心ふIll頁紐直叫たいと思います。まず最初9＜叫知心総叫

山誠 r山山奇が）手で` ＜ざ注す。あ、スしぶ＇`）の方もしゎ和うお会いしてし‘る氾もおられます。長ぃ届り

本当にて｀‘紐様衣和3した。震災ヵ‘ら4年茜しいこと、索しいこと．いうんな使敗もぷ）ました。皆

づんとともにいろんfJ保険をしたことを打,~懇祷れてお9ます。この場が音）手して粒1-;:: 皆さんあ

リがどうこ`さふきした。

そいがら q月叩日ガ双：•和1位·‘も、有野台第2イ主宅d)uでんの命B1J‘んて・す。弓Jっ庄g‘いぶ、自宅を

再逮されたば和心、すぐK亡く力‘')てしまい3した。 3た、五ネ1住宅召たくさ人のオガ亡くな7ておう

れ3わで、マ）場を直）て、公宮住宅に狂て李ゼにな該、残念なが‘う亡くな池統、皆払の

ざ買ネ宙と幸ゼをお祈リしたいと思豆す。

それ、こび釦枷豆和Iヽ°ネルカ‘いガリ9すが、伊藤さんが繁災後揺はおられたもの1̀‘、8月k

和` う`しい写真展が‘てき1レた。イ和極さ人、長い暦Iて` 苦`労様て・した。柏今で行’和ねぎ‘らいたい凶，包ぃ

うす。（オ白今） ：：：：和‘うも皆さんといっしょに表しく有野台の地域lこ祐’”力していきたいと思釘。

7
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炉 t長い朋あ）がとうぐざし弓した。.J 沐ー喋ー喋一咲ー雫ー咲ー喋

田辺 噂知知ぷうンティアて.i-J長年長{I)JI I田さんにあ＄乱をいただきたいと思います。」

川田 r~3オの）,I田和4て``ざざい3す。意如遭ぃましたれ、仮設住宅を一軒連樗ぃ

t-=-ことと思い出して、今残‘7てぃるイ反殷をマtmたイ連康のた年ぶてお）和す。粒遵
さん4年閉のあぃだ、お五いにがか）あいながら、助 1あ心がら、：：：：：3て．．紀、詔森立てたことを担

いに喜び‘たいと思ぃ手す。

このおlがあちゃんの古いだい3叩本当にお）が―とうて切与した、叶跨様て誌、衣祁、ます。」

田辺 r糸たきれて、今知贔砂心釈んとお母？んに項

いしたいと思い3す。伺井真弓訊汀風奈岱んです。キ風奈ち払はいL̀‘索姿魂lミ生甜れ

弧印、そ噸咋‘母1んといは1てボ和ティア冶動をしてくださいまレ后

向井 だん心,~、お匁ぷリて・す。：：：吋b‘‘注狐紐‘·厖’災まだ認月たた1J̀vヽときて・脅した。

このや数2透えな力‘う、ああ今年1さ屠浚ヵ‘うん誨目ゃなというのをおもくごの3が成‘人しても

思い出すんじゃ1'd、いがなと思vヽますb

私がボ歪釘Iて妹加させていたt合ヽ 知11、本当K雑 l訟だうたと思いJす。 jだ、ーの3が生

恥）卜さい間、仕事が私咋‘')まし知で` 、そ遭lだけて●`もと思;-,て知0ざゼていただ33した。

今、ィ復9哉しれて、鹿嘩叫ぷ松命＇）和す。鹿のぅ台の文きな仮設い移ばかれてい，，

てお）がす。代沢）1巧＇復現珀宅が今 、大き1Jわが建ってい1す。直接す況貧尭吃l途切

て．．？なくr;J.かています［すれども、知ム13今碓知1島所で‘いっIず’いしガt1れlざ．、おか口があるな

と今ぎじてい9す。今 1年生をもっていがすlすれど、そのJBIうもう禰災がことを）3とんど覚ぇていま

せん。で、覚双レヽガvヽ引共灼,~こがガ‘泣方ヤってイ立ていったらいいのが、そ的‘シ今復興住

宅に入心が虚たち、やっ！がリ色々 な、ものをきた` ‘背負っていさす。て泊ヵ‘ぅ今危つまた遣ぅ虹易

て色々 と木` うンテげ咋I冴年 1いたた―可‘たのをiとにしてキっていさ知ヽ ガと思；ってお）3す。どうし

8
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廷しれた。.l • 9日三Rミ日璽:~
田辺 巽ぃて今唐，1能和‘らわざわさ＂帰って知くれた九舌君 Iてお願いしたいと思いうす。J

有舌 冗•めい、府も直文い申しうす。熊狂知て、有姜本が1く吋信突どうや，1池I1::: J蜀

研たんて・すt江、尻ああ大和｀した』と答ばした。熊わ人,1自分が歯が痛ヵ‘ったう、自分の

歯のシ台舟を先にするって言いました。それを聞ぃて、ああれ鰈如‘沿退抄，たうそ人なもんな功‘砂

環いきした。だ岱近くにいるイ黄ぅヵ‘`t:•な、い力‘せないけが1J` と思·って、先生Iて木｀、うンテ1アの活動

をするtぃ切を朋ぃで始め払召けれぢ

初めてやって一香丈度だな恥，芭3ったのは、お互いに知辺` ¥¥ t;・うして` ：仮鈴を炭；朋して、

向をしゃへちていい吋‘な` という北；て、した。た・カ＇らそういうに砂` シぃ 3人な勉強をして、い弘fJ

人に伝訳ぼたいなと思いれ求．

和心今、喀張してるんで和立（爆笑）、今節h‘•本］をしゃ＾可＇ぃ和ガ衣俎リ茄‘..,

てガいて・す。（文贔笑）」

田辺 国ゃんとしゃべうてるよ0.J

ここて＂伊屈ttん．じ•:..1 しを tって登’:t易。 ロ
伊藤 応）あ辺｀、一紅和（爆笑）つらがら1ててし凸、和政,~。 aだlg` が逍わな、いときて｀；

僕ら1さだいふ、法打、堂I勺プふて入らせてtらったがら・・・J

有吉 「や年）最紐、見知らぬ幻して` 伯`可をどミ3て＂芦古していい^力‘プ“'っていう^力‘̀、、 1愛は

3疇校生たうたというごともあ1和 ‘5な｀力うたば和ら＃39長くしゃべうてたう、こ砂う牙g、

出て知ぷ‘`、これ<‘亀が ‘I~ レておき ~i'o」 ／＼＾Yへvヘゾ'
田辺 「続きうして、；麟谷？砧ぁ願砂さす。波紹沢心にコ知＂ボうンティア：胡力をして

し1ただきれた。」

液菜谷~ 已ま当Iご：懸砂汰、しておリうす。向井訊／のあ江じ・うしようガ加思て1名、有舌君

，
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がう3いこと間を知てくがて所）がとう点` いました。（湛笑）

私も五紅て｀・シ台転沌ていただぃたば和心｀、何井さんが自5総臼位を一住懸命

な勺、そのあと『産林が終絡んて＂恥註願叫丸 gって言かれた汲、オ痴砂しぷうと思

ったんて・すけれじ、他の皆さんl：：且力けていただきれた。

今思ふら C-,切‘``したこ辺ざ＇）もがらたて匹力が` ダタ hうたなあ，て思ぃiす。いろんな人と

如だぢ,~な•印 、 今孔喝誌をも％だ）するし、キ当に住冷,1 丈変やフたろうけと"...'~｀のぎ恥

な人Id`うか）れたなと，咆vヽ3す。私、：：：こに入って知沢渡逢(-1;達）又嘩を見て、う辮

してし1って ...。
キ

キ当''"給んがうい心゜いのウのをが可私心がおネしを研たいぐらいて・す。とうもあ')

h‘ と`うてポ``し、れたo」 一し~~•~• ~ ~“‘ 
田辺 吟度が伊弱島さんあ｀原負いて•さ3す力‘。をめ 1叶厖山市ヵ‘うわさ‘｀わざお越しいたた・きまレた。」

伊靱島 澄さん：：：•'色'y5和しておリます。また初めてパ方t いう7 しャると思ぃます。

私ヵぢ台動に知nざせていただいたのt-J麻野台，ボランティアヵ‘・芦古動を始めて4ヵ月後くらい力5な

んて`す。 1年朋ごぃっしょざせていただvヽ て` その紅9寸咋山市に弓lっ抵ししきした。何か連糸叙Jゎ、と

いl1邸、い111Jvヽと思い,.,?、3年が‘たちすした。今まてで収1印お砧皆さんに1;J本当,-:;:な‘わす彦頁

がな、＂` ’印` 制し訳ガく、あリがた＜忍てお）がず。

私逗況とし1レて,~ 、 免人才、1ム1ても務しておリます。そ小と 、 舌だ始めた1ざかップJんて・すヵ‘.；有

野台ポランティアt.lf1111i逢がます[1れt.・:知虻1阻章害着の柁設の加暦］か）が戎'I9し1.、そおで‘
懸理心ぃように絡加］レようとし始紺くとこうて・す。本却皆さん、今3て••あ）がとうこ．、さ店れたo.J

田辺 浪いて三浦さん紅‘原頁ぃて．．合3すか。 3紅谷さん乙ともに五

才1て‘‘ヵ‘如ざうれ手したo.J

三浦 r出ム1J 府男玲ガ、•うンティアが発足は 、 伺井さん ・シ度弟和んn恥}，，いて 、 たた｀ふ糾云いた．iう

10 
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という感じて．．；も重ヵさせていただいたん和1位‘'、 3人g/JI手が`て3まして、糸舌局 2年l訟命ンティアの

砂伝ぃをさせていただいたんて甘。

人の言もを聞直訟(/')71和` られるダイブ°だと思てたん和1れど、実燎遁甜と比1

年、地震を距当た＇）に見知 1れ砂砂、自分ヤこの地域も知訟祖餞筈rてあた)h11じヤ

応ので` 、実感mゎ心くて、砂中でい沐和1人のI¥J．の中に入，ていけた沿、幻・バ i以4気拉

すをく人で‘枷分hたの力‘いいうaとが一番、課題砂てヲ怜てしまいました。た1ぐヮ祭茉のあ‘牛伝ぃ紅

だ）、1雀し和心＃fえいをする和サをうたば、｀祁釣I11可も衣1Jh` ったなあじう気持ちが残

っていかす。

でも和奴いただいた，＃．1”.l}くて、逆、9て咲顔を荘だ）して、お‘祝云いが続1て采いた

グが1.j、 という：：と 1さあ炸す。だがう、これで終れがふ1紅、 31て白知函範囲て••お郷

いでゼていただ田辺忠合す。打1,知くぉ威叫9す。こ^ 苦労＃恙て・し和 .、~＇‘’‘
田辺 「絞きまして、プズモス(//Xン）‘:...て`、、ゴスモス“”'3項野台篇l第3東有野台往宅虹旦当

1れたんて・勺＼づがと｀`、な古ヤも1泣程当してください合した船引さん、わ浄負ぃでさ打力‘o.J

船引 だんK紅船3l典打す。名旗恥恥違如てたんt和 m:.、人砂が和り‘→”'）

且'0にしゃ ‘^れ1ふヽレんて•`、最効、憶’姿に連切れた知鉢朋をしても何をしゃ八うていいやう、ほ

ていってアを ~911ていい朽的‘泣くて、気持ち L力‘色々勉強させていたたさました。

9年平ぐういて 玲`豹fJI”めてしかたんて・す(1加‘い会計幻11,{可砂‘糸禿，ィ国：：g•臼叫。

皆さん布当K長ぃ胴：：．．舌労様て・した。J — ：→~＿／十＿4-＿＿

田辺 り耶＜コスモスバ彰も芯、古原負いて` さ臼ヵ‘。_J

道1言 r もう 2位ヰ迩く、何いしていなくて、き¥うまる砂敷沿が高くて品＜て•••。反’着する：：：との

方が`ダタくて、これがらまたれ］ヵ‘1かるみたいてごて・ぅるた11そういうことも灯又Iオ；（す＃1Jガ？せていたた｀`

きたヽ叩忍うす。J涵蝙ー涵蘊

11 
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田辺 「知加君と同労年で高校3年生のとさがらうも倉ガしてくれまほ佐伯しあ‘'）如瑾詞．J

佐伯 r佐伯て．,.私ウ今兎：人、す‘_.ム{ll 方に望1Jがいれて活免nのズ Jれ、てい力‘いんて‘•和1れt、

こういうク知呼ば｀滋科知とを天＜あリがだいと思・7ています。人と科tするて以を衣＜勉残

1ゼていたたけたんて、今れ；象砂t・・<4砂ふ＇る部知‘ .、た（以ふ和で` 、こうし‘ぅメ幻虫公

ぃの1嘉をくだもた呪竺fく、あ昧‘ー砂忍い1レた。

仕事も杯如恥‘“功，紗 、 J1~ .朽ンティアの；名勧咋広でてていただきたいと思，てい3和て．；また

声をn¥1てくだでい。方）力‘い恣3した。」 ン 剥塚疇月
..! .!..,.._,..~-~~ 

田辺 噂 、効其月り珈1年日・2年目譴わ訊知嘩£

お所lきしれた。さぞ1狂溶兼そんされていきレたが、`尤当に初め'";が重沢れた和力が‘双心原豹1カ,,
fぷ(、2年g.3年翫辺‘ヵ‘っ^ていが思クんて．、すよ。で1h‘う．そ人1J/,肴身c,)4も 、包いをされずlt

堂心‘しゃパ）して下でい。て．．はし1がく て`箸灼委下でい o.J

皆芯屁を叙竹釦でかた）レなが｀う、 9くざ西‘I~ おしゃ心）,,緑売<。

〈ホ‘` ランティア (2住目以降条を中心に）＞

田辺 万iさ2年目以P知治會ヵK知 nで印た方をご緒介しながら、ぐ珈でつをいただ33丸

今、ミの会塙,~も茸真が‘展示されてい3す力‘.：写真と府島・府野媒2イi宅に共度lm.,1 くだ心

1したイチ廂ざんにお願いしたいと思います。..J

伊蘊 rし9-,tts”凸い］メうを玲?1却？て非裔：：：迷惑和）力‘げ1ぎ砥011、1くな1

氾 3ーを押していぎした1すと‘`・・・。さ？いうグル-1゚':知nさがいただぃて、最終的に1が耳真展を

恥,~が、ていただ派 lいうことて｀｀、感詣如ぃ1す。府舌君匹加 Iうと”.,と Xがてい3す。」

和ず租谷でん立ち砂‘・；），伊面さんとづッ1°心炉1しをつぐ。伊藤又．t立飲臼千す。

伊藤望ぅVヽうこLてミ幻 tぉ四紐1む）1した o」
r知 ‘?た.lという戸勺‘̀‘九占 くぷ砂均‘・み。

12 
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田辺 咳免で叩、やか）有恥第2住宅を担当されまして、特に最後点が1第2-1主宅を一酋

親身，¢.,て見ていただぞれた名キさんにお願ぃしたいと思ぃ召。」

宮本 噂和｀・す。品初、田辺で人や佐伯さん渭恥心池f4有馬伯設を和うせていた

だ如、皆でんと、う、Aかをでゼてぃ紐｀ぎ孔た。名l仮毀て．iづ高和ば企しょさゼていただ

ぎまして、高た奴んIく丈嚢即91ていたださ李して、松）がとうこ・ざいました。最り委，1第2位設をわからして"l

緑 ｀`さ3して、皆さんか釦＜会話？せていただぎ印、オ当に良b‘.,fて1J、あと思ってお93す。仮給9<

お‘うれた皆さんも紐それいい所l＜弓l介述訊て、いい所て` 良`船た11l-"`て逍所の方と孫ふれ

おうくとがて`．．ぞ1Jくて、叫寂しいLいて、皆さん知＜和（お電話いただいていいうな茨ピ貝て・す。

ボ‘うンティアの皆奴人とも4帷＜させていただき、1酸凜ス砂4帷くでせていたださ、和疇‘

弩ィアに入べ良ヵ‘7たなが今つく，，，｀．＜思⑬）1す。紆1~ こがウ‘う t 沙うそ亀'J-ろしくお願→材O.J

田辺缶印、，J、沿知年生l7)tぎ力‘うか3年g，べ砕、臼― —ノ…:2と•
が、、活動をい心Iてれてくれれた。-¥11'）麻恥第這名を担当してくれました甲悲田ざんと杯

さ人にお原負いしたいと、咆います。」

細心｀う由希すゃん9て「あ人f辺ャそうな` 房負をレ砧がん`」とひ這

甲斐田 呻芽田て・す。あl)が砂忍し、合した。」

木下 rm下て．．す。索ぃ忍虹V‘..,Iがいて・された。あ）がとう：：：ざ`いまし和 乙 戸4
田辺 官ょうId-2シ尺会＾主役⑰沿恩忍灯が、有恥第磁宅を栢当し3した筒井さんに

お願ぃレたい四色・"` すす。」

筋井 「筒井てす。仇に2文釦：：：｀`案内^ 方をさせ1もらいi丸（笑）：：：のみと終わ）れ1合、先

知考で 含`嚢t(J0円t"2文会をラ伎1簾して9す^て｀`、¢ザ` とかぉ姜fしし力‘取ろうと思，1-?1人で、

9令闇パある和すお‘厄もしうす。あリがレ火がヽ 和レ-f._o..1
砿‘ゼ9叩‘_、'瓦賢ら

田辺 咽免ぎ1ば、 ~3仕宅て．、 主Iて ：もわ3かた方をご絆介レたい汲泡います。日、平凍配ん、

13 
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お願いて・う弓すか‘0J

平瀬澤滋召、おしくお願ぃレ呑す。私Id霞哭直後l門恥てい3せんて•;2年月力‘況尿

んLV‘っしさl逸加し1レた。た打た3世合も人の方が同じ且］れが仕んてヽ らヽして、こ加這くていい

mmm命叩地1t，ただざぎレた。田辺さん力‘.、ホャホヤっとしたざうな (t暴宴）いい雰厠気
l,.,f:. Iう．．されヽ

”')まして、あ豹叱咤漱尻fJの的でi.).がので` 私も長＜続ぃたような気がし`3す。

最後Iさと‘` うに力‘啓さんが‘孔越しで紅：のを見届けて良力‘ったという感想が一酋て・す。か砂ぅ

：：む恥o.Jr’~

田辺 r今、お名前，Jあが）1した力‘.：廊＜吝3住屯を担当でれました祖私ん、お願いて・さ病

が。永原立1て (11ラワ— •アにゥ汝介ルやっていたださましたo.J

永 r知 34年（和刃葡，＜亦‘うンティアが実質名知が‘、J算斗玲がな` いがて］切いがと思うん吃

私,1田辺さん心吋皆fて住んでいまして、ぢヶうt冴砂4月I'共凜があ1外l4；て、田迎さ
んが吹釘て・1加、イむ車で小責舘を聞ぎきL¥うc!Jというごとで、すぐに田凪さん速l頃t心ぷ、
て`、、ラジオをが1て、 I卜青多足を用I,'て、あ.,：如ざ丈変だと思・いぎした。

私の仕事＾1笈輩の看護婦勺‘.、知‘心棟,:イ主んでおリまして、和う汽ゆきこ•主人が液勅

で`、 2オと佳ぎれたlざ砂4侠応ヽ3レt。4階に住ん心たんて切h‘‘、`コ虹ぐ主人が‘し＼ないので‘

丈哲た｀凶も，て、自知所I~ I~，てがヽて 4階遠，て行さきしたゥ客立、おふとん1J'1.t誼器が

1ざら和‘如叫滋,~籾，と 2人のみヵヴ爾んてお）弓した。

そのしきおふiんを lヽ‘‘・ツとめく，て、 1人の各1さお母奴に背負屈、もう1人11-私ヵ‘す柑！って、見

に奴、おあっ屯用意也l .／イ可してがんだ。余噌b‘••おh‘うああっいが、特砂んを加珈1J

ざい』ともフて。祖も止ま.,1いまレ知や、前のB1ミ；第ヵ‘レてたおぅ易があ.,1、ミルグ紅糾為をし

て、それガら：：：．、主人が｀リ晶1船釈｀’1奇とうというこl,lてが')9 した。巴袖和3私が‘ち似んとクいてて ~rf.る

カ・;JJ~ t,.,でついてお')9した。＜｀主人LA爪伏‘か）にリ希たら、そ4閉，⇔平：雑さんが象ヵ‘•どうな｀って

14 
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ぃ砂‘と思，て入71和、力‘ざ心闇ぃている）さ、だれもい1lぃはで、年和t7-`んてi切ぃ力‘9ふ岱

破々 11J凶` 酋もしてくれたということが‘改）ました。

和‘ら佃ヶ月1J‘紅まして、田辺でんが戸を出されて、和ぅと～和当時11b{)オて●`定年I:

fぷ{/ヽ°ートて`‘4枷 lてお）9したのて．、、ミが中，たらポラン和布‘` で`きるんどちヵ‘‘`泣‘1tJ、い‘うこじて・入って、

し11"らくして『平全員さん、いっしぷ,~~てみません』というこし r"和籟さんIて t 叫屯‘ガ（ナれした。払、

不季にして肛1,,口病肝克便Jヵ‘.]呆険証を持..,1紅して、rきょう砂諏員心‘.,てくれ』と言
血

，，，れ合して、この年9マfふて本採用l濱.,てb‘沿印くがと言われること11稀 l辺ぃ忍うと思‘71、そ

加バ諏lam 、 和病棟で‘イ會力き出レた1匹、砂‘ながオく9ンティアrく出か刀峰謀,~っガ点

現在9て知ぃ1す。

知 h、主た神戸・貶碑闇m(14年9が大狂な内陸舒心也需b‘巧窟実にある這かれ

和）合すf/lて` ：シ屯してごのポうンティアを加、オ舎てることなく、もっど確実な炉I＜今がしていく必要’ヵ‘―

あるとこ fllじ頁っくっ‘紅寿えておリうす。私もて・きる1~·i1t叩させ1 いただくようI~ いたし3す。今後

砂ようしくお願叫し 窓環翌逹S
田辺澤ョ3して、五知第1仕屯て．、土l甚；和、1'れたばむ‘●●̀ ト 4iこヽ1kらョ

鹿の3台や藷原台で繹勅でれて9して、ダタ方面＂冶転俎広高木さん 1て塩詞いたいz思叫

紘 「ごんにぢ1さ、記召。知,a.，卜裏机ん‘方々のぁ顔幼砕I,りうれ、おぎ紡ぃv透穎］
気紐印息て、本当Iくすてぎなボ・ラン盆'J̀iL-70,C入れていた1：：：ヽi1たてとを感諏してお'}3す。そかも

蒻釦んが紐しゃたわI迂田辺奴nホャホヤっとした祁1和知｀,11,-1,i.と思ていすす。このク）．↓-プ、本

部和1砂 し`ー1°fJ・パ・・・、いいて‘‘すよれ、皆さんミのグi`レープ°、ねん。（笑）

ご(/14月幻｀ら私Iさ奉が不季力‘3廂区の方I噂l凌ぎしてしすいまして、さ分の方（淫る：：とも少み｀くな•9 てしま

ったんて・す l1れども••• O 

和板設にあれたわ近兄てあ'')うれしくガいお知沌な和1ねども、最近、第11主宅咋‘
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られたV以ん、交通事故でなく1必印たんてす`C>そが‘ら Nさん＂ご主人も、クし前バカ‘` んで亡くな涼

ました。畦々、皆さん(//Iじ吋9て｀、思ぃ起叩和ぃ丘。初 l和‘嘉が皆さん、あ元気て•お和Iて

一L患てお）きす。ぎわI1本当Kが）h‘とうこ・ぶ`いました。また Jろしくお原負いし3す。」三饂三

田辺 r緑免いて、翻野台そして途が！1あ和んとい心I,第直名を和，ていただぎ3した

松田さん、お願いレ訂。.J

松田 「ごんに513、松田て苔；、ます。如鳩釦実名が全壊叩避難所砂‘仮談で‘

師うの方のガ与ンチィアさんにすぐく釘嘩ぃたたいて、そのや恥心臼ぎしれた吠冷度は私

ヵ‘いてちうの方でお絋ぃて活たうと思って入れていただ滋んてす。

仮設を訪扉せていただいて、堵さんがす：：．．くが強く生さてあうかる名幻拝見して、いろんなヤを

私もいただ狂した。それ` ：ボうンティアのこのグ加7°に入れていただ‘いたことも本当に感諄れて心す。そして

知いしを較ぃてくたもた先慧の方たち、和ふ）がとう こ示：すした。それ I~赤門塾和に項し1

喜ば感約1してい封し、田辺，さんも和1てぐ蹄様て・した。今r如もJろしくあ源砂うす。」

芯ァ、ダぶ声 r知 、細叫さん心2'.-1'連絡保）£して

ぉ叫屯レた本宮？ん1てお‘原負ぃレ3す。..J

本宮 尺人に叩、五ねを担当さ如砂1れた本宮と申し3す。加）、全も長いて` 和‘：ひとも

向。私Iむ呟,~姶nnでせてかう印 ｀`、 有野台を,~以ぶ知辺わたんてす伯。て．、も 3年余）治動

ざせてもうったこ灯：有野台をF畏が 、移11.il五知が切‘・咋引した。

本当にこんボうンティアIて 衿如ざ如かうてとで；いろんなすた5といっ lさ゜い出会んて、友人•如人が‘

ぃ迂゜いて・きたてと 、 本当lてうがL＜恩，てい印す。知知袖nvいっ,~゜いあたこと、宕咲と皆3人／て

忍和凡ぁ灼‘、とう恣l”0」、/^
田辺 頃じく五社を担当していたださ3した渡邊碓和んに勾頸ぃしたいと思います。」

渡 邊 r渡邊雅うてーす。払I~ ヤI'dリ母が潅哭で白宅が全1要いした。私'”足が視ぶめて｀‘、
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こういう会に入るふウt/)はすざく反対された人てすけれど、私,;iイ第ガの砂で＇皆さんの々 和立て ,J・・

坪も・って入らせていたたいたんて・す。て・すけど、柘可ヵ‘気オ奇ち1わか）て； り`ぇ，て私の方が皆さんにお芭

診ゃて心配をがけている:;;.~第なんて“す。でも屈切‘が形で杭ヵ‘しないとい119が 1 という呪-s,,j咎う')

k 1わたんて・れo‘・；皆払に13 色々とお世訪,,か）れした。でも 、 狂；屈シh•(II形で私もガに1J加れ1J ｀̀

いいと思..,tお）ぎす。と刃あリ力ゞ とう己・さい合した。.J ~~~｀ 
田辺 滋印て、同じく五ねて＇活動されました和田さん 、お願ぃでき3す力‘。和田でんと,.1甜花見

”そ以お会ぃしてそヽ印急が強ぃんて＇すが~-'

平田 「こ人にち11。私,,索怨昧Iむ砂紐祝が恥器内科で11鼻をしてお）3した。和

和卸祖をしているとき9可爾れ出して、『tぅの租石Qらんが危gと思・レヽ れた。若ぃ女釦以で‘

夜新してて重症の方iぃ9げ、皆丈ズ夭力万と思只＇ 、す社：庖紅を和わてかか，て、皆さんlす

”なくて砂豆，包？ふ恥＜．．ういてした。その況11° だ學堪ふ採らたいな払で｀羞｝

切れたと思いすす。

夜勤が終*.,1声・を見たう、市街地ヴ方のいろんな杖戌バ印、ごぷ,1イ可1-::もなが

ったの'"、向：う,1す切ヽ ことになているという迂で、そ立さに地震のす匂ヵうhn、7たんです。そ心

と済蛭病院lcl野載病院叫うに1Jツました。廊在も患考さんや象族があふれてい3し

和氏るが知h‘のざうにして運屈如釦、助ヵ‘？たれもおいした。オ当I1野恥病成1さこ人

加た；`たば沼‘和思いましだ。

必万じて．．仕鼻をしててふと記心ぃお、濯釦如和11-どうしているんだ初速・っ1それて友

だちのこしが位もて知派仰‘したい濃，て、ふと木°ストを見たらポ兌ヵァ募集が¢うヵ‘・入ふI3

したのて`、、自竹も1命‘しfうと思・只妹加けしだ。ポう忍ァ由い弓んなことをされ1ぃて、高尤さん切‘

樟さん~n‘ 田辺さんとが、一知懸釦がい和I" 、自分て..i如拉ih`った。か祖ヵ‘口うと思，て、気

枯ちだけI1．包知ぶすl1れど、イ珀‘本如てきること1さ自知贈業バ平紐払知思・，て、もう；斉£
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lがヤめて、今，3イ主舌の知ホームで侑ヵいてい9す。ぉ年各1)て＂そ：：に入所されている方ヵ‘・→懸

釦ス1おいる守を見て、あゎ師もやうなけれI拉思て、今，1すこ．．＜イ4贔 ’くえているふ洲‘、

ぉ角考')1て元気tぉ，ている只ていう気がし3す。

もう夕llてrわたl松 ｀`1生狂：：如砂なんだ口と卸Iていし眉lがせて、和，と元気がなく1ふ7
た節が発J.,.ホームパ咋て元気9て1J'）3した。皆払9て色々 と元気£もら只．私いfみがろうと1ゥ気

に1か）すした。長<1J')ましたが、ありザどうこざい引したo.J

田辺滋き印、五社＾たIヽ．9- 吋 9て．I.1-恥長1如,,うで＇

采られた枷知，包クんてすが、五社に11男性メンJヽ．．ーがいなくて、本宮9んはじめ皆さんが非常に

競）Iてでれて、棘）が Iのあるお知んがて和‘・ば雑＃訊お願ぃし訂o.J

渾井 項＃と申因す。去年(98年）の2月、一畜最後祖如1ふて知四せていただき3した。

琺9年 ('l'I年囚2月3て＂現役てーイ釦ぃて切れた。加ぅじ｀地雷のあ虹き(3 西神南漁業¢•

lし吋設備管窪碩うIてお）印、蛇雷4 直後、朝伊和釦iて叙か行き印、高むiレな`

払召約、電気誤H蔚砂、；令氏紐毀偏泣‘、全部1要れてが）まして加， 1回出西Jg紅

3日ぐらい喝れガい杖ぅ`兄が緑ぃており9した。

平成9年の12月て、現`役を引退して、1叩‘今3で自分て全碍したオ支舛和ガ‘人脈切‘、そういうこと

を知‘して ． 1知立って tがあるがないが樟索している臼チにち＄如、ポぅンティアセンダー,~府野a

命 ンティ7のビ和‘ー'-;p.1)1して、 グi~̀-70に入れてもらいうほ。本当，て一畜おいしいンこ取）名し忍闇

てi'11Jぃ力` m,咆います。

/2月が知ら.62になるんて1ヵ‘.：自分のため込んだ丑Jレギとを便ぃ果たしてし37て、今硲

工初レギ切蒻g,て1主んて•お心た方いが、いっ LよI合も會nうせて tふたポランテ4 アのメンバ'-咋 lて

和孔ず噸l1てもら，て、そのエネIレギとを今釦‘じじるというL:.3 て•t。 3かかもぢヶ必すうでい、

て・すがう、 咋9バキ'-を分けていただば、加柘I伍ゃれるが中グリオせんヵ‘;•これ力｀沙筑元詣祟
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の（丘、 9た1中暦lのひと＇）以して使，ていただきたいと思い 3す。おしくお願ぃし3す0.J

田辺 「ポランティアとして I~ 一番贔むなたんて•和1紅、実ra椒野

謡 2イ主宕にイ生んで｀がれれて｀如恥；葵佳巨の公営住名に舒がれたん内ヵ‘.；や珈もグ

収マス会砂‘おもちっき砂｀お知配送砂‘、お知獅弓畠迅遭ヵさをしていただ胡しT.

加在謡遺＜サm、そ如9‘"心配ガ双和‘・：ツ箋邊3んてお尿貞いし9す。.J
渡＇お舟、渡逢釦す。 4業 Iむ杞9ンティア遠叩する前に初めてこの北距有野台,~

粂たとを1己5わあー、千こ・い、田含Iて如だプ位1バ思いました。でい業も圧I含て・すよ、広島の山猿と

言かれた男や力‘力ね•••。

切ンテげ,~話われた人じゃガぃて和と＂、自知｀うてきたら毎加し紅1江島印、やって

ぎましたんやI1砂ね。メンIヽ ら`ヵ皆さん1註碍をやリ加＂ぅポランカアをして大変やな叫忍孔し

和1ど、 1葉みたい 9て古、和ヽ：：とを言沢・・・｀キ加 I心叶力しいんやrt~·'.れても：のボうンティアの

経馬委岱｀・ね、今イ印詞む：紐11会長していましだ、今算Iゎ稚謀役をしてい3す、,1.,：：：う

いい知弓知加かいろ人プ↓立をぎだ3だ免強していがなあ力｀人がI広病p兒入退

応緑）返してJA叩て・う李せん。：：：：こにいるンき応命項ゎ皆さんに1:J．足gl甜）とお

し心、たいしたこと13てきなわた人やlすども、池聾l匹競切をやっていきたいと思ってい

打。よ3しくお願ぃし9すo.J -5団勇目目毬
く出席できな力‘った方がらのお便＇）〉

田辺 「逸方が5桑らかた方(<ふ話しを切司いしたいんてれ‘●、、そ4珈お葉書て出如．．さなIJ̀'た和

ぁ話を何枚ヵ‘ぐ糸呂行したい咋，包ぃ存す。

ここに但で危夏を見せシれてないの力‘と思われるえもクがヽと思ぅ人勺が、ぅ五野でんな人て和‘:

7月92 日,~こ｀‘病気,~なられまして、入P完？れて．今休fされて、今リ）ヽもリ中だとお俎ぃしてい3す。
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残念ながら、ちrうとつ釦咋其月と重1i消して、たぶん如籾う、ここに如者さんといっしs

k敏名をしておられると思うんて・1が、`出加拉ぃというキ` イ更りがあ）3しだ0,1."、皆さんI'¥.お知ら

せしておぎ和 I°t,思います。 -置：〗日E四
そ如‘う呑ち々んが虹かるとヽ·加m••おが加凶元便）を 2通ぃたださました。おひとリ fさ

惰最畑I勺ポランティアに先加だれた望月さん 、 今t ざう~-·10~月町｀｀采池磁というが恥を

いたださい。防位ぇ，3 五社のメンIヽ．、一の豆乞さんの：：••Ii.J.. で第2住宅で，3'111あぃ勉強会をいっ

し.ti~してくださってたがんという方がわかんて・1が、てのえもおみでんがよせまれ1てtふたということ

て・1。切私しておきたいと患れ。 ～’:～’i~’R 
~~3たも3 対意を言わがいたた”こう双思いaす。

打 ‘ざ9う足池が予定だゴ込てすが、・采らが1ぃヵぃ三木さんお知）合、でダンスなどのオ是｛哭と

蓮送をしていただき3したクロネゴ・ヤマトの菅一郎久んがらメッセージカ届いてあり3す。

町釘んの想いの一部分し力‘命ガロて・さ約系のが残、知和、、 そ碩和位狂精—キ不頑

姐て；古重灯してい 1す。知尭K•宝渇で• p章名著詑合をそ援の為‘‘と..“')の名，9.tB央

会を 8月 1溶杞予定て・1暉叫•tしい毎日を追し叶、してい9す。皆a心古動を灯加頑張，て

下さい。そして 1イ3が用事を作只下でいJ 二H- ＿一日ヒこ＝
そ如‘うズ凡•A伐積ふl心Ia牙（いたださきした和知んなんて和‘．、、 こ0)すもこ病気され

印、＃詞が悪＜ぎJうIa知口でき1Jいということ如祁；

『奮名で9ゞ身共,~ぽ篇ついた人々 I°' 苔キ記の g房つ｀ぃ受＇今心叫、 后ヵみにな..,1てことで‘

し5う。皆様のボ和千ィアに頭恥・̀Pが）ます。a込ヽ 切詔勇＇）をいただぎ 3した。 £Q、
最筏に、：：：戌:i.11皆さんぉ会ぃパなられたこと13がヽ叶包ぅんで行：黄色ぃ用手で` ‘‘<

らしのべん`＇）昧 99というia神氾巨の住5も，卜青籾ャ元図が` 尤.,たばすが、そ“乍製＇，て、づ尽ヵ

いただき3した、元転日新聞贋生女化専業団め石田易司さ人がらメッセージカ1ふヽ てぃ3す。
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年間、ごくろうさ3てした。おかんの5台動にと．．水だけた＜でんの方が勇気づi1う小瓦ヵ

応f＜こ砂‘。新い市民＃釦夜9月,1に乾杯．I•I』.J}i目目巨目函
く支援者〉

田辺 噂1ぎ緑禿ぎ、 この99逸が‘豆まうれている大,...もおtもしをい匂迅ヽ て、2況釦紡'}

知 とヽ思ぃ3す。

まず、 皆さ人よくて存じと思います力｀．： 我々のポ尻ンティア5台重ヵ,~ -1)` か）資金．面のオ度助

をいただきました。潔坐ポランティアといk11̀：資金て・回るということが常諄的9iことだ＃たん

て・すが、分灼,,,幸いにもそかが全9§な`くて、そういう意o未で砂と非常K幸ゼたうたんて--r,1位 .. 

も、赤門塾の方が3人采池1vヽます。品初Iて長谷ItI穏和いてお苫名を切頭ぃレ9す。J

（後日出さかた赤戸可懃通信が中で ガ`ンハヤ糸径額I14年暦lr"／285749/)円になる：：：ロがわ

が）3した。改めて感謡1の気オがでいっl1°いてす`。）

長 J91 r一番遜A1菜て一番長＃nてか...,＜‘)しちゃ.,1ドキドキレてい訂けれど・・・ぎ¥う

1バ和心のあ、い＇） lて立為てに寄せていただぃて＊当にうAしい加思，ています。何も本当に

でさなくて 、 ただガン）＼°玄集めで送，ていたた．i1カ・んて・すけれ~"t。ても田辺君ととさどき会ってい

弘なお認を用いたリ、そホヵ‘う通U名を；免んだリしていて、 I回だけ私も仮設立田虹ば紅ぃっL

ょに誌朋したことがあ，たんて和1Ktども、 3だ虐＇如翌年知紅慈 ・うんて・す。ひと＇）匹 'Iがい

ろんな會みを背負，て仮哉k妥ていらっLゃ孔るなあボ：：とが本当Iて胆 9吐迫，てわり‘孔＇、そして

そういう人たちが‘互いK孤江することなく、いろ砂所で和1遠赴もネ藁叶いろ人なふ

うに復が）かでそこて桂さる加‘.、もう一度出てくがんだヵ、あていうのを本当にしみじみ感じま

した。

それて＂皆さんの うも昏nそバわヵ‘らも、私たち1cJ田辺君の合もを逼いして、あるいは通信を通して、

ああこ人1ふふう, ~人が人を助lす合う：：とが｀てや私んだぅていう a辺を感ua：：とて．； 遠<,~ い力がら
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灯ヵ‘希切みたいなimを自分が~,て感じとることがれ・きて、本当''-;p,,）がたがたなあて思ぃ1す。

長間、オ当にただ恥善意．だけて●●丑懸命ふヽ う、3年前に追あたけてta.tiくて、いろ

“`，色．口釈合）越辺くて93いけない、エネルキ':...として93 大変な：：じもあ，たと思うんて•和1れ

辺、本当Iて皆さん長・ぃ間よくな名たな以，思うレ、そしてこれヵ‘らもこの長い年月'"いろんな`

ふれあいの中て..てさたもd)カ‘ーまた新レい実を糸名んでい<.,ていう、そういうふうに人暦いてつな

妬て注きていくもんだなあという立を感じてい含す。

皆さん、私たちにも希ぜを駄てくださ，，1本当Iヴい）ガ‘砂近い9した。J
CG<G(+ 

田辺 「経ぃて、赤門塾巾長谷川でんfJI数広和あたられるんて・粉、・イ貨ヵ‘●●よく赤門塾

を誌わたときに震如ポランディアの語を聞ぃていただむれした。奈良方紹和とぎ：：：` iりは9れ

た祝もイ可人がおられると思うんてわ‘・；苧章木餃径宏1/...I名古厘負ぃレますo.J

宇津木 rt奇王力` ら采ました宅煮木て・す。田辺さんとかつき合い,1赤門塾を通仄がヵ‘

れぷl0年少J...tlてガリます。彼I3気が合うというが、 lケぷうイ業，4好きなタイフ°厄‘んて．1（紫、

叫•イ』という戸）ただれ、田辺れが雷妥があて、 ボうンチィアシも重ヵiする，諄りたとき、

今9 て ．の酋諄葺．名やヵ‘シ全くライフ•スタイルカ‘？あゎっちゃ.,千ムてす。炉ポうンテ17えらきm`‘う

：：碩知‘̂1痘のライフ・ズダイルに9わちャ，マ、それて そ^かを 4年朋糸廃けたごと自佐も1業，1かく

リしてる人で~l1:かと·-その暦l,CI3 破沫民神的Iこ尤当に城ぶゎてるとさな人力‘tあ.,T、 1度が4

年胴携かてきた；も動を今回房1めるダrし` うんで、そ爪を最後にちゃんと貝届けようって

いわか）で` 令Jうl9知した。（答．オ紐）

だけとそう,i言ってい業雌ポランティアに1が”'づわ‘金を出すことぐらい切‘わかれん。

”'＜そクいう3胡inを名が有名でんが合て1辺ように対岸か史事＜ゞらいの気持ちて如ゅ1

た濃・うんて孔。た心‘‘ご：：ICレヽ 如しゃる和、いろん1店 I＜言台を聞＜と、自分たち皆でんそホそ―
おうせい

れ、tもしいのにA也っ困，かる人た3を即Iすよう，ていう気持ちが` H王盛ナ“して・すよれ。で、1翼1さ
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和 rこ今、自己嫌恵て1ふてい1す。（笑）

たぶんこれがうも田辺さん口がそ合いIa-緑くと思うんて和かどもほ）、いが）以見届,1

ょうと忍てい打。」 ';,~~—•’’~ 
田辺 咳売ぃて、同じく亦門塾の長谷JII広さんにお願いしたいと思い3す。」

長谷川 「長谷川て吋、とうも。田辺后~,さ炉っき合いが｀長くて、イ婁，むゆ所釆て芍ょ

社疫かた塾もや召、20年＜ゞらい前なば和如いも、田辺君が｀七rてある日突黙` りも

が込んて‘‘きて、が日名そく名シ酋をたくで人侑沢んで泊めてあげたというとしろヵ‘ら始3リ3した。

邦、そ必あと破も決，色して蟄を始めて、どういう要，改` るがなあとお互い1てもめ合い加‘いう

柔れした。今度：：っいわポランティアをやることについて,3-先経応、釘が田辺君¢/...,ひ-'}して、

,,んかヵ‘してって言う人てすけと＂、そんなんじやないなと1貨，iず；と思・兵いれて（笑）、うあこれだ(1

菊固気があ如す：｀l印力がI<1-したんだと思うんて・すけれぢ和忙たぶん田辺危11人が匪て

知、そんなk：簡単．I＜身£弓1げる人じゃガぃ力‘ら、糸色れ19て自分が中,\:,・I~fJ7・たう、大変9ふこと

l:1.J疇が言只••・。

知 1知毎年叫ように奈良Iこ枯知渓ていて、それときl”かたい田辺名も采てて、きJうも
そこて｀のた＜で人0\ 、1棄ヵ｀レぃ戻負,~お会ぃしていぎす。伊藷でん）：：もあ全ぃしたこと力‘加）打し、知う

11-こ●●命知；絃野さんっていう方I,秒お会、したことが` わり9すし、高木さんとが、液桑谷さん砂` 、

樗さん砂‘佃が‘そこで顔を会かした方たちが｀いて、本当I:，卜褒りしいんて勺けれじ` 、そうV`う方

砂凌キ差されたとし'.,ても、田逗召ヵ‘•冷，たう丈瑚1ごと言つで、 1噴，っ田辺君 1'(iに力‘くさ9が）

加ぃiいうてとをしJ.,加う言ぶ。（定）攻I,I卜艮あれるぐらいし・:,,,ナivヽと、田逗名、ダメな` んだ

ヵ‘ら加。』って言ってた。たけと••日立君叫甥て・すよ瓜正羨感だし、大迂だうたと思ぅんて‘•

紐・・、でも本当にそうや，てィちてきた。 pkニ
~ 

て．：イ覆ヵ‘‘‘イ可が｀＇て・きる力‘..,ていうふうに，ぎ；ってて、雰災がたgこサミじ負Iて,~か｝ヽ°ヵ‘・｀色々あ
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只 、 皆やってたんて＂すけれと．、も、そういうB和iイ貨もちよっと ひねくか奢て•: 1ああん,9171）た

ばい。で、田辺君ヵ‘..5古恥レた炉さKIさお金の支援ぐらい,iて`さるがな疇と思ぶ懃の通、

倍ながても0沢心11でやったんて・すけれと．．、初tきても和炉）一番3たぶんてういう5台勅

！拉く緑＜砂、長イ含む‘•お金を出ゼるだけの4が制11作みう叫恙て。そ(/)t きに,~~`々も、ポ

ランティアて・和ヵ‘う、出した<fJい人とが出せガレ’)...13俵担ををしなくてようしいて・す，和れt.、出せる

屈知紅で出して,,しレ‘というような形で｀す泣 • • • 。そ出て••も年I'(2 回から 3 回ぐらいと

しヽ う砂！：：Lて通信て` 呼`びが1でグがJIむ威るとが増注砂,`1たたんて・すけれ混、た〈

さん皆立政樟が算印和れた。そ””-i?.,10リポう滋1うも勤召いうのIむ皇＜

カ`ら見てると見双知ぃんて・すよれ。最名加頃か‘合が復まるという広ぞ、あ合，ていう叫い7

たい沙ういうふ9J<；床れるん1i・ろう.,1いうこ以ガ` よくわ的なが` 糸。で、イ農たち131Jン）ヽ°を出してる

ときに田辺君が出しかるポランティア通信が送ぅれてくると、1.iが^．‘くカン）ヽ°をしてくだ召奴lて

1な知でん洟が？として、今消i レをしたリ 、初遠しだ）して•••。そんなに皆が用恥をも刃砂11

屁万いて．．すがう、皆が皆託むか祁イ`ガいんて・1rY.れt、まあも売んて.?人がその話をした')、

ぢ匹・赤門塾＾資金のこ以も出て幻ねという言台をしてると、ああこ砂和＂皆それぞ氷巾

わ ‘なが‘＄ても閑Iはをもっ7いるおかながり方が‘イ可力‘こちらで和Iて苦労プ.J-‘おている方々が＂

ぃ和＂｀ 一畜蝶1ている人暦1~し11さちゎげ噂活動l~ 、3 、,hられた力‘TJ't.．いう気キ呑ちI.,.1i

紐た。 Eこ`ととゴ！
tういよいよ一応＾オ印咋・というのて"、4撹，かー府も有野台,,象た：：：とがなくて・・・。む
常炉走滋知3月I＜ 奈良に桑たとさには、田辺君,~ゼかえ秤を見ておくょうにと言われて、

元町がら長田きて“、もう本当':悲l姶な杖態知私て1°l12グ、貝て妬いて、たた‘‘見て舟ぃたた.. 

けで、、 自Jガて．i成括ぢ’づ筋肱したば~11'位aも 、 という自分が‘力を出していい力‘よく釉‘らがっ`たん

召。そういう意味て•j1- ：：：がうでボテク4？力‘冷台3って 、 自分紅で初／奴なリ以もガンI釘て・さる沿う
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成、ちゎ砂れしし、というが、それてサ効Iクでも対妥て＂ぎてる力 ‘1ふていう気オおもわたリして、伺

”Jくす如辞ヵが緑＜町蘭⇔をもっていました。イ貴自身，＃通信ぐらいはちゃんと言砂直そ

ぅ年てる四,~、如浮囲気が k，でもあったがくなて、ど池｀力‘況か）全1本として l玖励＇と

した澪囲気ゲ通、ィもヵ刃感じい砂ぷうにな，て、まあ丈産ガんだみう（松、こうや，，て糸ん、ていく

んだカ疇ってい臼‘..、 自分としてI3実にいい気キ和和たんて・すよれ。

ね、今4世呻、いがんなこ`とが起こる姐I寸豆たい劫索しいてとがfかもんてすヵ‘う、

こういう迪倍がぷ` 力が，，Iしすら！かaI和と伝わ1采て、そ楕，，輌が続ぃてるっていうの

心俎゜＇）本当に希望た和ぃぅ気ずします。｀｀｀｀｀

今後tたぶんいろん1ふ砂て＂糸尻くんだみうガと思．うんて・すけれと‘‘、

和がリポ恥ンティア名やる人たちっていうのIざ皆そ爪か）,,エネルギともあるし、奈良て` お叙

ぽ沢1Jスカ` （さ皆’さんび切すう、本当によく噴ス、てるんて・すけれども、エネルギ‘ーがあるし、善

意たけて．iさす釈れガいです（甘訟、佃以なくそクいう力を感じ1おい、直オ名企，召印‘ゃ

る，1いうこと1さあば＇）な、いて匂 l1れE↓、1命‘そういう形で` ガっ・けられている，ていうこtをす社

忍ていれた。灼｀ぅ溜如オ与ンティア，，ことを思うといつもぢよっとクれしい気持ちがあ，て、

如炉）そか1さここむも重nがレても良力` デたがらじ‘ゃなぃがなというふうに思います。そしてむう

もとてもいい気持ちて＂皆ざんの科紅麿ヵ‘がいただきました。とうも力）が砂：：：：：・ぶ心 9した。J

田辺漬硲加3したが、我々 力‘"ふ心ぃ釦阜会を伺度が簗苓．蒙
初印、そのときにいろんな索器元：負奏てある以‘、大鼓で'

ぉ四‘、 やっていたたいた人， す力‘•；大正号のラ廣奏会を 2回や孔＇いたたさましt。そのワ・ルー7ot?J

主催者なばむ‘.；祖豹釈んにお謡をいたた•そうす。そホと大正痣をぎょう特~て柔ていたた｀い

てい和で、良がポら l^2曲取.,ていただ打たいは和‘` •`•• o

1ず石銹田さんIaひと言、お房頁いし9す。」
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磯田 r恥、て人にち91。か‘会ぃしてぃ加方がた＜でんい如げると思います（す広田辺

さんから，3ヽれあぃ昼倹会をしますのて：とお知‘̀'1J‘ヵうて喜んで＇座たときには、 1反言わ加妥弧

て令したが、、正日て‘`あ昼たうたので、お年各）の方が` 舛くて、隋ぃていただくが）思ぃ切9訳てい

紐 <I釦‘"良いのてi砂 ぃ`ヵ‘ということで敗詞tJEも用意して昔でんで、歌っていただ‘39した。

私l3大正考紐台めて叙iぷ兌ティアとして特費とが1濱行さ3した。今よく音鉛桑払這甜1

てい3す力‘.；痴系の方が小ゑ1J‘しい音で、`団展1J̀しい曲を強いたら、今うて冶平サ差、卜青もt枷紐滋各）

がうるうる＜るんてネゆ。うるぅる孝て、メn省—を胴ぃたら｀店~J祖‘•項即位ガん介‘は完璧，＜

欧い19す。そうぃうふうに音索砂Iい払眩加思，て、ひ訟沼囀邸噂ざいということ

でやて生うした。

む泊と．．うし1いぅ，てお需釦語した沢、化こう皆若いてず`よと言ゎ砧碩：と‘んな曲にし3

切という認Iてか）3日、そしたう‘'呑以」明5とI?Lを印ぃ1枷ゆぐらいウ‘1cf凶四1-:な）Jしたリ
一9-疇l-•一囀

2曲註皆、心匹＜恥う。ア迂Iい声ヵ‘"吟` ，て屯和成の月aも硲ぅ0 ------~ 

田辺 rそmi39:t会，3ごこれiてしたいと思ぃ3す。さ.,さ釈ん心話を聞ぃていて、自伽吟

釦をするっていうだけし•以なくて、 自知‘澁枷いろん1i炉£紗次，ていう言釦｀・1貨自身が択｀i-

番師象：：残13孔、私た3(/)冶會ヵ叫恥ヽ7しIIてれていくも心やm.,和の祝i.,7いう感じを今一畜

強＜も，てい3す。ぎわ13 幻ウあリがとうこ•5号レた。（拍今）.J

：：”りと 2次会もたくさい）方が残られ、l/‘吟会Iて采うれな力糸`大野君．山本名．枡谷さん、

滉谷谷さんぶ臥． 山山奇以ぷ•生人なと｀•t 給加訊、おしやバ｀9か、蹟＇）あ＇）で； l;欠釦J.x.t

にエネルギ!../I),~じけるような2 ;r会に1か）れレt-: 。

宴11深夜紅緑でうした。
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全言幸全噌

平成10年 5月1日～11年7月31日

く収入の部＞

項 目 金 額 備 考

助成金収入 100, 000 兵庫県社会福祉協議会．

寄付金収入 422, 200 長谷川宏 (396,200)高木さん友人(26,000)

受取利息 308 

合 計 522, 508 

く支出の部＞

項 目 金 額 備 考

支援活動費 111,851 食事会開催の諸費用

献花．花見年賀状．暑中見舞い他

消耗品費 44,072 コピー代 (42,721) 文房具他

通 信費 87. 740 電話代．切手代

旅費交通費 8 3, 5 4 5 米運搬費，ガソリン代，通行料他，

備品購入費 3. 2 0 0 ゴム印

寄 付 1 0, 0 0 0 ゆうわ会．クッキーエ房 （各5.000) 

合 計 340,408 

ボランティア25名

前期繰越 136. 435 

総収入 522. 508 

総支出 340, 408 

次期繰越 3 18.5 3 5 会計 船引典子！［「
上記の決算について出金伝票、領収書などを照合した結果公正なものと認めます。

監査 宮本民煎且皇）
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